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建学の精神

理事長水田 宗子

21但紀を迎えて，世界の中の日本というテーマの重要性は， さらにいちだんと深まって

いくことでしょう。この国際化の世紀を生きる，豊かな感性と知性と，確かな知識，技能

を持つ[l：々しい人材を育成するために，城酉国際大学が太平洋に臨む広大な几卜九里至近

の地に誕生いたしました。

房総の地に出生し，数次にわたる蔵相，自民党政調会長等の要職を歴任し，戦後日本の

政治経済に少なからず寄与してきた清廉な政治家，故水田三喜男の「学間による人間形成J

という理念を建学の精神として，学校法人城西大学は1960年代の切めに発足いたしました。

1992年に開学した，新生の城西国際大学は，その建学の精神を共有し，継続してまい

りますが， さらに，〈国際社会の中で生きる人間の人格形成〉を，本学の学間と教育の目

標としていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々新たな活性化を求めなければ，その

役割を果たすことができませんが，人間と教育の原点は不変てす。城四国際大学では若い

人々が〈学ふことを通して自己の可能性を発見〉し，〈率直さと公平さ）をふだんの規範

として生きることを目指します。ごまかしのないスポーツの世界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，国の内外て，人生という広いフィールドで，力いっぱい活動するた

めに，若い人々が育っていく希望と抱負と魅力に満ちた場として，城四国際大学は，これ

から祈しい年輪を刻んでいきます。
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高

等学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず，とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の間題など，次々に疑間が浮かんで

きます。そのような時，この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめー読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城四［月際人学の新人生議村を迎えるにあたり，この‘浮牛使覧に盛り込んである内

容を，直接ことばで説明するとともに，語it一人ひとりの質間に応える，次のような機会や制度

をJ廿紅しております。

1. フレッシュマン・セミナー

フレッシュマン・セミナーは，白然の中で教貝と学牛との交流を図ることを目的として，学科

ごとに＾ifl:^1」で実施いたします。たくさんの先牛）jと出会い，祈しい友人と語り合ってくださ

い。詳細については，「フレッシュマン・セミナー要瑣」を参照してください。

2. オリエンテーション

各学部・学科ごとに実施いたします。なお詐細につきましては，オリエンテーション時に況明

いたします。

また， 2年次以降のオリエンテーションでは，専門科11の汲明等それぞれの年次において必要

な加項を訪碍jいたしますので，必ず出席してください。

3. アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度とは，特さんが「l_E]1際社会の中で生きる人間の人格形成」という建学の精

神を，具体化していくのを扱助するものです。）よ礎ゼミおよびオフィスアワーを通じて，特さん

人ひとりが持っている能力を 1り分発揮し， 1l/il刊を伸ばし，キャリアを形成できるように，勉学

l’]の指導をはじめ大学牛泊のさまざまなllll}姐に対して，＼り任教員がアドヴァイスをしてくれます。

なお，具1本的なことについては，オリエンテーションにおいて品明いたします
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安房ラーニングセンター

安房ラーニングセンターは，学校法人城l}り大学創設者水田―：：喜男先生の生品の地であり， ―→年

を通じて気候温暖で知られる刑0川にありますe，雄大な太平汗や鳥の声に位まれたt愚かな [l然の中

で，充実した研修時間やくつろぎの時間を過ごすことができます。

近くには，大目然の楽しさを満喫できる海やアミューズメント施設だけでなく， i:布術門島や

郷土査料館など文学探訪に適した名所・旧跡があります。

1.利用範囲

(1) ラーニング施設として，本学学牛および教職員の教脊・研究・研修の場として活用し，

また生涯教育の推進を図ることを H的とし，特に必要と認められる者とします()

(2) 学生の利用に際しては原則として教職員又は卒業牛もしくは父祉の引率を必要とし，引率

者が利用責任者となります。

2.利用期間

年間を通して利用n［能です。ただし，絢年12月29日から 1月3Hは休館l]とします。

3. 申込窓ロ・事務取扱時間

(1) 窓口

城西同際大学総務課 虚話 0475-55-8800（代表）

(2) 受付時間

午前 9: 30~11: 30 午後12:30~16: 00 

(8月1H~  8月20日，年末年始， f-. ・ II躍・祝祭H・ 創立出念日を除く）

4.利用日数

原則として 3泊4日を限度とします。

5.学生利用料金

一泊＿＿：食付 4,305円（税込み）

6. その他

細部については，城西国際大学JOSAI安I}｝ラーニングセンター利用規定及び利）廿案内により

ます。
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学生生活のしおり

学 生 証

1. 学生』は，本学学牛であることを証明するものです（＿通学時にば必ず携俯し，本学の教職員

より提小を求められた時は，速やかにこれに応じなければなりません。

2. 学牛訓I•^．は，人学廿―ヽ『に交付します。有効期限が過ぎた場合，卒業，退学，

生じた場合は，速やかに返還しなければなりません。

除籍等，学籍異動が

3.学［l証l［は，大変繊細なものです。保管； •取扱いには允分に気をつけてドさい。

4. 学生証には賠証番号（パスワード）機能が備わっており， 交付廿かは全員がー^ 律，「 11 1 1」

の番号に設定されております。各自の責任のもと，賠訛番りを学生諜前にある賠証番り変更

PCで必ず変史して下さいなお 靡；j[番りを忘れると各種の証明書の発行ができませんc

5. 各試験を受ける時は，学／I諏正の提ぷが義務づけられています。

6. 学生，il|：を紛失， もしくは破担した場合は，「学牛・11正再発行願」を学生諜に提出し， Il]込んで

下さい。なお，再発行にはいずれの雖由に拘らず1.500円の発行手数料がかかります。

学生証のアルファベット記号

学部

学科

学部

学科

学部

学科

学部

学科

経営情報学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • B 

総合経貨学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・G

ネ晶ネ止漁ゞイ↑浮：脊[i・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・F

福祉総合学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・F

観光学部·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • • T 

ウェルネスツーリズム学科…w

環境社会学部・ • ・・・・・・・・・・・・・・・・・ • • C 

環境社会学科・・・・・・・・會●●ヽ・・・・・・・・・E

学部

学科

学部

学科

学部

学科

研

国際人文学部・・・・・・・・・・・・・・・H

国際文化学科・・・・・・・・・・・・・・•L 

国際交流学科・・・・・・・・・・・・・• •K 

薬 学 部・・・・・・・・・・・・・・・P

グ
）し

阪療薬学科・・・・・・・・・・・・・・•C 

メデイア学部・・・・・・・・・・・・..,x

メデイア情報学科・・・・・・・..A 

生.........・・・・・・・・・・・•..．．．. S 

科 目股修生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・A

学生証番号（学生番号）の見方
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人
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号

）
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連絡事項

大学から学生への通知事項等は，すべてマグメデイア

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが牛じる場合があります。侮H機会あるごとに各掲ホ板を注寇して見るように心掛けて

（電動波動掲示板） または掲示板によっ

ください。

なお， マグメディア及び掲示板の設置場所はド記の通りです。

マグメデイア： A棟第、•学牛ホール前

B 104教室前

F棟第二学生ホール内

G 3棟riij

掲 不 板： B棟西端BlOl横（学牛課）

B棟西端エレベータ隣（教務課，全学科共通，福祉教育センター）

A棟第一学生ホール内（学生課）

G 1棟 1階通路（総合経党学科，福祉総合学科）

G 2棟 1階通路（国際文化学科，環境社会学科，学生課・焚学金，

国際教育センター）

G 3棟 1階通路（国際交流学科， メディア情報学科）

A棟 1階

L棟 l階

（福祉教存センター）

（l災療薬学科）

2 階教学1i務寮傍（東以紀）＿心）t•町キャンパス）

B棟コリドー （安房キャンパス）
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授業関係

I 履修申請

1.履修申請とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら決

定し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって，自己の学習計画を確立すると

ともに，申請した授業科目について履修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修申請の手続きは，非常に重要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは，その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。そのようなことでは進級，卒業にも支障をきたすことになりますので，特

に留意して申請手続きを行ってください。

また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，疑問にお応えします。期間・場所

については，毎年オリエンテーション時にお知らせします。

II 授業時間表

時 限 I II 皿 w V 

時 間 9:30~1l:00 11:10~12:40 13:20-14:50 15:00~ 16:30 16:40-1s: 10 

観光学部 9:4o~n:10 11 :20-12:50 13:40~15:10 15:20~ 16:50 17:oo-1s:30 

※定期試験等の時間は，変更することがありますので掲示に注意してください。

皿 授業時間割表

授業時間割表は，学生便覧の科H群・科Hの並び順に表示されています。また，授業を実施す

る時期は，＜期間＞の欄に指定されています。

前期 前期セメスターに実施する科目

後期 後期セメスターに実施する科目

通年 1年間通して実施する科目

集中 集中講義期間に実施する授業（補講期間に実施する場合あり）

その他 実習，研修，インターンシップ科目

授業時間割は，クラスもしくは学籍番号によって編成されている科Hがありますので，自分

の所属するクラス等を確かめて，履修計画を立てるようにしてください。

ただし，学科共通科目等では，所属クラスに関係なく科Hを選択することができます。詳細

については，本便覧に載る学部ごとの「履修の手引と手続き」を参照してください。
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教室番号の見方

教室番号の頭のアルファベットは棟を表し，後の数字で教室番号を表しますので，校地・建物

配置図等を参考にしてください。

（例） B 1 0 3 

Bは棟番号 1 0 3は教室番号

w 休講

（例） G1-101 

Glは棟番号 1 0 1は教室番号

担‘り教貝から連絡があり次第，掲示により連絡します。また，始業時刻から30分以上経過し

ても教宇に連絡のない場合は，学部事務室まで問い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合）の際における授業の取扱い

は， JRが始発時運行停」、卜の場合に限り全H休講となりますので，ニュース速報等に十分注意

してください。

v 欠席届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断書または理由書を添えて学部

事務室で検印を受けた後，授業担当教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

室窓口に用滋してあります。

学籍関係

休学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により， 3か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理由書を添え保証人連署のうえ，休学顧を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は 1年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて顧い出ることによって更

に1年，通算 2年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

可された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除します。

復学（‘予測第38条）

休学していた者が復学する時は，原則として学期又ば学年の始め lか月前までに，医師の診断

内または理由悶を添え保証人連署のうえ復学願を学部惧務室に提出し，学長の許IIIを得なければ

なりません。

また，復芹後の科[l版修等については，学部れ務室の指導を受けてください。

退学（学則第40条）

やむを得ない理由により学業を継統することができないときは，その耶由内を添え保証人連署

のうえ，退学粕を学部’ji務寮に提出し，学長のw,叫を得なければなりません。

除籍（学WJ第47条）

授業料及び施，没設備費の納人を怠り，腎促を受けてもなお納人しない者は除籍されます。
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再入学（学則第41条）

正当な理由により退学した者が，その理由を解消し学業の継続が可能となった時には，願い出

により再人学を許可されることがあります。

なお，再入学願は学年の始め 1か月前までに，学部事務室に提出しなければなりません。

転部（学則第33条）

転部を希望する者は，学年の始め 2か月前までに，転部受験許可願を学部事務室に提出し，所

属学部長の許可を得て受験することができます。

科目等履修生（学則第54条～第59条）

本学学部における授業の履修を希望する者は，学期又は学年の始め 1か月前までに，科目等履

修生受験願を入試課に提出し，人学の許可を得なければなりません。

研究生（学則第60条～第66条）

特殊な研究に従事しようとする者は，研究生受験願を学部事務室に提出し，人学の許可を得な

ければなりません。

授業料および施設設備費

I 授業料

1. 年間納人額を前期分および後期分の 2期に分割納人してください。なお，大学から納入振

込用紙が， 4月上旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してください。

2.授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してください。

II 施設設備費

毎年度授業料と同時に納入してください。なお，納人振込用紙は「授業料等納入振込用紙」

を使用してください。

I11 事情により，授業料および施設設備費の納入に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。用紙は経理課窓口に用意してあります。なお，学納金が

未納の場合は，当該学期の定期試験を受けられない場合があります。

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それぞれ担当教員を定め，各担当教貝が諸君にいろいろなアドヴァイ

スを行う制度です。諸君の担当教員や詳しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて説明いたします。
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健康管理

健康を保持し，増進させていくことを目的に本部棟 1階に医務室があります。怪我をしたと

き，体の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。利用する場合は，受付用紙が学牛諜

窓口にありますので，必要事項を記人後，来室してください。また，体脂肪計，血圧計も設置し

てありますので利用してください。（紀尾井町キャンパス，安房キャンパスはそれぞれ， 2階お

よび1階にあります）。

I 定期健康診断

本学では毎年 4月（前期入学）と11月（後期入学）に定期健康診断（内科検診， X線検査，

身体測定，検尿，血圧，聴覚など）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異

常があった学生は再検介（自費）が必要です。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができない事は当然ですが，各

種の奨学金の申請にも支障をきたしますので指定日に必ず受診してください。止むを得ない理

由により受診できなかった学生は，医療機関で発行される健康診断証明書を学生課に提出して

ください（この場合は自己負担となります）。

II 遠隔地被扶養者証

医療機関を利用するとき，保険証が必要となりますので，自宅通学以外の学生は在学証明書を

自宅に送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携帯してください。

学生相談室

大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたいことなどいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

ぜひ学生相談室をご利用ください。

例えば， ・「対人関係や家族関係で困っている」

・「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

・「気分や体調がすぐれない」

・「意欲がわかない」

・「自分のことを知りたい」

・「今の学科が自分にあってないようだ」

・「進路について自伯がない」

・「事故にあった」

・「金銭トラブルにまきこまれた」

・「誰に相談してよいかわからない」

相談したい時は，

＊ 相談は原則としてf約制です。学生相談室に直接ご連絡ください。
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〒283-8555 千葉県東金巾求名 1番地

城内国際大学学牛枇淡宇

TEL 0475-53-2067 Email kokoro(aijiu.ac.jp 

玄間室時間

月・水・金曜日： 11時から16flか

唸 その他の時間幣：医務窄へ相；；炎の Iれし込みをしてくださいc

医務室 TEL 0475-55-8899 

玄相談室；医務室隣

唸 なお，虚品・手紙による相，淡も受け付けていますし，

唸 相談については，プライバシーを＼厚重し秘密を守ります。

奨学制度

奨学制度には，大学独自の水Hi焚学生制度，日本学生支援機構および地方自治体等の育英責金

があり，それぞれの部署で取り扱っています。

I 水田奨学生制度（学務課）

学校法人城l厄大学創立者水lH―臼料男先生の宥英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学の精神に則り，優秀な学牛の顕彰と，さらなる育成を [:l的として，成給・人物等俊

秀な者を大学院研究科においては，各専攻より 1名，学部においては，各学年・各学科より l

名を選考し，授業料の憎11として年額300,000円の焚学金が授与されます。

ll 水田国際奨学金制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田—・＾一喜男先生の脊英の理想を実現するために設けられた水 lfl奨学

生制度とともに，城西因際大学学生の同際的な勉学を奨励することを H的とします。本学学生

の場合は， JEAP制度による留学，海外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の音Gとして500,000円を卜限とし，奨学金が授与されま

す。

III 独立行政法人日本学生支援機構貸仔焚学金（学生諜）

独立行政法人 l—1 本学生支援機構（以ド「機構」という。）は独立行政法人 H 本学牛支援機構

法により設立され，優れた学牛等であって経済的理由により修学に困難なもののうち，文部科

学省令で定める基準及びガ法に従い，これに認定された者に対して貸与されるものです。

学資として貸与する奨学金には，無利息の第＾種焚学金と利息付の第て種焚学金の＿二種類

があり，募鋲は 4月の年 1[rIJとなっています。なお，家川急変等による焚学金必要者について

は，緊急・応急での申込みを随時受け付けます。

機構が行う奨学金は学生課で取り扱っており， Ill込み募集案内等の連絡事項はすべて掲示で

行います。 lll込みについての詳細や，家叶，学）Jなどの申込み条件等については，事前に説明

会を行いますので，必ずこれに出席して，出願手紬きにイ洲備のないように心がけてドさい。申

込概要は以下の通りです。
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1. 第一種奨学金（無利息）

(1) 貸与月額

自宅通学者： 30,000円， 54,000円のいずれかを選ぶことができる。

自宅外通学者： 30,000円， 54,000円， 64,000円の中から選ぶことができる。

(2) 学力

1 年生：高校評定平均が3.5以上

2年生以上：大学における学業成績が1/3以上

2.第二種奨学金（有利息）

(1) 貸与月額

3, 5, 8, 10, 12万円の中から選ぶことができる。

（薬学部生は12万円を選択した者に限り， 2万円の増額貸与が受けられます。但し，利

息は別途。）

(2) 利率

利率固定方式 1.5% 

利率見直し方式 0.5% (5年毎に見直し）

（平成22年 1月現在）

(3) 学力

1年生：出身学校の成績が平均水準以上であること。

2年生：大学における成績が平均水準であること。

3.予約採用候補者

予約採用候補者については，大学が指定した期日に，「奨学生採用候補者決定通知」を提

示し，必要事項をインターネットで入力してください。期日までに提示しないと，資格を失

うことになりますので注意してください。

4.在学届の提出

高等学校在学中に日本学生支援機構の奨学生であった者は，入学後直ちに「在学届」を学

生課へ提出してください。提出しないと，大学在学中の奨学金の返還が猶予されません。

5.奨学金の貸与と返還

奨学金の貸与は，学生本人の各個人名義銀行口座に日本学生支援機構から直接振込まれ，

返還は卒業後に預金口座から自動振替となります。

奨学金は国からの借入金と卒業生からの返還金が主たる財源です。卒業後の返還金は，後

輩学生の奨学金に循環運用されます。返還の義務を果たして，はじめて奨学金制度が成り立

ちます。

6.継続について

毎年 1回奨学生としてふさわしいか否かを判断するために，「継続顧」を提出することに

なっています。成績不良，単位不足，さらには素行不良者は，貸与が停止，または廃止とな

ることもあります。
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I¥「 城西国際大学経済支援焚学制度 （学生諜）

本学の建学の粕神である「学間による人間形成」を確立するため，人物学業とも優秀である

か，経済的坪由により修学が困難と認められる場合，広く教育機会を与えることを目的に，本

学独l'lの「授業料減免制度」，「授業料貸仔制度」を設けています（外国人留学牛人試による人

学者は山油できません）っ

1. 授業料減免制度

授業料年額相‘片額の50％を焚学金として減免します。奨学金は， 1年次後期の授業料を納

める10月に給付し，給付と1nj時に授業料として納付します（人学金，施設設備費等の減免は

ありません）。 IIlし込みは学部 1年生のみを対象としており， 1年次の人学時において家計

支持者の前年度の収人が年額500}jド］以凡及び兄姉が大学に在学中の第 2子以ドの場合は

年額800)J^ ド」以ドの経済的に修学が困難で，人物学業とも奨学生として相応しい者が出頻で

きます（審介・選考があります）。募集は年 1阿ですc 申し込み方法などの詳細は人学後に

実施する晶明会で確認してください。なお，退学や除籍された場合は，焚学金の全額を指定

の期 [1までに返遠しなければなりません。

2.授業料竹与制度

授業料年額相判額以内を焚学金として1〗りします（）焚学金は， 4月及び10月の2rr,1に分割

して交付し，交付と同時に授業料として納付します。なお， 2年次以上の学生が申し込み対

象となっています（本学の卒業生で大学院入学者については初年度から適川できます）。貸

与期間は 1年間で，継続して出粕することができます（焚学金総額が学費相叫額の2年間分

まで）。返還始期は，修業年度の翌年度 4月以降となっており，半年賦で年額12万円以上10

年以内に返還する必要があります（大学院貸与学生は 5年以内）。募集は年 2[ulとなってい

ます。~/し込み方法などの詳細は説明会で確認してください。なお，退学や除籍された場合

は，奨学金の全額を指定の期日までに返還しなければなりません。

V 地}j自治体等の焚学金（学生課）

茨城県，福島県等の各都道府県または市町村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金かありま

す。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますので，申し

込む場合は早めに各窓口に間い合わせてください。

VI 留学生への奨学金（国際教育センター）

外国人留学生に対し，日本学生支援機構や平和中島財団等の焚学金があります。募集につい

ては，掲示で連絡しますので見逃さないようにしてください。

住居関係

自宅から通学できない者は，通学可能なところに「住」を確保しなければなりません。「住」

は学生生活を充実させるために大切な条件です。大学では，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています。詳しくは学生課に相談してください。
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アルバイト

学生は学間に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことではありません。しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ない仕事を選びましょう。求人については，学生課の掲ホ板で紹介しております。

なお，留学生については，責格外活動許可苫の交付を受ける義務があります。詳しくは，「留

学牛の手引き」を参照してドさい。

施設・用具使用

本学の休脊施設・教室は，正課授業および課外活動で使用していますが，時間の許す限り一般

学牛にも開放しています。施設や川具を使用するときは，学牛課で手続をしてください。

拾得・紛失

学内で物品を拾得・紛失したときは，学生課に届け出て拾得届．紛失届に必要市項を記入して

ください。拾得物は学生課で保管していますので，学生課に申し出てください。

学内での忘れ物が多いので，持ち物にぱ必ず，学籍番号，氏名を叫入してください。

6ヶ月を過ぎた拾得物については処分します。

また，普段から盗難防止のために 各自の持ち物の保管・管理には十分注点してください。

学用バス

学生・教職員用に東京・横浜・木更津・西船橋・靡張キャンパス・蘇我・大網・成田・成東・

東金の各駅から大学迄，学用バスを運行しています。同数券または利用券がないと乗車できませ

んので，事前に購入し乗車してください。阿数券は経理課窓l」，利用券はA棟 l階ホール自動販

光機でそれぞれ販元しています。
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城西国際大学 シャトルバス

J R東京駅 所要時間 1時間10分片道 600円

J R横浜駅 所要時間 1時間40分片道 900円

JR木更津駅 所要時間 60分片道 500円

JR西船橋駅 所嬰時間 60分片道 400円

幕張キャンパス 所要時間 45分片道 300円 ： J I u 
J R蘇我駅 所要時間 45分片道 200円

J R大網駅 所要時間 25分片道 100円

.J R成東駅 所要時間 10分片道 100円

京成成田駅 所要時間 50分片道 300円

0各駅発大学行き

時間 東京駅発 横浜駅発 木更津駅発 西船橋駅発 幕張発 蘇我駅発 大網駅発 成東駅発 成田駅発

07 40 10 

08 00 10 25・35 50 15 

09 00 05 

10 10・20 15・50 45 

11 55 35 

12 15 10 40 

13 55 15 45 

14 55 10 35 

15 00 50 05・30 

16 05 05 

17 10 00 

0大学発

時間 東京駅発 横浜駅発 木更津駅発 西船橋駅発 幕張発 蘇我駅発 大網駅発 成東駅発 成田駅発

08 

09 20・30 50 40 40 

10 25 

11 20 15 30 

12 15・50 45 45 

13 10 10 45 

14 00 40 

15 05・15 05 05 05 

16 50 50 50 45 

17 00 

18 30 20・30 20 20 

※l シャトルバスは高速道路を走行するため，定員以上の乗車はできません。
2 アクアラインが通行止めの場合，横浜行きは原則として運行を取りやめ，木更津までの運行とな
ります。
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自動車・オートバイ通学

現在，交通事故は毎 H のように発生し，—!印い命が奪われています。

事故により学牛生活や修学に支障をきたすだけでなく，場合によっては人牛全てを変えてしま

います。自動車・オートバイ通学の場合，何時・イIl]処で事故に遭遇するかわかりません。事故を

未然に防ぐ為にも自動車・オートバイ通学ではなく，他の交通手段での通学を心がけましょう。

なお，やむを得ない事情で自動車・オートバイ通学をする者は， ドライバーとしての責任と自

党を持ち，事故の無いよう心掛けてください。車輛通学をする場合は，事前に学牛課への登録が

必要となります。登録のない場合は，車での通学を認めておりませんので，必ず登録をするよう

にしてください。登録用紙は学生課窓l_1にあります。

また，学内への乗り入れは禁止です。指定駐車場（自動車＝第 1 第2駐車場の 2箇所・有』｝

オートバイ＝第 1駐車場 1箇所・無料）に駐車する事を義務付けます。

大学周辺道路への駐車は 地域｛主民の方に非常に迷惑を掛けることとなりますので絶対にしないで

ください。違法駐車を発見した場合 臼動車・オートバイで通学禁止及び大学より厳重処闘を下しま

主

＝分婢について＝ 大学の館内は梵煙です。喫押する場合は指定の場所ですること。歩きタバコ及び

ポイ捨ては厳繁です。

諸届

I 住所変更届

本人•第一保証人・第て保証人の住所を変更したときは，所定の用紙がありますので記入のう

え，速やかに学生課に届け出てください。

II 保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますので品人のうえ，速やかに学生課

に届け出てください。

皿 身上異動届

本紐地・姓名を変更するときは，所定の用紙がありますので記人のうえ，速やかに学It課に届

け出てください。

lV 学生団体設立

学’いが学内において団体を設立するときは，学牛通則第 8条を参照のうえ学生諜に屈け出てく

ださい。

※本学学I|：は，人学時に全員「学生個人別カード」を学生諜へ，留学牛の場合，加えて「外国人

留学牛登録カード」を叫載し1叶際教脊センターヘ提出することになっています。この提出され

た各カードは，在学中における緊急IIオの連絡，保，』：人等への連絡及び在籍中の牛活指導等に用

いられます。
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なお，その運用については「個人情報の保護に関する法律Jの規定に則し，取り扱われます。

また，「住所変更届」等の各種届出用紙や「証明甚発行願」等の各種申請用紙についても前記

法律にHIJし述用されます。

その他

I 大学への軍話による間い合わせ（行事予定・休講•その他授業及び試験に関することなど）

には切応じられません。必要のあるときは必ず登校のうえ，掲示により確認するか事務室窓

口に間い合わせてください。

II 大学の機関ではありませんが，学生の原牛援護を目的とする団体に，〈日本学生支援機構〉

があり，奨学援助，保険診療， I厚生会館の運営，管理及び外国人留学生の援助・内外学生の交

流等の事業を行なっています。

（取扱時間）平日 9 : 00~12: 30 13: 00~16: 00 

休日土曜， H曜，祝日，年末年始

日本学生支援機構

駒場事務所

〒153-8503 東原都H黒区駒場4-5-29

〔留学生事業部〕

交流れ業課合 03-6407-7455



学生生活のしおり 49 

諸願．届一覧

種 類 摘 要 用紙配布窓口 提出先

休 、"了ら^  願 事由が発生したとき，速やかに学部事務室

復 呂子 顧
で相談の上，手続きすること 学部事務宅 学部事務室

教学事務室 教学事務室

退 が子ら→ 願

欠 席 届
やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席したと 学部事務室 担当教員

き 教学事務室 （学部事務室）

治癒証明書
麻しん，風しん等の感染症が治り，大学に

教学事務室
教学事務室

通学する時 （学生課）

転 部 願 学部学事事務室
教 務室

学部事事務室
教学務室

住所変更届
本人又は父母，第 2保証人の住所を変更し 学生課 学生課

たとき 教学事務室 教学事務室

保証人変更届 保証人が変わるとき ク ク

身上異動届 本籍地異動・改姓名等があったとき ，， ク

紛 失 届
事由が発生したとき ク ク

拾 得 届

施設・用具使用願 大学の施設・用具を使用したいとき ク んヽ

学生団体登録届 掲示により指示する (5月） ク ，，， 

団体設立許可願 顧間教員が必要 (11月） ク ク

授業料延納願
やむを得ぬ事情で，授業料の納人がおくれ 経理課 経理課

るとき 教学事務室 教学事務室

授業料負担者変更届 授業料負担者が変わるとき ク ク

学生通則

第1条 本学学生に関する規定は関連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第2条 学生は入学前に提出した個人調壺票・学生個人別カードの記載事項（住所・電話番号な

ど）に変更があったときは，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

第3条 学生は学生証の交付を受け，必ずこれを携幣し，本学教職員より提示を求められた場合

は，いつでもこれを提ホしなければならない。

2 学生証は入学時に交付する。

3 学生証を紛失したときは，直ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。
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4 学生証の所持責格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない。

第 4条 前条規定の他，学校法人城l)り大学束以紀尾井町キャンパスでの授業，諜外活動その他の

ため入館する場合，必ず学生；正を入り l［にて提ぷし，別に定める様式のネックストラッ

プを用いて，確認し易い位置に常に着装しなければならない。

第 5条 学生は， 1り年 1|rl]本学施行の健康診断を受けなければならないc

第 6条 学生はその本分を['l詑し，社会的な規則・マナーを遵守すること。他の人に対する暴）J

行為．迷惑行為・セクシュアルハラスメントなどは決してr1,Iされない行為である c ま

た，これらの行為を日撃した際には速やかに学生部，学I-l証悲へIドし出ること c

第 7条 学生が，交通手段として自動車を用いる場合，学生部に登録することによりそれを認め

る。その場合，指定の駐車場に翡i：車する1iを義務付ける。

2 学生が白動車にて学内に乗り人れることを禁ずる 0 1且し，特別な事情により学内への東

り入れを希望する場合，学生部を経て施設行理者の；；午可を得なければならない。

3 許可を受けた学生が，学内に駐車する場合，施設管耶者より発行された学内進人叶叫証

を，車内の確認し易い位岡に常に提ぶしなければならない。

4 許可期間を過ぎた場合は，直ちにこれを返納しなければならない。

第 8条 学生が学内で団体を結成しようとするときは，代表者と顧間教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧間教員が連判・押印をもって学牛部長を経て学

長の許可を得なければならない。

2 許可されたl.，tl1本は， 1圧年 5月未日までに所定の[ifl1本名簿及び連絡網を学生部長に提出し
なければならないc 提出のないときは解散したものとみなす。

第 9条 本学は，多様な文化的背景を持つ学生が肌界各地から集まっている国際大学である。し

たがって，本学において，特定の政治的・思想的および宋教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および家教的団体と認められるものを組織してはならない。なお

かつ，学外においても，人学名を使用してlri]梯の活動をしたり団体を組織してはならな

し'o

第10条 学生団体が学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者及び顧間教員の連署・押印をもって学生部長を経

て学長の許ujを得なければならない。

第11条 学生が学内において集会を開こうとするときは，代表者はその 7H前までに所定の様式

に従い，その日時・使用しようとする施設•その他必要直項を出載の1こ，学生部長に頴

い出て許可を得なければならない。なお，集会の終r後その結呆について学生部長に報
告するものとする。

2 前項の集会は，午前 9時から午後 5時までの間とする。

第12条 学生が学内外において文書の配布及び掲小をするときは，その責任者氏名を記載した文

書を提ホし，所定の様式に従い学生部長の許IIIを得なければならない。

2 前項の掲示は，本学所定の掲ホ板に掲がするものとし，その掲ぷ期間は 1週間以内とす
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る。

第13条 学生が学内において募金活動，世論調査，署名運動，投票及び寄付募集などの行為をし

ようとするときは，本学教職員をもってする責任者より，あらかじめ学生部長を経て学

長の許可を得なければならない。

2 前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指示に従うとともに

その結果を報告しなければならない。

3 第1項に定める行為は，本学教職員及び学生以外の者を含むときには，その行為の一切

を禁ずる。

第14条 学生が，学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認められるときは，学則第68条に基

づき懲戒の対象となる。また，学生団体が学生通則あるいは学内諸規則に違背したと認

められるときは，活動停止または解散を命ずる。

付則

この規則は平成 6年4月1日から施行する。

この改正は平成11年7月1日から施行する。

この改正は平成17年4月1日から施行する。



I 各種証明書

各種証明書
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各種証明書

証明書センターは，本部棟 1 階事務室内の学生課に置き，各種証明書の受付•発行を取り扱っ

ています。発行する証明書の種類と手数料については，次頁の「証明書発行一覧」を参照してく

ださい。

また，紀尾井町キャンパス及び安房キャンパスの学生は，教学事務室が窓「lになります。

証明書の申し込みおよび発行について

1.学生証を使用して証明書自動発行機（取扱時間：年末年始および日曜，祝祭日を除く 9:00

~ 11:00)で所定の操作をしてください。

2.証明書は即時発行されます。

3.証明書の種類によっては，証明書センター及び各教学事務室窓口で申し込みし，即日発行で

きない証明書もありますので注意してください。

4.証明書の有効期間は 3ヶ月です。

5.電話および郵送による証明書の申込みは，原則として受け付けません。

6.学生証は ICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1.学割証は，片道の区間内において， 100kmを超え，帰省等で利用する場合に使用するこ

とができます。 (JR各社のみ）

なお， 8名以上の団体で旅行する場合は，団体割引が利用できます。

2.学割証は， 1回の交付で 2枚までとなっています。（国土交通省規定）

3.他人名義のものや記人事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処罰されることはもち

ろん，大学全体の学割証発行停止処分を受けることになりますので，使用には注意してくだ

さい。

通学定期について

電車の通学定期は，最寄の定期券発売駅の窓口に学生証と通学定期乗車券購入兼用証明書を提

示し，購入してください。なお，通学定期乗車券購人兼用証明書は，入学時に学生証と一緒に交

付します。

その後，卒業まで自己管理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明書センター窓口発行）を添えて購入してください。

なお，住所変更をした場合，住所変更届と一緒に通学定期乗車券購人兼用証明書を学生課へ提

出してください。証明書に新住所を記人し，押印します。



証明書センター 55 

証明書発行一覧

種 類 手数料 交付期間 受付および発行

在学証明書 200円 即時

成績証明書 ク ク

自動発行機

卒業（見込）証明書 ク ，， 

健康診断証明書 ク ク

焚学金受給証明書 ク 3 l―l後 学生課・教学事務室

教職関係証明書 ク 7日後 ク

福祉関係証明書 ク ク ，， 

推胤書（進学用） ク ク ク

椎胞書（就職用） ク ク 就職諜

調在書（進学月j) ク ク 学生諜窓口

英文（在学証明書） ク 3日後 学生課・教学事務室

ク （その他） ク 3 ll後 ク

学生証（再発行） 1.500円 3日後 ク

学 割 証 無料 叫時 自動発行機

路線バス定期券購 2 H後
学牛課・教学事務室

入llj通学証明書
ク

(3日後）

通学定期乗車券購 2日後
入兼用証明書

ク・

(3日後）
ク



1 将来のみちしるべ 1

将来のみちしるべ
（キャリア形成・就職センター）
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将来のみちしるべ

諸君の将来に大きな点義をもつ「進路の選択Jについて，適切な助，iムと指導を行なうとともに，

就職に役立つ各種脊格の取得や就職活動のサポートをするのが「キャリア形成・就職センターJ

です。各種費格収得溝9巫を開催していますので，白分の将来の進路に参考になるものを選び積極

的に受講してドさいまた，キャリア形成・就職センターには脊格取得のための各種の教材や間

題梨が用、立されておりますので，ぜひ活用してください C,

大学時代に何かひとつでも脊格を収得したり特技を身につけることは大切なことです。簿叫，

TOEIC,マイクロソフトオフィススペシャリスト，販必l:，ホームヘルパーなどの責格にも栢極

的に挑戦しましょう c

1年生・ 2年生にとっては辿い先のことのように息えるかもしれませんが，就職は決して卒業

学年になってから考えればよいというものではありませんし人学時から，将来の進路について良

剣に考えることが大切です。以ドに述べるような事柄に卜分注紅をして，キャリア形成・就職セ

ンターで行なう語行事には積椒的に参加するよう心がけてくださいc

キャリア形成・就職センターの活動は，就職委員会が中心になって年間の就職指導）j針を立案

し，全学年を対象とした各種資格取得講庫の実施に始まり， 3年生に対しては先ず 7月に就職ガ

イダンスを実施しますc 次に就職適性検介，就職試験対絞溝IAit，公務員試験対箪講IKiふ個別lhi接

指導などをスタートさせ，キメ細かい就職指導をおこなっていきます。さらに，希望者には，イ

ンターネットによる検索，就職図鳴コーナー，企業個別ファイル等を利用し， 1—•分な情報を手に

人れることができるとともにインターネットによる WEBテストの体験もできます。

よりよき社会人になるために 4年間を悔いのないように過してドさい。進路について相談した

いことがありましたら，キャリア形成・就職センターをいつでも功間してください。

主な行事予定

1. 各種責格収得講座 （各学年，年間を通じて）

2．就職ガイダンス （各学年 4月： 3年次 7月～ 1月）

3. 就職適性検脊 (3年次 9月）

4. 進路登録菜提出 (3年次10月）

5. 就職準備セミナー (3年次10月～ 2月）

6.就職試験対策講座 (3年次 9月～ 2月）

7. 公務員試験対策講座 (3年次 9月～ 3月）

8. 企業・薬学・ネhi打［施設就職面談会 (3年次 2月）

9. 航空・旅行・ホテル業界受験対策囁溝座 (3年次 9月～ 3月）

※ 詮細は麗J~ により連絡します。



1 図書館 1 

図 書 館
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水川記念図書館

水fll，心念図内館（以l:,1叉l内館）は知識の‘i、:hi｛です。本学における学洲，教有，研究に必要な

責料を収集して利）1jに供しています 責料としては図翡や雑誌をはじめとして，虚fジャーナル

やデータベース及び視聴謡責料ぐかを整備しており，現在約22万冊の蔵書がありますc

図書館の利lll環境としては利lll者のアメニティーにも配慮した快適で最祈の設備を整えてお

り，史に図古館サービスにおける情報［叉l,l}館的機能の允実に努めています。

1. 図書館施設

. 1階：総合カウンター，雑誌コーナー，参考収l書コーナー，メディアラウンジ (PC60台）

視聴詑コーナー (30合），オリエンテーションルーム (220席），グループ学習宇

• 2階：間架閲屁字（和l叉];り），新内コーナー，文）小コーナー，グループ学習室 (3室），書庫

. 3階：開架閲覧屯（洋似l青），中国図青コーナー (2,500冊），雑誌バックナンバー・コーナ

ー，グループ学習宇，閲覧ブース (16宰）

•閲屁席： 653席（佑報コンセント付き）

2.図書館の利用にあたって

(1) 利用者 学生，教職且，その他図書館長が利lilを，；伯l［した者

(2) 人館手続 学生証を「人館ゲート」に差し込み人館します

(31 開館時間 平日9: 30~20 : 00, l:B祉日9:30-17: 00 

(4) 休館 [l ll曜H,I玉j民の祝日，本学倉lj立記念日 (4月28日），

春期・夏期・冬期休業中の一定期間（その他臨時に休館することがあります）

3. 図書館サービス

IJ) 資料の閲覧

館内の賽料は自由に閲覧できます。閲覧後は元の場所に戻すか，近くの返却トラックに

乗せておいてください。

(2) 資料（図書）の館外貸出

^＾部の脊料（参考図書＾，視聴詑責料，特別指定図書，新聞・雑誌：最新号など）を除き，

貸出手続きを受けて館外で利用することができます。

① 貸出図書の冊数及び期間

学部学生，研究牛，科日等脱修牛•…•• 5冊， 2週間以内

大学院生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10冊， 1か月以内

② 貸出の手続き

代出図苫と学生，，正を総合カウンターに提出する，又は1叉l甚自動代出返却装置で手統き
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を行う。

③ 返却

貸出を受けた図書は，次のいずれかの方法で返却期限内に返却しなければなりませ

ん。

•総合カウンターに返却する。

・図書自動貸出返却装憤で手続きを行う。

・ブックポストに返却する（図書館正面入口及び図書館棟事務宰入口に設骰）。

④ 貸出期間の延長

貸出期間の延長は，返却期限内に総合カウンター又はオンラインリクエストサービス

(OPAC I由i面）で手続きを行ってください。他者から貸出予約されていない場合， 1回

に限り延長できます。

＠ 貸出に関する注紅事項

・貸出図書を他の人に転貸しないでください。

・返済期限を過ぎた図書がある場合，新たな貸出を受けることはできません。

・図書を破損，紛失した場合には弁償していただきます。

(3) 図書館ホームページおよび電＋的学術情報の利用

図書館ホームページは，蔵書検索 (OPAC)，霞子的学術情報の検索，図書館利用にお

けるお知らせなど情報検索・情報提供の窓口となっています（次ページを参照のこと）。

主な軍f•的学術情報の利用としては，次のものがあります。

・全国大学図書館等の所蔵情報及び国会図書館所蔵情報の検索

. JIU霊―fジャーナル・ポータル： Natureなどのジャーナル検索及びヒットジャーナ

ルの閲覧

・ SciFinder（生命科学関係）などのデータベースの検索

・聞蔵：朝日新聞， JapanKnowlege:百科市典などの検索

(4) パソコンの利用

メデイアラウンジのパソコンを利用する場合には，総合カウンターで手続きを行い，使

用するパソコンの番号カードを受けてください。パソコンとして，次の2種類のものを設

岡しています。なお，インターネットにアクセスする場合には，梢報科学研究センターか

らIDとパスワードを取得してください。

・ EPSON STlOO (50台） ：図書館ホームページ及びWindowsOffice等の利li]

・ EPSON MR3100 (10台） ： ［叉l渭館ホームページ， WindowsOffice, 及びADOBEの

Illustrator, Photoshopなど各種ソフトの利用

(5) 視聴此脊料の利lll

図内館所蔵の視聴謡責料 (DVD,VHSテープなど）を視聴謡コーナーで利用（鑑買）

することができます。総合カウンターで手続きを行ってください。

(6) グループ学胄辛•閲覧ブースの利JIJ
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グループ学習室は多人数 (30人以内）で，閲覧ブースは数人 (3人以内）で利用できま

す。総合カウンターで手続きを行ってください。予約もできます。

(7) 他大学図書館及び千菓県立図書館の利用

図書館から他大学の図書館が所蔵する雑誌の論文コピーを取寄せたり，現物の図書を借

受けることができます。また，他大学図書館を訪問して利用することもできます。

更に，千葉県立図書館が所蔵する図書を借受けることもできます。

これらの利用手続きについては，総合カウンターに問合わせてください。

(8) 学生希望図書の購人

学習のために学生が希望する図書等の購人に努めています。「学生希望図書購入申込

届」を総合カウンターに提出するか，オンラインリクエストサービス (OPAC画面）で

申込んでください。

4. 図占館利用卜の注意

図書館の利用にあたっては，職員の指示に従い，次の事項を遵守してください。

① 図書館の資料及び設備は大切に扱ってください。

② 館内では粛清を保ち，喫匪・飲食及び他利用者への迷惑行為は行わないでください。

③ 所持品の管理は各自で責任を持ち，貴重品は常に携帯してください。

④ 図書館の利用にあたって，著作権法を遵守してください。

⑤ 館内で許可なく集会，印刷物の配布，貼紙等を行わないでください。

9HOME 

•図書•i1民を探す

＊学術i禽文を探す

≫’1責莉を探す
「オンライン」
rcD-RDM」

9篭干ジが→ナルをi殻-'

9零子ブックをi菟む

水田記念図書館ホームページ

邑＼城西国際大学

水田記念図書館
MJZUTA Memorial Librヽ"!I

►お知らせ （過去のもの）

2010. 122 「学校法人戯西大学理事長水田宗子の人生ノート」が埼玉新

間に1月18日（月）から70回の予定で連載されています。各

キャンバス図菩館の新閲コ-ナーで読むことがでさます．

2010 119 紀尼井町キャンバス図君館の平日（月～金）における利用終

了時刻を20時から21時50分に1月20日から延長します．詳細

200991 リクエストサーピスの間始。①資料借用・予約の状況照会及

•本学紀要・学会は等 び惜用期閏延長、②文猷複写・資料信用申込(!LLサーピス）

及びその状況照会、〇学生希望図書謂入申込及びその状況
•リンク某 照会などがOPAO画面から利用できます．詳細

•2009521 ば U電子ジャーナルポータル」を構氣、「電子ジ’←ナルを
読むJに登録しました．本字が契約ノている電子ジャーナル
(6.000誌）を中心にタイトルの統合検索ができ、掲載請文を
読むことができます．なお、従釆の上urna防祉は利用を中止
します．

•200934 化学文献等データペースSciFlndec<J>Web版を「情報を探す」
に登録しました。SciFinder利用者は図害館〈内線7113)にご

連絡ください．なお、従来のSciFlnder.'007は5月22日（金）で

終了します。

城西国際大学水田記念図香館
〒283-8555 千葉県東金市求名一香地 Te90475-55-9912F訟 0475-55-3265

サイトポリシー

へJlu生へのお勧め
図魯llli

9図書箕利用案内

9間棺情報

≫図書n概要

•学外者の方へ

≫問合せ先

9城西国際大学

"8蒻科学研究センター
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情報科学研究センター利用案内

梢報科学研究センター（以ドい情報センター」という）では，研究教育活動の情報化，ネット

ワーク化，国際化を積極的に推進しています（：すべての教室と研究室に情報コンセントを配附し

ていますので，学生と教職員は3000を超える情報コンセント（無線LANを含む）から‘直fメー

ル， WWW, データベースなどのサービスを [HIIに利用することができます。また，情報センタ

ーでは学生のキャリア形成にも貞献しています。

1.設備

(1) パソコン設閻教室

Jゞソコン教室 1 (A204) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・自習室

編集室 1 (A209) ・・・・······・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•・・・・・セミナー宇＿

Jゞソコン教室 3 (A211) ・・・・ •・・·・・・・・・・· • • ・ • ・・・・・・・・・・セミナー室

J ＜ソコン教室4 (B206) ······・・・・・・・・・•・ •・・・・・・・・・・..演習宰

Jゞ ソコン教室 5 (B207) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・演習室

メデイア・コミュニケーションセンター 3……セミナー宇

(2) ノートパソコン対応教室

A202 A203 A210 B303 B310 C2-105 

Gl-101 Gl-102 Gl-302 G3-311 

(3) その他

スタジオ (A201)・調整室 (A206)

リニア編集室 (A207,208) 

2.主なソフトウェア

MS -Office, macromedia STUDIO MX, 日本語組版ソフト Eftelcomp, 

Adobe Design Collection, Adobe Premiere Pro 2.0, ArcView 

3.利用にあたって

(1) 間館時間 9 : 00~17: 00 

(2) 休館 l] 日曜日，国民の祝Hに関する法律に定める休日，本学創立記念日 (4月28日），

春期・夏期・冬期休業中の外定期間（その他臨時に休館することがあります）。

4.利用上の注意

(1) パソコン教室は飲食厳禁です（持ち込みも小可）。

(21 教室内のパソコンはファイルを保{fできない設定です。ファイルを保存するには， CD-

R/RW, USBメモリ等を各目でJ廿、意してください。

(3) 携帯軍話の利用を禁止します。

(4J A201（スタジオ）． A206（調柩和およびB206, B207パソコン教室の日動扉は，時間

管理しています。授業開始時10分前に開錠，授業終［時間10分後に施錠されます。

(5) A204パソコン教室の入退室には学牛証が必要です。
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(6) 連絡事項等ば情報センター前の掲示板で案内します。

(7! その他，他人に迷惑をかける行為を慎み，パソコン教室に関する秩序等については，情報

センター職員および学生サポーターの指示に従ってください。

(81 ノート型パソコンは高価な精密機器ですc 紛失や収り扱いには注慈してください。

5. インターネットの利用

教室内のパソコンは一部を除きインターネットに接続されていますので，ホームページの閲覧

や電—fメールの利用が可能です。また，学牛ホールや図書館，ネットラウンジには，情報コンセ

ントや電源コンセントが設岡されていますので，ノートパソコンを接続してインターネットを利

用することができます。利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが， トラブルに巻き込

まれたときには，教職員またば情報センターに届けてください。

大学は，教脊・研究，学術H的でインターネットに接続しています。節度ある利用を心がけて

ください。

大学内でのチャットおよびスカイプの使用は膨大なトラフィック（情報贔）が発生し，教育・

研究に支障をきたすため，禁止しています。

詳細は「城西国際大学学内ネットワーク利用基準」等に掲載しています。

6.電子メールアドレスの取得

電子メールアドレスは学科オリエンテーション，コンピュータを使用する授業等で取得するこ

とができます。その他の希望者は「ネットワーク利用責格講習会」を受講し，所定の手続きを経

て取得してください。メールフォルダの容量は400MB, メール 1通あたりの送受信容量は10MB

です。

アドレス取得後パスワードを忘れた場合，情報センターで「パスワード変更申請」をしてくださ

し兄

7. プリントアウト（印刷）について

レポート提出時期は混雑が予想されます。時間に余裕をもって利用してください。

紙は貴凧な森林資源です。“印刷プレビュー”などを利用し，印刷は最小限にお願いします。

カラー印刷ば情報センター内のカラープリンタを利用してください。カラー印刷は有料で，コピ

ーカードを用紅してください。

8.講習会

情報センターでは， 1人でも多くの学牛にコンピュータの知識および利用技術を修得してもら

うために講習会を開催しています。

9.学生サポート制度

コンピュータを使用する授業において，教貝の補助をする学牛サポート制度を導人していま

す。詳しくば情報センターヘお問い合わせください。

10. 大学推奨Windowsノートパソコンの修理について

個人で直接業者へ依頼する）j法と，惰報センター窓llへ持ち込む方法の 2通りがあります。

詳細ば情報センター作成の「2010年度版晶礎から学ぶコンピュータ」を参照してください。
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城西国際大学学内ネットワーク利用基準

（趣旨）

第1条 この基準は，城西国際人学学内ネットワーク管理・運用規程第 8条に基づき，学内ネッ

トワークの利用に関し，必要な事項を定めるものとする。

（利IIj日的）

第2条 学内ネットワークは本学における教育・研究に関する活動の推進及び向上を図ることを

目的として利川されなければならない。

（利用可能者）

第3条 学内ネットワークに機器を接続し，利川できる者は次の区分による。

(1) 本学教職員

(2) 本学学生（留学生別科を含む）及び大学院生

(31 情報科学研究センター（以下「情報センター」という）所長が適当と認めた者

（接続手続き）

第4条 学内ネットワークに接続し，利用しようとする場合は，あらかじめ情報センター所長に

申請し，承諾を受けなければならない。

2 接続申請及び接続手続きに関する要領は，次の各号による。

(1) 接続申し込み

学内ネットワークヘの接続は，情報センター所定の申込書を提出して行うものとする。承

諾を受けた事項を変更するときは，変更する時効についても同様とする。

(2) 接続の承諾

情報センターは，学内ネットワークヘの接続が適当と認めた場合，これを承諾し，必要な

手続きを行う。

(3) 接続の拒絶

情報センターは，次の場合，学内ネットワークヘの接続と利用を承諾しないことがある。

ア 申込書に，故意に虚偽の事実を記載したとき。

イ 利用者が，本学または第三者の｛言用を毀損するおそれがある態様で学内ネットワーク

を利用するおそれがあるとき。

（利用形態）

第5条 学内ネットワークに利用および利用形態に関する要領は，次の各号による。

(1) 利用者の連絡義務
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利用者は，情報センターのネットワーク機器に故障が牛じたときは，直ちにその旨を情報

センターに通知する。

121 利用の制限情報

センターは， j己災・事変その他の非常冑態が発牛するか， もしくはおそれがあるときは，

学内ネットワークの利用を制限する措置をとることがある。

13! 利井Iの中l|こ

情報センターは，次に掲げる事由があるときは，学内ネットワークの利用を中止すること

がある。

ア 情報センターの通信設備の保守または1口＾事のためやむを得ないとき。

イ 情報センターが設置する通伯設備の障轡等のやむを得ない事巾があるとき。

14) 利川の停止，登録抹消

ア 情報センターは卜．項(2X3)の＇れ情以外に，利用者が城西国際人学学内ネットワーク利用

虞‘一焦第 6条に該刈し，及び利用ガイド（情報倫J用規程）にある違反行為を行った者に

対して，市前に事情を聴取したうえで，学内ネットワークの利用を停止し，または登

録の抹消を行うことができる。ただし，緊急を要し，事前に聴取することができない

場合は， この限りではない。

イ 利川者が，著しく H 本国内の法令•関係各国の法令・条例に抵触する行為を行った場

合には，学牛の場合は学生部長に，それ以外の場合は所属長に対し，事実を速やかに

報告しなければならない。

ウ 報告を受けた各部署は，学tlllに基づく処分の要否，または既に講じられた措置の解除

の要否を審議しなければならない。

工 学生は，退学・除藉・卒業と同時に登録を抹消する。進学した場合には，新たに接続

の1れし込みをしなければならない。教職員は手統きにより，退職後も定められた期間

内のみ，転送サービスを利用することができる。

直‘、『事項）

第6条 学内ネットワーク利用者はその利111に‘りたっては，次に掲げる1i項を遵守しなければな

らない。

(11 教育・研究及びその支援の11的以外に利用しない。

121 、i:f利を ll的とした行為， またはその準備を l1的とした行幻に利／iiしない。

131 第：者の権利•財廂・プライバシーに担古を仕える行為に利Jll しない。

14I 公）ド良｛谷に反する行為に利/IJしない。

151 犯罪的行為， または犯罪的行為に結びつく行為に利Illしない。

i6) ‘ヽ戸内ネットワークの連I|jを肋げる行為］

(71 法令に違反する，または違反するおそれのある行為をしない。

181 その他，城I'り1KII祭大学学内ネットワーク利川ガイド (h'i恨倫J用規程）に定められた本学が
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不適切と判断する行為をしない。または行為に利）廿しないe,

（免責）

第 7条 情報センター及び学内ネットワーク秤理者は，学内ネットワークによるサービスの提供

の遅延もしくは中断によって，または捉供されだ情報に関連して牛じた損布に対し，一切の賠償

責任を負わない。

附則

この基準は，平成16年 1月1Hより施行する。
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城西国際大学Webページ管理・運用規程

（趣旨）

第1条 この規程は城酉国際大学学内ネットワーク管理・連用規程第8条に基づき．学内の

WWWサーバーの利用に関する必要な事項を定めるものである。

（審議機関）

第2条 本学の Webページの管理・運営に関し，必要な事項ば情報科学研究センター研究員会

議（以下「研究員会議」という）において審議・決定される。

（管理機関）

第3条 本学の WWWサーバーは城西国際大学情報科学研究センター（以下「情報センター」

という）が管理する。

(WWWサーバーの利用可能者）

第4条 本学の各WWWの各サーバーのデイレクトリー領域の貸与可能者は以下のとおりとする。

本学の学科・各センター・各事務部署と第 2条の研究員会議が適当と認めた団体，本学教職

貝，情報教育担当教員，授業に活用する教員，大学院学生，学生および学生団体。

(Webページ公開手続き）

第5条 第4条に掲げられた各部署・団体がWebページを公開する際は，責任者及び作成担当

者をおき，情報センター所定の申請書を提出しなければならない。

（責任者）

第6条 Webページの記事内容は第5条において申請を行った各責任者が責任を負う。

（禁止事項）

第7条 本学Webページの内容については，研究・教育活動，または広報活動に沿ったものに

限り，公序良｛谷に反するもの，商業活動，政治活動及び宗教活動を H的とするものは禁止する。

他人の許作権， 肖像権を侵害する行為，また，個人及び組織等の権利利益を侵害する行為，ま

たは侵内するおそれのある行為を禁止する。その他，城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫J用規程） に定められた本学が不適切と判断する行為を禁止する。

（改善通知及び公開中止）

第8条 本学 Webページから公開されたホームページの内容について，本規程の趣旨に反する
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ものと研究員会議が判断したときは，佑報を公開した者に対して，改善通知を行うとともに，柏

報の公開を中止する拮附をとることができる。

（その他）

第9条 その他，本学Webページの行理・述用に関して必要な＇札瑣は研究員会議か定めること

ができる。

附且l

この規程は平成16年1月1日より施行する。
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城西国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）

（趣旨）

1 城西国際大学学内ネットワークの利用は，教育・研究の支援，またその発展と向上を目的と

している。利用者は本学の建学の精神に基づき，品位を保ち社会の一貝としての自詑を持っ

てネットワークを利用しなければならない。この利用ガイド（情報倫理規程）はネットワー

ク設備の利用に関する事項をまとめたものである。

（利用上の遵守事項）

2 城西国際大学学内ネットワーク利用基準第3条に定められている学内ネットワーク利用可能

者は，本ガイドラインを理解したうえで利用しなければならない。

3 上述利用可能者の 2に定められている本学学生は，本ガイドラインに基づいたネットワーク

利用資格試験に合格し，利用資格を取得しなければならない。

4 ネットワークの利用に際しては，情報科学研究センター（以下「情報センター」という）の

指示に従わなければならない。

（利用上の守るべきルール）

5 学内ネットワークを利用する際には最低限以下に掲げる事項を守らなければならない。

＜申請について＞

利用者はネットワークの利用を申請する際には以下の事項を守らなければならない。

(1) 利用者は，資格取得後は全ての利用行為に関して全責任を負う。

(2) 虚偽または二重の利用資格を申請してはならない。

(3) 他の利用者と利用資格を共有してはならない。但し，円滑な情報の共有を目的としたメー

リングリスト作成を申請する場合はこの限りではない。メーリングリスト作成を希望する

団体ば情報センターの所定の利用申請書を提出しなければならない。

く学内情報機器の使用に関して＞

(1) 学内の情報機器・設備を使用する際は，定める利用時間内に限られる。

(2) 学内の情報機器設置教室は飲食持込禁止である。

く利用について禁止事項＞

学内ネットワークの利用は利用甚準第 2条にあるように，教育・研究を日的としている。従っ

て，以ドに掲げる行為は行ってはならない。
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(1) バーチャル企業やバーチャル・モール等の常利ll的での利用

(2; SOHO等の日常業のための利川

(3) 研究活動に関係のないゲーム，その他単に娯楽のためだけの利用

(4; 政治活動・宋教活動の許及活動のためだけの利用

(5) インターネットを利用したギャンブルやねずみ溝などへの利川

(6) ソフトウェアの追法コピーのための利用

以ドに掲げる行為は学内ネットワークの迅営を妨げるものであるので，遵守しなければならな

しい

(7! ネットワークの賽源（，寸算時間，ハードデイスク使用恥通伯II.、『間）を大贔に消費し続け

るような行為によって他の利用者の利用を妨古してはならない。

映像や音楽等の大址のデータのダウンロードする際には注滋しなくてはならない。

迎法なダウンロードは禁l卜̂ されている。

(8) 事Mijのld]紅なしに，他の利用者が保有するファイルまたはデータを削除し，複製し，改変

してはならない。

(9) ネットワーク及びユーザーのパスワードの解説を試みてはならない。

(10) システムファイルを複製・削除・改変してはならない。

(11) リモートシステムヘの権限外のアクセスを試みてはならない。

(12) コンピュータ・ウィルス等，ネットワークの混乱の原因となる有害プログラムまたはデー

タを作成したり，故怠に学内ネットワークに持ち込んだりしない。

<軍-fメールの利用について＞

(1) 発信されだ慮—fメールは，その発｛言者がすべての責任を負う。

(2) 軍［・メールを偽造してはならない。

(3) 他の利用者の軍—fメールを昨II［なく読み，削除・複製・変造または公開してはならない。

(4) チェーンメールや爆弾メールなどの，いやがらせや公序良俗に反する内容の電子メール，

脅迫的な軍fメール，不確かな，社会通念に反する内容の電子メールを発伯してはならな

し‘°

(5) 営利H的のメッセージを発侶してはならない。

(6) 求められていないメールや迷惑となる霞fメールを発信してはならない。

(71 機密を要するメッセージを送信するときはデジタル署名，その他，公に承認された電子証

明を用い，暗号化して送信するように努めるなど，十分に注意しなければならない。

(8) パスワードはメモしたり，友人と共hしたりすることなく自己管理し，定期的に変更しな

ければならない。
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く法律上の禁止事項＞

(l) 他人の著作権，その他商標権などの権利を侵害する行為， または1憂内するおそれのある行

為を行ってはならない。

(2) 他人の財産・プライバシーを侵害する行為，または侵害するおそれのある行為を行っては

ならない。

(3) 他人の名誉を毀損するような誹謗中傷を行ってはならない。

(4) 第三者の著作物であるファイルやデータの引用・参照するときは著作権法の規定及び公正

な慣行に従わなければならない。

(5) わいせつな文粛，圃像その他のものを頒布してはいけない。

(6) 商業用音楽 CD・DVD等を許可なしに複製し，その複製物を管利目的に頒布してはなら

ない。

(7) コンピュータを破壊したり，不正の指令を与えるなどしてコンピュータによる業務を妨害

してはならない。

18) コンピュータに不正の指令を与えるなどして，コンピュータを誤作動させ，不正の利益を

得てはならない。

くその他＞

学内 WWWサーバーの利用， Webページ管理・運用規程は別に定めるが，遵守すべき行為，禁

止される行為は上項と同様である。

附則

この規程は，平成16年1月1日から施行する。
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情報科学研究センター配置図

A棟

A206調整室

A208編集室2

A209編集セミナー室1
A210 
ノートパソコン対応教室

情報科学研究センター

． 
． 
． 

B棟

．
 
． 

※情報科学研究センターヘの学生の人退室は，正面出人口を利用してください。



JEAP（城洒国際大学海外教育プログラム）

I JEAP （城西国際大学海外教育プログラム）
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JEAP（城内国際大学海外教育プログラム）

I.留学

JEAP = Josai (Internatio叫） EducationAbroad Program（城l）り[tl際大学海外教脊プログラ

ム）は，国際化時代を生きる感性と能力を身につけるために設けられた本学独目の海外留学制度

です。

その特徴は，休学せずに在学したまま姉妹大学に留学（留学派遣先大学および期間は別表

1を参照のこと）し，本学を 4年間で卒業できることです。とくに UCRでは，両大学間の協

定にもとづいて本学の学Il・刀．のために特別のカリキュラムを組んでおり， JCR(Josai Center in 

Riverside) に常駐する ResidentDirectorが学生ゾ＼ひとりの学習・研究と生活の両lhiについて

アドバイスを行い，皆さんの留学生活が円滑に送られるような体制を整えています。

1. 留学に必要な条件

(1) 本学に 1年以卜在学していること（留学への派遣は 2年次以降）。

(2) 単年次配巧科日の屯位を取得していること。 2年次で留学する場合には， 1年次配刈科

目の単位を取得していること。

(31 留学生活が可能な英語能力を修得していること。

各姉妹大学への留学に際し，募集条件 (TOEFL,TOEICなどのスコア）を満たして

いることが必須となります。

また，留学生活を実り多いものにするには TOEIC400点以上の英語能力をもっているこ

とが望ましく＿，必要に応じて生涯教宥センターのエクステンション溝座などを受講するな

どして能カアップに努めなくてはなりません。

2.留学中の授業等

(1) JCR (Josai Center in Riverside)のカリキュラム（じCRのみ）

・JCR教員による講義・ゼミ等。

・ UCRのIntensiveEnglish (UCR・エクステンション学部による「外国人のための語

学」プログラム）。

・ UCR学部の授業の履修 (1, 2科l]程度。英語）Jの条件あり）。

(2J JCRの課外プログラム

・ UCRの図書館，テニスコートやプール，ゴルフコースなどの利用。

・ UCRの多彩なエクステンション・プログラムの自由な選択・受講c

・企業・研究所・劇場・美術館・史跡などの見学。

・個人または小グループでの週末の小旅行やスポーツ観戦など。
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3. 単位の取得と認定

留学派遣先大学のカリキュラムにおいて履修した科目と単位が， 1年間で最高30単位まで

認定されます。

4. ホームステイ

UCR, CCならびに SMUでは，配慮の行き届いたホームステイ・システムが確立されて

おり，学生］人ひとりが適切な家庭に滞在し，家族の一員として現地の人々のH常生活を体

験するこができます。ホームステイ費用の中には，宿泊，食費が含まれています。

5. k学寮

上記以外の大学においては，原則として大学寮への人居となります。

6. 費月」

留学に際しては，本学への授業料他，留学先大学の授業料，渡航費滞在費，傷害保険料

布が必要です。為替レートや諸条件の変化により，旬．：年金額が変動しますので，詳しくは国

際教育センターまでお問い合わせください。

II．交換留学制度

JEAPプログラムとは別に，姉妹大学へ交換留学生として派遣される制度があります（派遣先

大学については別表 1を参照のこと）。

詳細は国際教育センターにお間い合せドさい。

III. サマーセミナー

下記の大学において，高学研修と同時に各国の文化や歴史に触れてみたい方のために，夏期休

暇中にサマーセミナーを開講しています。

〇サマーセミナー実施コース〖i

コース名 研修先大学名 研修期間 宿泊形態

アメリカ カリフォルニア大学リバーサイド校 (UCR) 約2週間 ホームステイ

カモーソン・カレッジ (CC) 約2週間 ホームステイ
カナダ

セント・メアリーズ大学 (SMU) 約2週間 ホームステイ

スペイン バルセロナ自治人学 (UAB) 約3週間 大学術泊施設

中 l_1il 肖都師範大学 約2週間 je]をWiil'I方韮ii支

韓 ［玉・1 束西大学および建陽大学 約2週間 人学宿泊施設

各コースとも， プログラムの内容に特徴があり，各l]の11標． ll的に沿って適切なコースを選

ぶことが1II能です。 91乍しくは国際教脊センターにお間い合せください。
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どのコースに参加する場合も，研修効果を高めるために， JEAP関連科flから 1科H (2単

位）を，サマーセミナーに先立って股修しておくことが望ましいといえます。

N. JEAP卒業生のための海外語学研修特別プログラム

英語）Jをさらに強化したい本学卒業牛のために，カリフォルニア人学リバーサイド校 (UCR)

において，英語）Jレベルごとの英語集中授業とホームステイ制度により，確実な英語力のアップ

を日指すプログラムを実施していますc また， さらに卜胤級をめざしている方には， UCRでの語

学検定の結果によって，学部および大学院レベルの専門科Hの授業を殷修し，単位を修得するこ

とも可能です。

詐しくは， lk]際教脊センターホームページ (http://jiu.acjp/kcenter/jeap/index.html) を参

照してください。

〔留学に向けての履修について〕

JEAPでの留学効果をより似jめるために，留学を希望する学生は次のことに注紅して服修登録

をしてください。

1. 1年次必修の災ntiI A，英晶IBぱ必ず 1年次中に履修し，単位を修得すること。

2. 「OralFluency I」,!OralFluency II」及び「Reading& Writing」,1Speaking& 

Listening」などの科[Iを版修すること。但し，これらの科目が必修科日の履修と重複する

場合は必修科Hの股修を優先すること。
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別表1

同 大学名 留学期間 留学種別 留学期間 募染条件

カリフォルニア大学
前期・後期 JEA.P 6ヶ月もしくは12ヶ月 TOEIC320、点以I.

リバーサイド校

スペルマンカレッジ 後期 交換留学 7ヶ月
TOEIC600点以上で日本

アメリカ 語教員を tl指す者

ハワイ大学ヒロ校 後期 交換留学 10ヶ月 TOEFL (IBT) 45点以上

リーワードコミュニティ
後期

カレッジ
JEAP 6ヶ月もしくは10ヶ月 TOEIC320点以トー

¥［交換留学

カモーソン・カレッジ 後期
交換留学

8ヶ月
TOEIC400点以上

カナダ もしくはJEAP z; JEAP留学：
TOEIC320点以トー※2 

セント・メアリーズ大学 前期・後期 JEAP 6ヶ月もしくは12ヶ月 TOEIC320点以lご9心

＼し交換留学'

フィリピン アテネオ・デ・マニラ大学 後期
交換留学

6ヶ月
TOEIC550点以上

もしくはJEAP ,2,JEAP留学．

TOEIC320点以上

TOEIC400点以上

スペイン バルセロナ自治大学 後期 交換留学 11ヶ月 および「スペイン語検定」

のスコアを有する者い

フランス リール・カソリック大学 後期 交換留学 10ヶ月 TOEFL (IBT) 80点以上

ノルウェー オスロ大学 後期 交換留学 12ヶ月 TOEFL (IBT) 80点以上

TOEFL (IBT) 80点以ヒ

北京外国語大学 前期・後期 交換留学 および「中国語検定」の

スコアを有する者ぃ

首都師範大学 前期・後期 JEAP 

中国 中国伝媒大学 前期・後期 JEAP 11ヶ月

大連外国語学院 前期・後期 JEAP 

jヽ 津外国語大学 前期・後期 JEAP TOEIC320点以Iご

および「中国語検定のJ
華南帥範大学 前期・後期 JEAP スコアを有する者花、3

淡江大学 後期 交換留学

ム口、(‘布r, 真理大学 後期 交換留学 11ヶ月

国立翡雄餐旅学院 前期・後期 交換留学

梨花女子人学校 前期・後期 交換留学
TOEFL (IBT) 80;!［以上

紺tl.t]外国謡大学校 前期・後期 交換留学 および「韓国晶能力検定」

lltjiI：大学校 前期・後期 交換留学
のスコアを行する者い

韓国 東西大学校 前期・後期 交換留学 4ヶ月もしくは10ヶ月

建陽人学校 前期・後期
交換留学 TOEIC320 !ば以上:
もしくはJEAP および「韓国語能力検定」

扇東大学校 前期・後期 交換留学 のスコアを行する者も，

韓南大学校 前期・後期 交換留学

※ l 餘集対象は，原則として 2年次生および3年次牛のみ（前期派逍で12年間に限る）となります。
※ 2 JEAPにおいて募集条件を満たしていない者は、エクステンション，溝／根窮補溝の受講および修rが必須です。
※ 3 .JI英晶圏への留学の際は， TOEIC等のスコアの他，留学する現地の語学検定試験のスコアを提出してください。
※ 4 所定）1］紙は[Itl際教脊センターホームページ内よりダウンロード，もしくは[k]際教有センター窓llにて入手
できます。



84 

2010年度 (3月期出発UCR)JEAP留学の流れを下記のスケジュールにそって出

発までの手続き関係を進めましたので参考にして下さい。

2009年 9月下旬 留学顧翡提出期限

（沿付占類：語学能力証明苫・健康診断内・留学についての作文）

12月ド旬 オリエンテーション実施

※じCR入学顧苫＆ HOMESTAYrp込古説明

※パスポート叶且青要領＆留学ビザ収得申泊書類説明

2010年 1月中旬 UCR入学願青＆ HOMESTAY申込曹提出

1月・ト句 留学ビザ取得叶I―iり書類提出

2月中旬 渡航事前，品明会（保護者詞伴）実施

①留学許IIj書授仔

⑫／留学生活等についての況明

啜，取扱旅行代理店による渡航事前況lリl

④健康管理等についての説明

国留学帰l叫学牛との懇；炎

⑱個別相談

2月ド旬 アメリカ大使館にて面接

3月23日出発

（以後のじな手続き）

UCRレジストレーション

投業開始
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プロジェクト教育センター
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プロジュクト教育センター

プロジェクト教育センターとは？

プロジェクト教育センターは， “BePositive ! ",をモットーとして，平成15年11月に設立され

たセンターです。 “BePositive ! "は，「前向きに生きよう」とか，「将来に希望を持とう」とい

った怠味です。ヽL1センターでは，大学で将来の夢を脊みたいと思っている学／l:を比；援すべく，多

彩なプログラムを用此して「あなた」をお待ちしています。

「プロジェクト教育プログラム」とは？

プロジェクト教育センターは，従来のカリキュラムではなかなか実施できない「プロジェクト

教育プログラム」を実施しています。その内容は毎年変わりますが，次のような教育をtl指して

います。

・問題について考え，間題の解決方法（ソリューション）を見つけ出し，間題解決を実践する

教育

・学生が積極的に関わり，個人としての力を裔め，将来設叶のなかで具体的なHに見える成果

を挙げる教育

．何かを作るとか，イベントをするといったプロジェクトを実施することにより，学生が自ら

の力を高め，将来につなげていく教育

いずれにしても，教える側も教わる側も，真剣勝負。どちらも本気で取り組む，そんな教育を

目指しています。

「プロジェクト教育プログラム」を受講するには？

・個々のプログラムの内容は，すべて掲ホします。掲示に注愈してください。

・問い合わせは，掲ぷの間合せ先にしてください（プロジェクト教育センターには常設の事務

局はありません）。

・城西国際大学の学生ならば，誰でも受溝できます。ただし，定員や，希望者多数の場合には

選抜をします。

•履修の仕方は，各プログラムで異なります。掲示に従ってください。各学期の初めの通常の

履修申晶とは，まったく別に履修申請をする形になります。

「プロジェクト教育プログラム」は単位になりますか？

単位認定をおこなうプログラムと，そうでないプログラムがあります。大部分のプログラムで

は，プロジェクト終［後，単位認定がされます。その場合，国際人文学部の学生には，専門科目

（「プロジェクト教脊 I~w」各2単位，計4科Hのいずれか）として単位が認定されます。メデ
ィア学部，経営情報学部，福祉総合学部の学生は，他学部版修の枠を利用して，上記の科Hを卒
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業単位に組み込むことができます。薬学部の学生は，他学部履修の粋がありませんので，卒架弔

位に組み込むことはできませんが，自由科［］として受講できます。

アドバイス

あなたのやる気と本気さが試されるプログラムです。自分の将来を考え，前向きに取り組む，

"Be Positive!"なあなたを待っています。



副専攻

＇ 副専攻 I
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副専攻について

多様化する現代社会においては，学際的な学びの評価が注Hされています。こうしたニーズ

に応えるために，本学では，学部・学科の枠を越えて学ぶ「hiljt1，i攻」制度を設けています。「副

.0}攻」とは，「じたる専攻＝所属する学部」以外の特定分野科l]を一定単位数以上取得した学生

に，その勉学の認証を付りする制度ですe 「じたる専攻」とは別の学間領域を体系的に，密度高

く学ぶ良い機会です (9

例えば，国際人文学部の学生が「日本の中枇史」について学びながら「女性学」副専攻を修[

することによって，輻広い視点から多角的な間題の捉え力ができるようになります。

これはアメリカなどで見られる＾＾つの学間を専攻し，卒業時にシつの学士 (Bachelor)学位を

受け取るシステムに準じるもので，キャリア形成のうえでもたいへん有用です。また，専門分野

以外の視点から苔える能力も身につき，人学院の科［］も先行履修できるため大学院への進学もイi

利になります。

副専攻を修了した学生は，卒業時に卒業証書以外に，「副専攻修［証」を受け取ることができ

ます。また，腹歴書にも叫人でき相応の評価を受けることになります。

「副専攻」制度は，学牛が自立的に学ぶ意欲を持って初めて有用なものとなります。学生のみ

なさんが専門的分野の学習に加えて，自ら多元的な理解カ・総合力を育む上で役に立ててもらう

ことを期待しています。
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く登録から修了証授与まで＞

副専攻は，まず教務課で登録し，おおむね下記の目安で弔位を取得してください。なお，登録

手続きをしていない場合は，科日の履修ができませんので注意してください。

凡f•^ 年
手続き関係

修得単位の目安 修得単位の日安

1 学年 4月 オリエンテーション 4単位 登録時に 10,000円

登録カードの提出

2 学年 4月 オリエンテーション 8単位

3 学年 4月 オリエンテーション 10単位以上

4 学年 4月 オリエンテーション 10単位以上 認定申請時に 40,000円

2月 副専攻認定申請書の提出

卒業式 3月 副専攻修了証の授与 計 32~40単位 計 50,000円

※副専攻登録者は，教務課にて副専攻の事前登録と履修申請時の事前相談をすることにより，

1年次から他学科履修をすることができます。

＜副専攻に関する間い合わせ＞

【副専攻の登録・相談について】………教務課

［授業科目の履修について】………学部事務室



福祉教育センター

1 福祉教育センタ―|
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福祉教育センター

福祉教脊センターは，社会福祉教育を輻広く円滑に実施するための窓l]となっています。社会

伽祉に関する資格や実習に関することはもちろん，福祉に関することでわからないことや疑間が

あるときには，気軽に当センター (A棟 l階）までお越しください。

■現場実習について
福祉総合学部では，社会福祉±,精神保健福祉上，介；；隻福祉＿t：の囚家試験受験資格，保育士の

国家資格を取得することができますが，どの資格においても現場実習が必修科目になっていま

す。福祉教脊センターは，それらの実習を1リ滑に行うために次のことを行っています。

1. 現場実習計圃の立案・連絡調整・資料作成

2． 実習配属先の調整・決定，実習施設との連絡・調整

3. 現場実習に関するオリエンテーション，情報提供，個別相談などの学生指導

4. 演習・実習指導担当教員の教育補助・支援

5. 実習教育に関する情報・資料の収集・調壺

実習についての具体的な説明は，節年開催されるオリエンテーションと，演宵・実習科Hの授

業において行われますので，必ず参加してドさい。

■国家試験について
福祉教脊センターでは，国家試験受験資格が得られる社会福祉士，精神保健福祉士，介護福祉

士について，国家試験受験のための以下のような支援業務を行っています。各行事については福

祉教脊センターの掲示板や演習・実習関係の授業，アドバイザー・ゼミナール担当教員から通知

されますので，積極的に参加するようにしてください。

1. 受験対策講庫等の開催

2. 校擬試験の実施

3. 受験手続の指導

4. その他国家責格取得に関する相談・情報の提供

■その他福祉教育の充実のための活動等について
以 1：のほか，福祉教育センターでは，福祉教育を充実するための下記のような活動を行ってい

ます。

1. ボランティア活動の文援・コーディネイト

2. 年報，ニュースレター「WELLSAILING」等の編集•発行



生涯教育センター

生涯教育センタ― | 
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生涯教育センター

知識社会における生涯教育センターの役割

生託教脊センターは，城酉国院大学剖Ìf̂10周年の年に誕生しました。

現代は知識社会といわれています その中で学生の知識成長支援は，「エクステンション，溝

座」の枠糾みで，責格取得や晶学 •IT 関係の各神講座によって授業を補完する機能を果たして

いまず地域貞献は，「コミュニテイカレッジ」という枠糾みで，芸術や文化や教投を深める多

様な溝府があり，地域のガ々の活発な参加によって文えられています リカレント教行について

は，社会で泊蹄する卒業牛のために，各学部と協力して「卒後教有」のプログラムの允実を図っ

ていく名えです。

このように，学牛の知識成長支援，地域貞献，リカレント教有の 3本柱をより強囚にし，人学

の多くのセンターや研究所と本センターが有機的に結び付くことで，学牛や地域のガ々の知的満

足度がさらに翡まることを頻っています。

知識社会の中で，在学生・教職員，卒業生，地域の）j々 の知的好令心と粕神的成iぐの文えとな

ることで本センターも成長し，生涯を通じて学ぶことの重要性や怠義を提ぷしながら，時代や環

椅に合わせて，溝慮勉強会，熱を連‘臀しています。

キッズ・ライブラリーで夢を育む

2008年12月に， JR成東駅前にある］Iじ成束インフォメーションセンター内にキッズ・ライブ

ラリーがオープンしました。苫籍は現在1.500冊を超え，全て保設者の皆様方や本学の教職員の

特さまからから寄贈していただいた図悶です。キッズのためのライブラリーではありますが，

『キッズ・ライブラリー憲亭』には，『おねえさんもおにいさんも，おかあさんもおとうさんも，

おばあさんもおじいさんも，ここではみんなfどもになって本を議んでドさい』と謳ってありま

す。悔外の姉妹大学から寮贈された外国議の嶺晶もあります。学牛の特さんもfどもの頃を思い

出して，時間を忘れてライブラリーの本を楽しんでください。間館[lは，月曜日から金耀l1の10

時から17時，土曜日は不定期です。生涯教育センターで開館日時を確認、してください。

生涯教育講座情報でキャリア形成

本センターでは， 1I]̂：年「牛涯教在溝巫恰報」を作成しています。城両lKl際大学には20以上のセ

ンター・研究所が存在し，それぞれが心；欲的な講庫を開設しています。そこで，各センターや各

学部の溝座情報を牛涯教育センターがす舌集約し，学生のみなさんや地域の）j々 にそれらの情報

を提供しています。学／lこの皆さんか，各センターの講座を積極的に受講して，それそれのキャリ
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ア形成に活かしてくださることを願っています。

●開講講座の紹介

く資格取得講座＞

「ファイナンシャルプランナー 3級講座」

金融機関，証券会社等への就職には，この資格を持っていると大変有利です。

「日商簿記検定試験対策講座」

2級， 3級試験に対応する準備講座を行っています。

く語学講座＞

「英会話」「韓国語」など

語学の学習をとおして文化も学んでいきます。 JEAP留学希望者は，事前準備として活用

できます。

く教菱講座＞

「書道・ペン字講座」「森を楽しむ講座」「ドライフラワーアレンジメント」など日常の生

活，エコーリズムに関する教養は，想像もしない時に役立ちます。

授業とは違った時間を過ごせます。地域の方たちも一緒に受講します。広い年代の方とも交流

を持つことができます。

他にも多くの講座を開講していますのでお気軽にお問い合わせください。

東金キャンパス D棟に事務室と教室を持っています。講座で作った作品も飾ってありますの

で，気軽に訪ねてください。
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総合経営学科

履修の手引と手続き

経営情報学部総合経営学科

履修の手引と手続き
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履修の手りlと手続き

l 授業科目について

経‘藷伯報学部総合経‘院学科における授業科目は学科共通科H群 I・ II, 専門科ll群 I・ II,油

習科H群及びl9.1由科II群から構成されている()

また東金キャンパス，東以キャンパスでl#J，溝される科llならびに1復修}j法については，オリエ

ンテーション等を通じて指ぷする（：原則として，年度の途中にキャンパスの変更はできないので

十分に注紅することこ

なお，教職に関する科•H は，自山科且群に準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採川している。凩位制とは，ひとつひとつの授業科llに＾定の晶準により

定められた凩位があり，囮修した授業科llに対して，試験もしくはその他の）j法により学習評価

をしたうえで，その単位を，忍定する制度である C)

単位の，忍定は， A・B・Cの3段階評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しないものとする。成紹の日平価については，「X 成納発表」の項を参照すること。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な弔位は，次の表に示すとおりである。

ただし「]I廿科目は卒業に必要な単位には含めない。

学部・学科 経営情報学部 総合経営学科

系列 数
4

▲

 ,v 
,
1
 

単

学科共通科H群 I（英語・u本語・情報リテラシ）

学科共通科目群 II（基礎科ll群）
9 - - - - - - - - - - - - - - - - - ▲ 

専門科目群 I
-- - - - - - - - -- - - ～ -- - ～ ~ 

J_1j門科[l群II
---• ------------

演習科H群
~ -: ~ -----←-- - - - -

指定された各科日群より修得した科日以外に

選択必修

6

-

0

-

6

-

6

-

2

 

1
』

2

-

1

-

l

-

1

44 

1
=
1
 
ー 124 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I・ II J及び1年次の必修科[1を含め36単位以上を修得し

なければならない。

各学年における授業科日および修得単位数の日安は，次の表にポすとおりである。

また，年間の履修登録については原則50単位未満とすること。ただし，以下の項目に該当する

場合は履修上限単位数を超えて履修することができる。

(1) 自由科目は履修上限単位数に含まれない。

(2) 編転人または転部科生については，履修上限単位数を超えて履修することを認めることが

ある。

(3) JEAP留学生（短期語学研修含む）については，履修上限単位数を超えて履修すること

を認めることがある。

学年 哨．位数の H 安

1年次 学科共通科H群I （英語・日本語・情報リテラシ）
Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I………2科日 4単位（必修）
日本語IA・ IB・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科H4単位

（外国人留学生・帰国生必修）
情報メディア論・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ..l 科目 2 単位 （必修）
経党情報基礎論・・・・・・・・・・・・・・•.．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 H 2単位 （必修）
コンピュータ基礎論，コンピュータ応用論……… 2科H4単位

（選択必修）
専門科H群I

経背学総論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •.．．．．． l 科日 2単位 （必修）
涼習科H群
基礎ゼミ I・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 1科目 2単位（必修）

修得単位数
30単位 ※指定された各科日群より修得した科日以外に14単位

2年次 学科共通科日群 I （英語・日本語・情報リテラシ）
Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II………2科日 4単位（必修）
日本語IIA・IIB.............................................z科目 4単位
（外国人留学生・帰同生必修）

演習科H群
基礎ゼミ II. ・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．.．． 1 科 [1 2単位 （必修）

修得単位数

42単位^ ※指定された各科l]群より修得した科II以外に36単位

3年次 演習科H群
ゼミナール I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・ 1科H4単位（必修）
インターンシップ（国内） （海外）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科l]2単位
又は地域研修 （選択必修）

修得凩位数
34単位 ※指定された各科[l群より修得した科日以外に28iii．位

4年次 演習科li群
ゼミナールII...................................................1科[14凩位（必修）

修得凩位数
18単位 ※指定された各科11群より修得した科H以外に14m．位

“ 1•• 業
修得iii位数
124凩位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科［］群は，学科共通科ll群 I （英，森・日本話・情報リテラシ），学科共通科月群II

鳴礎科tl群）の五＾系列に分かれている。それらの各系列の中から「III. 卒業に必要な柑．位につ

いて」でぷされた所定の単位以卜を修得するために，科Hを脱修し，卒業要件を満たさなければ

ならない＿

{11 学科共通科日群 I （英晶ー・ ll本晶・、情報リテラシ）

※単位数に0印を付してある科Hぱ必修をホす。

系 年次および隼位数 最低修得
授業科l1 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

Fundamentals of 
噂

「学科共通科目群

English I I （英語・日本
‘‘f‘’’ ’ 語・情報リテラ

科 Oral Fluency I シ）」の中より必

修科 fl及び「コン
/II: ‘ Fundamentals of 

② 
ピュータ基礎論」

通 English II または「コンピュ

ータ／応渭j論」のう
科 Oral Fluency II ② ち1科llを含み16

l l H 本語 I A I'2: 
単位以上を選択必

修すること。
群
H 本語 I B 

I 
II 本，沿 II A ② 

/ 

H 本語 II 外国人留学生・帰
英

B ③ 
同生は「日本語 I

語 11 本 晶 III 2 16単位 A・IB・IIA・ 

l l 本 晶 w 2 
II B」を第＾外同

日 語として必修する

本 I英 会 語 I 2 こと。

話・
英 会 ＂舌 II 2 

情 英 会 話 III 2 

報 Reading & Writing I 2 
リ

テ Reading & Writing II 2 

ラ Reading & Writing ill 2 
シ

-Speaking & Listening I 2 

Speaking & Listening II 2 

Speaking & Listening III 2 
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年次および単位数
I '最低修得系

列： 授業科H
単．位数

1年 2年 3年 4年

[1本語桔礎表現法 2 「学科共通科II群

I （英語・日本

ドイツ語 IA 2 語・情報リテラ

I -‘j‘’ — シ）」の巾より必

修科 lJ及び「コン
科 ドイツ晶 IB 2 

ピュータ枯礎論J
-ノfl: 

または「コンピュ
通！フランス語 IA 2 ータ応llj論」のう
科 ち 1科目を含み16

H フランス語 IB 2 
， 

単→位以卜を選択必

群 修すること。

I スペイン語 IA 2 

-
一-央9 9 -
スペイン語 IB 2 

外国人留学生・婦
語

国生は「日本語 I
中国語

I 

16単位 A・IB・IIA・ I A 2 
日 II B」を第→外国
本
中同語 I B 2 語として必修する

晶 こと。

韓国語 I A 2 
情

報
韓国語

リ
I B 2 

テ： I 

ラ 情報メデイア論 か

シ

-コンピュータ基礎論 2 

コンピュータ応用論 2 

経‘i:f；，情報陥礎論 2>

渭噂〕

(1)学科共通科ll群 Iでは第→外国語として英語（外国人留学牛．・帰[Kl生徒は日本泊）を学ぶ。うち

Fundamentals of English I ・ II, Oral Fluency I ・ II (日本晶はl1本晶IA・ I B ・ II A・ II B) 
ば必修科IIである（
(2) Fundamentals of E叫 ishII, Oral Fluency IIを1役修するためには服修前提条件として，それぞ
れの lを修得していなければならない。

(3) 日本晶 IA・ I Bのいずれか 2単位を修得していなければ1]4%h lI A. II Bを1復修することはで
きない，

(4)身32外llil晶において IBを1復修するには IAを修得していなければならない。
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(2) 学科共通科H群II （悲礎科l]群）

系 年次および単位数 最低修得
授業科目

1年 2年 単位数
備 考

列 3年 4年

倫坪学概論 2 「学科共通科 H群

法律学概論
I II （基礎科月群）」2 

の中より20単位以
国家と政治

I 

Lを選択必修する2 

現代社会論 2 こと。

心 理 四-f▲ 2 

99f ‘’テ
統計学の基礎知識 2 

科 女性学入門 2 

丑ノ‘ 悲礎の数学 2 

通 線形代数学 2 

科 生涯スポーツ概論 2 

H スポーツ科学 Ia 1 
20単位

群 スポーツ科学 Ib l 

II スポーツ科学 IIa 1 

ヘ基 スポーツ科学 IIb 1 

礎 外国史概説 2 
科
H 日本の歴史 a 2 
群-[1本の歴史 b 2 

地 理 学 a 2 

地 坪 学 b 2 

地 誌 2 

宗教学概論 2 

異文化適応論 2 

情報表現技法 2 

経済学の基礎 2 

経 済 事 情 2 

情報社会と情報倫理 2 

〔備考〕

(1)学科共通科H群II （基礎科目群）は経営基礎と教養基礎に関する科目群である。
卒業要件として2年次以降に「コース」を選択し，各コースが求める単位修得もあわせておこなわ

なければならない。詳細については，オリエンテーション時に説明します。

(z) スポーツ科学Ia, I bを修得していなければ，スポーツ科学Ila, Ilbを履修することが出
来ない。
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2.専門科目群

専門科目群は，「専門科目群I」「専門科目群IIJ「演習科目群」によって構成されている。

本学部では，コース制を導人しており 3年次からは「企業マネジメントコース」「非常利組織

マネジメントコース」「生活・環境マネジメント系コース」「情報マネジメント系コース」の 4つ

に分かれ，その中の専門領域のゼミで研究を深めることになる。 1年次の基礎教育と「基礎ゼミ

I J, 2年次の「基礎ゼミ II」と段階的に学び， 十分な基礎知識を備えて専門領域の研究「ゼミ

ナール」に進むことになる。

1. 企業マネジメントコース

企業マネジメントコースでは， 1年次では語学，情報，簿記，経営とマーケティングの基礎を

学び，基礎ゼミで各学生のコース選択を指導します。 2年次以降は自分の将来を見据えて学生→

人ひとりが，カリキュラムの編成を行います。また 2年次からは，コースに対応した資格取得の

ための特訓プログラムや就職準備が始まります。 3年次からはゼミナールやインターンシップ，

実務家講座，体験プロジェクト等でマネジメント能力を高めて社会へ巣立つ準備を行います。

2. 公共マネジメント系コース

公共マネジメントコースでは 1年次では語学，情報，簿記，経営とマーケティングの基礎を学

び，基礎ゼミで各学生のコース選択を指導します。 2年次以降は自分の将来を想定して，キャリ

ア形成を意識したカリキュラム作りをおこないます。 2年次からコースに対応した公務員試験の

ための特訓プログラムや就職準備が始まります。 3年次からはゼミナールや非営利分野でのイン

ターシップ，実務家講座，体験プロジェクト等でマネジメントの能力を高めて自治体， NPO,

NGOなどの非営利組織で活躍できる準備をします。

3. 健康・スポーツ•生活マネジメント系コース

健康・スポーツ・生活マネジメントコースでは 1年次では語学，情報，簿記，経酋とマーケテ

ィングの基礎を学び，基礎ゼミで各学生のコース選択を指導します。 2年次からコースに対応し

た健康・体力づくり指樽者関連資格のための特訓プログラムや消費生活アドバイザー試験や就

職準備が始まります。 3 年次からはゼミナールや健康・スポーツ•生活分野でのインターンシッ

プ，実務家講巫，体験プロジェクト等でのマネジメントの能力を高めて健康・スポーツ・生活分

野で活躍できる準備をします。

4.情報マネジメント系コース

情報マネジメントコースの授業は，情報の専門家育成，情報を経営に高度に利用する人材の育

成，そしで情報をビジネスとする人材の育成を目指しています。そのために，情報関連責格の修

得は必須と考えられ，大学の授業を受講しているだけで経常に必要な知識とともに， 4年次まで

に何らかの情報関連責格を修得できるようにカリキュラムが組まれています。
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5. コース必修科[Iについて

各コースに分かれて学清する卜〖で，次のコース必修科廿を股修しなければならない

コ l
I 
ス
必

胄
II 

企業マネジメントi公共マネジメント！
健康・スポーツ・ It活
マネジメントコース

コース コース 健康・スホーツマネ梢費’l話・環燒マネ
iシ‘メントサブコース シメントサブコース

マーケティング論 経済原論I

缶寸A‘ー

lr] 
;＂ 

ー
人皿▲令：H

企業と社会

靖灼j)Ii,しl．嘩必、 l 

企業倫理論
または
会叶学 I

経済原論II 企業と社会 屯f商取り1,，倫

I 

行政[l治1本 I I 
I生涯スポーツ概論マーケテ

マネジメント論
ィング論1 組織l,ii報論

I※ 
恰報ネソトワーク論日本l玉］磁法 スポーツ社会学

または

！データベース基礎畠

| ／ ＼|／  - ¥|/  ¥|／ゞ

※各コースの選択）j法や手続きについては，枯礎ゼミ I・ IIを通じておこないます。
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系
年次および単位数

最低修得

列
授業科目

平位数
備 名

1年 2年 3年 4年

企業と社会 2 「専門科H群 I」の

経営学総論 ② 
中より必修科目を含

み16単位以上を選択

マーケティング論 2 必修すること。

、‘1J#lし 通 論 2 

ロジスティクス概論 2 

渾I•9J^ 記 二二P入ffil I 2 

簿 記 論 II 2 

上級簿叫論 2 

工業簿品論 I 2 

エ菓簿記論 II 2 

会 叶 i—了、S9,→ I 2 

寸宙
会 計 ，，，子ら II 2 

門
財務諸表論 I 2 

科
財務諸表論 II 2 

目
経営分析論 I 2 16単位

群 経営分析論 II 2 

I 経済原論 I 2 

経済原論 II 2 

地域と葬らし 2 「I・ II」で表ホさ

消費生活と行政
れた科Hは，数字の

2 
順序に従い，履修す

日本国惑法 2 ること。

政 治 、-2f̂  2 

行 政 f ｝立會 2 

企業とスポーツ 2 

ジャーナリズム論 2 

軍 f商取引論 2 

インターネット社会論 2 

情報システム論 2 

情報セキュリティ 2 
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系 年次および単位数 最低修得

列
授業科tl

2年 単位数
備 考ム

1年 3年 4年

経営戦略論 2 「専門科ll群 I」の

経 9‘ャ冷1 史 2 
中より必修科[1を含

み16平位以 Î.を選択
経営竹理総論 2 必修すること c

人事労務管坤論 2 

経背組織論 2 

中小企業論 2 

企業倫坪論 2 

企業とリスクマネジメント 2 

管理会け論 I 2 

管：坪会叶論 II 2 

厭価計算論 I 2 

閲［ iil1i nt 拿i：乱倫 II 2 

会，寸監脊論 2 

専 現代ファイナンス論 2 

門 財務会 it学 I 2 

科 財務会け、‘f'.II 2 
16単位

H 流通情報システム論 2 

群 マーケティング情報論 2 

II ビジネスデータ分析 2 

ビジネスゲーム 2 
「I・ II」で表示さ

梢報と職業 2 れた科Hは，数字の

情報発業論 2 I 順序に従い，股修す

デジタルメディア論
ること。

2 

情報ネットワーク論 2 

データベース基礎論 2 

情 報 理 論 2 

組織情報溢 2 

情報化戦略論 2 

データベース応用論 2 

情報処理基礎論 2 

情報処理応用論 2 

アルゴリズム某礎論 2 
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系 年次および単位数 最低修得
備 考

列
授業科日

1年 2年 3年 4年 単位数

＇ アルゴリズム応用論 2 「専門科H群II」の

1 プログラム設計 2 中より必修科目を

含み16単位以卜を
プログラミング甚礎 2 

選択必修すること。

I 
プログラミング応用 2 

システム監介論 2 

モデル化とシュミレーション 2 

デジタルメディア
2 

アプリケーション悲礎

情報学特論 I 2 

情報学悲礎演習 2 

情報学応用演習 2 

データベース涼習 2 

消費者行動分析論 2 

1広 f±e. 論 2 lコ

専
非営利マーケティング論 2 

門 サービスマーケティング論 2 
i 

科 国際マーケティング論 2 
16単位

H 起業マネジメント論 2 

群，直業と継承 2 

II 新規事業開発論 2 

ベンチャーキャピタル論
i 

2 

NPOマネジメント論 2 「I・ II」で表ホさ

行政・目治体マネジメント論 2 
れた科[Jは，数字

の順序に従い，履

医療経‘常論 2 修すること。

健康竹理概論 2 

社会保険と福祉 2 

地球環境論 2 

環境特理論 2 

地域振典論 2 

スポーツビジネス論 2 

Iスポーツ栄養学 2 

心と身体の科学 2 

運動生理学 2 
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系 年次および単位数 最低修得 I！ 
備 考授業科ll

列 ］年 2年 3年 4年 単位数

スポーツ医学 2 「専門科[1群II」の

スポーツ心坪学 2 中より必修科llを
含みl(｝単位以上を

救急処置（実習を含む） 2 
選択必修すること。

スポーツ社会学 2 

スポーツ経常学
l 
2 l 

スポーツと地域振興 I 
i 
' 

健康運動指導法（実習を含む）

体）jトレーニング実習
！ 

＇ 

解 剖生理学 2 

衛生・公衆衛生学 2 

学校保健学 2 

地域スポーツマネジメント論a 2 

地域スポーツマネジメント論b 2 

・ヽmJ• 小光経営論
I 

2 

門 サービス実践論a 2 

科 サービス実践論b 2 
I 16単位

H 国際経営論 I 
2 

＾ ~~』

群 ミクロ経済学 2 

II マクロ経済学

国際経済学 2 

財 政 え子．9 9テ 2 「I・ II」で表ぷさ

国際経済事情 2 
れた科甘は，数字

金 融 論
の順序に従い，履

I 2 修すること。

金 融 論 II 2 

金融商品論 2 

証券市場論 2 

ファイナンシャルプランニング論I 2 

ファイナンシャルプランニング論IlI 2 I 

民 法 I 2 
’~  

民 法 II 2 

商 法 I 2 

商 法 JI 2 I I I 
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I系 I 年次および弔位数 最低修得
備 名授業科日

3年 4年 単位数1列 1年 2年

会 社 法 I 2 「専門科日群1I」の

/~ 社 法 ]1 i 2 中より必修科llを
ーぷ

専 含み16単位以上を
法人税法 I 2 i 選択必修すること。門 t

！法人税法 II 2 I 
'科
行 政 法 2 i 16単位
目 I 

「I・ II Jで表示さがヵJ+ 働 法 2 
群

法
れた科甘は，数字

国 際 I 2 
の順序に従い，履II 

国 際 法 II 2 修すること。

経 、、{文11 法 2 

系
授業科ll

年次および単位数 最低修得

列 単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

基礎ゼ ミ I ② 「演習科H群」の中よ

某礎ゼ II ② 
り必修科H及び「イ

演 ‘ ンターンシップ（国

ゼミナール I し 内）， fnj（海外），地
習

域研修」の内 1科Hゼミナール II ¥4) 
科 12単位 を含み12単位以上を
インターンシップ（国内） 2 

選択必修すること。l] 
インターンシップ（海外） 2 

群
地 域 研 修 2 

プロジェクト研究 2 
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3.特設科目群

外国人留学牛及び帰国生のための履修科Hであり，企業活動全般にわたる日本的な枠組みの坪

解を深めさせる科目である。

系 年次および凩位数 最低修得

列
授業科目

単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

H本事情I（日本の政治） 2 外国人留学牛・帰国

日本惧情1I（日本の経済） 2 
生のための履修科目

特
日本事情1II（日本の経常） 2 修得した単位の内 4

設
単位を学科共通科HH本語文章論I（論理的表現） 2 

科 群に振り替えること

日本語文章論（文学的表現） 2 ができる。
H 
国際坪解 I 2 

群
国際理解 II 2 

国際理解 m 2 
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4. 自由科目群

系 年次および単位数

授業科目 備 考
列 1年 2年 3年 4年

ボランティア活動 IA 2 

ボランティア活動 IB 2 

ボランティア活動IIA 2 

ボランティア活動IIB 2 

地理情報論 I 4 

地理情報論II 4 

職業指導 4 

教育原理 2 

自
教育課程論 2 

由
教 職 論 2 

科 教育心理学 2 

El 青年心理学 2 

群 教育制度 2 

教育方法論 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法II 2 

社会科教育法1lI 2 

社会科教育法w 2 

公民科教育法 I 2 

公民科教育法Il 2 

裔業科教育法 I 2 

而業科教育法II 2 

情報科教育法 I 2 

情報科教脊法II 2 
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(l) ［1由科Hとは卒業に必要な単位数にはり[I符されないが，「IIllに選択脱修することのでき

る授業科廿である

(2) 本学科においては，「IIII科IIとして，教職諜程の科IIが準備されているc これらの目由

科llについては後褐の［教職諜程」の況明を参照のこと e



経管情報学部 履修のf引と手続き 115 

¥lI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に桔づく人格形成，輻広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ間題邸識の有成，社会人として求められる陥礎

能力の向l:．等をじたる H椋として掲げています。

学生の特さんにも，こうした間題紅識をもって科I1股修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科日を“人格形成領域”“一般教養領域"“基礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

般教投領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

枯礎能力領域：「非言語分野J「五語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学牛の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで屯

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に）Jを入れたい分野・テーマについては独自の科目として

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養 I~N」として単位認

定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科Hは，すべて 1~ 4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科l]群」を脱修して修得した単位は， 30単位を限度としてl叫青

により，学部・学科の各科1=l群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科目

群」の腹修や内容についての質間，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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リベラルアーツ＆サイエンス科tl群

領 年次および単位数

域
系 列 授業科日 備 考

1年 2年 3年 4年

]〗地球と環境 牛活と環境 2 

g人間と思想 現代の人間思想 2 

現代、思想 2 
人 国家と政治 ※ 2 

格 I..1本国憲法 ※ 2 
叫 k]家と規範

法律学概論 ※ 2 
形

政治学 ※ 2 

成 倫理学概論 ※ 2 
(4,〕倫理と社会

梢報社会と情報倫雖※ 2 
領

女性学人門 ※ 2 

域
⑤〉社会とジェンダー

ジェンダー論 2 

女性学 2 

男↑It学 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史 a ※ 2 

日本の歴史 b ※ 2 LAS科甘群か
1〕人類のあゆみ アメリカの歴史 2 ら修得した単位

韓国の歴史 2 の中から 30単
中［玉］の歴史 2 位を限度とし

一・

人類と科学技術の発逹 I 2 て，各科l]群に
般 文化人類学 2 

申請により振り
日本文化論 ※ 2 

替えることがで教
②文化のかたち ア刈力文化概論 2 

旋 H本美術 I 2 きます。詳細に

西洋美術 | 2 ついては，オリ

領
社会学人門 2 エンテーション

域 経済事情 ※ 2 時に説明しま

③社会と経済 経済学人門 2 す C)

経済学の晶礎 ※ 2 

中国経済人門 | 2 
心と身体の科学 ※ 2 -4）健康と福祉
健康維持と生活晋I貫 I 2 
基礎の数学 ※ 2 

線形代数学 ※ 2 
枯 (i)非言語分野 統計学の基礎知識 ※ 2 

礎 総合基礎教養I（非は語） 2 

総合基礎教養II（非言語） 2 
ょH、ヒヒ

H本語基礎表現法 ※ 2 

力 ②言語分野 総合悲礎教養III（日語） 2 

総合甚礎教養w（日語） 2 
領

ビジネス人門 2 

域 ③ビジネスマナー ビジネス基礎 I 2 
ビジネスマナー I 2 
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年次および単位数
備 考・

領
系 列 授業科目

1年j2年 3年 4年域

航喉・空港キャリア概論a 2 晶
③ビジネスマナー

航学・空港キャリア概論b 2 
礎

閃 プレゼンア ション I 2 領
④プレゼンァ ション プレゼンア

ション IIl 2 士或
I I 

※印は，総合経営学科の他の科目群に配当
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VII 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科Hは，紺学期の初めの指定された期Hに，所定の

方法（オリエンテーションで，汎明する）で履修l|ln打をしなければならないぐ脱修ltJ晶は，年

間の受溝91「Iihiをたて， m．位を収得する紅息表ぷをする学期初めの屯要な手紬きである（この
股修lll泊手続を間迎えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結果，進級はもとよ

り卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注紅’li項を厳守して，誤りのないよう

に）復修Ill品をすること

(1) 股修[ll"li得提出後は，授業科目および担‘li教員などの変更，追）J几取消しなどがないよ

う，提出する前に授業時間割jくに則してもう 1文確認するなどの糸Ill心の注紅を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間迎いなく登録されているかどうかを必ず確忍す

ることただし，股修111叫ir片の返還または照合には応じないので，必ず「学生控」をとっ

ておくこと (9

(2) 展修ll囁をしていない授業科目は，受晶しても凩位は忍められない（）また修得した単位

は分割することはできない。よって，授業科目のJ-tl晶にあたっては進級や卒業に必要な単

位の符定を位州に行ない，修得りWi数が不足しないように）j全を期すこと

(3) |lll合学期のIn]4lが限に 2つ以 1：の授業科日を版修することはできない（，もしこのような

重複する授業科•ll を履修申晶内に品人した場合は，両科目とも登録無効になるので注紅す

ること（〉

(4) 一度単1立を修得した授業科Hは，再度股修することはできない。

(5) 履修叶＿1，翡―翡には授業科H，コマ・コード番号など必要事項を正しくりし人すること。 1；心載

上の晶りや小明瞭なものは1llnli「I休が無効になるので卜分注紅すること。

(6) コマ・コード番りとは，時間割表に授業科Hと共に同じ人されている番りで，そのll寺限の

授業科llに1古］有の番りである。

17) 股修lllnfj，りは国修l加加l}，；い人例」を参照して，黒色ボールペンで叫人すること。

(8) 指定された期日までに履修l加打を怠った場合は，学業の怠思なしとみなされて，退学処

分となるので提II'1期flを厳‘がすること。

珊 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

股修叫打をして単．位が収得できなかった授業科日については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該‘りするクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，アドバイザーと

相談のh必ず学部事務室に申し出ること。ただし 1年次生の規定外股修は原則として認め

ない。
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IX 試験について

1.定期試験および臨時試験

i 1 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期木あるいば芹年4こに

行しヽ ，臨ll寺試験は担‘り教員の判断により適‘j'［行われる。

I 2 I いずれの授業科廿も授業IIオ放の13以l：を欠席した場合には， I以則として‘り該授業科

llの受験責格を失う 3 ただし，病気またはl.l戸りな理由により長期欠／紺の場合には，特別

に配慮されることがある。

i3l 試験の ll—か 1lil 割は褐ぷにより連絡する。

:4 授業科目によっては論文（レポート）提Il,Iによって試験に代える場合がある。

2.追試験

l 追試験は，やむを得ない1叶胄によって定期試験を受験できなかった者に対し，厭且1]と

して学期木またば芹年4くに実施する，3

121 追試験を希沼する者は， I［‘りな事Illを証明する汎面をもって辿やかに授業担‘11教日に

屈け出ることっ

:31 追試験は，成粕衣の9り該科llに「T」の表ボがなされた場合に限っで受験することが

できる。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

小 追試験を受験しようとする者は，「追，式験受験顧」を学i.ilいji務寮に提出しなければな

らないcぅ

なお，追試験の受験料は， 1科IIにつき200円である 3

3.再試験

I 11 再試験は， I駁則として学期木または学年よに実施する。ただし，授業科目によっては

内試験を行わない場合もある。

(2I 定期試験の結果，が合格（この場合成績表の‘恥亥科[1に「F」の｝ぐドがなされる）と

なった授業科IIのある者は，ヽ1仙亥投業科[lの担‘片教員が1[i試験を行なう場合，受験する

ことができる．〕

なお，再試験は，股修（再）役修を含む）した年1文に限り受験することができる。

13） 肖試験の受験を咋ll［された者は， 9Hi.，式験受験顧」を学部・1i務字に提出しなければな

らなし＼〕

なお、 1l}，式験の受験料は， l科IIにつき1.000円である〈）

4.試験に関する注意

I.通則

ii 試験場内では，すべてli；応抒者の指小に従わなければならないりなお，監腎者の指小

に従わない者には，退場を命ずることがある

12 試験場内では， A•f1:11じ） Il 具・オ、＼込みを，i,1された責料以外のものは，すべて隔'1.'腎者の指
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定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許ii［証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提ホしておかなければならない。

(4) 試験間始から20分を経過した後は人宇・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を誌めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監腎者の許riJを得ないで，式験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料木納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正％な事由によっで受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他止当な事由を乱［明する占面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2.試験における不正行為の懲戒について

(1) 7f汀E行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における門該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成納発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール担当教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指ホに従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以じ．．をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100-80点 F : 59点以下（再試験受験叩 D: 59点以下

B : 79-70点 T:追試験受験nr E ：未受験

C : 69-60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質間等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は代理人学生証および委任状を持参すること。
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履修の手引きと手続き

I 授業科目について

lk]際人文学部[.k]1際文化学科におttる投業科llは，学科共通科Il lt.,t l. II，学糾コア科ll lti:, ［、IJ'

門悲礎科1l 1rf, ＇、1/l"J科II群 I・II・ill, ＇，1J'1"]閃連科ll lti:， 「ll.ll科ll lil'：から構成されてしヽる

なお，教職に閃する科llおよび学芸且責格収得に閃する科IIは， 1rllll科II群に配it̀iされてしヽる

Il 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採Jtlしている 凩1立{|iljとは，ひとつひとつの技業科IIにうしの）如‘化により

定められたり叶立があり，版修した授業科Hに対して，試験もしくはその他の力社;により学胄謹価

をしたうえで，その I札｛立を忍定する制度である

叩立の，忍定は,A・ B ・ C3段階の 11中価により行う D・E・F・T・Zの］沖価については， 爪位

を認応しないものとする なお， Nは，爪位振替により凩位を，忍定したことをがす

皿 卒業に必要な単位について

卒業に必災な単位＾は，次の衣にぷすとおりである

ただし，［lHI科II群の利廿は卒業に必災なlii位には含まれないので， ‘iiこなすること

列---~---------------‘学部・学科----- 国際人文学部 国際文化学科

系 iii 位数
I 噌祭日本コース 1 束アジア～ーコ—ス

学科共通科日群l (,＿î"｛f) 16 I 20 

学科共通科H群II （情報科学） 4 

学部コア科lI群 8 
-~---- - -- -------

内門）Iり礎科11m,: 18 
I 

専門科ll群 I (国際日本） 28 
10 ーロI 

叩"j科ll群II （東アジア） 6 I 20 

]，り門科[_1群rn（プロシェクト研究・｛l）|修） 18 

専一門関連科日群 12 

各科11群に指定された最低修得平位のほかに，国際文化
学科の令ての科tl群もしくは1_Kl際人文学部lli]際交流学科，

16 
経党情報学i鳴，伽祉総合学部，メデイア学部，環燒社会
学部より 16単位以日修得しなければならない

I I-lム 126単位
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには原則として，「）1礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科日を含め36凩位以

トを修得していなければならない。

各学年に履修する授業科H群および修得浪位数のl]安は，次の表に示すとおりである。選択す

るコースによって卒業要件が異なるため， 1年次から学習社lliiを立てる必要がある。

また，年間の履修登録については原則50qt位未満とすること。ただし，以下の項目に該当する

場合は履修上限単位数を超えて履修することができる。

(1) 自由科目は履修上限単位数に含まず履修できる。

(2) 副専攻舒録生，編転人または転部科生については，履修日恨単位数を超えて履修すること

を認めることがある。

(3) JEAP留学生，交換留学生および長期海外インターンシップ派遣学生については，履修

上限単位数を超えて履修することを認めることがある。
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■国際日本コース
学年 凩位数の ll 安

1年次

修得：単位数
40単位

2年次

修得単位数
40単位

3年次

修得単位数
38庫位

4年次

修得凩位数
8単位

卒業

修得単位数

126単位

学科共通科目群I （け語）

Fundamentals of English I, Oral Fluency I ・・..…•• 2店l・ ll 4単イ立
その他の•9. i語......................................................2科ll 4. i札位

学科一共通科II群1I （情報科学）
情報メデイア論・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科H2・単位

゜コンヒュータ技能 I ・・・・・・・・•..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科卜I2早位

学部コア科II群
留学プランニング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..．． 1科H2単位 （選択）

その他の科:,:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::科l14吊｛立（選択）
内門）い礎科目群 5利Il 10単位（選択）
内．Iill平1-Il lt•「 I (Liil l均§f l 4ゞ）
国際H本a・ b・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科ll4単位（必修）

l科fl2単位（選択）
i専門科[llt.1: III （プロジェクト研究・研修）

1 )よ礎ゼミ I・・ ・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・・・・・・・ ・ ・・・・・・・ ・・ 1科「l2 iiiイ立（必修）
プロジェクト研究 I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・.. ・・・・ 1科日 2単位（必修）

※指定された各科H群より修得した科l.l以外に 2単位

学科共通科H群I (l i乱i)
Fundamentals of English II, Oral Fluency II ……••• 2科H4単位（必修）
その他の言語または英語科目・・・..............................1科H2単位（選択）

学部コア科 H 群・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科ll2単位 （選択）

.'，ij-l"J 桔礎科目群·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•······························· 4科l-1 8単位 （選択）

リリI"．j店｝ll君fI （国際日本）
日本文化論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・·・・・・・•..........・・・・・・・・・・・・ 1科[]2単位 （必修）

4科目 8単位（選択）

専門科目群II (東アジア） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科日 4肌位 （必修）

専門科［］群IIl （プロジェクト研究・研修）

陥礎ゼミ II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •・・・・・・·・ • • 1 科目 2 単位 （必修）
プロジェク ト研究II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • • 1科[l2 単位 （必修）

1科目 2単位（選択）

専門関連科• ll 群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • •.... 4単位 （選択）

学科共通科li群I (―言語） ・・• •....・・・・........................... 1科「l2単位 （選択）

専門科11群 I （国際ll本） 6科ll12凩位（選択）
！が l•I[j 科 tl 群 II （東アジア） ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 1［[t1 2単位（選択）
専門科目群IIl （プロジェクト研究・研修）

プロジェク ト研究 IIl. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．. l科[12隼位 （必修）

専:rnJ 関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.......... 8吊位 （選択）

※指定された各科H群より修得した科l」以外に12屯位

専門科ti群IIl （プロジェクト研究・研修）

プロジェクト研究N・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科H6．屯位．（必修）
※指定された各科ll群より修得した科H以外に 2凩位
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■東アジアコース
学年 I 凩位数の日安

学科共通科目群 I (占語）

Fundamentals of English I, Oral Fluency I……… 2 f斗日 4りi1立（必洲多）
中国語もしくは韓国話の科目·・・・・・・・・・・・・・・・・・·・・・・・・・・・・・・・• 3科l」6単位 （選択）
学科共通科目群II （情報科学）

‘l胄報メテイア論・・:-~·::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ~科目 2 単1立（必修）
コンピュータ技能 I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--1科 l.=!2単位（必修）

学部コア科l廿群
1年次 1 留学プランニング・・・・・・・・........................................ 1 科 l—I 2単位 （選択）

その他の科目：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：••::：：：:：：：:： 2科目 4単位（選択）
専門基礎科日群 5科目10単位（選択）
専門科H群 I （国際日本） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．.．．...．．．．． 1科I」2 単位
専門科目群II （東アジア）

東アジアの映像文化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科H2単位 （必修）
専門科H群1I1 （プロジェクト研究・研修）
基礎ゼミ I.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．.．．．..． 1科l12単位（必修）

修得単位数 プロジェクト研究I.............................................1科H2単位（必修）

40単位 ※指定された各科H群より修得した科日以外に 2単位

2年次

修得単位数
40単位

3年次

修得単位数
38単位

4年次

修得単．位数
8 iii位

卒業

修得単位数

126凩位

学科共通科t廿群 I （言語）
Fundamentals of English II, Oral Fluency II……… 2科H4単位（必修）
中同語もしくは韓国語の科Fi・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科[l4単位（選択）

学部コア科 H 群・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科日 2単位 （選択）

専門基礎科日群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4科H8単位 （選択）
専門科目群 I （国際日本）・・•..．．．．.．..．..．..．．．..．．.．．.．.....．．. 2科日 4単位

専門科目群II （東アジア）
文化交流史a (日本：アジア）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科l12単位（必修）

3科ll6単位（選択）
専門科目群III （プロジェクト研究・研修）

基礎ゼミ II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科H2単位（必修）
プロジェクト研究II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科H2単位（必修）

1科日 2単位（選択）
専門関連科日群•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4単位（選択）

学科共通科日群 I (，i語）
中国語もしくは韓国語の科II・・・・・・・ • ・ ・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．］科l]2弔位（選択）
専門科H群I(国際H本）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..2科114単位（選択）
専門科日群II (東アジア）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..5科目10単位（選択）

専門科ll群1]] （プロジェクト価究・研修）
プロジェクト研究皿・............................................1科日 2単位（必修）

専門関連科l1群・・・・・ • ·・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 8単位 （選択）

※指定された各科ll群より修得した科H以外に12岨位

専門科［］群1]] （プロジェクト研究・研修）
プロジェクト研究W.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科ll6 iii位（必修）

※指定された各科l1群より修得した科11以外に 2単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

〔留怠事項J

(1) 「I・II・III・NJで表ボされた科llは，数字の｝l[且序に従い，履修するものとする。「 I

A・ I B」は｝恥則として IAを先に履修すること。

12) 「a ・ b」はどちらを先に脱修してもよいc また，どちらか＾｝jのみの脱修も可とする

13! ただし，実際の脱修については，シラバスに晶された各科llの履修要件をよく虚むこと c

(4) 単位数を0で佃んだ科Hは，必修をぷす。

(5) 本学は前期・後期の＾．学期制を取っている c 山し本的に人多数の科Hは学期ごとに脱修す

ることになるしただし， 憎11に＾年間（前期・後期）を通して）復修する通年科IIがある。ま

た，夏期と冬期には集中溝義期間があり，集中晶義期間には数日間同じ科Hの投業が実施さ

れる。さらに，研修・インターンシップ等は，学期の枠と関係なく実施される場合もあるし

(61 )ぷ叫ljとして日立学年の者は， 卜1立学年に配‘りされている科 t--1を股修できる〔〉たとえば 1年

次の枠のみに指定されている科IIでも， 2年次以［：になってから腹修できる e 但し，授業科

[lは学年が進むほど専門‘性が蒻くなるように配置してあるので，それぞれの学年の枠で脱修

することが沼ましい。

1.学科共通科目群

学科共通科廿群は，い］ I （，i語），［ri]II(＇l翡報科学）の 2系列に分かれている。それらの各科

H群の中から「III 卒業に必要な単位について」でホされた所定の単位以上を修得しなければな

らない。

(1/ 学科共通科［］群 I （パ語）

国際人文学部日際文化学科の甚本をなす科l]であり，国際化社会に生きるための教義としての

i.i語，さらに内門分野の学修に必要なti語を学ぶための科［］を配岡している。コースによって卒

業要件が異なるため，価考桐をよく参照すること。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

ダll 1年 I2年 3年 4年 単位数
l ［ 

Fundamentals of English I 塁 国際H本 ■lElI祭日本コースを
Oral Fluency I , て/9シ―̀¥ ・ コース 選択するもの

乳Fundamentals of English II 16単位 (1)必修の英語 4科目

廿ノ： 
Oral Fluency II I 

8単位を含め， 16吊
通 i 位を修得すること。
科 TOEIC: Vocabulary I 2 (2)英語以外の言語かH 
群 TOEIC: Grammar & Listening I 2 ら—-．＾言語を選択し，
I 
TOEIC: Vocabulary ll 2科II4単位を選択

／ 

2 
二目• ,. 
TOEIC: Grammar & Listening II 2 

必修。
語
ヽ
Basic Writing Skills 2 

Interm叫iateGrammar I 2 I 
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系

列
＜
 

~^ 9
9
.
 

、
j
、ヽ

平i・
k‘ Iノ

通

科

甘

群

ー

il 91 ^ー
11i ー.I ．． 

授業科ll | 1□ 年次2お年よび単位数 1最低修得 I： 1 
備 考

3年 I4年！単位数

Intermediate 
I 

Practical Discussion Skills 
2 

！ 

Intermediate Reading Skills 2 l 

I Business English Writing 2 

: Spoken Business English 2 

「lドイツ語 IA ～ 

i 

I 2 
＇ 
ドイツ語 IB 2 I 
ドイツ語II 2 

ドイツ語IlI 2 
＇ I フランス語 IA 2 

フランス語 IB 2 ＇ 

フランス語II 2 

フランス語rn 2 

スペイン語 IA 2 i I 
i l 

口Ii ススペイン語 IB ！ 
2 i 

ペイン語II 2 

； Iスペイン語III I 2 

中[1(]語IA I 2 

i中国語IB 2 ■東アジアコースを
I 中国語II 2 束アジア 選択するもの

中国語皿 2 コース (I)必修の英語4科甘

中 [-k]i•印V 2 I 20単位 8凩位を含め， 20箪

巾信鼠濱晋（表i［・文怯 •LLを含む） 2 位を修得すること。

中国1沿：文法と晶菌a 2 (2)英語以外の，［語は，
＇ 
中国晶：文法と乱酋~b I 2 叶Ihl乱計 6手l,[ l l2単イ立

＇ I 韓国語IA 2 または韓［1、|晶 6科日

韓国晶・ I B 2 12りt位を選択するも

韓IKII沿ll 2 のとする。

| /i:韓府[t[tl/ri札-諮演胄皿 （表叫・文法 •LLを含む） ¥---1 - 2 
i 

2 

＇韓 l吋諭’・文法とヤヘ晶へ蜘a 2 

1i 韓[1clo{t：文法と晶低b 2 

Ij 1 1 本叶i• I ― A 2> 留学生・指定さ

i 1日本,Hi-I B 2 J愉l―1し14 : →｛走等文寸象

2 I 
---2 i 

I ■ffil際f1本コー
2 選択するもの/
]
 

{

＿

―

 

―-

-
A
B
-

―
 

I
I
I
I
I
I
I
-

晶

晶

ulr叩

本

本

し

↑

H

□口
ロ:~~i, 
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系
授業科H

年次および単位数 最低修得 I

列 1年 2年 3年 4年 単．位数
備 考

日本語w 2 1 の日本語 8単位を含
I 

ビジネス日本語 I
み16単位を選択必修。

2 
I 

選択の 8単位分は，
I 

‘-‘-f‘’ァ→ ビジネス H本語II 2 日本語以外の科Hで

科 ， 修得することができ

-t/k ‘ る（ただし，栂語を

通 除く）。

科 ■東アジアコースを i
I l 選択するものは必修

群
のH本語 8単位を含

I t 

み20単位を修得しな

-訊二．．9 ければならない。選

i尺の12単位分は， H
: 

本語以外の科且で修

［ 
得することができる I＇ 

］ （ただし，．l吐語を除く）。

〔備名〕

(1) 学科共通科H群 Iでは，第・外国語として英語を学ぶ。うち， Fundamentalsof English I ・ 

lI, Oral Fluency I ・ IIば必修科Hであるc

(2) Fundamentals of English lI, Oral Fluency IIを脱修するためには，履修前提条件として，それ

ぞれの Iを修得していなければならない。
(3) 外日人留学生および帰国生は，その日本語力に応じて， H本語科目（日本語IA・IB・IIA・

II B)を履修し，英語の必修科目 (Fundamentalsof English I ・ II, Oral Fluency I ・ II)に

読み替えることができる。また，日本語III.閃ビジネス H本語I・ lIをその他の学科共通科
H群 Iのlji位として認定することができる。さらに、第二外国語として，栂語あるいは居住し
ていた地域の公用語以外の＾言語を選択必修とする。

(2) 学科共通科li群II （恰報科学）

これからの情報化社会で必要とされる，パソコンやインターネットなどに関する知識と技能を

修得し，実務能力を養う科l]を配置している。「コンピュータ技能 I・ II」はマイクロソフトの

技能責格対策科日であり，卒業までに，詞資格を習得することが咆ましい。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

1i 情報メデイア論 ② 

n コンピュータ技能I ② 4単位
II 

り‘’ コンピュータ技能II 2 
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2.学部コア科目群

学部コア科目群は，国際交流学科と共通する科目を配置している。グローバル化する文化や社

会，コミュニケーションのありかたを多様な切り口から学び，国際化社会に生きる人間としての

教養を身につけ，人文学を学ぶことの意義を明確にする。

なお，留学を予定する者は，「留学プランニング」を履修すること。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科目

1年 12年 単位数
備 考

3年 4年

日 本 と ア ジア 2 4科目 8単位を選択

必修とする。
}子I炉 歴 史・文化の視点 2 

部

コ
異 文 化 理 解 2 

ア コミュニケーションの基礎 2 8単位
科

目 ビジ ネ ス入門 2 

群
日 本 語 表 現 2 

ふ田刀 f子立フ。フ一 、ノニング 2 
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3.専門基礎科目群

3年次以降に選択する専門分野の基礎について学ぶ科目群である。語学，文学，美術，映像，

政治，経済，社会，法律，ジェンダー，比較文化，スポーツなどの科目及び関連科目からなる。

系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 |2年 3年 4年 単位数

語学概論 a 2 9科日 18単位を

言語学概論 b 2 選択必修とする。

日本語学概論 a 2 

日本語学概論 b 2 

英 語・ 学概論 a 2 

葵語学概論 b 2 

日 本文学概論 2 

比 較 文 だ]了ら^  論 2 

芙 術 史 2 
専
映 像 文 化 論 2 

門
政 治 、],了、人- 入 門 2 

基 経 済 凡子 入 門 2 

礎 社 会 学 入 門 2 18単位

科 法 律 子四 概 論 2 

目 H 本 国 憲 法 2 

群
ジ 工 ン ダー論 2 

日 本 の 歴 史 a 2 

日 本 の 歴 史 b 2 

外 国 史 概 説 2 

アメリカの歴史 2 

韓 国 の 歴 史 z 

中 国 の 歴 史 2 

現代中国政治入門 2 

比較文化概論 2 

ス ポ ツ科学 2 



同際人文学部 履修の手引と手続き 131 

4.専門科目群

国際文化学科の専門科Hは，「国際日本」「東アジア」の 2系列に分かれている。いずれかの系

列を各自の専門として選択し， 4年次には各自の研究内容や活動内容を文章や作品の形で集大成

する。したがって， どの系列を選択するか， 1年次から「学科共通科日群 I （言語）」「専門基礎

科H群」を計画的に履修し，系統立てて学習することが必要である。

(1) 専門科日群 I （国際H本）

「世界から見た日本， 日本から見た世界」を基本理念に，日本語，歴史，社会，民俗，文学，美術，

女性，視覚文化などの日本文化を国際的視点から見直し，冊界に発信しうる力を養う。また， 日

本文化を相対的に理解するために，南北アメリカやヨーロッパなど各地域の文化について学ぶ。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科 H 

1年 I2年 3年 4年 単位数
備 考

国 際 日 本学 a 2* ■国際日本コースを選
国 際 日 本学 b 2* 

択するもの
(1)専門科目群 Iょ

日 本 文 化 論 2* りコース必修 3科目

日 本 民 俗 凡子 2 （「国際日本学a・ bJ 
「日本文化論」）を含

日本語の文法 a 2 み14科H28単位を修得

日本語の文法 b 2 すること。
(2)専門科目群 1Iょ

日本語の語彙・意味 2 り3科目 6単位を修得

日 本語の音声 2 すること。

日 本 文 学 史 2 

日本の文学 a(古典） 2 
専
日本の文学b （近・現代） 2 

門 漢文講読 a(韻文） 2 

科 漢文講読 b(散文） 2 

目
書道 a(書写中心） 2 

書道 b(書写中心） 2 
群
直 洋 美 術 2 国際日本

I 日 本 美 術 2 コース

サブカルチャー論
ヘ

2 28単位

表象文化論 2 ＊必修
国
古典芸能と現代 2 

際 伝統文化と生活 2 

日 仏 教 文 化 2 

本 服 飾 文 化 論
2 東アジア

-出 版 文 化 =1'. ニ"11B・→ 2 コース

家 族 論 2 10単位

女 性 、1い今乙 2 

男 性 ・ヽr込ら 2 

ジェンダーと表現a（文学） 2 

ジェンダーと表現b（美術） | 2 
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系 年次および弔位数 最低修得

列
授業科 H 

1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

越 境 文 ‘ヽ-r‘’声- 論 2 

創 作 2 

文化交流史b(f-1本：欧米） 2 

日 本 と 北 米 2 

H 本 と 中南米 2 

日本とヨーロッパ 2 

(2) 専門科［］群II （東アジア）

日本が過去および現在，木米にわたって密接な関係をもち，今後もtIlli^の関係の発展が求めら

れる中国，韓国を中心に，その占語，文化，社会，経済を総合的に学ぶ。また，日本との比較の

視点を組み込みながら深く追究する。将来的にビジネスの恨界で活躍できる知識や視点を身に付

ける。

系 年次および単位数 最低修得

ダU
授業科 日

1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

東アジアの映像文化 2* ■束アジアコースを選
沖縄文化交流史 2 択するもの

(1) 専門科H群 IIょ
遺跡と文化遺産 2 りコース必修 2科甘

出、r アジアの女性論 2 （「東アジアの映像文
化」 「文化交流史a([]

門
文化交流史a(H本：アジア） 2* 本：アジア」）を含み

ア ジ ア 経 済 2 東アジア 10科目20単位を修得す

科 韓国現代社会論 2 
ること。

コース (2) 専門科ll群 1よ
目 中国都巾文化論 2 20単位 り5科 Hl0単位を修得， 

すること。
群 中 国経済入 門 2 ＊必修

111 国廂業人 門 2 
II 
多文化社会論 2 

ヘ ア ジ ア 息 木、CHムヽ 2 

東 中国ビジネスと文化 2 因際H本

中国ビジネスと法 2 コース
ア
H 中比較文化 2 6単位

ンゞヽ

日 韓比較文化 2 

ア 日 巾翻訳技法 2 

-日 中通訳技法 2 

H 韓翻訳技法 2 

日 韓通訳技法 2 

韓国語メンター・プログラムa 2 

緯国語メンター・プログラムb 2 

中国謡メンター・プログラムa 2 

中国語メンター・プログラムb 2 
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(3) 専門科目群III （プロジェクト研究・研修）

基礎ゼミ，プロジェクト研究，研修の 3系列を含む。

「基礎ゼミ I・ II」はそれぞれ 1年次， 2年次の必修である。大学で学ぶための基礎的な学力

を身につけることや専門分野への導入，およびキャリア形成への意識開発を目的としている。

「プロジェクト研究 I・II・III・N」は， 1 ～ 4年次の必修である。「 I・ II」「皿． w」,そ

れぞれ 2年間ずつ続けて同じ領域のプロジェクトに参加するものとする。「 I・ II」では研究法

を含む初歩的な内容を実践的に学び，「皿 ・N」では 4年間の学びや活動の集大成として作品を

制作したり，報告書や卒業論文をまとめたりする。

研修の内容は，「インターンシップ」「コミュニケーション・インターンシップ」「国際文化研

修 I・ II」「海外活動 I・ II」であり，いずれも選択科Hである。「インターンシップ」では，企

業や各種団体において一定期間の就業休験をする。「コミュニケーション・インターンシップ」

は，海外において日本語教授の実習を行うもので， 304ページ日本語教員養成課程（副専攻）の

蝶でもある。「国際文化研修 I・ II」は，海外あるいは国内に設定されたコースで研修を行

う。当該地域の文化を現地において体験もしくは身をもって経験し，新たな知識と視野を獲得す

ることを H的としている。「海外活動 I・ II」は，全学を対象に提供されている JEAP短期語学

セミナーに参加した場合に，単位として認定されるものである。

系 年次および単位数 最低修得
備 考

列
授業科日

1年 2年 3年 4年 単位数

基 礎 ゼ ミ I ② 必修科目「基礎ゼ
専 ヽ

ミ I・ II」および
門 基 礎 ゼ ミ II ② 「プロジェクト研

科 プロジェクト研究 I ② 究 I・II・III・
1V」16単位を含み

目 プロジェクト研究 II ② 18単位を修得する
群 プロジェクト研究皿 ② 

こと。

皿 プロジェクト研究 w
⑥ ヘ （卒業論文および制作を含む）プ

ロ インターンシップ 3 
ジ
コミュニケーション・

18単位
工

3 
ク インターンシップ
卜
国際文化研修 I 2 研

クプ℃し
国際文化研修 II 2 

研 海 外 活 動 I 2 

-修 海 外 活 動 II 2 

〔備考〕

(1) 「プロジェクト研究 I・ II」, 「プロジェクト研究m.w」は， 2年を通して同じ領域のプロジェ
クトを履修するものとする。

(2) 「プロジェクト研究ill・IV」を履修するには，「）よ礎ゼミ I・ II」 「プロジェクト研究 I・ II」を
修得していなければならない。

(3) 「国際文化研修 I・ II」では，所定の研修に参加した場合に I・ IIの順に単位が認定される。
(4) 「海外活動 l・ II」は，サマーセミナー，ウィンターセミナーなどの悔外活動プログラムに参加
して定の1瑾I, rド後指導を受けた場合に単位を認定する科IJである。 1札位認定をするプログ
ラムは掲小等で周知する。
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5. 専門関連科目群

大学における学びと卒業後の活動や仕事とを結びつける科Hが配置されており，将来の進路目

標にむかって，学業と並行してキャリア形成を行う。国際的な場で仕事をするための知識や視点

を修得する科目，専門職に必要な知識や技能を修得する科l], 資格取得や検定試験合格を目指す

科Hが設i悦されているので，個々のH標を立てて履修していくことが望ましい。

系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 I 1年 2年 3年 4年 単位数

国 際 法 4 6科目12単位を選

国 際 経 済 、子匹 4 
択必修とする。

国 際 関 係 論 4 

翻成の基礎（英日） 2 I 

翻訳の技法（英日・実務翻訳） 2 

通訳の基礎（英日） 2 

通訳の技法（英廿実務通訳） ; I 2 

H本語教授法a（教授法） 2 

廿本語教授怯b（コースデザイン・評価） 2 

日本語教授法c（教材・教具） 2 
寸出• 

， 

日本語教育事情 a 2 
門
日本語教育事情 b 2 

関
日本語教育実習 3 

連 12単位
秘 書 実 務 I 2 

科
秘 書 実 務 II 2 

日
プロジェクト教育 I 2 

群
プロジェクト教育 lI 2 

プロジェクト教育 III 2 

プロジェクト教育 w 2 

生涯スポーツ概論 2 

生 涯 足f 平白l 論 2 

文 化 人 類 凡ぅニ 2 

アメリカ文化概論 2 

アメリカ文学概論 2 

ラテンアメリカの歴史 2 

近代イギリス文学 2 



国際人文学部 履修の手引と手続き 135 

1系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

ヨーロッパ匪界とアメリカ 2 

異文化間コミュニケーション論 2 

第 ーー 号ロ 至叩五 羽白 ／イ寸日 吟嘩

I 
2 

国 際 政 ‘｛‘ム口 入 門 2 

経 済 原 論 I 2 

経 済 原 論 II 2 

I地 理 凡i•子 a 2 

地 理 だ子ら b 2 

地 誌 2 

倫 理 四子 概 ＝ニ"入ff1l ー・ 2 

宗 教 呂子 概 論 2 

〔備考〕

(1) 「翻訳の技法」「通訳の技法」を履修するには，原則として「翻訳の基礎」「通訳の基礎」を履

修していなければならない

(2)「プロジェクト教育 I・II・ill・N」では，所定のプロジェクトに参加し成果を修めた場合に I

~Wの順に単位が認定される。
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6. 自由科目群

専門の内容以外に，教育職員免許状や学芸員資格などに必要な科Hを配置する。本科日群の履

修単位は，卒業単位に含まれない。

~I 授業科且
年次および単位数 最低修得

備 考
1年 2年 3年 4年 単位数

博 物 館 概 論 2 

博 物 館学各 論 4 

視 聴 覚 教 コ目 2 

博 物 館 実 習 I 2 

博． 物 館 実 刃白司 II 1 

教 コ目 原 理 2 

教 コ目 課 程 論 2 

，教 職 永="ffll - 2 

教 コ目 、心 理 巫子 2 

青 年 、心 理 凡子 2 

教 育 制 度 2 

教 育 方 法 論 I 2 

目 国語科教育法 I 2 

国語科教育法 II 2 

由 国語科教育法 m 2 

I 国語科教育法 W 2 

社会科教育法 I 2 

科 社会科教育法 II 2 

社会科教育法皿 2 

社会科教育法 W 2 
H 
地理歴史科教育法 I 2 

地理歴史科教育法 II 2 

群 英語科教育法 I 2 

英語科教育法 Il 2 

英語科教育法 III 2 

英語科教育法 w 2 

道徳教育の理論と方法 2 

特 別 活 動 論 2 

生徒指導（進路指導の
2 

理論及び方法を含む）

教 コ目 相 弓n火火
2 

（カウンセリングを含む）

教 ヲ目 実 刃白刃 I 
3 

（事後及び事後指導を含む）

教 コ目 実 習 II 2 

教職実践演習（中・高） 2 
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，幅広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ間題意識の育成，社会人として求められる基礎

能力の向上等を主たる目標として掲げています。

学生の皆さんにも， こうした間題意識をもって科l=l履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科目を“人格形成領域”“一般教養領域"“基礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想J「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉Jという 4テーマ

基礎能力領域：「非言語分野」「言語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を入れたい分野・テーマについては独自の科Hとして

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養I~N」として洋位認

定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科目は，すべて 1~4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科

日群」の履修や内容についての質間，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンター

にて随時受け付けています。
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リベラルアーツ＆サイエンス科H群

領 年次および単位数
系 列 授業科l.j 備 考

域 1年 2年 3年 4年

]＼地球と環様 牛活と環境 2 

2)¥lillと思想
現代の人間息想 2 

現代息想 2 
人 国家と政治 2 

格 H本IK]憲法 ※ 2 
3 lkl家と規範

法律学概論 ※ 2 
形 政治学人門 ※ 2 

成 倫坪学概論 ※ 2 
(1倫理と社会

情報社会と情報倫理 2 
領

女性学人門 2 

域 ジェンダー論 ※ 2 
5¥）社会とジェンダー

女性学 ※ 2 

男性学 ※ 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史 a ※ 2 

11本の歴史b ※ 2 LAS科tl群か
1人類のあゆみ アメリカの歴史 ※ 2 ら修得した単位

韓国の歴史 ※ 2 の中から 30単
中国の歴史 ※ 2 位を限度とし
人類と科学技術の発逹 I 2 て，各科H群に

般 文化人類学 ※ 2 
申請により振り

H本文化論 ※ 2 
替えることがで教

②文化のかたち アメリカ文化概論 ※ 2 

日本美術 ※ I 2 きます。詳細に
投

西洋美術 ※ j 2 ついては，オリ

飴
社会学人門 ※ 2 エンテーション

域 経済事情 2 時に説明しま

3)社会と経済 経済学人門 ※ 2 す。

経済学の基礎 2 

中因経済人『］ ※ I 2 

④健康と福祉
心と身体の科学 2 

健康維持と牛活習慣 | 2 
基礎の数学 2 

線形代数学 2 
基 (1)非言語分野 統社学の基礎知識 2 

礎 総合基礎教養I（非言語） 2 

総合基礎教養Il（非げ語） 2 
能

日本語悲礎表現法 2 

}J ②汀語分野 総合悲礎教養m（言語） 2 

総合駐礎教鈴w（は語） 2 
領

ビジネス入門 ※ 2 

域 ③ビジネスマナー ビジネス基礎 I 2 
ビジネスマナー I 2 
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領
系

年次および単位数

域
列 授業科目

1年 2年 3年 4年
備 考

［ 
③ビジネスマナ

航空・空港キャリア概論a 2 

航空・空港キャリア概論b 2 

④プレゼンテ ション
プレゼンナ ション I 2 

プレゼンナ ション II 2 

※印は，国際文化学科の他の科目群に配当
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＂ 授業科目の単位と認定
各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定

の方法（オリエンテーションで況明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，

年間の受溝叩訓をたて，屯位を取得する紐思表ぷをする学期初めの屯要な手統きである。こ

の履修lれ請手続を間違えたために，授業科目の腹修ができなくなり，その結呆進級はもとよ

り，卒業かできなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注紅'ji項を厳守して，誤りのないよ

うに股修Iil』をすること。

(1) 股修申請書提出後は，授業科l1および担％教貝などの変更，追加，取消しなどないよ

う，捉出する前に授業時間割表に則してもう ＾度確認するなど，細心の注紅を払うこと

なお，履修照合日が設けられているので間迎いなく登録されているかどうか必ず確認、する

こと。ただし，脱修申請甚の返還または照合には応じないので必ず「学牛控」をとってお

くこと。

(21 股修[ll"打をしていない授業科Hは，受溝しても凩位は認められないので，授業科HのIll

訥にあたっては進級や卒業に必要な肌位の算定を恨菫に行ない，修得単位数が不足しない

ように）j令を期すこと。

(3) 同合学期の同＾時限に 2つ以上の授業科Hを履修することはできない。もしこのような

璽複する授業科Hを履修申請書に記人した場合は，両科目とも登録無効になるので注怠す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度展修することはできない。

(5) 履修申請内には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。記載

上の誤りやイ道明瞭なものは申請 ~l 体が無効になるので卜分注意すること。

(6) 英語必修科Hおよび選択科日の履修lれ請手続は，他の科Hと異なる場合があるので，オ

リエンテーションで十分説明を受けること。

(7J コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に出人されている番号で，その時限の

授業科Hに固有の番号である。

(8) 履修申哨書は，黒色ボールペンで同じ人すること。

(9) 指定された期日までに脱修申請を怠った場合は，学業の怠息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

Vlll 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

腹修申請をして単位が取得できなかった授業科flについては，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は，必ず国際人文学
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部事務室に相談すること。ただし 1年次生の規定外腹修は原則として認めない。

lX 試験について

1.定期試験および臨時試験

(11 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(21 いずれの授業科目も授業時数の1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科日

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

(lJ 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

しで学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面をもって速やかに授業担刈教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願Jを国際人文学部事務室に提出しな

ければならない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3.再試験

(11 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表ポがなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科l=Iの担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許IIIされた者は，「再試験受験願」を国際人文学部事務室に提出しな

ければならない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4.試験に関する注意

1. 通 HIl

(11 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監腎者の指ボ

に従わない者には，退場を命ずることがある。
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(2) 試験場内では，惰記用具・持込みを許された責料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証または受験許可証を，机の卜の見やすい場所に提示しておかなけれ

ばならない C9

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正冴な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教貝に届出なければなら

なし‘°

2. 試験におけるイ勺l•：行為の懲成について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科Llの単位の認定を行わない。

(2) イ汀正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，国

際人文学部事務室の指ホに従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示するこ

と。なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成組の評価は次の品号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80点

B : 79~70、r¥

F: 59点以ド（再試験受験可）

T:追試験受験可

C : 69~60点 z:追・再試験の受験資格なし

D: 59点以F

E:未受験

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，国際人文学部事務室

に問合わせること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。



国際人文学部

国際交流学科

履修の手引と手続き

国際人文学部 国際交流学科

履修の手引と手続き

く小目＞

I 授業科目につしヽて・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 144

II 授業科目の洋位と認定・.....................................................144 

llI 卒業に必要な単位につしヽて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 144 

IV 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位…… 145

v 授業科Hの学年配当と履修すべき単位数..............................147 

1. 学科共通科目群............................................................147 

2 . 学部コア科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 151 

3. 国際教菱科目群............................................................ 152 

4. 専門基礎科 H 群・・・・・・・・・•·································................. 153 

5. 専門科目群•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．..．.．.．．．． .155

6. 自由科日群・・・・・・・・・•........................................................ 160 

VI リベラルアーツ＆サイエンス科日群....................................161 

VII 授業科日の単位と認定・・・・・・・・・・・・..........................................164 

VlII 正規の履修からはずれる場合・・・・・・・・・・・・・・...............................164 

IX 試験iこつしヽて・・・・・・•···································........................ 165 

x 成績発表・・•............................................................... 166 

XI 英語のみで学ぶプログラム

(All-English BA in 4 Years Program) につしヽ て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 167 

児哨英語指導員養成諜程·・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．.．．． 180



144 

履修の手引きと手続き

I 授業科目について

国際人文学部国際交流学科における授業科llは，学科共通科日群 I・ II,学部コア科H群，国

際教養科目群，専門基礎科H群 I・ II,専門科H群 I・ II ・ III ・ N ・ V ・ VI, 及び自由科目群か

ら構成されている。

なお，日由科tl群は，教職に関する科日群であり，卒業単位には算人されない。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制を採用している。単位制とは，ひとつひとつの授業科Hに＾定の基準により

定められた単位があり，履修した授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

隼位の，忍定は， A・B・C3段階の絆価により行い， D・E・F・T・Zの評価は箪位を認定

しないものとする。なおNは，単位振替により単位を認定したことを表す。

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

自由科目群は卒業に必要な単位には含まれないので，注意すること。

系 -列

国際人文学部 国際交流学科

必要単位数

学科共通科廿群I（英語・日本語） 22 

学科共通科H群II （情報科学） 4 

学部コア科H群 6 

国際教義科H群 10 

専門基礎科目群I（世界の文化と言語） 6 

専門基礎科目群II （国際交流基礎論） 6 

専門科H群I（国際アドミニストレーション）
専門科H群II （国際コミュニケーション） 30* 

専門科目群1lI （英語プロジェクト） （コース専門科目より 12以上）

専門科目群w（演習） 12** 

専門科目群V （専門関連科H群） 8 

専門科H群VI(International Exchange Studies) なし＊＊＊

各科ti群に指定された最低修得単位のほかに国際交流
学科の令ての科日群もしくは人文学部国際文化学科，経 22 
管情報学部，福祉総合学部，メデイア学部，環樟社会学
部より 22単位以上修得しなければならない

計~ 126単位

＊ 国際交流学科には， 「国際アドミニストレーションコース」と「国際コミュニケーションコー
ス」の 2つのコースがある。正式にどちらのコースに所属するかは，国際交流演習の指導教員
が決まる 3年次に確定する。国際アドミニストレーションコースの学生は，専門科H群Iょり
12単位以上修得すること。国際コミュニケーションコースの学生は，専門科日群IIょり 12単位
以上修得すること。また専門科ti群I・ II ・皿合計で， 30単位以上修得すること。

＊＊卒業論文を履修しない場合は，専門科ll群I~Vの内より卒業論文に替えて4単位を修得すること。
＊＊＊専門科日群VIは4年間英語で学ぶAll-EnglishBA in 4 Years Programの科H群である。その履修等
については別途XIに定める。
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I・ II」及び1年次の必修科Hを含め36単位以上を修得し

なければならない。

各学年における授業科Hおよび修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

また，年間の履修登録については原則50単位未満とすること。ただし，以下の項目に該当する

場合は履修上限単位数を超えて履修することができる。

(1) 自由科目は履修上限単位数に含まず履修できる。

(2) 副専攻登録者，編転人または転部科生については，履修上限単位数を超えて履修すること

を認めることがある。

(3) JEAP留学生・交換留学生および長期海外インターンシップ派遣学生については，履修

上限単位数を超えて履修することを認めることがある。

学年

1年次

修得単位数
36単位

2年次

単位数の目安

学科共通科目群I （英語・日本語）

Fundamentals of English I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 3単位（必修）

Oral Fluency I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2単位（必修）

Fundamentals of English II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 3単位 （必修）
Oral Fluency II ・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...．．.．．......． l科H2単位 （必修）

Basic Writing Skills・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位（必修）

Intermediate Practical Discussion Skills……………… 1科日 2単位（必修）
学科共通科目群II （情報科学）

情報メデイア論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........1科H2単位（必修）

コ‘ ゜／ヒュータ技能 I・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位（必修）
学部コア科目群

留学プランニング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 2単位 （選択）

コミュニケーションの基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （選択）

国際教養科且群

国際日本学a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位（必修）
専門基礎科目群 I （世界の文化と言語） ｛第二外国語 2科目

第二外国語科目（同一言語前期IA,前・後期IB)…… 4単位（選択必修）
専門基礎科H群 II （国際交流基礎論） ·…•………………• 1科H2単位（選択）
専門科目群皿（英語プロジェクト）

English Communication I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2単位（選択）

専門科H群w（演習）
基礎ゼミ I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ 1科H2単位（必修）
国際交流研修（海外）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科日 2単位（選択）

学科共通科H群 I（英語・日本語）
Intermediate Reading Skills ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科日 2単位（必修）

Oral Fluency Ill ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）

Intermediate Writing Skills ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2単位（必修）

学部コア科目群

ビジネス人門・・....................................................1科目 2単位（選択）
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学 年

2年次

修得単位数
42単位

3年次

修得単位数
34単位

4年次

修得単位数
14単位

卒業

修得単位数

126単位

単位数の H 安

国際教養科H群

芯悶字：心］：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： •. ： •. ： ： ： ： ： ：閂けこ悶｛t[虚：］：： ： 
国際ボランティア論.............................................1科H2巣位（選択）

地球環境論・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．. 1科H2単位 （選択）

専門韮礎科目群 I（匪界の文化と言語）
第―ー：外国語科目 (1年次と lii]ー一言語のII)……………… l科目 2単位（選択）

専門基礎科ll群II （国際交流基礎論）・・•.．．．．．.．．．．．．．．．．． 2 科 IJ 4単位（選択）

専門科H群 I （国際アドミニストレーション）………… 3科目 6単位（選択）
専門科目群II （国際コミュニケーション）……………… 3科H6単位（選択）
専門科［）群1II （英語プロジェクト） ・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．． 2科H4単位 （選択）

専門科H群w（演習）
基礎ゼミ II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2肌位（必修）
専門科目群V (W-門関連科H群）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科H2単位（選択）

学科共通科[J群I （英語・日本語） ·・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．． 2科il4単位 （選択）

専門科 I—l 群 I （国際アドミニストレーション）………… 4科目10単位（選択）

専門科目群II （国際コミュニケーション）……………… 4科目10単位（選択）

専門科H群1II （英語プロジェク ト） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科H4単位 （選択）

専門科H群w（演習）
国際交流演習 I・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 1科目 2単位（必修）
専門科目群V （専門関連科H群）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科H4単位（選択）

学科共通科日群 I （英語・日本語） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （選択）

専門科ll群I （国際アドミニストレーション）…………］科目 2単位（選択）
専門科日群II （国際コミュニケーション）………………］~科目 2 単位（選択）

専門科目群1II （英語プロジェク ト） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科H4単位 （選択）
専門科H群w（演習）
国際交流演習 II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科目 2肌位（必修）
卒業論文・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.． l科H4単位 （選択）

専門科日群V （専門関連科目群） ·・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．． 1科H2吊位 （必修）
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〔留意事項〕
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(1) 「I・II・IlI・N」で表示された科目は，数字の順序に従い，履修するものとする。「IA・

IB」は原則として， IAを先に履修すること。

(2) 「a • b」はどちらを先に履修してもよい。また，どちらか一方のみの履修も可とする。

(3) ただし，実際の履修については，シラバスに記された各科目の履修要件をよく読むこと。

(41 単位数を0で囲んだ科目は，必修を示す。

(5) 本学は前期・後期の二学期制を取っている。基本的に大多数の科目は学期ごとに履修する

ことになる。ただし，一部に一年間（前期・後期）を通して履修する通年科目がある。ま

た，夏期と冬期には集中講義期間があり，集中講義期間には数日間同じ科目の授業が実施さ

れる。さらに，研修・インターンシップ等は，学期の枠と関係なく実施される場合もある。

(6) 原則として上位学年の者は，下位学年に配当されている科目を履修できる。たとえば 1年

次の枠のみに指定されている科目でも， 2年次以上になってから履修できる。但し，授業科

目は学年が進むほど専門性が高くなるように配置してあるので，それぞれの学年の枠で履修

することが望ましい。

(7) 履修を指定された必修科目が自分の取りたい必修以外の科目と重複した場合には，必修科

目の履修を優先すること。

(81 クラス A・クラス Bといったクラス分けは，履修指導の一環として設けているクラスであ

る。クラス指定は，履修者数が偏らないように必修科Hなどでなされていることが多い。ク

ラスの指定がある科目は，それぞれ自分のクラスで履修すること。

(9) 語学・演習・実習科目においては，原則として週 1回の授業につき一学期 (15週）で 1単

位を付与する（たとえば， 2単位の語学科目の場合，週 2回同じ科目の授業がある。 3単位

の語学科目の場合は，週3回）。

(10) 講義系の科目においては，原則として週 1回の授業につき一学期 (15週）で 2単位を付与

する（たとえば， 2単位の講義科目の場合，週 1回授業がある。 4単位の語学科目の場合は

週2回）。

1. 学科共通科目群

学科共通科目群は，学科共通科目群 I （英語・日本語），学科共通科目群 II （情報科学）の

2科目群に分かれている。それらの各科目群の中から「1II 卒業に必要な単位について」で示

された所定の単位を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語・日本語）

国際交流学科の特徴の一つとしては，充実した英語教育が挙げられる。とくに 1年次に

は，英語を集中的に学び，実践的な英語力を身に付けるために 6科Hl4単位を必修としてい

る。 2年次には 3科目 6単位が必修となっている。英語の必修科目については，原則として

能力別のクラス分けがなされている。各自に履修すべきクラスを指定するので，必ずそのク

ラスを履修すること。個人の都合で指定されたクラスを勝手に変えることはできない。能力

別クラス編成のため年度末（新入生の場合には年度当初）に英語能カテスト（プレイスメン
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トテスト）を実施するので，このテストを必ず受けること。

系 年次および単位数 最低修得
授業科目 備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

Fundamentals of English I ③ 必修20単位を含み

Oral Fluency I ② 22単位を選択必修

Fundamentals of English II ③ 

Oral Fluency II ② 

Basic Writing Skills ② 

Intermediate Practical 
② 

、1四 ^ Discussion Skills 

科 Intermediate Reading Skills ② 

北ノ‘ Oral Fluency III ② 

通 Intermediate Writing Skills ② 

科 TOEIC : Vocabulary I 2 22単位
H TOEIC : Grammar & 
群 Listening I 

2 

I TOEIC : Vocabulary II 2 

英 TOEIC : Grammar & 2 
語ヽ Listening II 

Advanced Practical 
2 

Discussion Skills 

Advanced Reading Skills 2 

Oral Fluency N 2 

Business English Writing 2 

Spoken Business English 2 

English Pronunciation 2 



国際人文学部 履修の手引と手続き 149 

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科目 備 考

1年 2年 3年 4年 単位数

H本語 IA ② 留学生・指定され

日本語 IB ② た帰国生徒等対象

日本語IIA ② 

日本語IIB ② 
必修8単位を含み

22単位を選択必修。
日本語皿 2 （但し、日本語力

日本語w 2 が充分な水準に達

呂子 ビジネス日本語 I 2 していると判断さ

科 ビジネス日本語Il 2 
れる学生は、必修

共
22単位のうち 8単

日本語基礎a 4 位分までを学科の
通
日本語基礎 b 4 日本語以外の科目

科
日本語基礎c 4 22単位 で修得することが

目 できる。）

群 日本語基礎d 4 

I 日本語基礎 e 4 

ヘ 日本語基礎 f 4 
日
本 日本語基礎g 4 
語
日本語基礎hヽ 4 

国際理解a 2 

国際理解b 2 

国際理解c 2 

〔備考〕

(1)学科共通科目群Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・指定された帰国生徒等は日本語）
を学ぶ。うち，単位数を0で囲んである科目ば必修科目である。
(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには，履修前提条件として，そ
れぞれの Iを修得していなければならない。 OralFluency皿， Wも同様に，同II' 同II1を履修
していなければならない。

(3) 日本語 IA・ I Bのいずれか 2単位を修得していなければ， 日本語IIA・IIBを履修すること
はできない。

(4) 日本語力が充分な水準に達しているかどうかの判断は、個別になされる。従って日本語の履修
については、語学教育センターの指示に従うこと。
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(2) 学科共通科H群II （情報科学）

系

列

凡子

科
仕ノ~ヽ
通

>
群
II 

眉
はヽ

これからの情報化社会で必要とされる，パソコンやインターネットなどに関する知識と技

能を修得し，実務能力を養う科目を配置している。一年次にはこれらの科目を必修として学

ぶが，これと合わせてマイクロソフトの技能資格を取得することが望ましい。

年次および単位数 最低修得
授業科目

単位数
備 考

1年 2年 3年 4年

情報メデイア論 ② 

コンピュータ技能 I ② 4単位

コンピュータ技能II 2 
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2.学部コア科目群

学部コア科目群は，国際文化学科と共通する科目を配置している。グローバル化する文化や

社会，コミュニケーションのありかたを多様な切り口から学び，国際化社会に生きる人間とし

ての教養を身につけ，人文学を学ぶことの意義を明確にする。

なお，留学を予定する者は，「留学プランニング」（通年科目。原則として隔週開講）を履修

すること。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科H

1年 2年 単位数
備 考

3年 4年

日本と ア ジア 2 3科目 6単位を選択

必修とする。
，，，子ら 歴史・文化の視点 2 

部

コ
異 文 化 理 解 2 

ア コミュニケーションの基礎 2 6単位
科

目 ビジネ ス入門 2 

群
日 本 語 表 現 2 

留学プランニング 2 
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3. 国際教養科目群

基礎的な国際教養を身に付けるための科Hを配置している。国際社会で活躍するために国際

教養ぱ必須である。枇界の中の日本，人間と社会，地球の未来，スポーツ，ジェンダーについ

て学ぶ。なかでも「国際日本学a」「政治学入門」「経済学入門」は必修科Hである。

系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

国際 日 本学 a ② 必修 6単位を含み

国際 日 本学 b 2 10単位以上を選択

日本文化a（外国人留学生対象） 2 
必修。

国 日本文化b（外国人醤学生対象） 2 

際 日本社会a（外国人留学生対象） 2 

教 日本社会b（外国人留学生対象） 2 

養 政 治
i}f‘’-デ 入 門 ② 

経 済 が了七→ 入 門 ② 
10単位

科

日 本 国 司、にビヽ 法 2 
H 
国際ボランティア論 2 

群
地 球 環 境 論 2 

国際政治入門 2 

ス ポー ツ 科学 2 

ジ 工 ン ダー論 2 
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4.専門基礎科目群

専門基礎科目群は，専門基礎科目群 I （世界の文化と言語）と専門基礎科H群1I （国際交流

基礎論）の 2科目群で構成されている。

(1) 専門基礎科目群 I （世界の文化と言語）

憔界の言語と文化について学ぶ科目群である。英語（留学生においては日本語）以外の第

二外国語を必修としている。グローバル化が進み，英語プラスもう一ヶ国語の外国語の能力

が求められるようになっている。第二外国語もぜひマスターしてほしい。

系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

文 化 人 類 凡子 2 

宗 教 え子 概 舌n冊入 2 

外 国 史 概 説 2 

地 理 呂子 a 2 

地 理 呂子 b 2 

地 誌 2 

ド イ ツ 語 I A 2 第二外国語一ヶ国語

ド イ ツ 語 I B 2 4単位（同一第二外

、宙1 — 
ド イ ツ 語 II 2 国語の IA, I B) 

門 ド イ ツ 語 皿 2 
を含み， 6単位以上

基 選択必修のこと。

礎 フランス語 I A 2 
科
フランス語 I B 2 目

I フランス語 II 2 

世 フランス語 III 2 6単位
界

ン語 I A の スペイ 2 
文
スペイ ン語 I B 2 化

と スペイ ン語 II 2 
言

語ヽ スペイ ン語 m 2 

中 国 語 I A 2 

中 国 語 I B 2 

中 国 語 Il 2 

中 国 語 Ill 2 

韓 国 語 I A 2 

韓 国 語 I B 2 

韓 国 語 II 2 

韓 国 語 III 2 

ハンガリー語 IA 2 
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系
授業科目

年次およびiit位．数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

ハンガリー語 IB 2 

ハンガリー語 II 2 

ハンガリー語 III 2 

ハンガリー語 W 2 

ハンガリー文化研究 a 2 

ハンガリー文化研究 b 2 

〔備考〕

(1) 第二外国語において， I Bを履修するには， IAを修得していなければならない。
(2) 第二外国語のうちヨーロソパ系ば語では IA・ I Bを前期， IIを後期に，中国語・翰国語では
IAは前期， I Bは後期に配当している。外国語の学習においては継続性が重要であるので，
一年間（前期・後期）を通して履修することが望ましい。 IA, I Bを修得し，さらに上のレ
ベルの語学力を身につけたい学生は II （外国語によってはさらにIII・ N) を履修すること。ま
た第二外国語を晋得した上で，それそれの言語圏の大学にも積極的に留学してほしい。

(2) 専門基礎科H群 II （国際交流晶礎論）

国際交流・国際協カ・文化交流の基礎を学ぶ科H群である。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得

列 1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

専
門 国 際 交 ぶり六IL 論 2 3科H6単位を選択
基 必修とする。

礎
科 同 際 協 力 論 2 

目
群
文化交流史a（日本：アジア） 2 

II 
ヘ 6単位
国

I 

際
文化交流史b（日本：欧米） 2 

交
流
海 外 活 動 I 2 

基
礎
論 海 外 活 動 II 2 -
〔備考〕

(1)科目「海外活動」はサマーセミナー，ウインターセミナーなどの海外活動プログラムに参加し

て一定の事前・事後指導を受けた場合に単位を認定する科日である。単位認定をするプログラ

ムは掲ホ等で周知する。
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5.専門科目群

国際交流学科の専門科目は， 6科目群に分かれている。うち「専門科目群 I （国際アドミニ

ストレーション）」と「専門科目群II （国際コミュニケーション）」は，「国際アドミニストレ

ーションコース」と「国際コミュニケーションコース」の 2つのコースにそれぞれ対応する科

目群である。それぞれのコースでの専門性を高めるために，国際アドミニストレーションコ

ースの学生は，専門科日群 Iょり 12単位以上，国際コミュニケーションコースの学生は，専門

科目群IIょり 12単位以上修得する必要がある。正式にどちらかのコースに所属するかは，演習

教員が決まってからの 3年次に確定するが，どのコースを選択するか， 1年次から意識しな

がら計画的に履修し，系統立てて学習することが必要である。また，「専門科目群皿（英語プ

ロジェクト）」と合わせて，専門科目群 I・ II ・ III合計で， 30単位以上修得することが必要で

ある。さらに「専門科目群w（演習）」と「専門科目群V （専門関連科目群）」がある。「専門

科目群VI(International Exchange Studies)」は， 4年間英語で学ぶ学生のための科目群であ

り，その履修方法等については別途定める。

(1) 専門科目群 I （国際アドミニストレーション）

系

列

寸宙

門
科
H 
群
I 

-国
際
ア
ド
ミ

ス
卜
レ
l 
シ
ヨ
ン
‘ 

日本と他地域との関係，国際社会，国際関係，国際開発， NGOなどについて学ぶ科H群

であり，国際的な組織で活躍するアドミニストレーターの育成を目指している。

年次および単位数 最低修得
授業科 目

1年 2年 4年 単位数
備 考

3年

国際交流・協力実践 2 国際アドミニストレー

日 本 と 北 米 2 ションコースの学生は
12単位以上選択必修。

日 本 と 中南米 2 

日本とヨーロッパ 2 

アジアの女性論 2 

大学戦略マネジメント 2 専門科目

国 際 機 構 論 4 群I~m

NGO・NPO人門 2 合計で

NGO・NPO論 2 30単位

NGO・NPO実務 2 

国 際 開 発 論 4 

国 際 関 係 吟011B 4 

アジア国際関係論 4 

アメリカ対外関係論 4 

開 発 と 女 性 4 
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(2) 専門科14群II (lしk]際コミュニケーション）

言語，異文化などを切り口に国際コミュニケーションについて学ぶ科Hとともに，ビジネ

スに必要なコミュニケーション能力を養うための科l1を配置している。

系
授業科日

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

言 語 ヽゞ了ら^  概 論 a 2 国際コミュニケーショ

;-i 語 学 概 論 b 2 
ンコースの学生は12単

英 語 、"f今• 概 論
位以上選択必修。

a 2 

英 語 、子＂今^  概 ＝-n入llll - b 2 

社 会 言 語 ｝子立，・ 2 

専 て口；^叩合五コ、ミュニケーショ、/三nlfll入 2 
門
科 非け語コミュニケーション論 2 
H 
国際コミュニケーション入門群 2 
II 
異文化間コミュニケーション論 2 

/ 国
異 文 化 適 応 ＝-"入ff-H 2 専門科日

際 群I~II]
コ マスコミュニケーション論 2 
ミ 合計で

ユ 第 宇叩fi. >白J’J ノィ寸-日- ⇒ ＝ n冊~.^ 2 30単位

ケ Public Speaking 2 

l Presentation Skills 2 
シ
ヨ 秘 書 実 務 I 2 
ン-秘 書 実 務 II 2 

ビ ジ ネ ス 基 礎 2 

ビジネスコミュニケーション 2 

航空・空港キャリア概論a 2 

航空・窄港キャリア概論b 2 

航空・空港キャリア実習 2 

(3) 専門科H群III （英語プロジェクト）

英語によるプロジェクト教育科日，日英の翻訳・通訳関係の科目，児童英語教授法科Hな

どを配置しており，英語を実践的に学ぶ科目群である。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科 目

1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

English Communication I 2 

English Communication II 2 

English Communication ill 2 

English Communication N 2 

TOEIC 600 2 
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系 年次および単位数 最低修得
授業科 目

列 1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

TOEIC 700 2 

TOEIC 800 2 

English Project Education: 
2 Lecture Series I 

English Project Education: 
2 Lecture Series II 

寸宙 English Project Education: 

Lecture Series皿 2 
門
English Project Education: 

科 Lecture Series N 2 

H English Project Education: 2 Newspaper Writing I 
群 English Project Education: 
Newspaper Writing II 2 
III 
English Project Education: 

2 
ヘ Newspaper Writing皿

英 English Project Education: 
専門科目

English News Production I 4 群 I~ill 
語
English Project Education: 合計で

プ English News Production II 
4 30単位

ロ
English Project Education: 
Mentor Program I 2 

ジ English Project Education: 
Mentor Program II 2 

工

翻訳の基礎（英 H) 2 
ク
翻訳の技法（英日・実務翻訳） 2 

卜 通訳の基礎（英 H) 2 

-通訳の技法（英廿実務通訳） 2 

児童英語教授法 I 2 

児竜英語教授法 Il 2 

English Teaching 
2 Methodology I 

English Teaching 
2 Methodology II 

英米児童文学 a 2 

英米児章文学 b 2 

Oral English for Children a 2 

Oral English for Children b 2 

発 逹 、心 理 A.f ‘ら 2 

〔備考〕

(1)科日「EnglishCommunication I」から「同w」は，英語週未特訓合宿等を含む科Hであり，履
修にあたっては別途説明等を十分に受けること。
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(2)科日「TOEIC600」 「TOEIC700」 「TOEIC800」は， TOEICで600,700, 800点以上を達成し
た場合に単位認定がなされる科目である。単位認定を受けるに打たっては別途定めた規準を満た

す必要がある。

(3)科目「EnglishProject Education」では，それぞれ I, II, III, Nの順番に単位認定がなされる。

(4) 「翻訳の技法」 「通ボの技法」を履修するには，原則として「翻訳の基礎」 「通訳の基礎」を履

修していなければならない。

(5) 「児童英語教授法 I」から「発達心理学」までの 9科日は，児童英語指導貝養成課程の科日であ
る。

(4) 専門科li群w（濱習）

ゼミ・演習 8単位が必修である。 1年次・ 2年次は基礎ゼミを通して，基礎教育を受け

る。 3 年次• 4年次は，全員がいずれかの演習に所属して，綿密な少人数教育を受ける。他

に，研修・インターンシップ科日を配置し，選択で卒業論文もおいている。

系
授業科目

年次および単位数 最低修得

列 1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

基 礎 ゼ 、 I ② 必修8単位を含み12単

基 礎 ゼ ‘ II ② 
位以上を選択必修のこ

国際交流演習 ② 
と。

I 卒業論文を履修しない
専 国際交流演習 II ② 場合は，専門科目群I
門

甘国際交流研修 a（海外） 2 ~Vの内より卒業論文

群 国際交流研修 b（海外） 2 
に替えて4単位を修得

w 12単位 すること。
囚際交流研修 c（海外） 2 

涼 国際交流研修 d（国内） 2 
>ヽ白FJ 

コミュニケーション

インターンシップ
3 

国際交流インターンシップ 3 

以↑-・ 業 論 文 4 
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(5) 専門科H群V （専門関連科目群）

日本語教授法を中心とした日本語関連科日，及び専門に関連する科目を学ぶ科目群であ

る。

系 年次および単位数 最低修得

列
授業科 H 

1年 2年 3年 4年 単位数
備 考

法 律 ,子~ 概 論 2 

国 際 法 4 

国 際 経 、（、文月 ぇ--fソ^  4 

経 済 原 論 I 2 

経 済 原 論 II 2 

寸由 倫 理 芦子→テ 概 論 2 

門 比較文化概論 2 

科
日本語学概論 a 2 

日本語学概論 b 2 
目 日 本の歴 史 a 2 

群 H 本の 歴史 b 2 

V 
日 本語の音声 2 

日本語の語彙・意味 2 

-日本語の文法 a 2 

一宙寸 H 本語の文法 b 2 8単位

門 日本語教授法a（教授法） 2 

関
日本語教授法 b

2 
（コースデザイン・評価）

連 日本語教授法 c
2 

科
（教材・ 教具）

日本語教育事情 a 2 
目
H 本語教育事情 b 2 

群 日本語教育実習 3 

-アメリカ文学概論 2 

近代イギリス文学 2 

生涯スポーツ概論 2 

プロジェクト教育 I 2 

プロジェクト教育 II 2 

プロジェクト教脊 III 2 

プロジェクト教育 IV 2 

〔備考〕
(1)科日「プロジェクト教育 I」から [[nlw」では，所定のプロジェクトに参加した場合に Iから順

番に単位認定がなされる。
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6. 自由科目群

専門の内容以外に，教育職員免許状取得などに必要な科目を配置する。本科目群の履修里位

は，卒業単位に含まれない。

系
授業科[]

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

教 育 原 理 2 

教 平目 課 程 論 2 

教 職 論 2 

教 ＝ 目 心 理 、子．． 今^  2 

胄 年 心 理 ヽ—込子,→. 2 

教 育 制 度 2 

教 字目 方 法 論 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法 1I 2 

社会科教育法 1II 2 

自
社会科教育法 w 2 

山 公民科教育法 I 2 

科 公民科教育法 II 2 

H 英語科教育法 I 2 

群 英語科教育法 II 2 

英語科教育法 1II 2 

英語科教育法 w 2 

道徳教育の理論と方法 2 

特 別 活 動 論 2 

生徒指導（進路指導の
2 

理論及び方法を含む）

教育柑談（カウンセリングを含む） 2 

教 コ目 実 刃白司 I 
3 

（事前及び事後指導を含む）

教 コ目・ 実 平白J II 2 

教職実践演習（中・高） 2 
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，輻広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ問題意識の育成，社会人として求められる基礎

能力の向上等を主たる目標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした問題意識をもって科目履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科Hを“人格形成領域”“一般教養領域”“基礎能力領域”という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

基礎能力領域：「非言語分野」「言語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を人れたい分野・テーマについては独自の科目として

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養 l~N」として単位認

定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科目は，すべて 1~4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科目

群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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リベラルアーツ＆サイエンス科lIlfî

た叫r 年次およびiji位数

域
系 列 授業科lJ

2什 I: 3介1いl 備 名
1年

1地球と環壕 It活と環燒 2 
＼ 

2人間と息想
現代の人間、思想 2 

---t------

I 現代、思想 2 
人 [E]家と政治 2 i 

I 

格 日本1E]忍法 ※ 2 ！ 

ーゴ＇ 3 I 1q家と規範
法flt学概論 ※ 2 

形
政治学人l"J ※ 2 

' 

成 倫則学概論 ※ 2. 
4倫則と礼公

1打辛lit1:；ミと村］恨倫坪 ！ 2 
飢

女性学人l"J 2 | 
域 ジェンダー論 ※ 2 I 5ネ［会とジェンダー

女性学 2 I 

男‘111:学 2 I 

サルからヒトへ 2 

I I l!本の歴史 a ※ 2 I 
日本の歴史 b ※ 2 L !¥ S科lf群か

1人類のあゆみ アメリカの歴史 2 ！ 
ら修得した平1.. , ： 

韓[Ii]の歴史 2 l の中から 30爪
中lli]の歴史 2 位を限度とし
人類と科学技術の発泣bU_I I 2 

て，各科I!群に
般 文化人類学 ※ 2 

l.II IIIりによりす辰り
日本文化論 2 

朴えることかで教
望文化のかたち アメリカ文化概論 2 

1―¥’と': II本美術 I 2 きます 11,（嘩Illに

内汀＇：美術 I 2 ついては，オリ
領

社会学人門 J エンテーション2 
域 経済1tlW 2 I 時に況明しま

I 3社会と経済 経済学人l"J ※ 2 I す

経済学の）よ礎 2 I 
中国経済人l"J I 2 I 

＼4＼健康とfiiiネ11 心と身休の科学 2 I 
健康維持と牛活骨l翡 I 2 
基礎の数学 2 

線形イし数学 2 
）よ （1＼JÎ「i,；：｛i分野 統け学の某礎知識 2 I 
礎 総合基礎教1足I（非，；，翡） 2 

総合晶礎教1't:II（非ふ翡） 2 
ょIl、ヒヒ

H本語基礎』く現法 2 

)J 2 r i.議分野 総合基礎教i,tm(ふれ） 2 

総合基礎教鈴w(, i，店） 2 
箭！

ビジネス人門 ※ 2 I 
域 ビジネスマナー ビジネス基礎 ※ I 2 

ビジネスマナー I 2 
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領
系

年次および単位数

域
列 授業科日

1年 2年 3年 4年
備 考

翡> ③ビジネスマナ
航空・空港キャリア概論a※ 2 

航空・空i巷キャリア概論b※ 2 

j或
④プレゼンテーション

プレゼンア ション I 2 

プレゼンア ション II 2 

※印は，国際交流学科の他の科H群に配当
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VIl 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科日は，紆学期の初めの指定された期Hに，所定

の方法（オリエンテーションで説明する）で腹修巾油をしなければならない。腹修［加青は，

年間の受溝，寸圃をたて，単位を取得する紅思表jドをする学期初めの重要な手続きである。こ

の履修申請手続を間迎えたために，授業科l]の履修ができなくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる‘itii1t項を厳守して，誤りのないよ

うに履修叫打をすること。

(1) 股修叶lJ青書提出後は，授業科日および担‘11教貝などの変更，追加，取消しなどないよ

う，提出する前に授業時間割表に！！ljしてもう 1文確認するなど，細心の注紅を払うこと。

なお，履修照合 [lが設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認する

こと。ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとってお

くこと。

(2) 股修申議をしていない授叢科llは，受講しても凩位は品められないので，授業科llの申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を偵菫に行ない，修得凩位数が不足しない

ようにJj令を期すこと。

(3) 同音：期の同北時限に 2つ以卜＾の授業科tlを脱修することはできない。もしこのような

重複する授業科l]を股修申請書に出人した場合は，両科［］とも登録無効になるので注意す

ること。

(4) 一度単位を修得した授業科Hは，再度履修することはできない。

(5) 履修lll請書には授業科H，コマ・コード番号など必要事項を正しく且心人すること。記載

上の誤りやイ道月瞭なものはlil蘭自休が無効になるので十分注紅すること。

(6) 炎語必修科Hおよび選択科目の履修申訥手続は，他の科目と異なる場合があるので，オ

リエンテーションで十分説明を受けること。

(7) コマ・コード番りとは，時間割表に授業科l1と共に晶人されている番サで，その時限の

授業科Hに固有の番号である。

(8) 履修巾品書は，黒色ボールペンで記人すること。

(9) 指定された期lJまでに履修申泊を怠った場合は，学業の寇息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期Hを厳守すること。

渭 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科Hについては，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず国際人文学
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部事務室に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

IX 試験について

1.定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科H

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(31 試験の時間割は掲ホにより連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末またば学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面をもって速やかに授業担当教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

14) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験顧」を国際人文学部事務室に提出しな

ければならない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3.再試験

Ill 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

（2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目にFの表ホがなされる）となっ

た授業科目のある者は，渭該授業科Hの担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

（3) 再試験の受験を昨n［された者は，「再試験受験願Jを国際人文学部事務室に提出しな

ければならない。

なお， 再試験の受験料は， 1科Hにつき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

11) 試験場内では，すべて監仔者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指ホ

に従わない者には，退場を命ずることがある。
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(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証またば受験許可証を，机の上の見やすい場所に提小しておかなけれ

ばならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人字・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(71 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断苫・事故証明そ

の他正胄な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2.試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学貝lj第68条により澗せられ，更に年度における刈該

授業科Hの単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成紹発表は，アドヴァイザーまたは演習担当教貝より本人に成績表を交付するので，

国際人文学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提ぷするこ

と。

なお，指定された期H以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100~80点 F : 59、点以l‘̂（再試験受験可） D: 59点以下

B : 79~70点 T:追試験受験可 E:未受験

C : 69~60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑間，質間等は成績表交付Hのみ受け付けるので，国際人文学部事務室

に間合わせること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。
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XI All-English BA Program in 4 Years/All-English BA 4 Year Program 

1. About All-English BA in 4 Years Program 

この All-EnglishBA in 4 Years Programは，英晶を共通諮として外国人学牛と日本人学牛が

紹に学ぶ， !Ill際的な教ffプログラムである J 外国人学生は英語で学びながら日本晶をマスター

し， ll本人学生は炎晶｝を使って英乱i)Jに窮きをかけ，共に ll本についての知識と教義を深めたトム

で， IIt界で通Jl]するグローバル人材に行ってもらうことを II標としている，） l仕界のなかの日本，

外llil議の教え）j, ビジネスと政治といった分野を英語で学び，第あるいは第：．外国語も身に付

ける勺

11 外国人学牛は，外lIil晶としての日本晶を集中的に学びながら，その他の科目は原則として

英品をじたるふ翡として受溝する

l2, Il本人学生は，災議）Jがうじレベルに逹すれば，個別科日，あるいはプログラムの受講も

lII能である。但し，プログラム受溝II本人学生には，外l1，1話としての英語科l]と部日本

"1tによる科llの受溝を義務付ける場合がある。

i31 本プログラムの受晶生も， Il―忍められた場合には， ltll際交流学科の通常カリキュラムの科目

を履修することができる。

This program is designed to offer students a global understanding of Japan, East Asia 

and the World. This curriculum prepares students for careers in international business, 

administration and teaching and enables them to work effectively in an international 

environment. The medium of instruction is, in general. in English. Foreign students should 

also study Japanese intensively. Japanese students with the required level of English 

proficiency can be enrolled in the program or take an individual course in this program. 

Japanese students enrolled in this program may have to take English language courses 

and/or some courses taught in Japanese to improve their language ability. Some courses such 

as a second foreign language may be jointly offered to students in the program and those in 

the Japanese program. 

2. Courses in the program 

All courses in the program are part of Course Group VI and approximately correspond to 

the courses in the Japanese Curriculum of the Department of International Exchange Studies. 

Ylany courses in the program arc interchangeable with corresponding courses in the Japanese 

curriculum. 
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3. Credits required to graduate 

Credits required to graduate are as follows: 

Requirements All-English BA 

Course Group 
Minimun 

Credits 

Al: Co-Listings I (Japanese/English) 22 

A2: Co-Listings II (Information Media) 4 

B: Core Courses 6 

C: Basic Courses on International Understanding 20 

Dl: Fundamental Courses I: Languages and Culture 6 

D2: Fundamental Courses II: International Exchange 4 

El: Major Courses I: International Administration 

E2: Major Courses II: International Communication 22 

E3: Major Courses III: Internatio叫 ExchangeStudies 

E4: Major Courses IV: Seminars 12 * 

E5: Major Courses V: Other Recommended Courses 6 

24 credits from courses in above mentioned groups and/or in other 

faculties and departments except the Faculty of Pharmaceutical 24 

Sciences 

Total 126 

• Those who choose not to write a Graduation Thesis must take 4 additional credits in 

courses from Dl to E5. 

••Students in the program are able to take any course in the official Japanese curriculum 

whenever admitted. 

4. Sample Course Registration 

To progress up to the third year, each student must meet the following requirements: Earn 

a total of 36 or more credits, and pass all compulsory courses in the first year together with 

Seminars I & II. 

A sample Course Registration will be distributed at the beginning of each semester. It 

is strongly recommended that as the courses offered in the program are limited you should 

follow the sample course registration. 
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5. Courses offered in each year and the minimum credits 

〔Note〕

(1) Courses ending with I, II, III and IV should be taken in this order. The course ending 

with IA should be taken before that of IB. 

(2) Courses with ending a, b, and c can be taken in any order. 

(3) Courses in which the number of credits is circled means that they are compulsory. 

(4) As the university operates a semester system, each course will be completed within 

the semester. However there are some courses which should be taken in both semesters. 

Some courses are offered during the summer or winter intensive lecture periods between 

semesters. 

(5) The following shows the standard allocation of credits for courses and the number of 

credits. 

The number of classes per 
Number of credits Course category 

week in each semester 

Language classes. 
1 1 

Seminars, 2 2 

Practical courses 
3 3 

1 2 
Lectures 

2 4 

A. Co-Listings 

The Co-listings consist of two groups: Co-listings I (Japanese) and Co-listings II (Information 

Media). 

A1. Co-listings I (Japanese) 

Foreign students are required to study the Japanese language. They have to take a 

Japanese proficiency test before enrollment and will be designated to take some of the 

following courses based on their language level. Students are not permitted to change the 

designated courses without permission. Japanese students in the program will be instructed 

to take courses in English language classes and/or other courses in the Japanese curriculum. 
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Co-listings I (Japanese) 

Course Title 

Japanese I A 

Japanese I B 

Japanese II A 

Japanese II B 

Japanese Ill 

Japanese IV 

Business Japanese l 

Busint:ss Japanese lI 

.9] 
＼
 

2
-
'
 

Credits :¥Iinimum 
Credits 

?-

9
-

9

¥

 

Year 4 
＇ 
！ 
！ 

! I 2 
•----—- i ----
I 2 

Fundamentals of 

Fundamentals of Japanese a 

Fundamentals of Japanese b 

Fu叫amcnta]sof Japanese c 

Fundamentals of Japanese d 

Fundamentals of Japanese e 

Fundamentals of Japanese f 

Fundamentals of Japanese g 

Fu叫amentalsof Japanese h 

ーヽ
（ 4

 
4
 

22 crt、dits

4
 4
 
4
 4
 
4
 

A2. Co-listings II (Information Media) 

The purpose of these courses is to teach students computer and Internet proficiency and to 

acquire skills in Information Science. 

Co-listings Ir Onforrnation Media) 

Course Title 
Credits 

Year 1 Year 2 Year 3 Year 4 

Minimum 
Credits 

Remarks 

2
~
-
2
-

¥

/

¥

 

4 credits 

B. Core Courses 

The three core courses -Japan and Asia. Cross-Cultureじnderstanding-,and Introduction to 

Business Administration -are designed to provide a diversified view of'humanities'and are 

an essential element of the degree. 
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Core Courses 

Course Title 
Credits Minimum 

Year 1 I Year 2 Credits 
Remarks 

Year 3 Year 4 

Japan and Asia 2 

Cross-Culture 
2 

Understanding 6 credits 

Introduction to Business 
2 

Administration 

C. Basic Courses on International Understanding 

These courses help the student to acquire a global sense and a basic knowledge of 

the world. Among them, three courses,'Japan from an International Perspective a,' 

'Introduction to Political Science,'and'Introduction to Economics'are compulsory. 

Basic Courses on International Understanding 

Credits Minimum 
Remarks Course Title 

Credits Year 1 Year 2 Year 3 Year 4 

Japan from an International 
② 

Perspective a 

Japan from an International 
2 

Perspective b 

Japanese Culture a: 
2 

Art & World Heritage Sites 

Japanese Culture b: Popular 
2 

Culture 

Japanese Culture c: 
Tea Ceremony and Flower 2 
Arranging 

Japanese Culture d: 
2 

Popular Culture 
20 credits 

Japanese Culture e: 
2 

Cinema 

Japanese Culture f: 
2 

Literature 

Japanese Society a: 
2 

Thought and Behavior 

Japanese Society b: 
2 

Business Culture 

Introduction to Political 
¥2 Science 

Introduction to Economics ② 

Internatio叫 Volunteering 2 



172 

D. Fundamental Courses 

Fundamental Courses are required in order to study major courses. These consist of 

two groups: Fundamental Courses I: Languages and Culture. and Fundamental Courses II: 

International Exchange. 

D1. Fundamental Courses I: Languages and Culture 

The courses here teach cultures of the world and foreign languages other than English 

and Japanese. Students are required to study both IA and IB of at least one other foreign 

language which is neither English nor Japanese nor their mother tongue. 

Fundamental Courses I: Languages and Culture 

Course Title 
Credits Minimum 

Credits 
Remarks 

Year 1 Year 2 Year 3 Year 4 

German IA 2 

German IB 2 

German II 2 

French IA 2 

French IB 2 

French II 2 

Spanish IA 2 

Spanish IB 2 

Spanish II 2 6 credits 

Spanish III 2 

Chinese IA 2 

Chinese IB 2 

Chinese II 2 

Chinese III 2 

Korean IA 2 

Korean IB 2 

Korean II 2 

〔Note〕

To study IB, you must have already taken IA. 

D2. Fundamental Courses II: International Exchange 

These are courses designed to cover the basic knowledge of international cooperation and 

exchange. 
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Fundamental Courses II: International Exchange 

Course Title 
Credits Minimum 

Remarks 
Year 1 Year 2 Year 3 Year 4 Credits 

Introduction to 
International Cooperation 2 
in Asia 

History of International 
2 4 credits 

Exchange: Asia 

History of International 
Exchange: Europe & 2 
North America 

E. Major Courses 

Major Courses consist of 5 groups of courses: Major Courses I: International Administration, 

Major Courses II: International Communication. Major Courses III: International Exchange 

Studies, Major Courses IV: Seminars, and Major Courses V: Other Recommended Courses. 

Note 1: Students are required to select 22 credits from the three categories below. 

E1. Major Courses I: International Administration 

These courses are aimed at studies related to NGO activities. women in Asia and 

international relations. 

Major Courses I: Internatio叫 Administration

Course Title 
Credits Minimum 

Year 1 Year 2 [ Year 3 Year 4 Credits 
Remarks 

Women in Asia 2 I 

Introduction to NGO/NPO 2 

International Relations: See note 1 

Politics, Organizations and 2 
Law 

E2. Major Courses II: International Communication 

These courses aim to educate students about international communication skills and 

linguistics. 

Major Courses II: Internatio叫 Communication

Course Title 
Credits Minimum 

Remarks 
Year 1 I Year 2 I Year 3 Year 4 Credits 

Introduction to Linguistics a 2 I 

Non-Verbal See note 1 

Communication: Japan 
2 
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Introduction to 
International 2 
Communication 

Theory of Acculturation: 
2 

Minorities in Japan 

Second Language 
2 

Acquisition 

E3. Major Courses Ill: International Exchange Studies 

These courses offer regional studies courses, international development and literature. The 

courses titled "English Project Education: Lecture Series'require students to attend special 

lectures by invited guest speakers and experts in various fields. 

Major Courses III: International Exchange Studies 

Course Title 
Credits Minimum 

Credits 
Remarks 

Year 1 Year 2 Year 3 Year 4 

Japan and ;¥l"orth America: 
2 

Minority Studies 

Japan and Central and 
2 

South America 

Japan and Europe 2 

International Development 4 

English Project Education: 
2 

Lecture Series I 

English Project Education: 
2 

Lecture Series II 
See note l 

English Project Education: 
2 

Lecture Series III 

English Project Education: 
2 

Lecture Series IV 

English Teaching 
2 

Methodology I 

English Teaching 
2 

Methodology II 

British Children's 
2 

Literature 

E4. Major Courses IV: Seminars 

Seminars I and II and International Exchange Seminars I and II are compulsory. 

Graduation Theses s加uldbe written under the instruction of seminar teachers. 
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Course Title 
Credits 

Year l Year 2 Year 3 

Seminar I: Study Skills CC2 ,' 

Seminar II: Research and I 

, Presentation Skills 

International Exchange 
＂かSeminar I 

International Exchange 
Seminar II 

International Exchange 
2 

Field Study: Japan 

Graduation Thesis 

E5. Major Courses V: Other Recommended Courses 

Major Courses V: Other Recommended Courses 

Course Title 
Credits 
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lVIinimum 
Remarks 

Year 4 Credits 

12 Credits 

4 

Minimum 
Remarks 

Year l I Year 2 Year 3 Year 4 Credits 

International Economics 2 

History of Japan a 2 

History of Japan b 2 
6 Credits 

Modern American 
2 

Literature 

British Literature I 2 

7. Curriculum and Credits 

For each semester of an academic year, the student should submit a course registration 

request form which shows the courses that the student plans to take. The form should 

conform to the faculty's regulations. which will be explained in detail during the orientation 

sessions. and should be submitted by the time specified by the department. The form is an 

important document that describes the student's study schedule in the current semester, 

quoting the course titles, the names of the professors in charge, the number code of each 

course and the number of credits attached to each course. Any mistakes in this process may 

lead to the student being unable to progress to higher-level classes or even graduate. 

¥ 1: After completing the course registration request form, the student should reread it 

carefully to avoid possible mistakes. The student also needs to check and see whether there 

are changes in the list of courses, the timetables, and the professors in charge of these courses 

so that he/she can make appropriate modification of hisiher course registration request form. 
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In each semester there will be one day assigned for curriculum verification. The modified 

course registration request form should be submitted to t畑 FacultyAffairs Office by the end 

of this day. As the Faculty Affairs Office doesn't return the application form to the student 

once submitted, ii is advised that the student keeps a copy. 

(2) The student cannot obtain any credits related to those courses not listed in his/her 

course registration request form. 

(3) The student cannot apply for two or more courses which are taught in the same hour 

of a day. As an example, if an application form contains course A, course B, and course C and 

all these courses are scheduled in the same period of a weekday, all courses will automatically 

be deleted. 

(4) The student cannot apply for a course for which he/she has already obtained credits. 

(5! The course registration request form should be completed with correct course names, 

course code numbers, and number of credits assigned to each course. The Faculty Affairs 

Office does not accept course registration request forms containing errors on these items. 

(6) As the registration procedure for the Japanese language courses may differ from that 

for other courses, the student is advised to pay due attention during the orientation sessions 

to avoid possible mistakes. 

(7) Each course code number corresponds to a course in a specific period of the timetable. 

(8) The course registration form should be completed with black ball-point pen. 

(9) A student who doesn't submit his/her course registration form in due time may be 

assumed to be unwilling to follow the Faculty's academic program, and thus may be dismissed 

from school. 

8. Registration for Courses Previously Attended and Courses not Included in the 

Faculty's Program 

1. Registration for previously attempted Courses 

If the student fails to pass a course, he/she can register again for that course in a later 

semester. 

2. Registration for courses not included in the Faculty's current curriculum 

In the specific situation that the student is obliged to take a course that is not included in 

the Faculty's current program the student should consult with the Faculty Affairs Office for 

permission. In principle, a student in his/her freshman year is not allowed to take classes that 

are not included in the current curriculum. 
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9. End-of-Term Examinations 

1. Scheduled and unscheduled examinations 

(1) There are two categories of examinations: scheduled and unscheduled. The scheduled 

examinations are held at the end of each semester for most courses in the department. 

Unscheduled or extraordinary examinations are held on an irregular basis for special cases in 

which the professors in charge administer the exams on their own initiative. 

(2) For any course, the student may not be allowed to take the term examination if he/she 

fails to attend more than two thirds of the total classes held in the semester (absences due to 

sickness or other unavoidable reasons may be given special consideration). 

(3) The time schedule for the term examinations in each semester will be displayed on the 

department's bulletin boards. 

(4) There may be cases in which the professor in charge will assign a term paper 

(sometimes called'report'in Japanese) instead of a term examination. 

2. Make-up exams ("Tsuishiken") 

Make-up examinations are generally held at the end of each semester for those students 

who have not taken the scheduled exams due to justifiable reasons. 

(1) In order to be eligible for a make-up exam, the student should submit official 

documents to the professor in charge, justifying the reasons for which he/she could not attend 

the scheduled exam. 

(2) The student can take a make-up exam for a course that gets a grade "T" in his/her 

academic records card. 

(3) To take a make-up exam for a course, the student must submit a make-up exam card 

("Tsuishiken Juken Negai") to the Faculty Affairs Office and pay the exam fee (200 yen for 

each course). 

3. Re-examinations ("Saishiken") 

(1) In principle, at the end of each semester, re-examinations are held for all courses 

provided in that semester. (But in some special cases the professors in charge may determine 

not to hold re-examinations). 

(2) A student can take a re-examination for a course that he/she fails to pass in the 

scheduled exam if given an F grade and if the professor in charge determines to hold the 

exam. However, the time span that a student can take the re-examination of a course is 

limited to the semester or academic year in which he/she registers for that course. 

(3) A student eligible for the re-examination of a course has to submit a re-examination 

application form (Saishiken Juken Negai) to the Faculty Affairs Office and pay a 

re-examination fee (1000 yen for each course). 
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4. Term Exam Regulations 

General regulations 

(1) In the room where the examination is being held, the student must follow the 

administrators・ instructions.叫1erwisehe/she could be ordered to leave the examination 

room. 

(21 In the room where the examination is being held. the student must keep all his/her 

belongings, except writing implements and other allowed materials, in the places indicated by 

the administrators. 

(31 The student must exhibit his/her student ID or Permission Card in a visible location 

on the desk. 

(41 After twenty minutes from the beginning of the test, the students are not allowed to 

enter the room and take the exam. 

(5) The student is not allowed to leave the room during the first twenty-five minutes, 

except for justifiable reasons (sickness. etc). 

(61 During the examination the student cannot leave the room without the administrators' 

permission. 

(71 Students who fail to pay tuition due for the semester and those who fail to attend more 

than two thirds of the total number of course classes are not allowed to take the examination. 

(8! Those students who cannot show up for an examination due to sickness or accidents 

should promptly submit a medical certification or accident report document to the professor 

in charge. 

Disciplinary actions against misconduct 

(1) School regulation code No. 68 will be applied to all misconducts in an examination, 

disallowing the concerned student from applying for the related credits in that academic year. 

(2) When misconducts occur in an examination, the faculty's professor committee will hold 

meetings to deliberate and determine due disciplinary actions. 

(31 For any cases of student misconduct, the Faculty's professor committee will inform its 

decisions to the president of JIU, who then will summon the student's guarantor to announce 

the decisions. The decisions will also be announced on the faculty's bulletin boards. 

10. Report of Academic Records 

(1) The student will receive his/her academic records through his/her advisor. As the 

delivery of academic records takes place on a specific day in the current semester, the 

student should strictly follow the faculty office's instructions. The student will be requested to 
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show his/her student ID when receiving the academic records. 

(2) The student is considered to have passed an exam and to be eligible for credits of the 

concerned course when his/her mark is equal to or over 60 percent. The grading system at 

JIU is as follows: 

Passing Failing in a scheduled exam 

A: 80~ 100 F: less than 60 (eligible for re-exam) 

B: 70~79 T: eligible for make-up exam 

C: 60~69 Z: not eligible for make-up/re-exam 

Failing in a make-up/re-exam 

D: less than 59 

E: did not take the exam 

(3) The student can question his/her academic records on the day of academic record 

delivery at the Faculty Affairs Office. 

(4) If the student is unable to appear on the day of record delivery, the student can ask 

another person to receive his/her academic records. In this case, the representative must 

show the student's ID card and commission letter. 
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児童英語指導員養成課程

1.児童英語指導員について

2014年より，小学校5・ 6年次において英語が必修になります。それに伴い，＇ f1期英語教育へ

の関心はますます高まっています。児竜に英晶を教えるということは，音声咽視ということと，

英語に対する興味を抱かせるという点において，中高生の指導法とは異なります。児童英語指導

貝養成講座では，児童の発達段階を考慮し，早期英語教育に対応できる英語教師を蓑成すること

をH的とします。

2.課程修了認定について

現時点では，児嶺英語指導員には，：資格認定や免許制度がありません。大学や専門学校などの

養成機関は，それに基づいてカリキュラムを組み，それぞれに課程修r認定を行っています。
本学も，所定の単位を修得した学牛には，独自の課程修r認定証を発行します。修f証が必要
な場合は，卒業時あるいは卒業後に，所定の手続きにより発行申晶してください。
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3.課程修了認定に必要な単位について

児童英語指導員餐成課程に関する科日は，国際人文学部国際交流学科に設置されています。

以下の表にしたがって，合計34単位（必修30単位，選択4単位）を取得することで，修了認定

証が交付されます。なお，これらの科目はすべて卒業要件単位にも含まれます。

領域 科H名

英語科教育法 I

児ニ里ャ 児竜英語教授法 I

英
児童英語教授法II語

教
English Teaching Methodology I コ目

English Teaching Methodology II 

英米児童文学 a

児
英米児童文学 b里立

英 Oral English for Children a 
語

Oral English for Children b 

ノ土里I U し

発達心理学
心
理

英 アメリカ文学概論

度
近代イギリス文学呂子

英語学概論 a
言
語 英語学概論 b
巫f 

Basic Writing Skills 

アメリカ文化概論

英
異文化間コミュニケーション論
委
比較文化概論化

ヨーロッパ肌界とアメリカ

問い合わせ先：国際人文学部事務室

修r証の叩青先：証明書センター

科目群

自由科日群

専門科H群III

専門科目群III

専門科目群III

専門科H群III

専門科目群rn

専門科目群III

専門科目群皿

専門科目群Ill

専門科H群lll

専門科目群v

専門科目群v

専門科日群II

専門科H群II

学科共通 I

他文学化科学科（）国際

専門科目群II

専門科H群v

他文学化科学科（）国際

履修
単位 必修選択

【参考】
年次 英語教免

3 2 必修 必修

2・3 2 必修

2・3 2 必修

2・3 2 必修

3・4 2 必修

2・3 2 必修

3・4 2 必修

2・3 2 必修

3・4 2 必修

2・3 2 必修

l ・ 2 2 必修 必修

2・3 2 必修 必修

1 ・ 2 2 必修 必修

1 ・ 2 2 必修 必修

1 2 必修 必修

1・2 2 選択

2・3 2 2科目 4 必修
単位選択

選択1 ・ 2 2 必修

2・3・4 2 選択
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

福祉総合学部福祉総合学科における授業科目は，学科共通科日群 I・ II・皿，専門科目群及び

自由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職課程に関する専門科目が配置されている。

n 授業科目の単位と認定

本学では単位制を採用している。単位制とは， てつひとつの授業科目に一定の基準により定め

られた単位があり，履修した授業科目に対しては，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・ B ・ C, 3段階の評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しない。

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位には含めない。

-系-列- -

学科共通科目群 I （基礎科目群）

学科共通科日群rr（フィールド学習科目群）

学科共通科H群1lI （コア科 H群）

専門科目群

指定された各科目群より修得した科目以外に，

上記の科H群もしくは経営情報学部，国際人
文学部，メデイア学部の科日から12単位以上

修得

計

福祉総合学部福祉総合学科

6 

4 

6 

96 

12 

124 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ」及び 1年次の必修科Hを含め36単位以上修得していなけ

ればならない。

各学年に履修する授業科H群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

また，年間の履修登録については原則50単位未満とすること。ただし，以下の項目に該当する

場合は履修上限単位数を超えて履修することができる。

(1) 自由科目は履修上限単位数に含まない。

(2) 編転入または転部科生については，履修上限単位数を超えて履修することを認めることが

ある。

(3) JEAP留学生（短期語学研修含む）については，履修上限単位数を超えて履修すること

を認めることがある。

学年 単位数の 目 安

1年次 学科共通科目群（基礎科目群）
Fundamentals of English I 1科目 2単位（必修）
情報メデイア演習 I 1科目 2単位（必修）
基礎ゼミ 1科目 2単位（必修）
学科共通科目群II （フィールド学習科目群） 1科目 2単位（選択）
学科共通科目群皿（コア科目群） 3科H6単位（選択）
専門科目群 9科目26単位（選択）

修得単位数
40単位

2年次 学科共通科目群II （フィールド学習科目群） 1科目 2単位（選択）
専門科H群 10科目32単位（選択）
※上記指定された科目以外に 1科目 2単位

修得単位数
36単位

3年次 専門科目群
ゼミナール I 1科H2単位（必修）
選択科目 9科目26単位（選択）

修得単位数 ※上記指定された科目以外に 1科目 2単位
30単位

4年次
専門科H群
ゼミナールIl 1科目 2単位（必修）
選択科H 2科目 8単位（選択）

修得単位数 ※上記指定された科目以外に 2科日 8単位
18単位

卒業

修得単位数
124単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1.学科共通科目群

学科共通科目群は， IrilI （人騒礎科•[l 群）， rriJ II （フィールド学宵科日群）， l，JIII （コア科l-l群）

の3系列に分かれている c それらの各科11群のうちから「皿卒業に必要な単位について」にぷ

した所定の単位以上を修得しなければならないc

(1 i 学科共通科•Il群 I （晶礎科[|群）

学科共通科[l群 I （陥礎科•H 群）は，英泊によるコミュニケーション能力，、Ili報リテラシー能

）Jの養成と，円滑に学生生活に入るための基礎知識・技法を身につけるための科甘群である c

※肌位数に〇印を付してある科Hは必修科！l

［名ロ
系
授業科 H 

年次および単位数 最低修得
備

列 1年 2年 3年 4年 単位数

E Fundamentals of English I 
I ＇「学科共通平

]9. 
I I ＼ （悲礎科甘群
より，必修{

E情報メデイア演習 I ⑫ 
み6ー単位以

汀
修

l 6用．位 授業科II欄l

ll 情報メデイア演習lI 2 ポのある科！

群 則Eクラス

I 福祉コース）

基礎ゼミ ⑫ 者のみのクこ

がされる科L

〔備考〕

(1) 第＾外国謳として英語を学ぶ。うち， Fundamentalsof English Iば必修科目である。
(2)情報メデイア演習 IIを履修するには，情報メデイア演習 Iの単位を修得していること。

(2) 学科共通科ll群II （フィールド学習科目群）

学科共通科H群II （フィールド学習科H群）は，地域・社会・文化の実際，福祉分野の経貨活

動などを体験的に学ぶことにより，実践）Jを向上させるために設置した科目群である。

系
授業科 l l 

年次および平イ＼［数 最低修得

列
備 老

1年 2年 3年 I4年 単位数 コ

E地域ボランティア研修 2 I「学科共通科[l群 II

（フィールド学習科

五i 
福祉疑似体験 2 

目群）」の中より，

4単位以上選択必修

ユニバーサルデザイン論 2 

4凩位 授業科ll欄にEの表

群
福祉文化環境研修（日本） 2 

不のある科日は，原

II 
則Eクラス（子ども

福祉文化環境研修（海外） 2 輻祉コース）所属の

者のみのクラス編成

福祉インターンシップ 2 
がされる科且である。
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(3) 学科共通科目群皿（コア科目群）

学科共通科目群III （コア科目群）は，専門教育を受けるために必要な素養を身につけるために

設置した科目群である。

系
授業科 H 

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 I2年 3年 4年 単位数

人間学 2 「学科共通科H群III

女性福祉論 2 
（コア科目群）」の中

より、 6単位以上選

ジェンダーと福祉社会 2 
択必修

呂子

科 地域ボランティア論 2 

共

通 ジェンダー論 2 

科
6単位

目 福祉文化論 2 

群
福祉政策論 2 

皿

サスティナブル社会論 2 

福祉まちづくり論 2 
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2.専門科目群およびその他の選択科目群

(1) 専門科fl群

専門科目群は，「社会福祉l:」，「精神保健福祉上」，「介護福祉士」の国家試験受験責格および

「保育J:」の国家資格を取得するために必要な科日と，それ以外の専門科tlおよびゼミナールか

ら成っている。

特に国家資格，国家試験受験賽格の取得については，厳正な履修条件があるので，後掲の「社

会福祉＿l:l叶家試験受験資格」「粕神保健福祉j:I玉］家試験受験資格」「介護福祉＿1：国家試験受験資

格」および「保育l：国家質格」の況明をよく説んで，履修科目の選択に誤りかないように注紅す

ること。また，資格の取得については，毎年度オリエンテーションにおいて詳細な責料に基づい

て説明を行うので，その指ポに従うこと。

国家資格，国家試験受験資格取得に必要な科H以外の専門科Hは，福祉の間題についてより輻

広く，より深く学ぶための科t1であり，自らのキャリアfl標に従って，適切な科目を選択するこ

と。アドバイザーに相談することもそのためのーベつの力法である。

ゼミナールは，学生各自がテーマを持って研究する科Hであり，指淋教員のドで，大学におけ

る学習のまとめをする必修科Hである。

(2) その他の選択科Fl群

指定された各科H群より修得した科目以外に，学科共通科目群 I・II・IIIおよび専門科目群も

しくは経営情報学部，国際人文学部，メデイア学部の科Hより 12単位以上修得しなければならな

し‘°
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※単位数に〇印を付してある科目ば必修科目

嘉 授業科目
年次および単位数 最低修得

備 考
1年 2年 3年 4年 単位数

ゼ ミ ナ ル I ② 「専門科目群」の中

ゼ ミ ナ ル ]1 ② より，必修科目を含

相談援助の基礎と専門職 4 
み96単位以上選択

ソーシャルワーク論 I
必修

4 
授業科目欄にEまた

ソーシャルワーク論 II 4 はFの表示のある科

医 心子今 知 識 2 目は，原則Eクラス

介護の知識と技術 2 （子ども福祉コース）

高 齢 者 福 祉 論 4 
またはFクラス（介

護福祉コース）所属
子ども家庭福祉論 4 の者のみのクラス編

F社 会 子ヽ叫 2 成がされる科Hであ

社 会 調 査 2 る。

現代社会と福祉（職業指導を含む） 4 

障がい者福祉論 4 

J心 理 呂子 2 

司 法 福 祉 1 

寸声 国 際 福 祉 論 2 

門
生 活 保 司ixt 論 2 

社 会 保 障 論 4 
96単位科

地 域 福 祉 論 4 
H 
ソーシャルワークの基礎 1 

群 ソーシャルワーク演習 I 2 

ソーシャルワーク演習 II 2 

ソーシャルワーク実習 6 

ソーシャルワーク基礎実習指導 1 

ソーシャルワーク実習指導 2 

社会福祉専門研究 I 2 

社会福祉専門研究 II 2 

社会福祉応用研究 I 2 

社会福祉応用研究 Il 2 

阪 療 福 祉 2 

就 労 文 援 1 

福祉の財政と計圃 2 

福 祉 経 rヽ胃，，冷 論 2 

医療ソーシャルワーク論 4 

＜ す り の 知 識 2 

権 利 擁 司仕<t 論 2 



190 

※単位数に〇印を付してある科目は必修科目

嘉 授業科H
年次および単位数 最低修得

備 考
1年 2年 3年 4年 単位数

Eスポーツ科学 I 2 「専門科目群」の中

E基礎技能 （音楽） 2 より，必修科目を含

E基礎技能 （造形） 1 み96単位以上選択

E基礎技能 （体育） 1 
必修

授業科H欄にEまた
F'保育・教育心理学 2 はFの表示のある科
E小 ノ1日し 栄 養 2 目は，原則Eクラス
E小 児 保 健 4 （子ども福祉コース）

E小児保健実習 1 またはFクラス（介

F'障がい 児保育 I 1 
護福祉コース）所属

I 

の者のみのクラス編
生涯スポーツ概論 2 成がされる科Hであ
E乳 ノ1日L』 保 コ目 I 2 る。

E発 達 心 理 、子四 2 I 

I’保 コ目 実 習 I I 2 

汀呆 ・ぷ目 実 習 II 2 

叶呆 コH 実 平白J III 2 

汀呆 字目 実 習 w 2 
寸宙
E保育実習指導 I 1 

門 E保育実習指導 II 1 

科 E保育実習指導 III 1 96単位

H 汀呆育内容（総論） 1 

群
汀呆育内容（健康） l 

打呆育内容（人間関係） 1 

汀呆育内容（環境・言葉） 2 

汀呆育内容（表現） 1 

E養 司t文E． 原 理 2 

E養 設 内 容 1 

E家 族 援 助 ＝n＝入llll 一 2 

E精 神 保 健 2 

E紐％さ 合 演 習 2 

E保 育 原 理 I 4 
E教 コ目 原 理 I 2 

福 祉 と 文 化 2 

生 ヘ叩 と 倫 理 2 

幼 児 造 形 2 

幼 児 体 フ目 2 

地域における子育て支援 2 

表現コミュニケーション 2 
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※単位数に〇印を付してある科目は必修科目

系
授業科目

年次および単位数 最低修得 I
備 考

列 I 1年 2年 3年 I4年 単位数

子どもの権利と福祉 I 2 「専門科目群」の中

子どもの発達と相談
！ 
2 より，必修科Hを含

障がいを持つfの理解と支援 I 
1 み96単位以上選択

子ども学特論（観察） 1 
必修

授業科目欄にEまた
音 楽 演 羽白 2 はFの表示のある科
精 神 医 ｝ 1ニ I 2 Hは，原則Eクラス
精 神 医 9子‘‘ら II 2 (fども福祉コース）

精 神 保 健 ‘’--r-9I売 I 2 またはFクラス（介

精 神 保 健 えf II i 2 
護福祉コース）所属

の者のみのクラス編
精神保健福祉援助技術総論 I 4 成がされる科目であ
i、し、、 理 療 法 概 論 2 る。

臨 床 心 理 足子 I 2 

臨 床 、心 理 ,寸,-,.二 II 2 

精神保健福祉援助技術各論 4 

精神保健福祉論 6 

精神科リハビリテーション学 4 
専
認 知 心 理 ヽ—ヽ了99→≫ 2 

門 社 会 J心 理 屈子 2 

科 人 格 、心 理 }'!子, 2 96単位

目 精神保健福祉援助演習 4 
判i糾lf呆 1建ネ畠ネIl-f妥 J:Jカ‘大肉 ， 

群 （すりiij.1i.f受オ旨消しを含・u、)

心理アセスメント基礎演習 2 

臨床心理ケース・スタディ演習 2 

臨床心理技法体験演習 2 
1七~

術 療 法 2 ～ぷ

F人間関係とコミュニケーション 2 

I F社 会 の 理 解 4 

F生 活 と 文 化 2 

Fリーダーシップ論 2 

F生 命 科 、f"ら 2 

F現代社会と福祉法制度 2 

i F介設とリスクマネジメント 2 
←- ～・”-

Fリハビリテーション論 I 2 

Fレクリエーション活動援助法 2 ！ 

F介 護 概 論 I 2 

Fノ)‘ 1 設 概 論 II 2 

Fコミュニケーション技法 I 4 
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※単位数に0印を付してある科目ば必修科目

嘉 授業科且
年次および単位数 最低修得

備 考
1年 2年 3年 4年 単位数

Fコミュニケーション技法II I 1 「専門科日群」の中

F生活支援技術 I 3 I より，必修科目を含

F生活支援技術 lI 2 み96単位以上選択

F生活支援技術 IIII 2 
必修

授業科目欄にEまた
)ゾ生活支援技術 W 2 

はFの表ホのある科
F生活支援技術 V 3 Hは，原則Eクラス
F介 司比<E 過 程 I 2 （子ども福祉コース）

F介 護 過 程 II I 2 またはFクラス（介

F介 護 過 程 III 1 
護福祉コース）所属

の者のみのクラス編
F介護総合演習 I 1 

成がされる科目であ

F介護総合演習 IIi 1 る。

F介護総合演習 III 1 

ト＇介護総合演習 w 1 
寸由
F介 ラ比雀こ 実 平白J I 2 

門 F介 叶＂ズr 実 習 II 4 

科 F介 護 実 平白J III 4 96単位

日 F発達と老化の理解 4 I 

群
F認知症の理解 I 2 

F認知症の理解 lI 2 

F医 呂子 概 ニニP八llll ー 4 

Fこころとからだのしくみ I 2 

Fこころとからだのしくみ 1I 2 

NP  0マネジメント 2 

環 境 情 報 論 2 

福 祉 情 報 論 2 

福 祉 と 経 呂呂 2 

福祉リスクマネジメント 2 

簿 二直―しJ 論 2 

生 活 と 環 境 2 

福祉ビジネス論 2 

福祉外国専門書講読 2 
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3. 自由科目群

系
授業科 H 

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

外国史概説 2 

H本の歴史 a 2 

日本の歴史 b 2 

地 理 凡子 a 2 

地 理 巫子 b 2 

地 誌 2 

法律学概論 2 

国 際 法 4 

経済原論 I 2 

経済原論 II 2 
自
国際経済学 4 

由
倫理学概論 2 

介 護 演 刃白刃 2 

科 介護実技現場実習 1 

宗教学概論 2 

目 日本国憲法 2 

Oral Fluency I 2 
群
教 コ目 原 理 2 

教育課程論 2 

教 職 論 2 

教育心理学 2 

青年心理学 2 

教 コ目 制 度 2 

教育方法論 2 

公民科教育法 I 2 

公民科教育法 II 2 

福祉科教育法 I 2 

福祉科教育法 II 2 

道徳教育の理論と方法 2 

特別活動論 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法 1I 2 

社会科教育法皿 2 

社会科教育法w 2 
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系 授業科月
年次および単位数 最低修得 1I 

備 考・
列 1年 2年 3年 4年 単位数

生徒指導
2 自 進路指導の理論及び方怯を含む）

fll 教宥相談

（カウンセリングを含む）
2 

科
教育実習 I 

3 H 
（事前及び1i後指樽を含む）

群 教脊実習 II 2 

教職実践演習（中・託） 2 

〔備考・〕
(l) ［l廿l科llとは卒業に必要な単位数には加符されないが， lpllllに選択脱修することのでき
る授業科Hである。
(2) 本学科においては，日由科目として，教職諜程の科日が準備されている。これらの自由

科l」については，後掲の「教職諜程」の説明を参照のこと。
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，幅広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ間題意識の育成，社会人として求められる基礎

能力の向上等を主たる目標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした問題意識をもって科目履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開講している科目を“人格形成領域”“一般教養領域"“基礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて整理し匝し，「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

悲礎能力領域：「非言語分野」「言語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を入れたい分野・テーマについては独自の科目として

開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養 I~N」として単位認

定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科目は，すべて 1~ 4年次のいずれかで履

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科目

群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンターに

て随時受け付けています。
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リベラルアーツ＆サイエンス科tl群

領 年次および凩位数

域
系 列 授業科H 備 考

1年 2年 3年 4年

C1）地球と環境 牛活と環境 ※ 2 

③人間と思想
現代の人間、思想 2 

現代思想 2 
人 国家と政治 2 

格 ⑬)国家と規範
日本国憲法 ※ 2 

法律学概論 ※ 2 
形 政治学入門 2 

成
④倫理と社会

倫理学概論 ※ 2 

情報社会と情報倫罪 2 
領

女性学人門 2 

域
⑤社会とジェンダー

ジェンダー論 ※ 2 

女性学 2 

男性学 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史 a ※ 2 

H本の歴史 b ※ 2 LAS科tl群か
1＼人類のあゆみ アメリカの歴史 2 ら修得したりi位

韓国の歴史 2 の中から 30単
中国の歴史 2 位を限度とし
人類と科学技術の発逹 2 

て，各科目群に

般 文化人類学 2 
叶l"liにより振り

日本文化論 2 
替えることがで教

②文化のかたち アメリカ文化概論 2 

養 日本美術 2 
きます。詳細に

西洋芙術 2 ついては，オリ

領
社会学入門 2 エンテーション

域 経済事情 2 時に説明しま

③社会と経済 経済学入門 2 すく）

経済学の基礎 2 

中国経済入門 2 

④健康と福祉
心と身休の科学 2 

健康維持と牛活習慣 2 

韮礎の数学 2 

線形代数学 2 
基 ①非言語分野 統計学の陪礎知識 2 

礎 総合基礎教養I（非言語） 2 

総合基礎教養lI（非言語） 2 
ムHヒヒ

日本語基礎表現法 2 

力 ②言語分野 総合基礎教養rn（日語） 2 

領
総合基礎教蓑w（日語） 2 

ビジネス入門 2 

域 ③ビジネスマナー ビジネス基礎 2 

ビジネスマナー 2 
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年次および単位数
備 考

領
系 列 授業科日

1年 2年 3年 4年域

航空・空港キャリア概論a 2 1,1; 
③ビジネスマナー

航空・空港キャリア概論b 2 
砥楚
よt]、ヒヒ

2 プレゼンテ ション I力
領 ④プレゼンァ ション

プレゼンア ション II 2 J或

※印は，福祉総合学科の他の科目群に配当
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VII 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，侮学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修巾開は，年

間の受講計画をたて，巣位を取得する、意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この

股修申請手続を間違えたために，授業科目の履修ができなくなり，その結果，進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注意事瑣を厳守して，誤りのないよ

うに股修叶l諭をすること。

(1) 腹修申請書提出後は，授業科目および担喝教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう札度確認するなど，細心の注怠を払うこと。なお，

股修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，股修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとっておくこと。

(2) 股修申泊をしていない授業科日は，受講しても単位は認められないので，授業科Hの申

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 詞＾学期のILij,・時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科Hを股修申請書に記人した場合は，両科目とも登録無効になるので注應す

ること。

(4) 一度畢位を修得した授業科日は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科Hに固有の番号である。

(7) 股修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

珊 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科Hについては，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。アドバイザーと相

談の上必ず学部事務室に申しでること。
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]X 試験について

1.定期試験および臨時試験

il） 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(21 いずれの授業科Hも授業時数の1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(41 授業科Hによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

11) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(21 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面を速やかに授業担当教員に届け出

ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である。

3.再試験

（］） 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科Hによっては

再試験を行わない場合もある。

(21 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目に Fの表ホがなされる）とな

った授業科Hのある者は，刈該授業科Hの担当教員が再試験を行う場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

13) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， ］科目につき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(11 試験場内では，すべて監腎者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指ホ

に従わない者には，退場を命ずることがある。

121 91式験場内では，惰記lll具・持込みを許された脊料以外のものは，すべて監腎者の指
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定する場所におかなければならない。

(3) 受験者ば‘芦4証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の）”]の見やすい場所

に提ホしておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上を欠席した者は，試験

を受けることができない。

(8) 病気・事故その他正刈な事由によっで受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担刈教員に届出なければなら

ない。

2. 試験におけるイ汀［行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科llの単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

(1) 成韻発表は，アドバイザーまたは演習担当教員より本人に成績表を交付するので，学部

事務室の指ホに従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以卜をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A : 100~80点 F: 59点以下（再試験受験可） D: 59点以ド

B : 79~70点 T:追試験受験可 E:未受験

C : 69~60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付Hのみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 病気，事故等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合，代理人は学生証および委任状を持参すること。



薬学部医療薬学科

履修の手引と手緩き

＜小目＞

薬学部

医療薬学科

履修の手引と手続き

I 授業科目iこつしヽて・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 202

II 授業科目の単位と認定・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 202

III 進級基準•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 202

w 卒業に必要な単位につしヽて・・..............................................203 

v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数………………………… 204
1. 学科共通科目群・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 204

2. 専門科目群・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 204

VI 授業科目の単位と認定・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 209

VII 正規の履修からはずれる場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 210 

VIII 試験しこつしヽて・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 210

IX 授業科目の単位認定と進級および留年 .............................. 211 

x 成績発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 212 



202 

履修の手5Iと手続き

I 授業科目について

薬学部［矢療薬学科における授業科[Iは，学科共通科fll抒l及びII' しりl"J科ti群 I及びIIから構

成されているし

II 授業科目の単位と認定

本学部では爪位制か採）ll されている。単位闘とは，ひとつひとつの授業利廿に•定の）炉化によ

り定められたりti立があり，脱修授業科日に対して，試験もしくは，その他の方法により学習謹価

をしたうえで，その単位を認、定する制度である

凩位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い． D・E・F・T・Zの謹価は単位を認、定しな

いものとする（／

皿 進級基準

1. 当該学年に配分されている必修科l」（専門科ll群 Iのうちの必修科廿）の単位を修得しなけ

れば進級できない

ただし，未修得必修科H数が 3科ll以ドの者の進級を晶めることがある。

なお，未修得必修科ll数は， ド級学年の未修得必修科日数をも加算したものをいう。

実宵科11の屯位は必ず修得していること、〕また， 2年から 3年への進級にあたっては，総合

演習 Iおよび専門科卜1群II （選択必修4単．位以上）を必す修得していること， 4年から 5年へ

の進級にあたっては，総合涼宵 IIおよびmを必ず修得していること。

6年次に実務実習の単位取得が見込めない場合， 5年から 6年への進級を認めない また，

年間の履修登録については，原則50単位未満とするか，編転人または転部科生およひJEAP

留学生（短期語学研究含む）については， I復修I翡＾限単位数を超えて股修することを認めること

がある。

2. 同一学年に 2年以上在籍し，正当な理山なく進級Hj能でない者については，学則に従い適当

な処附を溝ずるものとする。
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3.進級判定の対象となる科目及び進級に必要な科日数

1年→ 2年 2年→ 3年 3年→ 4年 4年→ 5年

科H名 科［］名 科目名 利目名

医療薬学基礎セミ 薬学外国書講読 生坪化学m 阪療倫理

薬学概論 有機化学 I 生体防御学 薬物治療学III

言語コミュニケーション論演晋 創薬化学 I 予防医科学 臨床楽理学

解剖生理学 I 分析科学皿 薬物代謝学 漠方医学

解剖生理学1l 生理化学1I 毒性学 薬事関係法規

化学 I 微生物学 I 薬理学III 臨床コミュニケーション学演竹

化学1I 微生物学JI 医薬品化学 I 医療経済学

生物学 生薬学 病態屏析学 病態解析学演習II

分析科学 I 食品衛生学 臨床化学 病院・薬／五｝事前実宵

分析科学II 環境衛牛学 薬物治療学 I ＊総合演胃II

生理化学 I 保健統計学 薬物治療学II ＊総合演習lll

物理薬剤学 I 薬理学 I 医療薬剤学1I 福祉制度論

物理薬剤学1I 薬理学1I 医療薬剤学III

細胞生理学 医療薬剤学 I 医薬品情報学

基礎栄養学 有機構造解析演習 臨床栄養学

基礎薬学実習 化学系実習 物理製剤学 I

生物系実習 物理製剤学11

＊総合演習 I 病態解析学演習 I

福祉論 高齢者医療サーヒス論演習

医療薬学系実習 I

専門科H群II 医療薬学系実習II

（選択必修）

4単位

◎進級となる対象科 ◎進級となる対象科 ◎進級となる対象科 ◎進級となる対象科

目数 目数 目数 且数

〈16》 《21》 《19》 《12》

＊総合演習 Iは3年進級上には必修。

＊総合演習 JI、mは5年進級上には必修。
＊共用試験を合格した学生のみ、病院実務実習、薬局実務実習を受けることができるc

* 6年次に実務実習の単位取得が見込めない場合、 5年から 6年への進級を認めない r)

w 卒業に必要な単位数について

卒業に必要な単位は，次の表に示すとおりである。

5年→ 6年

科日名

医療統，i十学

(5 ・ 6年継続）

卒業研究及ひ卒業論文

(5. (i年継続）

病院実務実習

(5 ・ 6年継統）

薬局実務実胄

(5 ・ 6年継続）

薬学総合演習及び

卒業試験

(5 ・ 6年継統）

c進級となる対象科

H数

〈4》

学[/------------
各科目群鉗に必要とされる

単位数

学科共通科H 学科共通科目群 I （英語） 6吊位

学科共通科H群II（情報基礎科[|群） l箪位

専門科H 専門科目群 I 179単位

専門科目群II （専門関連科l1) 4単位

卒業に必要な総単位数 19Otit位
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V 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

(1)学科共通科H群 I （英晶）

＊単ぷ！：数に01]］を付してある科llは必修を小すっ

系
授業科ti

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3り： 4年 5年 6年 肌位数

Fundamentals of 

五
English I 

Oral Fluency I 塁
/I.I: ‘ 
Fundamentals of 通

科 English II 
6単位

[l 
群 TOEIC I 2 
I TOEIC II 2 

薬学実践英語 2 

〔備考・〕

(1) Fundamentals of English IIを履修するためには， Fundamentalsof English lを修得し
ていなければならない。

(2)学科共通科目群lI （情報基礎科H群）

＊箪位数に0印を付してある科Ilは必修を小す。

系
授業科H

年次および平位数 最低修得
備 考^

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

_ヽ".f{,̂ 

賃情報メデイア演習 I
通 l iit位
科
目
情報メデイア演習 II群 1 
I 
I I I 

2.専門科目群

＊単位数に〇印を付してある科目は必修をホす。

系
授業科目

年次および単位数 最低修得
考

列 l年 2年 3年 4年 5年 6年 屯位数
備

専 医療薬学基礎ゼミ ① (1) 専門科目群

冒医療倫理 (2¥ Iの中より，必

H ② 
179単位 修を含めて179庫

群
薬学概論 位以卜選択必修。
I 言語コニュミケーション論梱晋 ① 
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系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

薬学外国書講読 ② 

薬学基礎化学 2 

薬学基礎生物 2 

栴学甚礎物理 2 

薬学基礎数学 2 

解剖生理学 I ② 

解剖生理学 II ② 

化学 I ② 

化学1I ② 

打機化学 I ② 

有機化学II 2 

創薬化学 I ② 

創薬化学II 2 
専
生物学 ② 

門
分析科学 I ② 

分析科学II ② 

科 分析科学皿 ② 

牛理化学 I ② 

H 生理化学II ② 

牛理化学1lI ② 
群
物理薬剤学 I ② 

I 
物理薬剤学II 噂〉

細胞生坪学 ② 

微生物学 I (2） 

微生物学II ② 

生休防御学 ② 

生槃学 ② 

食品衛牛学 ¥2) 

環境衛生学 ¥] 

保健統叶学 噂〕

予防医科学 塁）

基礎栄義学 ② 

薬物代謝学 塁）

枇‘It学 (＼ .2 .、¥ 

薬狸学 I (2、、)
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系
授業科ll

年次および単位数 最低修得
備 考^

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

薬理学II ② 

薬理学IlI "、、2．．～/ ) 

I笈薬品化学 1 ¥-，＼ / 

阪薬品化学II 2 

病態解析学

臨床化学

薬物治療学 I 92) 

薬物治療学II ¥92ー-ヽ>’ 

薬物治療学m

薬物治療学'.IV 2 

阪療槃剤学 I

阪療薬剤学II 望〗

匡療薬剤学皿 ② 
専
［笈療薬剤学w 2 

IHJ 
阪薬品ヽ情報学

臨床薬理学 ② 

科 臨床栄養学 ② 

食品機能学 2 

I l 分f生物学 2 

物理製剤学 I g¥ 
群
物雌製剤学II ② 

I 
物理製剤学III 2 

阪薬品開発論 2 

ゲノム創薬論 2 

臨床薬効評価学 2 

漢方医学 ② 

薬巾関係法規 ② 

臨床コミュニケーション学演習 ① 

医療経済学 ② 

医療統計学 ② 

薬剤疫学 2 

卒業研究及び卒業論文 ④ 

薬学特別講義 ② 

物理系演習 1 

化学系演習 1 
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系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数

行機構造解析演習

生物系演習 1 

拍］、見財罪オJ「'学：沿t習I

病態解析学演習 II l) 

阪療薬剤学演習 1 

医薬品情報学演習 1 

生物統計学涼習 1 

基礎柴学実習 ¥2) 

化学系実習 ② 

生物系実習 ② 

阪療薬学系実習 I ② 

医療薬学系実習 Il g¥ 

病院・薬周事前実習 ⑤ 

甘ヽJ9- 病院実務実習 1＼/  0、¥ 

薬局実務実習 ⑩ 
門
総合演習 I ① 

科
総合涼習 Il 〈i/
総合演習m ¥i) 

日 薬学総合演習及び卒業試験

介設演習 1 

群 石設学涼習 1 

高齢者医療サービス論演習
I 
福祉論 塁）

福祉制度論

ジェンダー・ライフステ
121 シェンダー ライフ

2 
ステーシ梵‘,;：特溢演晋．高

ージ薬学特論涼習
齢名薬学特，，命演料，’．,1．l"I'梨
剤帥・認定炉iii]師特，，；；；i窺

高齢者薬学特論演胄 2 
均999，応'心""『巳1,＇"＂9, 99, l'反
燎安全対第特論浙胄， I矩
化学特溢浙習， ケノム発特科学，；命

しり1"l薬剤師・認、定槃剤師 特，，；；；祗停／， I匁梨品I:il
2 演や/,［欠応品規制特論演

特論演宵 晋，宜品機能特論演晋 地
域［ば療特盆油曹，セルフメ

薬局機能特論涼習 2 デイケーシゴン特論lii・，"l,
応： Iij 屈ill木コミュニ~ケーショ

阪療安全対染特溢油習 2 ン特別；[i憎/. 1•11靡社会知学
牡'l)ljjり(i'，10)9ドより， 1 iii i灯

剖薬科学特論演宵 2 
以 1．選択必修
また，応）II揺店コミコニ
ケーシこ1ン特別油'，'11および

ゲノム科学4守論演宵 2 川l：位1会・納学牡別演苦を取
得した学りは，そのうちの

似薬品I開発特論演胄 2 lずIllのみ I2りif¥9！分）
を5̀  （; ｛1次り）特，，倫；ii'，'り平

［欠薬品規制特論演胄 2 
i,'［に1如り粋えることかてき
7J 

兵晶機能特論涼宵 2 
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系
授業科[1

年次および単位数 最低修得

列 1年 2年 3年 4年 5年 6年 単位数
備 考

地域阪療特論演習 2 

専 セルフメデイケーション
門
特論演宵

2 
科
［］ 応川臨床コミュニケーシ
群 2 
I ョン特別涼習

国際社会薬学特別涼習 2 

経営学 2 (3) 専門科 H

下甘すi^  法律学 2 群 II （専門関連

門
倫刑学 2 

科 H) の中よ
科 り， 4単位以上
ti 4単位

群
ジェンダー論 2 選択必修。

II 宋教学 2 

、心理学 2 
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w 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の方法

（オリエンテーションで説明する）で履修申請をしなければならない。履修申請は，年間の受講

計画をたて，単位を取得する意思表示をする学期初めの重要な手続きである。この履修申請手続

きを間違えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結果進級はもとより，卒業ができな

くなる場合もあるので，以ドに掲げる注意事項を厳守して，誤りのないように履修申請をするこ

と。

(1) 各学年に配当された必修科Hは当該学年でのみ履修が認められる。

ただし，下級学年の科目を修得出来ずに上級学年に進級した者が，その科目を再履修す

る場合はこの限りではない。

(2) 上級年次の選択科目を履修することは認めない。

2 下級年次の選択科目の履修は，当該学年に配分されている科目の履修に支障のない場合

に限りこれを許可する。

(3) 実習科目は，全出席とし，実習レポートおよび実習試験等により判定される。

但し，正当と認められる理由により欠席した場合に限り，実習期間内および，それに準

ずる期間内に追実習等がなされることがある。

(4) 卒業実験・卒業論文及び卒業試験は卒業研究コースと総合演習コースとし，「卒業研究コ

ース」は，研究室に所属して研究室における実験実習を主とし，その結果を基とした論文に

より判定される。

2 「総合演習コース」は，研究室に所属してtとして特別講義及び総合演習を受講し，認

定試験及び卒業レポートにより判定される。

3 前 2項の判定に合格したものは最終試験の受験資格を仔えられ，それに合格した者に対

して 6単位が与えられる。

(5) 履修申請書提出後は，授業科日および担当教員などの変更，追加，取消しなどがないよう

に，提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。な

お，股修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか確認すること。た

だし，履修申請書の返還または照合には応じないので，必ず「学生控」をとっておくこと。

(6) 履修巾請をしていない授業科日は，受講しても単位は認められないので，授業科目の申請

にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しないよう

万全を期すこと。

(7) 伺学期の同一時限に2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしもこのような

重複する授業科I]を履修申請書に記入した場合は，両科Hとも登録無効になるので注意する

こと。

(8) 履修申訥書には授業科目， コマ・コード番りなど必要事項を正しく記人すること。記載K

の誤りやイ道月瞭なものは申請自体が無効になるので卜分注怠すること。
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(9＼ 災晶必修科•Il および選択科 lI の股修叶1,91り手紬きは，他の科 Il と異なる場合があるので，オ

リエンテーションで十分，品明を受けること

叩 コマ・コード番りとは，時間割表に授業科［］と共に記入されている番号で，その時限の授

業の投業科目に1lil1iの番りである

111 指定された期l]までに股修ll̀l,ll]を怠った場合は，学業の紅息なしとみなされて，退学処分

となるので，提出期日を厳守すること

VJI 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

股修lllIII]をして単ぶi．が収得できなかった授業科Hについては，次年度または次学期において

再び／役修することができるし

2.規定外履修

該‘片するクラスの授業1時間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は，必ず学部1i務字に相

談すること ただし1年次牛の規定外脱修は）以則として，，忍めない，

3. 試験履修

木修得必修利•H が 3 利 Il以ドの者で，前年度小合格となった科llのうち，牡に定められた条

件により，試験のみによる股修を忍めることがある。

VJII 試験について

1負定期試験及び臨時試験

（1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期木あるいは‘ヽ芥年よに行

い，臨II一か試験は担‘li教員の判断により適‘化行われる 0

12: 授業科Il （実習科Hを除く）は授業時数の 3分の 1以卜．欠席した場合には， J駁WJとして‘li

＇，亥授業科[]の受験脊格を失う ただし，病気または正‘りな理由により長期欠席の場合には，

特別に配慮されることがあるし9

13: 授業科t」によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

11) 追試験は，やむを得ない1i柏によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則として

学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希咆する者は， 正嗜な'lt由を，；正明する情血もって速やかに授業担‘片教員に届け出

ること 0

(3 追試験は，成組表の‘り該科rlにTの表小がなされた場合に限って受験することができる。
なお，追，式験は，股修（再l復修を含む）した年度に限り受験することができる。

14) 追試験を受験しようとする者は，「追叫し験受験願J を学部—’ji務室に提出しなければならな

い。なお，追試験の受験料は， 1科日につき200円である。
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3.再試験

111 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。

(21 定期試験の結呆，不合格（この場合成績表の当該科日に Fの表示がなされる）となった

授業科日のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行う場合，受験することができ

る。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験をn和i［された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければならな
い。なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示に従

わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指定す

る場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の卜の見やすい場所に提

示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる場合

はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許n［を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/ 3以卜り欠席した者は，試験を受

けることができない。

(81 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明その他

正‘11な事由を証明する胄面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければならない。

2.試験における不正行為の懲戒について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該授業

科llの箪位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知すると

共に学内にこれを公ホする。

区 授業科目の単位認定と進級および留年

1.単位認定

(1) 各科flの成紹は試験の成紐等により総合的に判定する。

12) 100)ばを満点とし， 60、し灯以上を合格とし， 単位を仮認定する。

その評価は次に従う。
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評価 得点分布

A 100点～ 80点

B 79点～ 70点

C 69点～ 60点

(3) 再試験における評価は60点を合格とし， 79点を日限とする。

(4) 再試験による成績評価の最高点は，定期試験合格者の成績評価の最低点を上L口］らないもの

とする。

(5) 欠席数，不正行為等で「z」判定となった場合，授業スケジュールの関係で該当科Hの再

履修が困難な場合は，試験履修を認める。

2. 正当なる理由＊による長期欠席者の取り扱い

(1) 全授業の 2/3以上出席した者に限り定期試験の受験資格を与えるという規則は適用し

ない。

(2) 欠席数が全授業数の 1/ 3を越えた場合でも正当なる理由がある場合，補習等を受ける

ことにより，定期試験，追・再試験の受験を認めることがある。

(3) 不合格科目（専門科目群 I:薬学必修科日）が3科目を越えた場合は，進級を認めな

し‘°

3.無断欠席者の取り扱い

正当なる理由＊なく，各科目において全授業回数1/ 3を欠席した場合はその科H評価につ

いては，「z」評価とする。科H担当教員は事前にその該当者にその旨を伝え，正規試験を

受験させないことを伝える。

4.不正行為の取り扱い

(1) 不正行為を行った場合，その科H評価については「ZJ評価とする。

(2) 不正行為者に対するその他の扱いについては，学生便覧P211,4試験に関する注意の2

に基づく。

5.進級及び留年

(1) 各学年の進級は，仮認定された単位が別に定める進級基準に従って認定されたとき，＂ I

能となる。

(2) 原級に留年した者は，当該学年の専門科H群 Iの必修科Hのうち単位未修得科日の全て

を再履修しなければならない。また，選択科Hを再履修するときは，履修届を提出する。

(3) 6年次生で卒業出来なかった者は留年または卒業延期とする。

(4) 同一学年に 2年以上在籍し，正当なる理由なく進級可能でない者については，学則に従

い適当な処置を講ずるものとする。

＊正当なる理由（診断書・遅延証明書・葬儀会葬礼状等の添付証明書があること）

x 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは配属講座教員より本人に成績表を交付することにより
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行う。学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100 ~ 80点 F: 59点以下（再試験受験可） D: 59点以下

B: 79 ~ 70点 T:追試験受験可 E:未受験

C: 69 ~ 60点 z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑問，質間等は成績表交付日のみ受け付けるので学部事務室に問合わせる

こと。

(4) 事故・病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績表

の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。
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履修の手りlと手続き

I 授業科目について

メデイア学部メデイア情報学科における授菓科Hは，学科共通科日群 I・ II，専門基礎科H群，

0}門科[l群 I・II・ill・N・V・VI及び目由科lI群から構成されている。

なお，［l由科tlにおいては，教職に関する科Hが準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では岨位制を採Jllしている。単位制とは，ひとつひとつの授業科llに外この悲準により

定められた単位があり，股修した授業科日に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を，忍定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， D・E・F・T・Zの評価は単位を認定

しないものとする。

皿 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位は，次の表にホすとおりである。

ただし、自由科Hは卒業に必要な単位には含めない。

＼ 系列科 メディア学部 メデイア情報学科
単 位 数

学科共通科H群 I （英語• H本語） 8 

学科共通科H群 II （総合科日群） 10 

専門基礎科目群 16 

専門科目群 I (‘情報コア） 4 

専門科H群lI （映像コア） 4 

専門科[I群Ill （デザインコア） 4 

専門科H群w（サウンドコア） 4 

専門科H群V （複合メディア） 4 

専門科日群VI（演習・インターンシップ） 12 

指定された各科ll群より修得した科日
以外に，以上の科目群， 「特設科H群」（外
国人留学生・帰国生徒に限る），または

他学部（経党情報学部・国際人文学部・ 60 
福祉総合学部）の科Hより選択必修
※ただし，他学部の科Hで履修刈能な
単位は， 20単位を上限とする。

計 126 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「基礎ゼミ I・ II」及び1年次の必修科目を含め36単位以上修得しな

ければならない。

各学年における授業科目および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

また，年間の履修登録については原則50単位未満とすること。ただし，以下の項Hに該当する

場合は履修上限単位数を超えて履修することができる。

(1) 自由科日は履修上限単位数に含まない。

(2) 編転入または転部科生については，履修上限単位数を超えて履修することを認めることが

ある。

(3) JEAP留学生（短期語学研修含む）については，履修上限単位数を超えて履修すること

を認めることがある。

学年 単位数の 目 安

1年次 学科共通科H群 I （英語・日本語）
Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I……… 2科目 4単位（必修）
日本語IA・ I B （外国人留学生・婦国生必修）… 2科目 4単位
学科共通科目群II （総合科H群）
ロジカルライティ ング ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 2単位 （必修）
専門基礎科目群

基礎ゼミ I ................................................ 1科目 2単位（必修）

ビジネスアプリケーション I ........................ 1科目 2単位（必修）

ビジネスアプリケーション II ........................ 1科目 2単位（必修）

デジタルメデイアアプリケーション基礎 ……… 1科H2単位（必修）
デジタルメデイアアプリケーション応用 ......... 1科目 2単位（必修）

修得単位数

38単位 ※指定された各科目群より修得した科日以外に22単位

2年次 学科共通科日群 I （英語・日本語）
Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II 2科目 4単位（必修）
日本語 IA・ I B （外国人留学生・帰国生必修） 2科目 4単位
学科共通科目群（総合科目）
インターネット情報基盤 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位（必修）

専門基礎科目群

基礎ゼミ II ................................................ 1科^目 2単位（必修）

修得単位数

40単位 ※指定された各科目群より修得した科H以外に30単位

3年次 専門科目群VI （演習・インターンシップ）
プロジェクト研究 I .................................... 1科H6単位（必修）

修得単位数
34平位 ※指定された各科H群より修得した科H以外に28単位（選択必修）

4年次 専門科H群VI （演習・インターンシップ）
プロジェクト研究II .............................. ・・・・・・ 1科目 6単位（必修）

修得単位数

14単位 ※指定された各科目群より修得した科l-l以外に 8単位

卒 業
修得凩位数

126単位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科II群は， I （英晶・日本語）， II （総合科ti群）の 2つの科II群からなるしそれら

の各科Il群のうちから「m．卒業に必要な平位について」に小した所定の吊位以卜を修得しなけ

ればならないc

(11 ヽヽ 芥科^ 共通科ll群 I (り［晶． ll本晶）

学科共通科II-I詳Iは，災晶によるコミュニケーション能力と日本晶文店）Jのli1J卜をはかる

科H群である。

※単位．数に〇印を1,Jしてある利廿は必修をポす

系：
授業科H

年次および単位数 最低修得
＇ 

3年 I'4年
備 考

列 1年 2年 位数

Fundamentals of 
2 

I 
「学科共通科ll群

English I I （英泊・ II本
学
Oral Fluency I ＼.2 . ． 晶）」の中より，必

科
Fundamentals of 修科IIを含み， 8 

/.tk ‘ 
English II 

＼‘一)＼， 単位以卜選択必修し

辿
Oral Fluency II 2.¥ ・ 

科

ll 
Basic Media English 2 

群,'English for Broadcasting 2 外国人留学牛・帰

I 
English for Film Making 2 国牛は，「日本泊

l」本語 IA ! I ＼／ 2--ノ、) 8単位 IA・IB・II 
，ー、

A ・ II B」を第＾
英
ll本晶:I B 茎

外国語として必修。

語 ll4ゞ諮IIA ¥2 

日本語IIB (2¥ 

日 日本語皿 2 

本 日本i・・旧v 2 

語 ビジネス日本晶 I I 2 

-ビジネス日本語II 2 I 

ビジネス英―語］ 2 

ビジネス英語II 2 

〔備名〕

(1)学科共通科tl群Iでは，第＾外国語として英晶（外l'E]人留学生・帰国生徒は日本語）を学ぶe
うち， Fundamentalsof English I ・ II, Oral Fluency l ・ II (日本晶は日本語IA・IB・IIA

・ II B)は必修科tlである Q
(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを股修するためには，それぞれの Iを修得してい
なければならない。

(3) 日本詣IA・ I Bのいずれか2単位を修得していなければ，［1本語IIA・IIBを履修することは
できない。
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(2) 学科共通科目群 II （総合科日群）

学科共通科目群 IIは，社会，経済，文化に関する間題解決に資する総合的知識について学ぶ

科H群である。

系
授業科目

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

ロジカルライティング ② 「学科共通科目群

II （総合科目群）」

インターネット情報基盤 ④ の中より，必修科

Hを含み， 10単位
ビジネスコミュニケーション 2 

以上選択必修。

ビジネスプランニング 2 

9子,"^． 
経営学総論 2 

科

lノ'‘k 情報と倫理 2 

通
シナリオライティングと企圃 2 

科

目 コンテンポラリーアート論 2 

群
10単位

映像文化とジェンダー 2 
II 
/ ジャパニーズアニメ論 2 
総
合
コミュニケーション概論 2 科
H 
群-情報システム論 2 

映l由i文化とデジタル映像 2 

演劇論 2 

＇ 
メデイア社会進化論 2 

エンタテインメントビジネストレンド 2 
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科H群は、学科の専門領域教育への円滑な導入を図るための情報メディアリテラシー

能力の養成と，メデイア関連領域の基礎知識と基礎的な方法論を学習する科日を配置している。

また「基礎ゼミ I・ Il」(1・ 2年次）は，学生生活の導入科Ilとしの役割を持つ。キャリ

ア・アンカー（職業上の目分イメージ）の確立と形成のために，具体的な「学習川［由i」と「キャ

リアプラン」を作成していく。

系
授業科H

年次および単位数 最低修得＇ I 
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

基礎ゼミ I ② 「専門基礎科目群」
1 の中より，必修科

基礎ゼミ II 望 I Hを含み16単位以

ビジネスアプリケーション I ② 
上選択必修。

ビジネスアプリケーション II ② 

寸由

デジタルメデイアアプリケーション基礎 ② 

門
デジタルメディアアプリケーション応用

l --

② 

基 表現基礎論 2 

礎 アニメ・コミック総論 2 16単位

科 国際映画祭 2 

目
企画とプレゼンテーション 2 

群
リスクマネジメント 2 

マスコミュニケーション論 2 I 

アニメーションビジネス 2 

映像コンペティション研究 2 

ジャーナリズム論 2 I 
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3.専門科目群

専門科目群は， IからVIの6群より構成されている。「情報」「映像」「デザイン」「サウンド」

の4つのメディアの専門領域に焦点を当てている。それらに関する専門知識と実践能力の養成を

目的とし，加えてそれらを取り巻く社会と文化，及びメデイア情報環境への理解を深めることに

なる。

前述の 4つのメデイア学習領域には，それぞれの根幹となる科目を，コア科目として配置して

いる。コア科目授業は講義科目授業とそれに適合する実習科目授業を統合し，専門知識と対応す

る技術と方法を同時学習することにより，統合的，実践的な教育効果を高めるように配置されて

いる。

(1) 専門科H群I （情報コア）

専門科H群 Iは，情報に関する専門知識とスキルコアを学ぶ科目群であり，「データベース

I ・ II」「Javaプログラミング I・ II」を専門コア科Hとして配置している。そして，サーバ構

築と運用管理，データ構造とアルゴリズム論，情報環境の情報の基礎を学ぶとともに，地理情報

のような最新の科目も展開されている。

(2) 専門科目群II （映像コア）

専門科H群IIは，映画やビデオなどの，映像制作と映像文化に関わる科H群である。

映像制作の基本概念を理解する科目として「映像制作概説」「映像制作技法の基礎」があり，

「映像表現 I・ II」「映画ドラマ制作論 I・ II」「スタジオ番組論，スタジオ番組 I・ II」を専門

コア科目として配置している。さらに，映画史や映像批評などについて幅広い知識を習得する科

目， ドキュメンタリーやアニメーションの分野について比較文化論の視点から考察する科目を配

置している。

(3) 専門科H群III （デザインコア）

専門科目群1IIは，デザインに関わる科目群である。「デザイン概論」「デザイン基礎実習」で

デザインの基礎を学習する。専門コア科目として「生活文化デザイン」「デジタルデザイン I.

II」「パブリッシングデザイン I・ II」が配置されており，専門知識とスキルを学習していく。

「生活文化デザイン」では，日常生活のなかで機能し，地域社会と協働し貞献できるデザイン能

力と実践力を養う。「パブリッシングデザイン I・ II」では，印制と出版に関わるデザイン能力

を養う。

(4) 専門科目群w（サウンドコア）

専門科目群Wは，音声とサウンドに関わる科目群である。「サウンドデザイン甚礎実習」「デジ

タルサウンド論」でサウンド領域に関する基礎能力を養い，「映像音評論」では，映像制作に関

連する音声制作理論とスキルを学習する。この科[J群の専門コア科日である「サウンドデザイン

I ・ II・皿」「デジタルレコーデイング I・ II」「デジタルサウンド I・ II」「デジタル音楽表現

I ・ II」では，音の収集，サウンドコンテンツ制作，サウンド配信，行データベースについて習

得していく。
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(5) ~り『 'J科 ll 群＼「（複合メデイア）

専門科tl群＼「は，複合メデイアに関わる科H群であり，「Webデザイン I・ II J「CM制作論

I ・ II」を専門コア科Hとして配置している。具体的な間題解決のために，どのように「情報」

「映像」「デザイン」「サウンド」の 4つのメデイアを統合し，複合メデイアとして展開すべきか

について学宵していく

161 専門科H群VI (i窺背・インターンシップ）

「インターンシップ」は，実践教育の翡］として， メデイア情報関連企業，地方公共l,t]休，各

種文化施設， NPOなどの非常利団休における企業研修，地域研究， イベント参加などの学習を

はじめ，国内•海外でのメデイア柏報インターンシップ研修を行う。大学で勉強した専門知識を

活かしながら，実務経験を荼柏し，ビジネス現場で必災とされている能力を目分ll身の目で理解

し，感じ取ることをねらいとしている。

「メデイアプロジェクト」は，大学内での講義と実習授業だけでなく，地域社会から学ぶ

フィールドワークによって，地域社会における諸間題の認識とその解決）j法を発見し，分析し，

解決能力を義成することを ll的とし，「情報」「映像J「デザイン」「サウンド」の 4つのメデイア

をどのように統合して，間題解決と価値剖造のためにどのように複合メデイアとして展開してい

くが文践的に学んでいく 0 「プロジェクト研究I・ II」は， 3 ・ 4年次の必修科llであり，「テー

マ別複合メデイアプロジェクト」と「専門領域別複合メデイアプロジェクト」からなる。

くテーマ別複合メディアプロジェクト＞

地域の文化，環炭，行政，経済，教行， l矢療，福祉などの具体的な課題を取り卜^げて，、情報

とメデイアの活用による間題解決と価値の創造をめざしていく。

く専門領域複合メディアプロジェクト＞

映像制作，ビジュアルコミュニケーションデザイン，サウンドデザイン，地琲情報，モバイ

ル・ブロードバンドなどの専門領域により特化したプロジェクト活動を行うことにより，各専

門領域をより深く学んでいく。
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系

列
授業科目 名

I
I
I
 

グ

グ

ロ
専
門
科
日
群
ー

□1:1 いり冒 1[：；；［」日：よ(I〗
必修科目を含み 4

単位以上選択必修。

4
 
2
 」

データ構造とアルゴリズム論

i 4
 

4単位

情 I地理情報メディア論
報
コ
ア
Webプログラミング i 

Webコンテンツプロデュースロ

iサーバ構築と運用管理 I 

」

[：
i
1
2
 

2

2

 

[！ 

2
-
2
 映像制作概説

映像制作技法の基礎

映像制作論
I 
映像表現I

映像表現II

映圃ドラマ制作論I

映圃ドラマ制作論II

アナウンス技法の）よ礎

スタジオ番組論I

専□門 1スタジオ番組I
↑|^ スタジオ番組論II罰三

2 I 

2
 

口
l 2 

2
-
2
-
2
-
4
-
2
-
4
 

映
映像作家に学ぶデジタル映像表現

像技術者に学ぶ編集 •VFX技術
コ
ァ 映像プロデューサーに学ぶ映像制作

撮影監督に学ぶ映像表現

脚本家に学ぶシナリオライティング

映画監腎に学ぶ映画演出

2
 

I 
2
-
2
-
2
-
2
 

］ 

2
 

デジタル映像プロデュース

｝デジタル編集 •VFX)阻礎

映圃史I

2
 

映l由i史II

映圃作家論

日米映両比較研究

2
 

／口

4弔位

「専門科f1群1I（映

像コア）の中より，

必修科日を含み 4

単位以上選択必修。
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系
授業科日

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

デザイン概論 2 「専門科目群rn（デ

立体構成 2 l ザインコア）」の中

より， 4単位以上
デザイン基礎実習

I 
2 

選択必修。

闘！デザインマネジメント 2 

科H ＇ オンデマンド出版 2 

群 写貞概論 2 m 
ヘ イラストレーション
デ

2 4単位

ザ グラフィックデザイン 4 
イ
ン 生活文化デザイン 4 
コ
ア デジタルデザイン I 2 、、

デジタルデザイン II 4 i 
； 

パブリッシングデザイン I 2 

パブリッシングデザイン II 4 

サウンドデザイン悲礎実習 2 「専門科H群w（サ
デジタルサウンド論 2 ! I 

ウンドコア）」の中

より， 4単位以上
映像音響論 2 

選択必修。

専 サウンドデザイン I 2 

門
サウンドデザイン II 4 科

目 サウンドデザインllI 2 
群
w デジタルレコーディング I 4 

サ
4単位

デジタルレコーディングII I 4 
ウ
ン デジタル音楽表現 I 2 
ド l --• 

I コ デジタル音楽表現II 2 
ア
サウンド表現論ヽ 4 

デジタルサウンド I 2 

デジタルサウンド 1I 2 

映像音響技法 2 
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系
授業科El

年次および単位数 最低修得
備 考

列 1年 2年 3年 4年 単位数

CM・広告論 2 「専門科目群V（複

コンテンツプロデュース論
i 合メデイア）」の中

2 
より， 4単位以上

コミック制作論 2 選択必修。

アニメーション I 2 

寸市 アニメーション II 2 

門
Webデザイン I 2 科
目 Webデザイン II 4 
群
V マルチメディアコンテンツ論 2 

＇ ヘ複
4単位

広告メディア論 2 
合
メ CM制作論I 4 
デ i 

イ CM制作論II 4 
ア
~1I ブランド・マネジメント論 2 

Iパフォーマに学ぶ身体表現 2 

広告コピー論 4 

広告戦略論
！ 

2 

まちづくりメデイア 2 

メデイアプロダクション I 4 ！ 「専門科且群V]（演

メデイアプロダクション Il 4 
習・インターン

一由 シップ）」の中より，
門 インターンシップ I 2 必修科目を含み12科
目
群
インターンシップII 4 単位以上選択必修。

VI プロジェクト研究 I (fJi; ¥ I 
ヘ

I 演 プロジェクト研究II
刃白司

（卒業論文および制作を含む）
i ' I 12単位

イ
メデイアプロジェクト I 2 ン

夕
メデイアプロジェクト II 2 l 

ン メディアプロジェクト 1II 2 
シ
ツ メディアプロジェクトw 2 
プ-メディアプロジェクト V 2 

＇ 

メデイアプロジェクト VI 2 
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4.特設科目群

翡没科ll群は，外杯1人留学生・帰国生が現代1_1本の社会状況と l1本の文化を且l！解し， 11本とア

ジアの関係について認識を深めると同時に，上級の日本議能）Jを習得するための科Hを配俯して

いる。

系
授業科H

年次およ U渾位数 最低修〗’’二'9 9ぶ’□i邸，‘‘99列 1年 2年^ I 3一年 4年 1単位 考

II本事>h'lI (11本の政治） 2 外国人 m-fへft及び

日本事情II （日本の経済） I 2 
帰国生のための履

修科[l

H本北l'i'iIII(H本の経営） 2 

特
I 

「特設科[l群」よ

設
日本晶文章論I

•--j |1 2 
り取得した単位の

（高理的表現） 内 4単位は，「学

科 科共通科ll群Il（総

[ l 日本語文卒論II
i合科ti群）」に振

（文学的表現）
2 り替えることがで

群 I きる。

囚際理解 I 2 
i 

|E]際則解II 2 I 

同際理解皿 2 
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5. 自由科目群

自由科目は，教職課程に関する科目を配置している。各教科に必要な科目については，教職課

程のページを参照すること。

なお，自由科目は，卒業単位に算人されない。

系
授業科H

年次および単位数
備 考

列 1年 2年 3年 4年

日本国憲法 2 

生涯スポーツ概論 2 

外国史概説 2 

日本の歴史a 2 

日本の歴史b 2 

地理学a 2 

地理学b 2 

地誌 2 

国際法 4 

倫理学概論 2 

宗教学概論 2 

経済原論 I 2 

経済原論II 2 
自
国際経済学 4 

経済学入門 2 

由
異文化適応論 2 

法律学概論 2 

教育原理 2 

科 教育課程論 2 

教職論 2 

教育心理学 2 
目 青年心理学 2 

教育制度 2 I 

群
教育方法論 2 

社会科教育法 I 2 

社会科教育法II 2 

社会科教育法1lI 2 

社会科教育法IV 2 

公民科教育法 I 2 

公民科教育法II 2 

情報科教育法 I 2 

情報科教育法II 2 

情報と職業 2 

道徳教育の理論と方法 2 

特別活動論 2 

生徒指導
2 

（進路指導の理論及び方法を含む）
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］年 2年 I3 

：談

翡／ヵウン4 -

科
、 教有実習 I

目□いぴ竺事後指蒋を含む） 1 

ー／ロ― IJ I 

群睾｀た習E 2 

職実践演習（中・ i店）― -一←／口□――-- ---

授業科ll 備 考

VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の粘神に晶づく人格形成，輻広

い教養や知識の習得， 専門分野での学業に役立つ間題紅識の育成，社会人として求められる）阻礎

能力の111JI：等をじたる ll標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした間題瓜識をもって科II履修をしてもらうために，学部・学科です

でに開溝している科Hを“人格形成領域＂“＾般教蛇領域"“)よ礎能力領域＂という 3領域に大

きく分けて杷理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」として特別に捉ぷしていますc

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と息想」「国家と規範」「倫即と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と伽祉」という 4テーマ

基礎能力領域：「非［i語分野」「パ謳分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマですQ

これらに加えて， LASセンターが特に力を人れたい分野・テーマについては独自の科[lとして

開講し，さらに必要に応じて間講するサマースクール等も「総合基礎教養 I~w」として単位認
定します。 LASセンターが独Hに開謡するこれらの科日は，すべて 1~ 4年次のいずれかで股

修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科目群に掘り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科

H群」の履修や内容についての質Ill],学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンター

にて随時受け付けています。
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リベラルアーツ＆サイエンス科目群

領 年次および単位数
考系 列 授業科日 備

域 1年 2年 3年 4年

し地球と環境 生活と環境 2 

②人間と思想
現代の人間思想 2 

現代、思想 2 
人 国家と政治 2 

格 日本国憲法 ※ 2 
③国家と規範

法律学概論 ※ 2 
形

政治学人門 2 

成 倫理学概論 ※ 2 
④倫理と社会

情報と倫理 ※ 2 
領

女性学人門 2 
域
⑤社会とジェンダー

ジェンダー論 2 

女性学 2 

男性学 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史 a ※ 2 

日本の歴史 b ※ 2 LAS科目群か
①人類のあゆみ アメリカの歴史 2 ら修得した単位

韓国の歴史 2 の中から 30単
中国の歴史 2 位を限度とし
人類と科学技術の発達 I 2 て，各科H群に

般 文化人類学 2 
申請により振り

日本文化論 2 
替えることがで教

②文化のかたち アメリカ文化概論 2 

養 日本美術 I 2 
きます。詳細に

西汗芙術 I 2 ついては，オリ
領

社会学人門 2 エンテーション

域 経済事情 2 時に説明しま

③社会と経済 経済学人門 ※ 2 す。

経済学の基礎 2 

中同経済人門 I 2 

④健康と福祉
心と身体の科学 2 

健康維持と牛活習恨 I 2 
基礎の数学 2 

線形代数学 2 
陥 〈l)非[i語分野 統計学の基礎知識 2 

礎 総合基礎教養I（非占語） 2 

総合甚礎教壺ll（非，］語） 2 
能

1]本語基礎表現法 2 

)J ②l i晶分野 総合桔礎教養I1l(』晶） 2 

総合基礎教蛇N(r•-ii沿） 2 
悩｛

ビジネス人門 2 
域 ①ビジネスマナー ビジネス悲礎 I 2 

ビジネスマナー I 2 
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領
系

年次および単位数

域
列 授業科[l

1年l2 2年 3年 4年
備 考

［ 
噂）ビジネスマナ

航空・窄港キャリア概論a

航空・布悲キャリア概論b 2 

4□プレゼンテ ション プレゼンア ション I 2 

プレゼンア ション II 2 

※印は，メディア情報学科の他の科lJ群に配当
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w 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科Hは，何学期の初めの指定された期日に，所定

の方法（オリエンテーションで説明する）で履修叶l品をしなければならない。履修申請は，

年間の受講計画をたて，単位を取得する意思表ホをする学期初めの重要な手続きである。こ

の腹修l加青手続を間違えたために，授業科日の脱修ができなくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注意事項を厳守して，誤りのないよ

うに履修巾請をすること。

(1) 履修申請書提出後は，授業科Hおよび担当教員などの変更，追加，取消しなどないよ

う，提出するHijに授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間迎いなく登録されているかどうか必ず確認する

こと。ただし，履修申請書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとってお

くこと。

(2) 履修申請をしていない授業科Hは，受講しても単位は認められないので，授業科日の申

靖にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎屯に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以tの授業科目を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修申請書に記入した場合は，両科Hとも登録無効になるので注寇す

ること。

141 一度単位を修得した授業科日は，再度履修することはできない。

15) 履修申哨書には授業科H，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。叫載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(61 コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に品入されている番号てで，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は，黒色ボールペンで記入すること。

181 指定された期［］までに履修申面りを怠った場合は，学業の、意息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期口を厳守すること。

VIII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

l復修ltlI"打をしてi札位が取得できなかった授業科Hについては，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該‘りするクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部1i務屯

に相談すること。ただし 1年次牛の規定外履修は原則として，忍めない。
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IX 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(11 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は厭則として学期末あるいぱ学年よに

行い，臨時試験は担‘li教貝の判断により適‘代行われる

(2) いずれの授業科Hも授巣時数のl/3以 h欠腐した場合には原則として‘1知亥授業科廿

の受験責格を失う：）ただし，病気または[1戸りな坪由により長期欠席の場合には，牡別に

配慮されることがあるc

(3i 試験の時間割は掲ポにより連絡する。

(4! 授業科(lによっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある）

2.追試験

(11 追試験は，やむを得ない事帖によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期木または学年木に実施するこ

(2) 追ぶ験を希望する者は，正‘りな1月廿を証明する内血もって速やかに授業担‘り教員に）rtl

け出ること。

(3) 追試験は，成禎表の‘li,1亥科llにTの衣ぶがなされた場合に限って受験することができる、う

なお，追試験は，履修（「印復修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4! 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験顧」を学部事務室に提出しなけれはな

らない。

なお，追試験の受験料は， ］科目につき200円である。

3.再試験

(11 再試験は，原則として学期未または学年末に実施する（〉ただし，授業科IIによっては

再試験を行わない場合もある。

(21 定期試験の結果，小合格（この場合成績表の‘li該科目にFの表ホがなされる）となっ

た授業科Hのある者は， ‘li,，亥授業科Hの担‘11教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる c

(3) 再試験の受験を許II［された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らないc

なお，再試験の受験料は， 1科日につきl,000円である。

4. 試験に関する注意

1．通則

(1) 試験場内では，すべて監腎者の指ぷに従わなければならない。なお，監督者の指ホ

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆叫用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。
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(31 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の卜の見やすい場所

に提ホしておかなければならない。

141 試験開始から20分を経過した後は入宰・受験を認めない。

(51 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(61 受験者は，試験中監抒者の咋IIIを得ないで試験場を出てはならない。

171 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以卜．欠席した者は，試験を

受けることができない。

(81 病気・事故その他正‘りなれ由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正％な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担刈教員に届出なければなら

なし‘°

2.試験における不正行為の懲戒について

(1 I 不正行為をした者については，学HIJ第68条により間せられ，更に年度における情該

授業科日の単位の認定を行わない。

(21 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

x 成績発表

111 成績発表は，アドヴァイザーまたはプロジェクト研究III • N担当教貝より本人に成績表

を交付するので，学部事務室の指ホに従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提

示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記けで表わし， 60、点以上をもって凩位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80、点

B: 79~70点

C : 69~60点

F : 59]，勺以下（再試験受験可）

T:追試験受験11J

z:追・再試験の受験資格なし

D: 59、Iば以下

E:未受験

(31 成績についての疑間，質間等は成粕衣交付日のみ受け付けるので，学部1i務室に問合わ

せること。

141 'Ji-故，病気等により指定 l•1 に成禎衣の交付を受けられない場合は，代坪人を定め，成紐

表の交付を受けること。その場合，代l[ll• 人は学＇t,，l|および委任状を持参すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

観光学部ウェルネスツーリズム学科における授業科llは，基礎科日群I・ II ・ III, 専門基礎科

廿群，専門科ti群I・ II ・ IIIから構成されている（

rr 授業科目の単位と認定

本‘、Jを部では車位制を採lijしている 屯位制とは，ひとつひとつの授業科Hに＾定の）よ準により

定められた凩位があり，履修した授業科廿に対して， n式験もしくはその他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の，忍定は， A・B・Cの3段階謹価により行い， D・E・F・T・Zの謹価は単位を認定

しないものとする。

m 卒業に必要な単位について

卒業に必安な吊位数は，次の表にぷすとおりである。

系列----------------------------------——---•----------------------学---科
ウェルネスツーリズム学科

屯位数

基礎科「l群I （外国語・日本語） 20 

基礎科H群II （観光情報・リスクマネジメント） 6 

基礎科「1群m（コミュニケーション） 4 

専門基礎科H群 16 

専門科[l群I （ウェルネス・国際・地域観光・観光経営） 32 

柑門科H群II （キャリア形成・資格取得） 24 

柑門科fl群m（プロジェクト・ゼミナール） 6 

指定された各科ll群より修得した科H以外に選訳必修 16 

計 124 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「観光実務基礎I・ II」「キャリア形成演習 I・ II」及び1年次の

必修科日を含め合計で38単位以卜修得しなければならない。そのためには，以ドの履修モデルを

参照しで慎重に履修社画をたてる必要がある。

また，年間の履修登録については，原則50単位未満とすること。ただし，以下の項目に該％す

る場合は履修上限箪位数を超えて履修することができる。

(1) 編転人または転部科牛については，履修上限単位数を超えて履修することを認めることが

ある。

(2) JEAP留学生（短期語学研修含む）については，履修上限単位数を超えて履修すること

を認めることがある。
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1. 股修モデル八

Iり蜘{,i圏に留学し，ホテル、と、甲の場合）

-ご--------------_ -=-:---=..:..:_＿ニニニニニニニごご二7-=--:...-=--＿二二こ二二＿＿＿7二てご―_----―て――:-___ ” -----=---—----- -- -----
1年次 2年次 3年次 4年次 i 

Fundamentals of Fundamentals 0£ 'J'OEIC for Careers 60011 2 TOEIC for Careers 800 

），し礎科IIJ『fl English I② English TI② ? s 

I外1,1晶, II 木晶~） (）ral FiuenL•y 1 (.2，＼ Oral Fluency Il噂，）

11 必修!Illを含み20if＼〉以 Eu){lish for Tounsm l ·と~＼

|：選訳必修 TOEIC for Careers,l(X) I,2 TOEIC for Careers 6()1) l 2 

l‘() l→: rl‘l (l r (~ a rc c rゞIIIOTI2 English for T oun~m I1 ? 

)，L祉Hi1111111 佑報と社会② リスタマネシメント I(2） リスクマネジメント 112 
(11見光れ＇i点1i. 観光梢報アプリケーショ 1. 
リスクマネ メント 1 ン(2

必修科IIを含み 6単位以 観光メティア論2

ト選択必修 I 

)よ礎科Ill罪Ill ビジネス ヒシネスマナー I¥.2¥ ビジネス

，コミー」ニケーション） コミュニケーション 2 ヒシ不スマナー l]2 フレセンテーション2

必修科IIを含み 1'闘'r以

I．．選択必修
’—• -----------" --------―-

観光概溢gヽ 節，，昇l 舒‘ド［学人l"l2 
＇・リ1"1)，り礎科11 /i1・: 5 ｝ 

tlt界地晶a② シュンダーと観光2
必修fillを含みII洲 1立以 II本地は、〔2
I選択必修 ウルネス概論こ） II本の仏統文化 2

I I r I 9 "='9"‘‘ " ） 観光閲辿払；1JIJ2 

国際1滉光I ウェルネス観光I （ヘル ウェルネス観光＼

（国除観光概説） ei ス・七ラビーツーリズ Ii闘~屎観光‘f,' ） 2 

観光経営 I ム） ① 観光紆‘';tlll 

（サービス経tt・マーケ ウェルネス観光II （ユニ ([’f‘許戦略） 2 

テ｛ング） (4> ハーサルツーリスム） 2 観光ヒシネス1,Jf究I¥

＇，り1"]利Ii群 I ウェルネス観光III （イヘント・コンベンシ

（ウ-，•ルネス・ 1 叶際・地 （エコツーリスム） g ョン） 2 
I吟：iJi)し・糾i)¥'.:条f’:: i・ I 地城観光I

必修利IIを含み32り叶，！！以 （地域概論） ④ 

1選択必修 地域観光]¥' | 9 

（鴨川• T• 党） 2 

国際観光III i l 
（欧米研究） 2 !’ 

観光ヒシネス研究II （ホ

テル・レストラン） 2 

II群II キャリア形成祇習 I逸； キャリア形成派習1l'図） インターンシソプI② インターンシップll,2

ャ1J7/li1&・'tti各l[＜ 観光尖務枯礎I④ 観光実務丸礎l1④ 海外研修 I2 
I 

得｝ 旅行業務演留ふ サービス介助演宵旦 99 l . l 

必修利IIを含み21 1o i,’I以 介業‘’li例研究2)

1選択必修

’、りl"IHll/iilll 観光ゼミナール 1② 観光ゼミナール1l（卒業

（プロシ 1こクト・セミナ 論文身卒業研究） ④ 

ル）

必修科IJを含み (jlj¥ィ，｝以

I I・選択必修

介：次iドi訂数 38 36 34 16 

L...... 
累fl¥ii1 {,’i数 3 8 71 110 124 I 

•t - " ^  ＾ー＾ヽ—---- ---
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2.履修モデル B

（韓国・ハンガリーで研修し，旅行業志咆の場合）

『

99凶ポs，j~ '~ ~ 竺C~~ ~ n~ ~ re_e~ rs＿“l'’か］ ’ I ： 

1年次 2年次 3年次

Fundamentals of Fund皿 enじusof 
某礎科ll群1 English I② English IJ② 
（タl-1・！i|晶・ II本語） Oral Fluency I② Oral Fluency Il② 悴杯llliiI]] 2>

必修科[1を含み20凩位以 English for Tourism I② 韓国謡llA② TOEIC for 

ト選択必修 韓円語IA② 韓国語IIB互‘

韓国語IBか

基礎科ti群II 情報と村会② リスクマネジメント l②

（観光情報・ 観光情報アプリケーショ リスクマネジメント 11⑫/
l リスクマネシメント） ン②

必修科t］を含み 6単位以 観光メデイア論②

ト選択必修

双礎科llliIIII ビジネス ビジネスマナー I②
（コミュニケーション） コミュニケーション2ノ

必修科[Iを含み 4単位以

I選択必修
. -- - ~” ,_ -----

観光概論② 簿記② 経営学人1"1'図

専門基礎科11群 日本地誌② 世界地誌②

必修科[Iを含み16単位以 ウェルネス概論R

I選択必修 観光調介・統』2

介両・構想力概，論g ， 

ウェルネス観光I （ヘル 国際観光I
I 

1•10観光＼ ' ス＊七ラビーツーリズ （国際観光概品） ④ （国際II本学） ご＼

ム） ① 観光経営I （サービス経 地域観光w
地域観光I 営←マーケティング） ④ （籾川・「〗き） 2 

（地域概論） ④ 観光経‘闘．II （会社） ⑫ 国院観光特別溝IAj汀I2 

＼＂戸1科ti群I 観光ビジネス研究Ill

（ウェルネス・ I<!際・地 （エアライン） ② 

域観光・観光舒党） 観光ビジネス研究I

必修科Hを含み32単．位以 （旅行業） ＼2 

ト選択必修 観光経＇訴•Ill

ili ' （経覚戦略） g 
地域観光II i 

（観光まちづくり） ② 

ウェルネス観光III

（エコツーリズム） 2 

＼り1’']科lJ群II
キャリア形成演習 I② キャリア形成演習1l② インターンシップI② 公益＇れ業研究 2

（キャリア形成・責格取
観光実務基礎I④ 観光実務基礎ll④ 海外研修1l② l I 
旅行染務演習④

： 
得）

介業事例研究② サービス介助演宵②
必修科IIを含み21箪位以

1選択必修
ツーリズム

洵タト研fl多I2 プランニング演宵2,

専門科tl群III 観光ゼミナー）レI② 観光ゼミナール11（卒栗

（プロジェクト・ゼミナ 論文・卒業研究）わ

ール）

必修科IIを含み 6単位以

l．選択必修

年次柑位数 38 36 34 
96ロ

I 累積＇i休＇ぽ／：数 38 74 108 12,1 
ーエ7~ご～＾』 --^ a ＂ご文亡 ― -- - - -：：：ら―
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V 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 基礎科目群

基礎科ll群は， I （外 l1sl 』•日本諮）， II （観光情報・リスクマネジメント）， rn（コミュニケ

ーション）の 3つの科甘群からなる それらの各科Il群のうちから「m．卒業に必要な単位．につ

いて」 (P.236) に小した所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) )よ礎科•[1 群 I （外［1，•lMf ・ [l本1llf)

悲礎科1]群 Iは，グローバル化IIが代の到来とともに，近い将来やってくるとf想されるア

ジア人交流時代に向けて，英油に加えてスペイン語，中国語，韓国語の語学能力向卜忍をはか

る科ll群である

系
年次および単位数 最低取得

授業科 H 備 若
列 1年 2年 3年 4年 単位数

Fundamentals of English I 「悲礎科 II群

Fundamentals of English II ！ ¥2 •-ヘ／ I （外国，沿・ El

本語）」の中よ
Oral Fluency I i り，必修科fIを

Oral Fluency II I ¥2 ．．9 含み20単位以 t

English for Tourism I g> 選択必修，ただ

し第＾外国語科
English for Tourism II 2 

目を股修する場

English for Tourism III 2 合は， 1か[1{l晶
枯

4科ll8単位を
礎 TOEIC for Careers 400 I 2 
科 必修()
~ I TOEIC for Careers 400 II 2 
群
I TOEIC for Careers 600 I 2 

-外 TOEIC for Careers 600 II I 2 20単位
国
晶 TOEIC for Careers 800 2 

| | l]本語IA I 2 
本 外lk]人留学生・
語 日本語IB んウ

‘-＇ 帰国牛は， 日本
日本語IIA 2 

語5科廿10単位

日本語:nB 2 を第＾外国語と

日本諮皿 2 
して必修。

日本語w 2 

観光日本晶 IA 2 

観光Il本晶 IB 2 

観光H本諮II 2 
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系
年次および甲位数 最低取得

列 授 業科 l l 
単位数

備 考
1年 2年 3年 4年

H本語検定試験演習 I 2 

日本語検定ぷ験演習Il 2 

スペイン語 IA 2 

スペイン語 IB 2 

スペイン語IIA 2 

スペイン語IIB 2 

スペイン語III 2 

スペイン語w 2 
基
礎 中[II語 IA 2 
科
H 中国語 IB 2 
群
I 中同語IIA 2 

外 中国語IIB 2 
国
語 中国語1lI 2 

日 中国語w 2 
本
語 韓国語IA 2 

韓l:El語 IB 2 

韓国語IIA 2 

韓国語IIB 2 

韓国語III 2 

韓I+J語W 2 

ハンガリー語 IA 2 

ハンガリー語 IB 2 

ハンガリー語II 2 

〔備衿〕

11） カl;礎科甘群 I では，第•外llsl 語として英晶および弟ご外国議を学ぶ。うち， J7undamentals of 

English I ・ II, Oral Fluency I ・ IIおよびEnglishfor Tourism 1は必修科l1であるっ

121 Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを脱修するためには，それぞれの Iの爪位を修得

していなければならない。 lu]様に Englishfor Tourism IIを履修するためには，その 1の単．1立を
修得していなければならない2

IJI スペイン晶~， 中[iii，沿，韓IFl，森のそれぞれにおいて， I Bを履修するためには I入を， II Aを履修

するためには IBの単位を修得していなければならない C 111)様に 11Bを1役修するためには 11A 

を， Illを履修するにはIIBを， Wを股修するには1llを修得していなくてはならない，
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(2) 悲礎科H群II （観光恰恨・リスクマネジメント）

基礎科H群 IIは，新しい時代の観光テクノロジストにイ<llI欠な「情報と社会」「観光恰報

アプリケーション」「観光メデイア論」などによっで情報・メデイアリテラシーについて学

ぶ科il群である＼う加えて，ツーリズム廂業にイヽ・11J欠ない）スクマネジメント」についても学

ぶことができるよう科[l配附している。

系
授業科 H 

年次および単位数 最低取得

列
備 考・

1年 2年 3年 4年 i.it位数
J 

)k 
伯報と社会

［）+¥礎科 H群
礎

甘 II （観光帖報・

群 観光情報アプリケーション
リスクマネジメ

[[ 

［ 
ント）」の中よ

観光メデイア論 2 
り，必修科目を

6爪位
含み 6甲．位以［・→

リ
ス 観光メデイア制作 2 

選択必修C,

ク
→ ヽ
ネ リスクマネジメント I/̀ ヽゞ

メ
ン
卜 リスクマネジメント II 2 

(3) 基礎科ll群皿（コミュニケーション）

基礎科H群IIIは，あらゆる職業領域において必要不可欠なマナーやプレゼンテーションを学

び，その基盤としてのコミュニケーションの枯礎について学ぶ科H群である。

年次および単位数 最低取得
備 考・系

授業科 目
列 1年 2年 3年 4年 単位数

「基礎科甘群III桔

ビジネスコミュニケーション 2 （コミュニケー
礎
科

ション）」の中H 
群

より，必修科[lIII 
ビジネスプレゼンテーション 2 ，ー、

コ を含み 4箪位以
4 1札i立

上選択必修。
ミ
ユ

ケ
ビジネスマナー I ⑨ 

l 
シ
ヨ

ン ビジネスマナー II 2 

I 
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2.専門基礎科目群

専門基礎科l]群は，心身の健康と應かさに関する1本験や学習を重視するウェルネスマインドを

学び，サービス業としての観光に不I]I欠なホスピタリテイマインドおよび関連基礎科Hを学ぶた

めの科H群である。

系
年次および単位数 最低取得

授業科且 備 考
列

1年 2年 3年 4年 単位数

観光概論 塁9'

ウェルネス概論 (>

日本地誌 ② 

枇界地誌 ③ 

簿品 ③ 

観光関連法制 2 
出ヽĴ

門 企画・構想力概論 2 
基
礎 観光心理学 2 
科
H ジェンダーと観光 2 
群
ケア論 2 

H本の伝統文化 2 

経営学人門 2 

経済学入門 2 

観光調在・統計 2 

観光地理学 2 

3.専門科目群

Iヽり門科II群は，「専門科［］群 I （ウェルネス・国際・地域観光・観光経管）」，「専門科日群II

（キャリア形成・資格取得）」と「専門科l-1群1Il（プロジェクト・ゼミナール）」の 3分野からな

り，テーマりI]実務教育，費格取得教脊，フィールド教育，プロジェクト教脊，ゼミナールなどを

大きな柱としている。

(1) 専門科l1群 I （ウェルネス・国際・地域観光・観光経‘汎~）

如"J科ll群 Iは，ウェルネス観光， lE]際観光，地域観光，観光経党という観光学の4つの

t要領域を学ぶ科ll群である。

ウェルネス観光領域では，「ウェルネス観光 I~V」で，ヘルス・セラピーツーリズム，

ユニバーサルツーリズム，エコツーリズム．スポーツツーリズム，温泉観光学を学ぶ。

11廿II際観光領域では，「l叶際観光 I~V」で1叶際観光概晶アジア研究，欧米研究，食文

化，［1,]際11本学に加え，国際観光特別溝kiをI・ IIで，ハワイ人学マノア校やブダペスト商科
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大学等の海外提携大学とインターネット 1lll線を使った地1絹授業を行うし

地域観光伯域では，「地域観光I~＼］において．地域概論，観光まちづくり，地域責源

論，鴨川・千葉， I•1 本について学ぶc

観光経貨領域では，「観光経笞 I-III」で，観光経貸学のなかのサービス経背，マーケテ

ィング，会叫経‘i:{；戦略について学ぶ また，観光ビジネスfiJf究 I~Wでは，旅行業，ホテ

ル・レストラン，エアライン，イベント ・コ／ ンションなどの各業種の業務の，沿細につい

て学ぶ

(2) 専門科ll群 ll （キャリア形成・責格取得）

専門科ll群IIでは，「キャリア形成演宵 I・ II Jで授業への適I心から就職活動に必要な文

，片法やビジネスマナーについて学び，「観光‘)こ務晶礎 I・ II」で地Jじ粕川での実務休験を

し，インターンシップ I （国内） • II (ii/i：外）の職業休験につなげる e

また，「旅行業務礼灯習」「ウェルネスコーデイネータ責格演宵」「サービス介助演習」「レス

トランサービス演宵」等で，観光分野に必災な実務｝）を長い．脊格を取得する

加えて， JEAPPlanningで，「lらの洵外休験のn「IIhiを立て，留学や研修， インターンシ
ップにつなげる〈）

さらに，「企業'-li例価究」「公益'li業研究」で様々な宜民の業柿を1i例的に研究し，「観光

ビジネス特別講JKiを」「ツーリズムプランニング孔灯習」「観光ビジネス演習」で旅行菜枢要につ

いて学ぶ

(3) 専門科II群III （プロジェクト・ゼミナール）

専門科 t•1 群 III では，プロジェクト教育の徹底と各 r!，'-l"l 分野の追究のために設けられた科•H

群である。

「観光ゼミナール I・ II」では， 1]して[l己のテーマを研究し， IIでは卒業繭文・卒業

研究を行う。
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系 年次および凩位数 最低取得
備 考列

授業科 H 
2年 3年 単位数1年 4年

ウェルネス観光 I （ヘルス・セ
I 

専門科日群 I

ラピーツーリズム） （ウェルネス・

ウェルネス観光II 国際・地域観

2 光・観光経営）（ユニバーサルツーリズム）
では，必修を含

ウェルネス観光III
2 めて32単位以上

（エコツーリズム）
選択必修。

ウェルネス観光w
（スポーツツーリズム）

2 

ウェルネス観光v
（温呆観光学）

2 

専 同際観光 I （国際観光概説） ④ 
門
科 国際観光1I （アジア研究） 2 
ll 
群 国際観光皿（欧米研究） 2 
I 
／ヘ 国際観光IV （食文化） 2 
ウ
工 国際観光V （国際H本学） 2 
ル
ネ
ス
国際観光特別講座 I 2 

国
国際観光特別講座II 2 32隼位

際 地域観光 I （地域概論） ④ 

地 地域観光II （観光まちづくり） 2 
域

胃地域観光III （地域脊源論） 2 

地域観光IV （鴨川・「業） 2 

胃地域観光V （日本） 2 
経

-背 観光経党 I （サービス経党・マ 4>
ーケティング）

観光経‘i],II （会叶） 2 

観光経‘営m（経営戦略） 2 

観光ビジネス研究 I （旅行業） 2 

観光ビジネス研究II
2 

（ホテル・レストラン）

観光ビジネス研究1lI

（エアライン）
2 

観光ビジネス研究w（イベン
2 

ト・コンベンション）
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系
年次および単位数 最低収得

I 
授業科 I l 価 ど列 1年 2 一年 3年 4年 単位数

キャリア形成演習 I I 「専門科 II群

キャリア形成演習 II 望
II （キャリア形

成・責格演宵）J I 
観光実務晶礎 I

の中より，必修

＇ 観光実務基礎II 4 科IIを含み32単

旅行業務演宵 ¥4 
1立以 I・.選択必

, ヽIJ•i← ！ 
修し

l"l 
企業事例研究

科 ウェルネスコーデイネータ責格
[I 
演習

2 
群
II 
サービス介助演習 2 

キ
レストランサービス演料ヤ 2 

リ
ア JEAP Planning 2 

形
成 国内研修 2 

賽 iiij:、タHiJffl参I 2 

格
海外研修II 2 収

-1/寸！！ 
インターンシップ I （日内）

インターンシップII （海外） 2 

公益事業研究 2 

観光ビジネス特別溝座 2 

ツーリズムプランニング演習 2 

観光ビジネス演習 2 

系
授業科 ll 

年次および単位数 最低取得

列
備 者

1年 2年 3年 4年 単位数

賣観光プロジェクト 1 2 
「専『'l科 II群

tl 
llI （プロジェク

itr: 
III ト・ゼミナー

9プ―へ＇ 観光プロジェクト II 2 ル）」の中から
ロ
ジ` 6単位 必修を含み 6単
工

ク 位以卜^選択必
卜 観光ゼミナール I 2 
ゼ 修。
ミ
ナ 観光ゼミナール IIl 
)レ
（卒業論文・卒業研究）
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において股修しようとする授業科Hは， 1圧学期の初めの指定された期日に所定の方

法（オリエンテーションで説明する）で履修叶柑訂をしなければならない。履修申請は，年間

の受講計直をたて， 箪位を取得する意思衣ホをする学期初めの重要な手続きである。この履

修申晶手統きを間違えたために，授業科Hの履修ができなくなり，その結呆進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以下に掲げる注寇弔項を厳守して，誤りのないよ

うに履修申晶をすること。

111 履修1|l"青書提出後は，授業科日および担喝教貝などの変更，追加，取梢しなどはないよ

う，提出する崩に授業時間割表に即してもう—•度確認するなど，細心の注應を払うこと。

なお，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認す

ること。ただし，履修叶1泊書の返還または照合には応じないので必ず「学生控」をとって

おくこと。

(21 履修巾請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められない。また修得した単位

は分割することはできない。よって，授業科目の申請にあたっては進級や卒業に必要な単

位の算定を恨璽に行ない，修得単位数が不足しないようにガ全を期すこと。

(31 同一学期の同時限に 2つ以上の授業科日を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を履修ll1請書に記人した場合は，両科日とも登録無効となるので注意す

ること。

(41 一度単位を取得した授業科Hは，再度履修することはできない。

151 履修叶1請苦には授業科且コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効となるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に晶入されている番号で，その時限の

授業科目に固行の番号である。

17) 履修叶％青書は，黒色ボールペンで記入すること。

(81 指定された期日までに履修申油を怠った場合は，学業の、意思なしとみなされて，退学処

分となることがあるので提出期日を厳‘がすること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

履修I-1丘青をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2.規定外履修

該廿するクラスの授業時間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は，アドヴァイザー

と相談の上，必ず観光学部'li務室に申し出ること。ただし 1年次生の規定外股修は原削と

して認めない。



248 

Vlil 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期，式験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期木またば学年木に行

ぃ，臨時ぶ験はり1‘り教員の判I妍により適‘代行われる

(2l いずれ叫受業科llも授業［lか放の1/3以 1：欠靡した場合には，原則として‘片該授業科Il

の受験責格を失う ただし，病気または正‘りなJlj!由により長期欠席の場合には，特別に

配應されることがある

(3 試験の時間割は褐ぷにより連絡する

(4 授業科I1によって論文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある

2.追試験

（l} 追ぶ験は，やむを得ない’li.9|liによって定期試験を受験できなかった者に対し，｝｝闊l]と

して学期よまたば］と年よに丈施する

(21 追試験を希沼する者は， Il·→‘りな ’ji•lll を，J［明する苫 [fl] をもって速やかに授業担‘り教員に

届け出ること，万

131 追19式験は，成禎表の‘11該利廿に「T」の表／ドがなされた場合に限って受験することがで

きるc

なお，追試験は， 1役修 (Iり）復修を含む） した年度に限り受験することができる

(4! 追式験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を観光学部事務室に提出しなけれ

ばならない

なお，追ぶ験の受験料は｀ l科llにつき200円である

3.再試験

(11 再，，式験は` ｝以則として学期木またば‘f：年木．に実施する c ただし，授業科日によっては

再試験を行なわない場合もある e.

（2: 定期試験の結果，不合格（この場合成納表の}l1該科日に「F」の表；ドがなされる）と

なった授業科•H のある者は， ‘恥亥授業科•ll の担‘り教員が再試験を行なう場合，受験する

ことかできる

なお，．i恥式験は，履修（内殷修を含む）した年度に限り受験することができる c

(3! iサ試験の受験を叶II［された者は，［再ぶ験受験厠」を観光学部'h務宇に提出しなけれ

ばならない

なお，再試験の受験料は， l科llにつき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1.通則

(11 試験場内では，すべて監腎者の指小に従わなければならないc なお，監督者の指ぷに

従わない者には，退場を命ずることがある e,

(2) 試験場内では， Afl訊リ廿具・持込みを咋された責料以外のものは，すべて監督者の指定

する場所におかなければならないc

(3) 受験者は学生訛および受験叶刈叫［ （追・再，式験の場合）を，机の卜の見やすい場所に
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提示しておかなければならない。

141 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

151 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監腎者が退場を命ずる場

合はこの限りでない。

161 受験者は，試験中監腎者の昨Iりを得ないで試験場を出てはならない。

171 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の1/3以上欠席した者は，試験を受

けることができない。

1_8: 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明その

他正‘りな事由を証明する書面を添えて．遅滞なく授業担ヽIi教員に届出なければならない。

2.試験における不正行為の懲成について

11 I 小正行為をした者については，学HI]第68条により罰せられ，更に年度における当該授

業科日の単位の認定を行なわない。

12) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

131 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知する

と共に学内にこれを公ボする。

lX 成績発表

11 I 成績発表は，アドヴァイザーより本人に成紐表を交付するので，観光学部事務宇の指示

に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提ぷすること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

121 成績の評価は次の記号で衣わし， 60点以上をもって単位修得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験不合格）

A: 100-80点 F : 59点、以ド（再試験受験可）

B : 79-70点 T:追試験受験IIT

C : 69-60点 z:追・再試験の受験資格なし

D: 59点以下

E:未受験

(31 成粕についての疑間，質間等は成績表交付日のみ受け付けるので観光学部事務宇窓［］に

間合わせること。

141 ,fi故，病気等により指定llに成納表の父付を受けられない場合は，代雌人を定め，成納

表の交付を受けること。その場合は学’l湿［および委任状を持参すること。
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履修の手り1と手続き

l 授業科目について

環境礼公学部環椅社会学科における授業科l］は，学科共通科II群 I,悲礎科H群，専門科[l群

I ・ II,＼りf11JI刈辿科Il群及び演習科il群から構成されているい

Il 授業科目の単位と認定

本学部では単．位制が採用されている 単位制とは，ひとつひとつの授業利廿に•定の桔準によ

り定められた単位があり，／復修授業科llに対して，試験もしくは，その他の）j法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である c

叩立の認、定は， A・B・Cの3段階のII；じ価により行い， D・E・F・T・Zの，1平価は単位を認、定し

ないものとするし，

皿 卒業に必要な単位について

卒業に必災な｝札位は，次の表にポすとおりである

系....列.-．．．． ..．．．．．. ...~......... ...．学．..部.．．～．・．．学．．．～科
環境社会学部 環境社会学科

単．位数

学科共通科H群 I（外国晶・恰報リテラシ） 12 

）店礎科甘群 12 

専門科fl群 I 16 

専門科H群II 16 

専1"］関連科[]群 8 

演習科H群 12 

指定された各科[1群より修得した科tl以
48 

外に選択必修

五t 124 
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「キャリア形成演習 I・ II J及び1年次の必修科目を含めて36単位以

k修得しなければならない。

各学年における授業科Hおよび修得単位数の日安は，次の表に示すとおりである。

また，年間の履修登録については原則50単位未満とすること。ただし，以下の項日に該刈する

場合は履修上限単位数を超えて腹修することができる。

(1) 編転人または転部科生については，履修上限単位数を超えて履修することを認めることが

ある。

(21 JEAP留学生（短期謡学研修含む）については，履修日限単位数を超えて履修すること

を認めることがある。
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学年

1年次

修1翡iit位数

40単位^

2年次

修1翡iit位．放
40単位

3年次

修得単位数

34単位

4年次

修得弔位数

10叩吃

卒業修得爪位数

124単位

単位数のH安

学科共通科ll群 1 （外［i:・l,ltf・佑報リテラシ）
Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I.., 2 科•日 4 単位（必修）

、1W恨メディア論・・・・・・ 1科 ll2単位． （必修）
コンピュータ店礎論...… 1科[.l2単，イ立（必修）

）店礎科ll群
ti:公‘予：原論・・・・..1科111単位 （必修）
社会，，／刈ft法・・・・・・］科Il 2単位 （必修）

専門科ll群 II
ガーデニング丈習 I......]科ll 2単位（必修）

iiii iJ，1 f} | I翡l':
キャリア形成演胄 I......l科l/ 2単位（必修）

※指定された各科甘群より修得した科H以外に 22単位

学科共通科II lif l （外国甜・ 9l‘1り報リテラシ）
Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II・・・ 2科ll 4 iji位 （必修）

専IiL1科H群 I
楯環'1'1ネI:会形成論・・....1科112単位．（必修）
紺ij成ネ晶祉．II倫・・・・・・ 1科・I l 4単．f立 （必修）
現イし社会と伽祉・・・・・・ 1科II 4 m．位 （必修）

刈1 門利•H 群 II

樹芸譴・・・・・・1科H2吊位 （必修）
園芸療法論・・・・・.l 科• |j 2凩位 （必修）

ガーデニング概論·…•• 1『I・ 日2単位（必修）
ガーデニング実宵 II••…• 1科 f12凩位（必修）

I しり 1"］関連科•l1 群
ビジネスマナー・・・・・・ 1科ll2箪位 （必修）

演宵科ll群
キャリア形成演宵 II......1科 Il 2単．位（必修）

※指定された各科lll抒より修得した科ll以外に 14爪位

内門利•日群 II
園芸療法実習・・・・・・ 1科Il2凩位 （必修）

複iiJ，1平Hl詐l:
キャリア形成演il，>Im ・ ••… l 科 Il 2単位（必修）

※指定された各利•|l 群より修得した科廿以外に 30 単位

演習科H群
キャリア形成演習N......1科112単．位（必修）

※指定された各科l.j群より修得した利廿以外に 8りi位
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V 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1.学科共通科目群 I （外国語・情報リテラシ）

学科共通科日群 Iは，「III. 卒業に必要な単位について」でホされた所定の単位以ト-を修得す

るために，科目を履修し，卒業要件を満たさなければならない。

系
年次および単位数 最低取得

備 者授業科H列
1年 2年 3年 4年 単位数

Fundamentals of English I ② 

Oral Fluency I ② 

Fundamentals of English II ② 

Oral Fluency II ② 

芯子 ビジネス英語 I 2 

> ビジネス英語II 2 
通
科 スペイン語 IA 2 
H 
群 スペイン語 IB 2 
I 

-外
スペイン語II 2 

12単位
国 中国語 IA 2 
語

情
中国語 IB 2 

報 中国語II 2 
リ
テ
ラ
韓国語 IA 2 

シ 韓国語 IB 2 

韓国語II 2 

情報メディア論 ② 

コンピュータ枯礎論

コンピュータ応用論 2 

（備考〕

(1)学科共通科日群 Iでは，第外国語として英語を学ぶしうち， Fundamentalsof English I ・ 

II, Oral Fluency I ・ IIば必修科Hである。
(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには履修前提条件として，それ
ぞれ Iを修得していなければならない。

(3)第上＾外国語において IBを1復修するには IAを修得していなければならない。
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2.基礎科目群

桔礎科•[I 群は，社会学および環燒社会学を学び，ー専門科 ll につながる）店礎知識の習得をめざす

科H群である。

系
年次および単位数 最低取得

授業科[」 備 考・
列 1年 2年 3年 4年 単位数

社会学：原論 ＠／ 
［ 

社会学史 2 

I I ＇社会調在法 g 

I社会調介実胄 2 

環塙社会学 ＇ 4 
）よ
現代社会と法 2 

礎
ジェンダーと社会 2 

科
i 

12 1札．位
地域環壕論 4 
ll 
環椅閃辿法 2 

群
牛活の科学史 2 

I 

>,;l：会と衛生 2 

I flt界の食闘li佑 2 

環境政策論 2 

環境教育論 2 

＇ 
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3.専門科目群 I

専門科目群Iは，地域社会や福祉社会について学び，地域の人々の暮らしなど，主に社会環境

の観点から環境専門家に必要な知識・技術を習得するための科H群である。

胃
年次および単位数 最低取得

授業科日
2年 3年 単位数

備 考
1年 4年

循環刑社会形成論 ② 

地域開発と国際協力 2 

地域ボランティア論 2 

地域食文化論 2 

地域福祉論
す由

④ 

現代社会と福祉 ④ 
門
高齢者福祉 4 

科
障がい者福祉 4 16単位
目
子ども家庭福祉 4 

群
高齢者の心理 2 
I 
身体障がい者の心理 2 

福祉まちづくり論 2 

介護理論 2 

芸術療法 2 

生涯スポーツ概論 2 
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4.専門科目群Il

専門科H群IIは，環境保全や緑化・園芸技術について学び，自然との共生・緑の活用など， t 

に自然環境の観点から環境専門家に必要な知識・技術を習得するための科H群である。

嘉
年次および単位数 最低取得

授業科l]
単位数

備 考
1年 2年 3年 4年

里地里山保全論 2 

緑地まちづくり 2 

環境生態学 4 

園芸社会学 4 

園芸論 , ¥＂ 2＿、¥ノ

屋 jこ緑化 2 
専
園芸療法論 ] 

門
［唸l芸療法実習 ＼ 2--¥ 

科
ガーデニング概論 ② 16単位
ll 
園盗植物病論 2 

群
土壌・肥料論 2 
II 
ガーデニング実習 I (2>

ガーデニング実習 II g) 

育苗実習 2 

家庭菜園 2 

ハーブ園芸 2 

エクステリア 2 
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5.専門関連科目群

専門関連科日群は，専門科Hで学んだ知識を社会で幅広く活用するために，ビジネスの知識や

関連業界で役立つ技能などを修得するための科目群である。

系 年次および単位数 最低取得
考列

授業科目
単位数

備
1年 2年 3年 4年

色彩の心理 2 

香りの心理 2 

ァロマテラピー 4 

,甘-,-i 食とサプリメント 2 

門 薬草薬膳 2 

関 看設学 2 

連 救急法 1 8単位

科 ェコビジネス 2 

日 アグリビジネス 2 

群 フードビジネス 2 

メニュープランニング 2 

ビジネスマナー ③ 

ビジネスプレゼンテーション 2 



260 

6. 演習科目群

派習科目群は，フィールド教脊（学外研修，インターンシップ），プロジェクト研究，キャリ

ア形成演習からなる実践・体験を通じて社会で活躍する力を養うための科H群である。

系
年次および単位数 最低取得

列
授業科日

単位数
備 考ム

1年 2年 3年 4年

キャリア形成演習 I ② 

キャリア形成演習II

キャリア形成演習Ill

禎‘‘モ1ァ
キャリア形成演習w g) 

胄 環境社会国内研修 2 

科 環壕社会海外研修 2 12単位

目 インターンシップ 2 

群 環境社会プロジェクト研究 a 2 

環境社会プロジェクト研究 b 2 

環境社．会プロジェクト研究 c
2 

（卒業研究指導を含む）
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VI リベラルアーツ＆サイエンス科目群

リベラルアーツ＆サイエンス (LAS)センターは，本学の建学の精神に基づく人格形成，幅広

い教養や知識の習得，専門分野での学業に役立つ問題意識の育成，社会人として求められる基礎

能力の向上等を主たる日標として掲げています。

学生の皆さんにも，こうした間題意識をもって科日履修をしてもらうために，学部・学科で

すでに開講している科目を“人格形成領域”“一般教養領域"“基礎能力領域”という 3領域に大

きく分けて整理し直し，「リベラルアーツ＆サイエンス科目群」として特別に提示しています。

各々の領域は，

人格形成領域：「地球と環境」「人間と思想」「国家と規範」「倫理と社会」「社会とジェンダー」

という 5テーマ

一般教養領域：「人類のあゆみ」「文化のかたち」「社会と経済」「健康と福祉」という 4テーマ

基礎能力領域：「非言語分野」「言語分野」「ビジネスマナー」「プレゼンテーション」という 4

テーマ

に分けてまとめてあります。いずれも，学生の皆さんが就職して社会へ出る準備をするうえで重

要とされるテーマです。

これらに加えて， LASセンターが特に力を入れたい分野・テーマについては独自の科目とし

て開講し，さらに必要に応じて開講するサマースクール等も「総合基礎教養I~w」として単位

認定します。 LASセンターが独自に開講するこれらの科目は，すべて 1~4年次のいずれかで

履修することができます。

「リベラルアーツ＆サイエンス科H群」を履修して修得した単位は， 30単位を限度として申請

により，学部・学科の各科H群に振り替えることができます。「リベラルアーツ＆サイエンス科

目群」の履修や内容についての質問，学業に係わる相談等は， F棟M2階にある LASセンター

にて随時受け付けています。
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リベラルアーツ＆サイエンス科目群

領 年次および浪位数
考系 列 授業科lJ 価

域 1年 2年 3年 4年

（l／地球と環境 牛活と環境 2 

現代の人間、思想 2 
2人間と思想

現代思想 2 
人 国家と政治 2 

格 日本lk]憲法 2 
3 lKI家と規範

法律学概論 2 
形

政治学人門 2 

成 (1倫理と社会
倫坪学概論 2 

梢報社会と情報倫JIl! 2 
領

女性学人門 2 

域
⑤社会とジェンダー

ン‘̀エ ‘／ タ‘‘ 一ご畑ツ八岡 2 

女性学 2 

男1生学 2 

サルからヒトへ 2 

日本の歴史 a 2 

ll本の歴史 b 2 LAS科H群か
①人類のあゆみ アメリカの歴史 2 ら修得した単位

韓国の歴史 2 の中から 30単
中国の歴史 2 位を限度とし
人類と科学技術の発逹 I 2 て，各科[l群に

般 文化人類学 2 
叶lJi,jにより板り

日本文化論 2 
杯えることがで教 ¥/29)文化のかたち アメリカ文化概論 2 

養 H本美術 I 2 
きます。謹細に

西洋美術 I 2 ついては，オリ
領

社会学人門 2 エンテーション

域 経済事情 2 時に説明しま

＼釘社会と経済 経済学入門 2 す。

経済学の基礎 2 

中国経済入門 I 2 

i健康と福祉
心と身体の科学 2 

健康維持とIt活骨慣 I 2 
基礎の数学 2 

線形代数学 2 
基 ’l非言語分野 統叶学の基礎知識 2 

礎 総合基礎教養I（非は語） 2 

総合基礎教養I1（非Li語） 2 
ム月ヒヒ~ 

日本語墓礎表現法 2 

力 ⑫汀語分野 総合晶礎教養rn(ri語） 2 

総合）よ礎教義N(］晶） 2 
領

ビジネス入門 2 

域 ③ビジネスマナー ビジネス基礎 I 2 
ビジネスマナー ※ I 2 
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年次および単位数
備 考

領
系 列 授業科El

1年］ 2年 3年 4年域

航空・空港キャリア概論a 2 某
③ビジネスマナー

航空・空港キャリア概論b 2 
協ぎ
ム月ヒヒト

プレゼンア ション I 2 力

2 
領 ④プレゼンT ション

プレゼンテ ション IIJ或

※印は，環境社会学科の他の科目群に配当
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V1I 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科l」は，餌学期の初めの指定された期LIに，所定のJj法

（オリエンテーションで品明する）で履修申晶をしなければならない。股修叶lo打は，年間の受講

註圃をたて，単．｛立を収得する怠息衣小をする学期初めの重要な手続きである。この履修叶lIl訂手紬

きを間迎えたために，授業科目の股修ができなくなり，その結呆進級はもとより，卒業ができな

くなる場合もあるので，以ドに掲げる注紅事項を厳‘、『して，謀りのないように）復修IIi,1打をするこ

とc

(1) 履修申泊内提出後は，授業科目および担判教貝などの変更，追加，取梢しなどがないよう

に，提出する前に授業時間割｝叶こ！！IJしてもう ・/文確認、するなど，細心の注紅を払うこと 0

なお，殷修照合llが設けられているので間追いなく登録されているかどうか確忍するこ

と。ただし，履修巾閲苫の返還または照合には応じないので，必ず「学牛控」をとってお

くこと 0

12) 版修lli"打をしていない授業科llは，受講しても単位は認められない（）また修得した単位は

分割することはできないc よって，授業科Hの申請にあたっては進級や卒業に必要な用位

のり応を付直に行ない，修得凩位数が不足しないようJj令を期すこと。

(31 I五］一学期の同時限に2つ以上の授業科llを履修することはできない。もしもこのような

凩複する授業科Hを履修ll1請胄に記人した場合は，両科Hとも登録無効になるので注紅す

ること。

(4) 一度単位を取得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 版修申請書には授業科H，コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。記載l→̂

の謀りや不明瞭なものは叶且hl上l体が無効になるので卜分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科Hと共に記人されている番サで，その時限の授

業の授業科日に固有の番号である。

(7/ 指定された期Hまでに履修申品を怠った場合は，学業の怠息なしとみなされて，退学処分

となるので，提出期Hを厳守すること。

v.m 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

腹修叶l品をして単位が取得できなかった授業科llについては，次年度または次学期において再

び脱修することができる。

2.規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は，必ず学部事務室に相談

すること。ただし1年次生の規定外履修は原則として認めない。
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lX 試験について

1.定期試験及び臨時試験

(11 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に行

い，臨時試験は担当教貝の判断により適宜行われる。

(21 いずれの授業科目も授業時数の 3分の 1以上を欠席した場合には，原則として当該授業科

目の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲ホにより連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則として

学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正刈な事由を証明する青面もって速やかに授業担当教員に届け出

ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目に Tの表ホがなされた場合に限って受験することができる。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験顧」を学部事務室に提出しなければならな

い。なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である

3.再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては再試

験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目に「F」の表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科Hの担当教員が再試験を行う場合，受験することがで

きる。

なお，再試験は，股修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，［再試験受験願」を学部事務室に提出しなければならな

い。なお，再試験の受験料は， l科llにつき1,000円である。

4.試験に関する注意

1.通則

(11 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監腎者の指示に従わ

ない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，喰記lij具・持込みを許された賽料以外のものは，すべて監督者の指定する

場所におかなければならない。

(3) 受験者ば‘芹牛嵐［および受験刷I].iill:. （追・再試験の場合）を，机のKの見やすい場所に提ボ

しておかなければならない。
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111 試験I}F]始から20分を経過した後は入宇・受験を品めない

15.i 試験開始から25分を経過するまでは退場を晶めないしなお，監腎者が退場を命ずる場合は

この限りではない。

(61 受験者は，試験中監腎者の昨可を得ないで試験場を出てはならない。

(71 試験の行われる学期の授業料木納の者・授業1時数の1/3以 r．欠席した者は，試験を受ける

ことができない

ぶ 病気・ 'li故その他1E‘りな'JHIIによって受験できなかった者は，診断青・市故証明その他I]-.. 

‘りな1川lをulF明する，杯liiを沿えて，遅滞なく授業担‘li教員に届出なければならないc

2. ぶ験における:;F1E1直の懲戒について

11) イ汀I:．行為をした者については，学廿IJ第68条により澗せられ，史に年度における喝該授業科

tlの単位の認定を行わない

121 が正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(31 教授会の決定により処分が確定したときは，学にはその旨保i正人を召喚して通知すると共

に学内にこれを公ぷするc

x 成績発表

11 i 成韻発表は，アドヴァイザーより本人に成粕表を交付することにより行うので学部rr吐務室
の指小に従って必す交付を受けること。その際，学生証を提ぷすること。なお，指定され

た期日以外には交付しない。

(2) 成組の評価は次の叫りで表わし， 60点以l：をもって爪位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験小合格） （追・再試験イ汗合格）

A: 100 ~ 80点 F: 59、し閑以ド（再試験受験11[） D: 59点以r<

B: 79 ~ 70、［ば T:追試験受験11J E:未受験

C: 69 ~ 60点 z・．追・再試験の受験責格なし

(3) )成紹についての疑間，質間等は成禎表交付日のみ受け付けるので学部事務室に間合わせる

こと c

（4 事故・病気等により指定［Jに成績衣の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成禎表

の父付を受けること u その場合は学生~iEおよび委任状を持参すること。
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教 職課程

I.教職課程の履修について

教職諜程は，中学・高等学校教貝の免許状（教脊職員免許状）を取得する課程である。本学に

おいては，以ドで述べる教科の諜程がある c 免叶状取得のためには，卒業に必要な科tiに加えて

「教職にl関する科t1」など，相‘片砧の「）由科f1を股修しなければならない。

教職諜程は，将来教員になる底欲のある者の履修を原則とする。学牛諸君には，充実した学業

を修め大学を卒業すること，その卜でさらに，教職をめざす熱紅を持って最後まで努）Jする怠ふ

が求められる（）最近の教且採川は数において少なく，質においてもきわめて高度なものが要求さ

れており，これらの状況を踏まえたうえで履修すること。

II.教育職員免許状について

1. 免許状の種類および教科

本学で取得できる教脊職且免許状は，第 1表のとおりである。

（第 1表）取得できる免叶状の種類および教科

免許状の種類
学部 学科

高等学校教諭→種中学校教諭・＾種

公 民

社 会 商 業
経営情報学部 総合経営学科

保健体育 情 報

保健体育

国 語 国 語

囚際文化学科 社 会 地理歴史

国際人文学部 炭 ；且事 英 語

ll: 会 公 民
匡際交流学科

語 英 語英

公 民
伽祉総合学部 福祉総合学科 社 会

福 祉

公 民
メデイア学部 メデイア情報学科 社 会

I 情 報
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2.基礎資格と最低修得単位数

教脊職貝免許状を取得するためには，学tの称号を有し，さらに免許法に定める単位（第 2

表）を修得しなければならない。また，中学校教諭一種免許状を取得する際は，平成10年4月か

ら施行された免許法の特例に定める「介護等の体験」も必要である。

（第 2表）教育職員免許状取得のための最低修得単位数

免許状取得に必要な
中学校教諭一種 高等学校教諭一種

最低修得単位数

教職に関する科H 31単位 23単位

教科に関する科H 20単位 20単位

教科又は教職に関する科目 8単位 16単位

第2表の「教職に関する科目」は，どの教科にも共通に設定された科目である。第 4表 (236

ページ）にその内容が示されている。

また，「教科に関する科H」は，免許教科ごとに定められた科目である。第 6表から第23表

(238ページから255ページ）に学科および教科ごとにその内容が示されている。

「教科および教職に関する科日」の単位には， 卜記の科目から最低修得単位を超えて履修した

ものが含まれる。

m．単位の修得及び履修方法

1.学士の称号を得る

教育職員免許状を取得するには，学士の称号を得ること（卒業）が前提となる。まず学科ごと

に指定された卒業に必要な科目を修得しなければならない。さらに，その巾には免許法で第 3表

の科目を含むという制限がある。注意をして履修すること。

（第 3表）卒業に含めて修得する科目

区 分 股 修 方 法

日本国憲法 (2単位） 必ず履修をすること。

生涯スポーツ概論 (2単位）
スポーツ科学 I (2単位）
スポーツ科学 (2単位）

7科目の内，いずれか 1科l1(2準位）を修
スポーツ科学 a (2単位）
スポーツ科学 b (2単位）

得すること。※ 2科H(2単位）

スポーツ科学 Ia (1庫位）］
スポーツ科学 Ib (1琳位） ※必ずセ 1ドで履修

Oral Fluency I (2単位） 2科Hの内，いずれか l科li(2単位）を修
Oral Fluency II (2平位） 得すること。
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'柏報メディア涼晋 I (2単位．）

佑報メデイア涼習II (2単位^）
伯報メデイア論 (2m．位）
伯報メデイア演習 (2岨位）

コンピュータ晶礎論（実習を含む） （2単位）
コンピュータ応用論（実洲を含む） （2 m．位）
コンピュータ技能 I (2爪位）
梢報メデイアリテラシー I (2単位）
ビジネスアプリケーション I (2単位）

9科llの内，いずれか 1科Il(2単位）を修
得すること。

注 l なお， Iヽ仙亥学科においてIi}］設されていない場合には，他学科からの履修が必要となる c

2.教職に関する科目

「教職に関する科II」（第4表）は，免許状を取得するうえで， →部の科IIを除き，必修となる。

また，これらの科Hは，学則lご，目由科II群にlXー上分され，卒業に必要な単位数には算人されない。

（第4表）教職に関する利廿

科 「l 凩ド,: 脱修年次 科 t l 単位 履修年次

食教職論 2 l 食教脊Jjiよ論 2 2 ~ 3 

l I I ＊生徒指導
I 

2 2 

（進路指導の坪論及び

責教脊原則 2 2 
1 ガ法を含む） ！ 

食教育相談 2 3 

（カウンセリングを I 

含む）

食教脊心理学 2 2 

村年心理学 2 l 食教育実習 I 3 4 

女教行諜程論 2 1 (1扉j及び事後指導を

食教ff制度 2 2 
含む）

II 

教科教行法 I
I 
2 3 

教育実習II 2 4 

教科教脊法II 2 3 

孝父平t孝文ffi去III 2 3 

教科教有法w 2 4 

唸追徳教育の埋論と方法 2 1 
食教職実践演習（中・高） 2 4 

羹特別活動論 2 2 i 
i 

注 1 斉印の付してある科l1は，免叶状の質格を得ようとする者ば必修であるc

注2 「道徳教育の理念とガ法」は中 1釉のみ必修3 高 1釉を取得しようとする者が「道徳教育の理

念とJj法」を修得した場合， 「教科又は教職に関する科日」の単位となる。
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①「教科教育法」は，授与を受けようとする免許状の教科に関するものを第 5衣を参照し，ロー

マ数字順に全て股修し修得すること。

（第 5表）教科教脊法の科□名および履修時期
3年次 4年次

教科名 科H名
前期 後期 前期 後期

国 号五 国語科教脊法 I II ・ Ill w nu 

社 ／ 
社 会科教育法 I II ・ III w ユ

英 き石 英語科教育法 I TI・ 皿 w IIn 

保健体育 保健体育科教育法 I II ・ ill w 
地理歴史 地理歴史科教育法 I II 

公 民 公民科教育法 I II 

廂 業 商業科教育法 I I II 

福 祉 福祉科教宥法 I II 

情 報 情報科教行法 I Il 

注 1 教科教育法は取得しようとする免許状の教科以外，余剰単位として充てることはできない。

② 「教育実習 I」を履修するには，第4表の女印を付してある必修科目（教職実践演習（中・

高）を除く）と，実習教科の教脊法 I・ II・(Ill) の単位を修得していなければならない。

ただし，高等学校の免許状のみの場合は「道徳教育の坪論と方法」を除く。なお，中学校の

免許状を取得する場合には，「教育実習 II」を併せて履修すること。

3.教科に関する科目

「教科に関する科H」は，免許状の教科別に定められた科Hで，各学科の専門科日の一部及び

自由科日からなっている。本学では，中学・高校と両方の免許状取得を H指す教科コース制をと

っており，その科日は第 6表～第23表のとおりである。学科ごとに授業科日が指定されているの

で，所属学部・学科の表を確認すること。指定された科Hの中から，女印の付してある教職諜程

における必修科l1を含み20単位以t修得すること。

なお，第 6表から第23表の単位数△印を付してある科日は日由科［1, 無印は各学部・学科の選

択科Hを示す。

4.教科又は教職に関する科目

「教科に関する科l1」および「教職に関する科li」の中から，最低修得爪位数を超えて，中

学校教諭 i種免許状では 8 単位，翡笠学校教諭•種免，；乍状では 16凩位以 I^．を選択して修得するこ

と。
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経営情報学部 総合経営学科

社会コース（社会・公民）

以ドの表より，教脊職員免91,I社、：上において規定する凩位数を含み，最低20爪1り：以上修得しな

ければならないc

第6表〔社会関係授業科fl〕

教有職員免咋法施行規則 1
免許 定める教科に関する専門 本学開設科日
状の 教脊科H 備考

種類， 科 II 間設科ll 単位
履修
年次

l_1本史及び外国史 ＊外国史概，；兒 2 2 
斎 H 本の歴史 a 2 2・3 
I ！斉日本の常歴史 b 2 2・3 
経史 2 2・3 

地岬学（地誌を含むぃ） 唸地 則 、9f99.← a 2 2 
＇ 

＊ 地 月！ 学 b 2 2 
＊地 誌 2 3 

I 地理情報論 I △ 4 l ・ 2 
地理情報論 l1 △ 4 2・3 

「法律学，政治学」 責法律学概論 2 1・2 
*fEl 際 法 I 2 3・4 
＊国 際 法 II 2 3・4 
国家と 政治 2 l ・ 2 
現代社会論 2 l ・ 2 
地域と峠らし 2 l ・ 2 
泊費牛括と行政 2 1 ・ 2 
政 、（‘ムロ 学 2 2・3 

中 1 i 政 学 2 2・3 
民 法 I 2 2・3 
民 法 II 2 2・3 

｝--f立，→ 商 法 I 2 2・3 
商 法 II 2 2・3 
法人税法 I 2 3・4 

校 法人税法 Il 2 3・4 
行 政 法 2 2・3 
だ)ムJ 働 法 2 2・3 
経 済 法 2 2・3 

「社会学，経済学」 ＊国際経済学 2 2・3・4 
＊経済原論 I 2 1 ・ 2 ・ 3 

種
＊経済原論 II 2 1 ・ 2 ・ 3 
統叶学の駐礎知識 2 1 ・ 2 
経済学の悲礎 2 1 
経 済 1i 情 2 l ・ 2 ・ 3 
ミクロ経済学 2 3 
マクロ経済学 2 3 
財 政 ｝了呂. 2 4 
国際経済事情 2 1 ・ 2 
ノ、f‘ぇ 融 論 I 2 2・3 
金 融 論 II 2 2・3 
瑾 f商取引論 2 2・3 
経営管理総論 2 2・3 
企業倫坪論 2 2・3 
地域振興論 2 2・3 
国際経、｝玲論 2 3・4 
異文化適応論 2 1 ・ 2 
企業と 社会 2 1 

「1『学，倫理学，宗教 倫則学概論 2 1 ・ 2 いず1i1i参tれか 1科選択H 
学」 宋教学概論 2 1 ・ 2 ・ 3 

2 位以l-̂
必、

玄印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第7表〔公民関係授業科目〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科日

状の 教育科l1 備考

種類
科 目 開設科目 単位 闘

「法律学（国際法を含む。）， ＊法律学概論 2 1 ・ 2 
政治学（国際政治を含む。）」 ＊国 際 法 I 2 3・4 

女国 際 法 II 2 3・4 
国家と政治 2 1 ・ 2 
現代社会論 2 1・2 
地域と暮らし 2 1 ・ 2 
梢費生活と行政 2 1 ・ 2 
政 治 ｝←子立テぶ 2 2・3 
行 政 呂子 2 2・3 
民 法 I 2 2・3 
民 法 ]1 2 2・3 
商 法 I 2 2・3 
商 法 II 2 2・3 

高 法人税法 I 2 3・4 
法人税法 1I 2 3・4 
行 政 法 2 2・3 

等 、ヵ立9, 働 法 2 2・3 
経 済 法 2 2・3 

学 「社会学，経済学（国際 ＊国際経済学 2 2・3・4 
経済を含む。）」 玄経済原論 I 2 1 ・ 2 ・ 3 

＊経済原論 II 2 1 ・ 2 ・ 3 
校 統計学の基礎知識 2 1 ・ 2 

経済学の基礎 2 1 
経 済 事 情 2 1・2 
ミクロ経済学 2 3 
マクロ経済学 2 3 

種
財 政 }子ソ， 2 4 
国際経済事情 2 1 ・ 2 
金 融 論 I 2 2・3 
ノ寸 融 論 II 2 2・3 
電子商取引論 2 2 
経営管理総論 2 2・3 
企業倫理論 2 2・3 
地域振輿論 2 2・3 
国際経営論 2 3・4 
異文化適応論 2 1 ・ 2 
企業と社会 2 1 

「哲学，倫理学，宗教 倫理学概論 2 1・2 いずれか 1科H2単位以上選択
学，心理学」 宗教学概論 2 1 ・ 2 ・ 3 必修

食印の付してある科Hは，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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商業コース（商業）

以ドの表より，教育職員免許法じにおいて規定するりi位数を含み，最低20単位以1̂^ 修得しなけ

ればならない。

第 8表〔商業関係授業科II〕

免府
教脊職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学間設科I_j

状の 教育科目 備 考
種類

科 目 閲，没科[l 単位！
履修

I 年次
I 

商業の関係科日 食会 は 学 I 2 1 ・ 2 
食会 叶 ヽヽ了ヽ9,人 II 2 1 ・ 2 
＊マーケティング論 2 1 
経背学総論 2 1 
流 通 論 2 2・3 
ロジスティクス概論 2 1 ・ 2 
簿 記 論 I 2 1 ・ 2 
僧Ivr｝ 叫 論 II 2 1 ・ 2 
l：級簿叫論 2 1 ・ 2 
「：業簿出論 I 2 1・2 
「．業簿記論 II 2 

！ ！ 
1・2 

財務諸表論 I 2 2・3 
財務諸表論 II 2 2・3 
経党分析論 I 2 2・3 

砂9 ̂  
経党分析論 II 2 2・3 
経常戦略論 2 3 

等 人'li労務竹耶論 2 2・3 
経営組織論 2 2・3 
中小企業論 2 3・4 

｝子ら^  企業とリスクマネジメント 2 2・3 
管理会社論 I 2 I 3・4 

校 管理会叶論 II 2 3・4 
J[［ frtli HI→ $> 孤倫 I 2 2・3 
原価計算論 II 2 2・3 
会社監在論 2 2・3 
現代ファイナンス溢 2 3・4 

種 消費者行動分析論 2 I 3・4 
広 告 論 2 3・4 
非営利マーケティング論 2 3・4 
サービスマーケティング論 2 3・4 
起業マネジメント論 2 3・4 
事業 と継承 2 I 2・3 
新規事業開発論 2 2・3 
ベンチャーキャピタル論 2 3・4 
NPOマネジメント論 2 3・4 
行政・自治体

マネジメント溢 2 3・4 
小売経常論 2 2・3 
サービス実践論 a 2 2・3 
サービス実践論 b 2 2・3 

職業指導 ＊職 業 指 ii首了 △ 4 3 

食印の付してある科目は，免許状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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情報コース（情報）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第9表〔情報関係授業科目〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科H

状の 教育科H 備考

種類
科 目 開設科目 単位

履修
年次

情報社会及び情報倫理 ＊情報社会と情報倫理 2 1 
情報化戦略論 2 2 

コンピュータ及び情報処理 ＊ァルゴリズム基礎論 2 2 
（実習を含む。） ＊プログラミング基礎 2 2 

情報メデイア論 2 1 

情報学基礎演習 2 1 ・ 2 
情報学応用演習 2 1 ・ 2 
情 報 理 論 2 2 

高 アルゴリズム応用論 2 2 
プログラム設計 2 2・3 

等
プログラミング応用 2 2・3 

情報システム（実習を含 玄情報システム論 2 2 

え子
む。） 経営情報基礎論 2 1 

データベース基礎論 2 2 
データベース応用論 2 2 

校 データベース演習 2 3 
システム監査論 2 2・3 

情報通信ネットワーク 唸情報ネットワーク論 2 2 
（実習を含む。） インターネット社会論 2 2 

種
流通情報システム論 2 2 

マルチメデイア表現及 唸デジタルメデイア論 2 2 
び技術（実習を含む。） 情報表現技法 2 1 ・ 2 

デジタルメディア

アプリケーション基礎 2 2 
モデル化と

シミュレーション 2 3 

情報と職業 ＊情報と 職業 2 2 

情報産業論 2 2 
マーケティング情報論 2 3 
組織情報論 2 1 ・ 2 

唸印の付してある科Hは，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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保健体脊コース（保健休脊）

以ドの表より，教育職員免昨法上において規定する平位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第10表〔保健体行関係投業科H〕

教脊職員免許法施行規則
免詐定める教科に関する専門
状の教育科目

種類
科[l

本学開設科LJ

間設科t-l 修
次
脱

年

4

^

 III 
＇ il 
、r―

備考

体育実技 動

動

技

泳

渾り

述

競

[ l l 

学

校

＊体つく
器械

陸 l_^．

水
サッカ

バレーボール

バスケットボール

柔 道

ダンス

スキー

△ l 

△ 1 

△ 1 

△ l 

△ l 
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※器械連動，陸上
競技，水泳の 3
科ljより 2科[l 
2単位選択必修

※采道，ダンス，
スキーの 3科rl
より 1科H1単
位選択必修

種
． 「休育原理，体育心理学，
高 体育経‘i；{；管理学， 1本有社
会学」及び運動学（運動

等 方法学を含む。）

学

校

食述動学（述動）j法学を含む）

スポーツ経党学

スポーツ心理学

スポーツ社会学

心と身休の科学

2
 2

2

2

2

 

△
 

科
修
2
必ーー、
り
iJ

よ
選
H
位
科
単
4

4

 

＼

ー

ー

3

3

3

 
．
 

.

.
 2

2

2

 

．
 

2

2

1

 

柾 1 生理学

（連動It珊学を含む。）

責連動生理学

解剖生坪学

スポーツ栄養学

健康竹則概論

スポーツ医学

健康運動指導法

（実習を含む）

衛生学及び公衆衛生学 I食衛生・公衆衛生学 2 
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2

2

2

2

2
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学校保健（小児保健，精 1食学校保健学 '2

神保健，学校安令及ひ救 I斉救 急 処 附 1 2 
忌処置を含む。） （実習を含む）

| 1 

唸印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず］多得しなければならない。
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2
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国際人文学部 国際文化学科

同語コース（国語）

以下の表より，教宥職貝免許法上において規定する単位数を含み，最低 20単位以上修得しな

ければならない。

第11表［国語関係授業科目〕

教育職員免許法施行規則

免許 定める教科に関する導門 本学間設科日

状の 教育科H 備考
種類

科目 開設科H 単位
履修
年次

食日本語学概論 a 2 1 ・ 2 

国語学（音声汀語及び文 食日本語学概論 b 2 1 ・ 2 

章表現に関するものを含 言語学概論 a 2 1 ・ 2 

む。） 語学概論 b 2 1 ・ 2 

日本語の音声 2 2 

中 H本語の語彙・意味 2 1 ・ 2 
H本語の文法 a 2 1 ・ 2 
日本語の文法 b 2 1 ・ 2 

｝ 子 Iに口．J 日本語教授法a（教授法） 2 2 ・ :i 

邸^ヽJ・： 
日本語教授法 b

（コースデザイン・評価） 2 2 ・ 3 

校 足'+ 廿本語教授怯c（教材・教具） 2 2 ・ 3 

校
日本語教育事情a 2 3 ・ 4 

日本語教育事情b 2 3 ・ 4 
--

日本語教育実習 3 3 ・ 4 

種 日 本語表現 2 1 ・ 2 

種
国文学（国文学史を含 *1::1本文学概論 2 1 ・ 2 

む。） 唸R 本文学史 2 2 

H本の文学a（古典） 2 2 ・ 3 

日本の文学b（近・現代） 2 2 ・ 3 

漠文学 玄漠文溝説a（韻文） 2 2 ・ 3 

唸漢文講読b（散文） 2 3 

書道（翡写を中心とす *;~: 道a（書写中心）
2 2 1I 2 3 ・ 3 

る。） 食書道b（翡写中心）

唸印の付してある科Hは，免許状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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社会コース（社会・地理歴史）

以ドの表より，教育職員免許法いこおいて規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しな

ければならない。

第12表〔社会関係授業科H〕

教育職員免許法施行規貝IJ

免許 定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科H 備考
種類

科H 開設科[j 吊位
履修
年次

日本史及び外国史 ＊外国史概説 2 1 ・ 2 

*H 本の歴史a 2 1 ・ 2 
＊日本の歴史b 2 1 ・ 2 
文化交流史a（廿本：アシア） 2 2 ・ 3 
文化交流史b（廿本：欧米） 2 2 ・ 3 
アメリカの歴史 2 1 ・ 2 
韓国の歴史 2 1 ・ 2 
中 国の歴 史 2 1 ・ 2 
ラテンアメリカの歴史 2 2 ・ 3 

地理学（地誌を含む。） 食地 理 た子 a 2 2 
女地 理 学 b 2 2 

＊地 三P←→心士：ヽ 2 2 ・ 3 
文化人類学 2 1 ・ 2 

中 遺跡と文化遺産 2 2 ・ 3 
国際文化研修 I 2 1・2・3・4 

日中比較文化 2 3 ・ 4 
だ・子・ 

「法律学，政治学」 女法律学概論 2 1 ・ 2 
貨国 際 法 4 3 ・ 4 

校 国際関係論 4 3 ・ 4 
政治学入門 2 1 ・ 2 
国際政治入門 2 1 ・ 2 
中国ビジネスと法 2 3 ・ 4 

「社会学，経済学」 唸国際経済学 4 3 ・ 4 

種 唸経済原論 I 2 2 ・ 3 
唸経済原論 II 2 2 ・ 3 
経済学入門 2 1 ・ 2 
ア ジア経済 2 2 ・ 3 
社会学人門 2 1 ・ 2 
女 性 ，，，，子ァ 2 l. 2 

ビジネス入門 2 1 ・ 2 
韓国現代杜会論 2 2 ・ 3 
中国都市文化論 2 2 ・ 3 
中国経済入門 2 2 ・ 3 
中 国産業論 2 2 ・ 3 

「哲学，倫理学，宗教学」 倫理学概論 2 2 いずれか 1科日
2単位以上選択

宗教学概論 2 2 必修

唸印の付してある科Hは，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第13表〔地理歴史関係授業科目〕

教育職員免許法施行規則

免許 定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科目 備考
種類

科目 開設科目 平位
履修
年次

H 本史 ＊日本の歴史 a 2 1 ・ 2 

＊日本の歴史 b 2 1 ・ 2 

文化交流史 a 2 2 ・ 3 

高
（日本：アジア）

文化交流史 b 2 2 ・ 3 

（日本：欧米）

等
外国史 ＊外国史概説 2 1 ・ 2 

アメリカの歴史 2 1 ・ 2 

足子 韓国の歴史 2 1 ・ 2 

中 国の歴史 2 1 ・ 2 

ラテンアメリカの歴史 2 2 ・ 3 

校

人文地理学及び自然地理学 貨地 理 四+ a 2 2 
女地 理 学 b 2 2 

文化人類学 2 1 ・ 2 

遺跡と文化遺産 2 2 ・ 3 

国際文化研修 I z 1・2・3・4 
種 日中比較文化 2 3 ・ 4 

H 本民俗学 2 1 ・ 2 

日韓比較文化 2 3 ・ 4 

沖縄文化交流史 2 2 ・ 3 

地 誌 ＊地 ニ=＂心i^-‘ ヽ 2 2 ・ 3 

斉印の付してある科日は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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英語コース（英語）

以ドの衣より，教脊職員免昨法l：において規定する弔位数を含み，最低20平位以上修得しなけ

ればならないc

第14表〔英治関係授業科「I〕

教行職貝免叶法施行規則

免許 定める教科に関する専門 本学開設科H
状の 教脊科H 備考
種類 股修

科ll 間設科ll 凩位
年次

）、＇l:,合mii 戸--i— 責英語学概論 a 2 1 ・ 2 

責英語学概論 b 2 1 ・ 2 

央99, ； 米 文学 食アメリカ文学概論 2 1 ・ 2 

羹近代イギリス文学 2 2 ・ 3 

中
英語コミュニケーション 唸BasicWriting Skills 2 1 ・ 2 ・ 3 
‘ヽr‘’亨̂  

Intermediate Grammar 2 1 ・ 2 ・ 3 

校 Intermediate Pracial 2 1 ・ 2 

Discussion Skills 

Intermediate Reading Skills z 2 ・ 3 
凶エ― Business English Writing 2 2 ・ 3 ・ 4 

をか生・ Spoken Business English 2 I 2 • 3 • 4 

翻訳の基礎（英日） 2 3 ・ 4 
ぇ--f9I—, 

翻式の技法（英廿・実務翻此 2 3 ・ 4 

校 通訳の基礎（英H) 2 3 ・ 4 

通訳の技法（英bl・実務翻瓜） 2 3 ・ 4 
---

種 異文化理解 ＊異文化間コミュニケーショ 2 2 ・ 3 

比較文化概論 2 1 ・ 2 

アメリカ文化概論 2 1 ・ 2 

アメリカの歴史 i 2 1 ・ 2 

ヨーロッパ冊界とアメリカ 2 2 ・ 3 ・ 4 

多文化社会論 2 3 ・ 4 

コミュニケーションのtt罷 2 1 ・ 2 

異 文化理解 2 1 ・ 2 

斉印の付してある科日は，免許状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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国際人文学部 国際交流学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第15表〔社会関係授業科H〕

教育職員免許法施行規則

免許 定める教科に関する専門 本学開設科日

状の 教育科日 備考
種類 履修

科H 開設科H 単位
年次

日本史及び外国史 唸外国史概説 2 2 

食R 本の歴史 a 2 1 ・ 2 
食日本の歴史 b 2 1 ・ 2 

文化交流史a（日本：アジア） 2 2 ・ 3 

文化交流史b（日本：欧米） 2 2 ・ 3 

地理学（地誌を含む。） 食地 理 -ヽぃrら-a  2 2 

女地 理 学 b 2 2 

食地 誌 2 3 

中
「法律学，政治学」 食法律学概論 2 2 ・ 3 

食国 際 法 4 3 ・ 4 
国際政治人門 2 1 ・ 2 

え子
政治学入門 2 2 

国際交流・協力実践 2 1 ・ 2 

国際開発論 4 3 ・ 4 
校

国際関係論 4 3 ・ 4 

アジア国際関係論 4 3 ・ 4 

国際交流論 2 1 ・ 2 

「社会学，経済学」 唸同際経済学 4 3 ・ 4 

古経済原論 I 2 2 ・ 3 
種 食経済原論 II 2 2 ・ 3 

経済学人門 2 2 

日本とヨーロッパ 2 1 ・ 2 

日本とアジア 2 1 ・ 2 

NGO・ NPO論 2 3 ・ 4 

異文化適応論 2 2 ・ 3 

「竹学，倫理学，宋教学」 食倫理学概論 2 2 いずれか 1科日

唸‘ぷ教学概論 2 2 2単位以上選択
必修

食印の付してある科日は，免許状粁格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第16表〔公民関係校業科H〕

教有職員免昨法施行規則

i 
免許 定める教科に関する専門 本学開設科［］

状の 教育科ll 備考・
種類 単位 ， ，1 脱修 I 

i 
平I•l l 開設科H

年次

「法律学([1鼎I際法を含む）， 1食法律学概論 2 2 ・ 3 
政治学（国際政治を含 貨囚 際 法 4 :-i. 4 
むC)」 lし］際政治人門 2 1 ・ 2 

~ 蛉x. 
政治学人 門 2 2 

I 川際交流・協力実践 2 1 ・ 2 
国際間発論 4 3 ・ 4 

笠 I吋際関係論 4 3 ・ 4 

アジア国際関係論 4 3 ・ 4 
[E] 際交流論 2 1 ・ 2 

-ヽ‘ーfヽ9→, 

「社会学，経済学（囚際 *I―1i) 際経済学 4 3 ・ 4 
経済を含むe)」 食経済原論 I 2 2 ・ 3 

校，
食経済原論 II 2 2 ・ 3 
経済学人門 2 

i 

2 
fj本とヨーロッパ 2 l ・ 2 
日本とアジア 2 1 ・ 2 
NGO・ NPO論 2 3 ・ 4 

種
異文化適 J、も論 2 2 ・ 3 

「{1]学，倫理学，：；：教学， 倫則学概論 2 2 いずれか 1科ll

心理学」 宗教学概論 2 
I 
2 
2単位以上選択
必修

没印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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英語コース（英語）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第17表〔英語関係授業科目〕

教育職員免許法施行規則

免許 定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科目 備考
種類 履修

科目 開設科目 単位
年次

英語学 食英語学概論 a 2 1 ・ 2 

唸英語学概論 b 2 1 ・ 2 

英米 文 逆子 ＊アメリカ文学概論 2 1 ・ 2 

中
食近代イギリス文学 2 2 ・ 3 

呂子 英語コミュニケーション 索BasicWriting Skills 2 1 

校
Intermediate Pracial 

Discussion Skills 2 1 

Intermediate Reading Skills 2 2 

高 Intermediate Writing Skills 2 2 

Business English Writing 2 3 ・ 4 
等 Spoken Business English 2 3 ・ 4 

呂子 翻訳の基礎（英日） 2 3 ・ 4 

翻訳の技法（英日・実務翻訳） 2 3 ・ 4 
校 通訳の基礎（英日） 2 3 ・ 4 

通訳の技法（英日・実務翻訳） 2 3 ・ 4 

種
異文化理解 女晃文化問コミュニケーション論 2 2 ・ 3 

比較文化概論 2 1 ・ 2 

異文化理解 2 1 ・ 2 

日 本 と 北米 2 1 ・ 2 

アメリカ対外関係論 4 3 ・ 4 

国際コミュニケーション人門 2 1 ・ 2 

食印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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福祉総合学部 福祉総合学科

社会コース（社会）

以ドの表より，教脊職員免，1午法 l：において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第18表〔社会閃係授業科目〕

免昨 I1教宥職員免咋法施行規則 1

定める教科に関するしリ門 本学開設科H
状の 教育科 ~l 備考

種類
科 II 開設科H 単位

履修
年次

日本史及び外国史 ＊外 lli] 史概説 △ 2 2 

＊日本の歴史 a △ 2 2・3 

＊日本の歴史 b △ 2 2・3 

地則学（地―E志を含む） 唸地 理
、efヽ9. a △ 2 2 

食地 理 だ-fら̂ b △ 2 2 

翡
食地 誌 △ 2 3 

「法律‘'乳政治学」 食法律学概論 △ 2 2 

等
責同 際 法 △ 4 3・4 

I 権利擁護論 2 2・3 

、9fヽ9→, 「社会学，経済学」 *llil l祭経済学 △ 4 3・4 

＊経済原論 I △ 2 2・3 

校
食経済原論 II △ 2 2・3 

人 間 ,'-f立ァ• 2 1 ・ 2 
ジェンダーと福祉社会 2 1 ・ 2 

ジェンダー論 2 1 ・ 2 
サスティナプル杜会論 2 1・2 

種
I 
社 会 四--f→ 2 1・2 

環境情報論 2 2・3 

ユニバーサルデザイン論 2 l ・ 2 

生活と 環境 2 2・3 

「哲学，倫理学，宗教 倫理学概論 △ 2 2 いずれか 1科日
2修単位以卜選択

学」 宗教学概論 △ 2 3 I必

食印の付してある科l」は，免，；乍状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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社会コース（公民）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する準位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第19表〔公民関係授業科目〕

免許
教育職教員免許法施行規則
定める 科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科目 備考

種類
科 H 開設科目 単位 闘

「法律学（国際法を含む。），＊法律学概論 △ 2 2 

政治学（国際政治を含む。）」 ＊国 際 法 △ 4 3・4 

権利擁護論 2 2・3 
・紐ル一
「社会学，経済学（国際 ＊国際経済学 △ 4 3・4 

経済を含む。）」 ＊経済原論 I △ 2 2・3 

等 食経済原論 Il △ 2 2・3 

人 間 心--fら— 2 1 ・ 2 

i子立
ジェンダーと福祉社会 2 1 ・ 2 

ジェンダー論 2 1 ・ 2 

サスティナブル社会論 2 1 ・ 2 
校 社 会 、さ了ら— 2 1 ・ 2 

環境情報論 2 2・3 

ユニバーサルデザイン論 2 1 ・ 2 

生活と環境 2 2・3 

種
「哲学，倫理学，宗教学， 倫理学概論 △ 2 2 

いずれか 1科日

心理学」 宗教学概論 △ 2 3 
必2単修位以上選択

食印の付してある科目は，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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福祉コース（福祉）

以Fの表より，教育職貝免叶叶去上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第20衣〔伽祉関係授業科ll〕

免咋
教脊職教員免許法施行規則
定める 科に関する専門 本学開設科日

状の 教育科H 備考

種類
科 目 開設科日 単位 闘

社会福祉学 唸現代社会と福祉 4 1 ・ 2 
（職業指導を含む。） （職業指導を含む）

福祉文化論 2 1 ・ 2 
社会保障論 4 2・3 

生活保護論 2 2・3 

高 女性福祉論 2 1 ・ 2 

裔齢者福祉，児窟福祉 唸高齢者福祉論 4 1 ・ 2 
等 及びl硲害者福祉 責fども家庭福祉論 4 1・2 

食障がい者福祉論 4 l ・ 2 
‘ヽf‘’’ 
社会福祉援助技術 食ソーシャルワーク論I 4 2・3 

食ソーシャルワーク論II 4 2・3 
校 地域福祉論 4 1 ・ 2 

医療ソーシャルワーク論 4 2・3 

介設理論及び介設技術 ＊介護の知識と技術 2 l ・ 2 
＊介 旦＂ヌ佑 油 習 △2 2・3 

神
社会福祉総合実習 唸介護実技現場実習 △l 3・4 
（社会福祉援助実宵及び 唸ソーシャルワーク演習I 2 2 
社会福祉施設等におけ ソーシャルワーク演習II 2 3 
る介設実習を含む。）

唸印の付してある科Hは，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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メデイア学部 メディア情報学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，教育職員免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけ

ればならない。

第21表［社会関係授菓科目〕

免許
教育職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科目 備考
種類

科 H 開設科H 単位
履修
年次

日本史及び外国史 玄外国史概説 △ 2 2 

中 唸日本の歴史 a △ 2 2・3 

責日本の歴史 b △ 2 2・3 

戸--fら△ 地理学（地誌を含む。） 食地 理 足子 a △ 2 2 

＊地 理 序1乙 b △ 2 2 

校 ＊地 誌 △ 2 3 

「法律学，政治学」 責法律学概論 △ 2 2 

食国 際 法 △ 4 1 ・ 2 

「社会学，経済学」 ＊国際経済学 △ 4 3・4 
種 女経済原論 I △ 2 2・3 

＊経済原論 II △ 2 2・3 
コミュニケーション

概論 2 1 ・ 2 
マスコミュニケーション論 2 2・3 

メデイア社会進化論 2 1 ・ 2 ・ 3 
ジャーナリズム論 2 2・3 

経済学人門 △ 2 2 

異文化適応論 △ 2 2・3 

「すI『‘芦， イ命J用‘'芹， ；：i,.：孝父 倫雖学概論 △ 2 3 いずれか 1科[l

学」 宗教学概論 △ 2 3 必2単修位以上選択

＊目］の付してある科LJは，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第 22表〔公民関係授業科II〕

免許
教脊職員免許法施行規則
定める教科に関する専門 本学間設科ll

状の 教育科目 備考

種類
科 H 開設科•H 単位

履修
年次

I I 

「法律学(lEl際法を含む。）， 食法 fl［学概高 2 2 

政治学（国際政治を含む）」 責国 際 法 △ 4 1 ・ 2 

「社会学，経済学（国際 玄国際経済学 △ 4 ! 3・4 

11・:1▲ I 1 経済を含む。）」 食経済原論 I △ 2 2・3 
食経済厭論 II △ 2 2・3 

等 コミュニケーション

if‘’費・ 概 論 2 1 ・ 2 
マスコミュニケーション論 2 2・3 

校 メディア杜会進化論 2 l ・ 2 ・ 3 

___, ジャーナリズム論 2 2・3 

経済学入門 △ 2 2 
釉 沢文化適応論 △ 2 2・3 

『阿‘`芹， 什託里‘‘芹， ；；^し孝父牙'.9 倫 坪学概論 △ 2 3 いずれか 1科II
2岨位以 l̂^選択

心理学」 、ぷ教学概論 △ 2 3 必修

羹印の付してある科甘は，免，1午状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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情報コース（情報）

以下の表より，教職貝免許法上において規定する単位数を含み，最低20単位以上修得しなけれ

ばならない。

第23表〔情報関係授業科目〕

免許
教育職教員免許法施行規則
定める 科に関する専門 本学開設科目

状の 教育科目 備考

種類
科 H 開設科目 単位

履修
年次

情報社会及び情報倫理 ＊情報と倫理 2 1 

コンピュータ及び情報処理 *JavaプログラミングI 2 2・3 
（実習を含む。） ビジネスアプリケーションII 2 1 

高
Javaプログラミング1I 4 2・3 
データ構造と

アルゴリズム論 2 2 
等
情報システム（実習を含 唸情報システム論 2 1 ・ 2 
む。） データベース I 2 2・3 

i］ー了ーソ データベース II 4 2・3 

情報通信ネットワーク 唸インターネット情報基盤 4 2 
校 （実習を含む。） サーバ構築と運用管理 2 3 

マルチメデイア表現及 ＊マルチメデイア
aム

び技術（実習を含む。） コンテンツ論 2 3 
デジタルメデイア

種 アプリケーション基礎 2 1 
デジタルメデイア

アプリケーション応用 2 1 
デジタルデザイン I 2 2・3 

情報と職業 唸情報と 職業 △ 2 2 

食印の付してある科Hは，免許状資格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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w．教職課程履修についての注意

1.教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

1)各年次のオリエンテーションに必ず出席すること そのI象必ず学牛便見を持参すること

2) 教職課程を股修しようとする者は， 1年次から）役修叶圃を立てることく、ただし，｝役修に

あたっては，卒業に必要な科日を優先し，その上で，教職諜程の科llの版修を名えるこ

と。したがって，時間割 l^＾で脱修したい教職関係の利• | lと学部専門科tlがlri]ll:｝限に爪複し

た場合は， Hij述の）以則に従って履修，i「l1lりを立んてること，

3)教職諜程を履修しようとする者は， 1年次4月に「教職諜禾皐登録カード」を教務諜へ提

出をすること

4)授業科llは， 卜級年次の利廿を）復修することはできない 卜級年次の者か， ド級年次に

配：・11された科Ilを屈修することは差し支えないが，時間割編成lこ，学部専門科Hと爪複す

る場合があるので，配‘り年次に履修することが望ましい

5) 編人学牛は，学部の投業科tlとして，，忍定された単位か，免咋法卜の肌位と認、定できない

こともあるので，オリエンテーションの際に個別指導を受けること

6)教職諜程に閃する連絡は，すべて掲小によりおこなう

2.教育実習について

教育丈胄は， 4年次〔実胄校から指定された 2週間（中学校免許の場合には 4週間）〕におこなう

教官丈宵 I及びII （中学校免咋の場合にば必修）の履修に1際しては，単に必安なり叶立を修得す

ればよいなどという安易な名え方はしないで，教培に立って正規の授業や牛徒指導を担‘liする八

任を考えて，教職の職務を理解してしっかりと準備しなければならないしうそのためには，以ドに

／jぐす各瑣をふまえて，真剣に取り組むこと。

1)教脊実曹 I・ IIの履修条件

J・＼ 教脊実背年度に 4年次の者で， 3年次終[Ilがまでに履修できる学科必修科日を全て修得

していること

噂 3年終白待に教職に関する科甘（第 4人）の「教職論」「教宥）原則」「教行心則学」「教

脊諜杵論」「教脊制疫」「教科教行法」「道徳教宥の則溢と｝j法」「特別活動論」「教宥Jj法

論」「生徒指祁J9教有相，，炎」を令て修得していること （似iぐ夕学校の免咋状のみの場合

は，「道徳教育の理論と力^法」を除く C) ただし，学科必修科llと重なり履修ができない等

においては，未修得科Ilがあっても認めることもある

⑬ 心身ともに健康で教員として適格（人物・学）J) であり，教員に従'liするという明確な

H標を持っている者c

2) 教有実宵内晶i「・.続きについて

教育実習希沼者は，実習実施のHij年）文のうちに各「l中学校人は翡等学校に教脊実胄を依頼

しておかなければならない．（詳細は， 3年次4月に説明会を行う）

3)教脊実習の履修は， 4年次 4月に発表する「教有実宵生名簿」の登載をもって許n［する
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が，登載後も指導を受けていない場合には，教育実習の許可を取り消すことがある。

4)教育実習費納入について

教育実習生名簿に登載された者は，教脊実習費30,000円を納入しなければならない。ま

た，一度納めた実習費は，理由の如何にかかわらず返還しない。実習費納人方法について

は， 4年次オリエンテーションで説明する。

5)教育実習事前・事後指導

① 教育実習事前指導

教育実習に向けて，教育実習担当教貝により指導を行う。

期間： 4年次の 4~ 5月（実施計画については，オリエンテーション時に説明）

② 教育実習事後指導

教育実習終了後，教育実習担当教員により，指導を行う。

（日時および教室等については，掲示にて指示する。）

3.介護等体験について（中学校教諭一種対象）

平成10年4月 1日「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職貝免許法の特例

等に関する法律」が施行され，小学校または中学校の教員免許状を取得する際の必須要件とな

っている。

目的は，障害者，高齢者等に対する介護，介助さらにこれらの人々と人間的な交流等の休験

を通して，個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する知識を深め，教貝としての資質の向上を図

り，義務教育の一＾層の充実を期することを目的としている。

体験は 3年次に特別支援学校2日間，社会福祉施設5日間とする。事前指導を実施するので

必ず参加すること。

4.教育職員免許状一括申請について

1)教育職員免許状の申請は，大学から千業県教育委員会に一括して行う。申請手続きについ

ては， 4 年次の10月に説明会を行う。なお，教育職員免許状は卒業式〗il:::l に交付する。

2) 中学校教諭1→種免許状の申請を希望するものは「介護等の休験」の証明が必要である。詳

細についてはオリエンテーション時に説明する。

5.教員免許更新制度について

平成19年の改正教育職員免許法の成立により，平成21年4月1日から教貝免許更新制度が導

人された。平成21年 4月1日以降に授りされた教員免許状は，授りされた日から10年間の有効

期間が付されることになる。また，有効期間の満了日までに教貝免許更祈講習を受講・修fし

なかった場合には免許状は失効することになる。

※教職課程に関する問い合わせ先→教務課
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健康・スポーツ関連資格

（経営情報学部総合経営学科）

資格①：健康運動実践指導者（受験資格）

●認定団体： （財）健康・休）Jづくり1i業財団

●資格の概略：健康づくりのための運動指導者に仕えられる称りの-つで， l欠学的桔礎知識，

述動生理学の知識，健康づくりのための運動指導の知識・技術等を持ち呵｛建康

づくりを [l的として作成された運動プログラムに）店づき，ジョギング，エアロ

ビクス・ダンス，水泳及び水中述動等のエアロビック・エクササイズ，ストレ

ッチング，筋カ・筋持久fJトレーニング等の補強運動の実践指導を行うことが

できると，忍められた者にかえられる(〉 l1立責格として健康運動指麻卜がある。

●認定方法：以ドの所定の単位修得後，品定団体が行う試験（筆記および実技）に合格した

者が認定される。

●認定料：受験料25,000円，登録料21.000円 (5年節更糾）

●参 考： （財）健康・休）Jづくり事業財団

http:/ /www.health-net.or.jp/undoshidosha/index.html 

系列 科H名 弔位 修得年次

牛涯スポーツ概論 2 1 ・ 2 

スポーツ科学 Ia 1 1 

学科共通
スポーツ科学 Ib 1 1 

科H群II
スポーツ科学IIa 1 1 

スポーツ科学IIb 1 1 

スポーツ栄養学 2 2 

健康管理概論 2 2 

心と身体の科学 2 2 

連動牛理学 2 2 

専門科目 スポーツ心理学 2 2 

群II 解剖生理学 2 2 

救怠処骰（実判を含む） 2 2 

スポーツ医学 2 3 

健康運動指導法（実習を含む） 2 3 

体カトレーニング実習 2 3 

自由科H ダンス 1 2・3 

群 水泳 1 2・3 
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資格② ：スポーツリーダー

●認定団体： （財）日本体育協会

●資格の概略：日本1本育協会公認スポーツ指導者資格の＾つで，地域におけるスポーッグル

ープやサークルなどのリーダーとして，基礎的なスポーツ指導や連営にあたる

人材を投成する。日本体育協会公忍スポーツ指導者責格は， ‘r成17年度より新
制度が導入され，この資格が新たに設けられた。

●認定方法：以ドの所定の屯位を修得後，叶％青した者が認定される。

●認定料： 6,300円（史祈なし）

●参 考： （財）日本体脊協会

http://www.japan-sports.or.jp/ coach/index.html 

系列 科日名 単位

学科共通
牛涯スポーツ概論 2 

科l廿群II

スポーツ社会学 2 

健康管理概論 2 

心と身体の科学 2 
専門科目

スポーツ心理学 2 
群II

救急処置（実習を含む） 2 

スポーツ経党学 2 

スポーツ医学 2 

スポーツと地域振興 2 

修得年次

1 ・ 2 

1 ・ 2 ・ 3 

2 

2 

2 

2 

Z ・ 3 

3 

3 
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資格③：アシスタントマネジャー（受験資格）

●認定団体： （財）日本休脊協会

●資格の概略： H本体育協会公品スポーツ指導者資格の一つで，総合型の地域スポーツクラ

ブにおいて，クラブ員が充実したクラブライフを送ることができるよう，クラ

ブマネジャーを補佐し，クラブ経営のための諸活動をサポートする。

●認定方法：以ドの所定の単位を修得後，認定団体が実施する特別講習を受講し，試験に合

格した者が認定される。

●認定料：受験料2100円

資格登録料10000円 (4年間，初[nl登録時のみプラス3000円）

●参 考： （財）日本体育協会 http://www.japan-sports.or.jp/coach/index.html 

系列 科目名

学科共通
生涯スポーツ概論

科ll群 II

スポーツ社会学

健康秤理概論

心と身体の科学

スポーツ心理学

専．門科ll 救急処置（実習を含む）

群II スポーツ経営学

スポーツ朕学

スポーツと地域振興

地域スポーツマネジメント論a

地域スポーツマネジメント論b

資格④：障害者スポーツ指導員（初級）

●認定団体： （財）日本障害者スポーツ協会

単位 修得年次

2 ]. 2 

2 1 ・ 2 ・ 3 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 ・ 3 

2 3 

2 3 

2 3 

2 3 

●資格の概略：障害者の適性に応じたスポーツ・レクリエーションを通じて，健康・体力の維

持・増進と競技力の向上に寄与する者を養成する。上位資格として中級，上級

がある。

●認定方法：以ドの所定の単位修得後，申請した者が認定される c

●認定料：認定料5,000円，年会費3,500円 (1年1刷

●参 考： （財）日本障害者スポーツ協会 http:/www.jsad.or.jp/ 
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系列 科目名 単位 修得年次

生涯スポーツ概論 2 1 ・ 2 

学科共通 スポーツ科学IIa 1 2 

科H群Il スポーツ科学IIb 1 2 

スポーツ社会学 2 1 ・ 2 

スポーツ心理学 2 2 
専門科H

スポーツ経営学
群II 2 2 ・ 3 

スポーツ医学 2 3 

資格⑤：心肺蘇生法

●認定団体： （特）日本ライフセービング協会

●資格の概略：日本ライフセービング協会の認定資格の一つで，救命の連鎖を理解し心肺蘇生

法ができる者を養成する。ライフセービング活動の導入資格でもある。

●認定方法：救急処置を履修し，授業の中で試験（レポートおよび実技）を行い，合格した

者が認定される。

●認定料他： 3,200円

●参 考： （特）日本ライフセービング協会 http:/ /www.jla.gr.jp/home.htm 

系列 科目名 単位 修得年次

学科共通

科目群II
I救急処置（実習を含む） 2

 
2
 



学芸員資格

1 学芸員資格I
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学芸員資格

本学では，国際人文学部[K]際文化学科の学牛を対象として，学芸員責格取得のための科r］を開

講しています。学辺貝は，博物館におかれるしり1"］的職員であり，科学・歴史・民族・芙術・動植

物等各種の博物館に展ぷする資料を専門的な知識に基づいて収集・保竹・展示し，利用者に対し

て品明・助，i・指導を行い， また調介研究し，その他これらに関連したボ業に従事します。

国際人文学部の学牛は，必修の 7科lil5単位を収得すれば，学士の学位を得るとともに，学芸

員資格に必要な単位を得ることができます。ただし，この 7 科目は•部を除き白由科 [l であり，

卒業要件に必要なりt1立数にはり人されません。

なおt尊物館実習 I・ t導物館実習 IIの履修には実習費30,000円が必要です。

さらに実習牛の受け人れをお願いするt専物館の都合により，特に博物館実習 IIでば受講生の数

を制限する場合もあります。その際には，学芸員の職に対する確固とした志望を確認したl:，第

2 • 3学年で生涯学宵論・拇物館概論・拇物館学各論・視聴謡教育・教脊原雖・博物館実習 Iの

全単位を取得し終えた学生が，優先して博物館実習IIを履修登録できます。

また， l・J心の学芸員の職務を遂行するために相応の専門知識が要求されます。

本学では，文化史・民俗学・考古学・災術史・地n、もの分野から科日を履修できますので，各分

野に挙げる科Hを積極的に単位取得し，専門知識を高めるよう要望いたします。
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博物館学芸員課程講座科目

科 日 本学開講科目 単位 履修年次

生涯学習概論 牛 涯 え子 刃白刃 ＝二"へIIB ～9 2 2・3 

博物館概論 博． 物 館 概 論 2 2 ・ 1 
必

鳩物館経営論

修 博物館資料論 博物館学各論 4 2・3 

博物館情報論

科
博物館実習 I 2 3 

t専物館実習
博物館実習 II 1 4 

目

視聴覚教育メデイア論 視 聴 呂見 教 育 2 2・3 

教育学概論 教 育 原 理 2 2 

日 本 文 化 論 2 1 

比較文化概論 2 1 ・ 2 

伝統文化と生活 2 2 ・ 3 
文 化 史

文化交流史a（廿本：アジア） 2 2・3 

文化交流史b（日本：欧米） 2 2・3 

選 沖縄文化交流史 2 2・3 

文 化 人 類 呂子 2 1 ・ 2 

民 俗 学 日 本 民 俗 足f 2 1 ・ 2 

択 服 飾 文 化 論 2 2・3 

考 古 芯子 遺跡と文化遺産 2 2・3 

美 術 史 2 1 ・ 2 

科 美 術 史 西 洋 芙 術 2 2 

日 本 美 術 2 2 

自然科学史

日
物 理

化 、f2今

生 物 え1-f立^テ

地 理 た-f‘1, a 2 2 

地 誌 地 理 だ-fら— b 2 2 

地 三.91.心七. ヽ 2 2・3 
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学芸員課程行事予定表

I 
1年次 2年次 3年次 4年次

4月卜旬

学芸貝諜程オ リ 工 ン アー シ ヨ ン

中旬

・学芸員諜程

臼リ 登録カード

提出

5月 . t専物館実習費納人
. t専物館実習説明会
. t尊物館実習事前指導

6 l l 

←” 

7月 ・希望実習館調脊票 . t専物館実習先訪間
提出 ・博物館実習 (1週間）

I 

8月

9 J j 

10月 ・博物館実習レポート
I 提出

11月 . 4年生博物館実習報告会

12月

1月

2月

3月 ・博物館へ実習依頼 ・博物館学芸員課程

書送付 単位取得証明書

(~5月頃） 交付（卒業式）
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i 社会福祉士国家試験受験資格 I 
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社会福祉士国家試験受験資格

（福祉総合学部福祉総合学科）

I.社会福祉士とは

社会伽祉卜は，社会輻祉専門職の国家資格であり，社会福祉l：及び介設伽祉l：法によって「専

門的知識及び技術をもつて，身体上佑しくは精神いの障宮があること又は環境上の理由により日

常生活を背むのに支障がある者の輻祉に閃する相，淡に応じ，助ふ指導，福祉サービスを提供す

る者又は医師その他の保健医療サービスを提供する者その他の関係者との連絡及び調整その他の

援助を行うこと（「相談援助J)を業とする者」（法第 2条）と定義されている。

社会福祉l：は地域鉱括支援センターに必骰されているほか各種社会福祉施設の指導貝・牛活支

援員・相談員，相談機関の相談員，公的機関（児童相談所や福祉事務所のケースワーカー）， l笑

療機関（阪療ソーシャルワーカー），教育機関（スクールソーシャルワーカー），老人保健施設

（相談員），社会福祉協議会のコミュニティ・ワーカーやボランティア・コーディネーター，介設

保険事業のケアマネジャー等職域と職種は多岐にわたっている。また、判断能力がイ＜卜分な人た

ちを支援する成年後見制度（成年後見人）等においても社会福祉tは活躍している。

現在，社会福祉を取り巻く状況が大きく変化するなか，地域を悲盤とした相談援助，地域にお

ける就労支援，権利擁護等のサービス利川支援等の分野において，社会福祉上の新たな役割が求

められている。

Il．社会福祉士をめざすには

2007年の法改正に伴い，国家試験受験資格取得のための履修科Hが大輻に改止され， 2009年度

より新しい養成カリキュラムが実施されている。新たなカリキュラムは，より高い実践力を持つ

社会福祉士・の旋成のために現場の仕事に即した内容に見直されており，指定科Hの教脊内容や名

称の変更，新たな指定科Hの設骰，演習・実習時間数の拡充等が盛り込まれている。

社会福祉七の責格を取得するためには，本学で国家試験の受験資格を得た後，年1回実施され

る囚家試験を受験し，合格しなければならない。同家試験の受験資格を得るためには，本学で原

生労働省の指定科Hをすべて単位取得する必要がある（表 lを参照）。

社会福祉七国家試験の合格率は約30％と難関であるが，計画的・効率的な学習を継続すること

で合格のn［能性も高くなるので， 1年次から自分自身の学習スタイルを身につけておくことが大

切である。

指定科目の履修については以ドの点に留意し，原則として開講年次に単位取得する必要があ

る。
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1. 表1にある①，②，③については，その 3科目のうち 1科H以上を単位取得することで国

家試験受験資格を得ることができる。ただし，国家試験合格のためには 3科Hすべてを履

修することが望ましい。

2. 表 1にある⑰，⑱，⑲については，その 3科目のうち l科目以上を単位取得することで国

家試験受験資格を得ることができる。ただし，国家試験合格のためには 3科目すべてを履

修することが望ましい。

3.本学では，表 1の⑦「相談援助の理論と方法」を「ソーシャルワーク論I」,「ソーシャル

ワーク論II」の 2科目に分けて開講しているが，その両方を単位取得しなければならな

し‘°

4.本学では，表 1の⑳「相談援助演習」は 1年次開講の「ソーシャルワークの基礎」， 2年

次開講の「ソーシャルワーク演習 l」, 3年次開講の「ソーシャルワーク演習 II」の 3つ

に分けているが，その 3科目すべてを単位取得しなければならない。ただし，「ソーシャ

ルワーク演習 I」と「ソーシャルワーク演習II」の履修については，実習関連科目である

ことから，別に定められている履修条件を満たす必要がある。その詳細については，各年

次に行われる履修説明会や現場実習説明会で説明するので，それに必ず出席し，履修条件

を満たさなければならない。

5. 実習（「ソーシャルワーク実習J)の諸手続きや詳細についても，現場実習説明会におい

て説明するので，それに必ず出席し，手続きのミスや遅れのないようにしなければならな

い。なお，「ソーシャルワーク実習」においては，履修年次に別に定める登録費を納付し

なければならない。

6. 国家試験については，随時，国家試験受験説明会を開いて説明を行うので，それに必ず出

席し，受験科目や受験手続きについて確認しておく必要がある。

本学には，社会福祉士をめざす学生を支援するために福祉教育センター (A棟 1階）が設置さ

れているので，積極的に活用してもらいたい（詳細は88貞を参照）。
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皿．必要取得単位数（表 1)

）＇j．生労働省による法令指定科Li 本学1}伽］設科II
備 若

科 II 名 科 ll 名 単位 履修年次

1人イトの構造と機能及ひ牧柄＊ l応芥知識 2 l ・ 2 '』之馬免貧t各としては，

2心坪‘・乳雌論と心坪I'1りと接＊ 心即学 2 1 ・ 2 法令指定科l]］ ¥ ~ 3 

3ネ1会罪論と社会システム＊ ネI:会学 2 l ・ 2 のうち 1科ll以じ選

4且i1し村：会とf闘I 現代社会と福祉（職菜指導を含む） I 1 ・ 2 択必修

5社会，凋介のJ.t礎 社会，凋在 2 1 ・ 2 

6 相，，炎援助の晶盤と専門戦 相談援助の基礎と．専門職 4 1・2 

7 tll,，炎援助0)珂！論と方法 ソーシャルワーク論 I l 2・3 

7朴l,，炎1妥助O)f阻論と方法 ソーシャルワーク論[] 1 2・3 

.,8 i也J或fiifll→(!).fll1,i倫と｝j法 地域伽祉論 4 l ・ 2 

9福祉行財政と福祉，jf11訓 伽祉の財政と，iiIIfll 2 l ・ 2 

10福祉サーヒスの糸ll織と経党 福祉経党論 2 2・3 

且社会保1祁 社会保障溢 4 2・3 

12高齢者に対すると援と介，，堡保険制度 的齢者福祉論 4 1 ・ 2 

)3障‘，打者に対する支援と1硲古者1'l立と投 悴かい者福祉，倫 4 1 ・ 2 

制度

(J_4児箪や家庭に対する文投と児侑・家庭 fども家庭福祉論 4 I ・ 2 

福祉制度

応低所得者に対する支援とlj沿斤保，，蔓制）文 生活保，，蔓，倫 2 2・3 

Jり1尿健1入燎サーヒス l尺燎伽祉 2 2・3 ＊＊受験賽格として

17就労支援サービス＊＊ 就労支援 I 2 ・ 3 は．法令指定朴II17 

]8権利擁，，梃と成年後見制度＊＊ 権利擁，没論 2 2・3 -19 0)うち］科II以

、19更牛保護制度＊＊ ,i]法福祉 1 2・3 l：選択必修

⑫(I中II,，炎援助演習 ソーシャルワークの駐礎 l l 

20相，；炎援助演習 ソーシャルワーク演宵 I 2 ‘) 

20+11,，炎i妥U)Jiiii11 ソーシャルワーク涼料 II 2 3 

2（相，，炎援助実習 ソーシャルワーク実胄 6 2 

四相，，炎援助実習指導 ソーシャルワーク甚礎実習指導 1 1 

22中II"炎1妥!l}J‘火習札和浮 ソーシャルワーク実習指導 2 2 

※社会福祉1：指定科liを履修し，福什総合学部を卒業した学1は，社会福祉 i―’j卜，児fit福祉nl，児屯指導員．身体l罪，じ者

福祉い］，知的l旅古者福祉991の各責格を取得てきる たたし，これらの資格は，専門機関・施設で担当職員として1壬用さ

れた後に有効となる11用資格てあるし
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福祉総合学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル（表 2)

科目群 1年次 2年次 3年次 4年次

学科共通科H群I
Fundamentals of English Iか

情報メデイア演習 I②
（基礎科目群）

基礎ゼミ②

学科共通科目群II 地域ボランティア研修②

（フィールド学習科目群Il) 福祉疑似体験(2〗

（この科目群の中から

④単位以上選択必修）

学科共通科目群rn

（コア科H群） 女性福祉論(2,

福祉文化論②

福祉まちづくり論（②

（この科H群の中から

⑥岨位以上選択必修）

医学知識② 社会調査②

心理学③

社会学②

現代社会と福祉

（職業指導を含む） ④ 

相談援助の基礎と専門繊⑭） ソーシャルワーク論I④ ソーシャルワーク論1I④ 

地域福祉論④ 福祉経営論②

専門科目群
福祉の財政と計画②

高齢者福祉論④ 社会保障論Aノ 就労支援①
（選択科目群）

⑯単位以上
障がい者福祉論④ fども家庭福祉論(4 医療福祉⑫

生活保護論(2/

司法福祉」

権利擁護論(2

ソーシャルワークの基礎(I ソーシャルワーク演習I;2 ソーシャルワーク演脅IIl g, 

ソーシャルワーク基礎実習指導(L ソーシャルワーク実習＼6

ソーシャルワーク実習指導2‘

介護の知識と技術⑨ 社会福祉専門研究I② 社会福祉専門研究n2) 

社会福祉応用研究lg 社会福祉応用研究IIか

必修科日群
ゼミナール It, ゼミナールII:,2 

2 科•H /4単位必修

任意科l」群 以上の科目群及び他学部より厄い且位以上を選択必修

※表中の0のなかの数字は単位数を表すぐ9

数

数

位

位
巣

単

次

積

年

累
48 

48 

41 

89 

23 

112 

12 

124 
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精神保健福祉士国家試験受験資格 I 
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精神保健福祉士国家試験受験資格

（福祉総合学部福祉総合学科）

I.精神保健福祉士とは

粕神保健福祉卜は， 1997（平成 9)年に誕牛した精神保健領域のソーシャルワーカーの国家資

格である。「精神保健福祉十の資格を定めて，その業務の適正を図り，もって精神保健の向上及

び精神障‘古者の福祉の増進に寄仔することを目的とする（第 1条）」として精神保健福祉十のl]

的を定めた「精神保健伽祉l：法」（公布：平成 9年12月19[J法律第131号）には，次のように定義

されている。

「精神保健福祉卜とは，第28条の登録（氏名や生年月日などを国に登録する）を受け，精神保

健福祉l：の名称を片jいて，精神障害者の保健及び福祉に関する専門的知識及び技術をもって精神

病院その他の医療施設において精神障寓の医療を受け，又は精神障害者の社会復帰の促進を図る

ことをll的とする施設を利用している者の社会復帰に関する相談に応じ，助占，指樽，日常生活

への適）、心のために必要な訓練その他の援助を行うことを業とする者をいう」（第 2条）。

このように精神保健福祉士は，精神に障害をもつ方々の保健および福祉についての専門的知識

や技術を）廿いて，社会に復帰するための相談援助を行う専門職であり，具体的には，①退院後の

住居や就労や各種の給付制度などの相談に応じる。②支援制度をどう利用すべきかなど退院後の

生活についての助言や指導を行う。③生活や金銭の自己管理および掃除，洗濯，買い物など日常

生活への適応のための必要な訓練を行う。④家庭や職場，学校との連絡調整や手続きなどを援助

するなどを実践する。

責格取得後の職域は拡大しており，精神科病院やクリニックなどの医療機関，保健所や保健セ

ンター，精神保健福祉センターなどの医療相談機関のほか，生活訓練施設や授産施設，福祉1湛．場

などの社会復帰施設，地域生活援助事業を行う施設，生活介護や自立訓練，就労移行支援を行う

伽祉サービス事業を行う施設，地域活動支援センター，ハローワーク，福祉事務所の相談窓口な

ど多様な場面での活躍が期待される。

n．精神保健福祉士をめざすには

精神保健福祉士の資格を取得するには，本学で国家試験の受験資格を得た後に，年 1回 1月下

旬に実施される精神保健福祉士国家試験を受験し合格しなければならない。

また，この受験資格を得るためには，福祉総合学部福祉心理コースにある実習を含めた「厚生

労働省の指定する科目」のすべての単位を取得（表 1を参照）し，大学を卒業する必要（卒業見

込みも可）がある。
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表 1にある原生労働省の指定科目は， 2007（平成19)年の「社会福祉士及び介護福祉七法」の

部改正にともなって新しいカリキュラムが2009（平成20)年4月より実施される。今後，それ

にともなった「新カリキュラム試験」が実施される予定であるため，学部で行う「国家試験受験

説明会」に必ず出席して受験科目の確認を行う必要がある。

1. 表lにある本学開講科日のうち，「医学知識」「心理学」「社会学」「現代社会と福祉（職業

指導を含む）」「地域福祉論」「福祉の財政と計画」「社会保障論」「生活保護論」「医療福

祉」「権利擁護論」の10科口は社会福祉七受験資格と共通の科日である。

2.指定科日のうち，⑪「精神医学」は，本学では「精神医学 I」「精神医学II」となり，「精

神保健学」は「精神保健学I」「精神保健学IIJとなっているため，それぞれ I・ IIとも

に単位取得が必要となる。

3. 表 1にある本学開講科日のうち，「精神保健福祉援助実習」の手続きや詳細については

「実習説明会」において指示があるので必ず出席し，特に，手続きの遅れや提出書類に不

備がないようにすることが必要である。なお，実習の登録費については 3年次に別に定め

る額を納入する必要がある。

精神保健福祉士同家試験の合格基準は総得点の60％を基準としており，過去 5年の合格率はお

おむね60％である。現役での合格を目指すには，まず授業に出席し，基本となる精神保健福祉の

概念や用語を理解することが必要である。さらに，その上に受験対策としてのテクニックを含め

た学習を積み上げることが望ましい。そのため 1・ 2年次より計画的に，継続的に学習を進め，

3 ・ 4年次には別に設けられる受験対策講座などを積極的に活用することが合格への近道とな

る。また，受験勉強の具体的Jj法については，コースの教員や福祉教育センターが相談に応じる

ので積極的に活用すること。

具体的な履修科Hについて，参考として福祉心理コース「精神保健福祉七履修標準モデル」を

表2 （臨床心理モデル）にホす。現場で役立つ心の専門職となるために臨床心理学関連科目も同

時に履修していくことが福祉心理コースの［」的である。参考までに，表3に社会福祉士同時取得

モデルもホす。
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皿．必要単位の取得

表1.精神保健福祉士指定科目

厚牛労働省による法令指定科tl 本学開設科H
備 考

科 ll 名 科 Ll 名 単位^ 股修年次

1人体の構造と機能及び疾病※ 医学知識※ 2 1 ・ 2 

2心理学理論と心理的支援※ 心理学※ 2 l ・ 2 

(3社会理論と社会システム※ 社会学※ 2 l ・2 

は現代社会と福杜※ 現代社会と福祉（職業指導を含む）※ 4 1 ・ 2 

5地域福祉の理論と方法※ 地域福祉論※ 4 1 ・ 2 

6福祉行財政と福祉叶胞l※ 福祉の財政と中Ihi※ 2 1 ・ 2 

¥7社会保障※ 社会保障論※ 4 2・3 

遵．低所得者に対する支援と生活保護制 生活保護論※ 2 2・3 

度※

9保健医療サービス※ 医療福祉※ 2 2 ・ 3 i 

、10権利擁設と成年後見制度※ 権利擁設論※ 2 ! 2 ・ 3 

l]，精神医学 精神医学 I 2 1・2 

精神［欠学1I 2 2・3 

(1-2，精神保健学 精神保健学 I 2 2・3 I 

精神保健学1I 2 2・3 

⑬精神科リハビリテーション学 精神科リハビリテーション学 4 2 ・ 3 

⑭梢神保健福祉論 精神保健福祉論 6 2 

⑬精神保健福祉援助技術総論 精神保健福祉援助技術総論 4 1 ・ 2 

⑯精神保健福祉援助技術各論 精神保健福祉援助技術各論 4 2 

17精神保健福祉援助演宵 精神保健福祉援助演習 4 2 

18精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習（事前・事後 ， 3 
指導含む）

(1 ~¥10の※印を付した科tlは社会福祉じ指定科tlと共通した科目である。

※精神保健福祉七指定科I」を履修し，福祉総合学部を卒栗した学生は，社会福祉主事，児ii'i:福祉n]，児箪指導員，身体

障害者福祉ri]，知的障；杯者福祉n]の各資格を取得できる。ただし，これらの資格は，専門機関・施設で担当職員とし

て任用された後に有効となる任用資格である。
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表2.福祉心理コース精神保健福祉士履修標準モデル（臨床心理モデル）

科目群 1年次 2年次 3年次 4年次

学科共通科目群I I Fundamenia15年年 1t〉'
（基礎科目群） 情報メデイア演習 I2 * 

（必修） 基礎ゼミ③＊
i 

福祉疑似体験②

学科共通科日群II
地域ボランティア研修⑫

（学科共通科且群 11の
（フィールド学習科目群）

1中より 4単位以上選択

必修）

人間学②

地域ボランティア論⑨

学科共通科目群Ill ジェンダーと福祉社会②

（コア科目群） （学科共通科目群1IIの

中より 6単位以上選択

必修）

i 医学知識②※ 地域福祉論3i,※ 社会保障論／4〕※

心理学②※ 福祉の財政と計画② 医療福祉②※

社会学②※ ※ 権利擁護論②※

現代社会と福祉（職業 生活保護論③※

専門科目群 指導を含む） ④※ 精神保健福祉援助実習⑨

精神保健福祉士 精神医学Il② （実習⑤，実習指導③

選択科目 精神医学 I② 精神保健学I② 含む）

精神保健福祉援助技術総論R 精神保健学1I② 精神科）ハビリテーション学④

精神保健福祉論⑥

精神保他福祉援助技術各論④

精神保健福祉援助演習j)

専門科目群
障がい者福祉論⑳＼ 社会調壺② 福祉経営論②

社会福祉七選択科目
高齢者福祉論④ fども家庭福祉論④ 就労支援①

司法福祉¥,1!

臨床心理学I心 臨床心理学 11\2〗 心理療法概論② 臨床心理技法休験演習.2'

専門科目群
介護の知識と技術② 認知心理学② 心理アセスメント基礎演習2！受験対策として，社会

（選択科目）
人格心理学2 臨仄心理ケース、スタティ演習’か ネ闊ネ止専刊］ ~JD\; I ・ II, 

社会心理学② 医療ソーシャルワーク論わ 社会福祉応用研究 I.

くすりの知識2 11も選択できる a

専門必修科目 ゼミナール I¥2¥． ゼミナール 11②*
44 43 38 4 

87 129 

＊印を付した科[1は学部の必修科IIである。

※印を付した科llは社会福祉I：指定科目と共通した科llである
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表3.福祉心理コース精神保健福祉士履修モデル（社会福祉士同時取得モデル）

科1i群 I 1年次 2年次 3年次 4年次

基礎科ll群
Fundamentals of English 1,2'• 

惜報メディア演胄 l2 * 
（必修）

）よ礎ゼミ 2* 

＇ 

輻祉疑似休験 2

地域ボランティア研修2

！ フィールド学背／科ll群 （学科共通科II群 I(/) 

中より 41り1立以卜選択
I 

必修）
I 

人間学2

地域ボランティア論 2

シェンダーと福祉社会2
コア選択利tl群

（学科共通科II群1IIの

中より 6単位．以上選択

必修）

医学知識2※ 地域福祉論A※ 杜会保障論4※

心坪学2※ 福祉の財政と ,;j[IIJj 2 生活保護論2※

社会学2※ ※ l仄燎fi峠l.2※

現代卜［会と福祉（職菜 権利擁設論g※
専-I19j科H群

指導を含む） ＼4※ 精神医学I12 
粕神保健福祉 l.. 

精神保健学 I2 精神保健福祉援助実洲9
選択科II

精神1欠学 I2 精神保健学 1]2 （実宵6, 実宵指導3

精神保健福祉援助技術総論4 精神保健福祉論6, 含む）

精神保健福祉援助技術各論4 精神科リハビリテーション学4

精神保健福祉援助演習4

相談援助の基礎と専門賊4 社会，凋在2 福祉経笞論 2

専門利H群 降がい者福祉論;4, fども家庭福祉論4 就労支援l

社会福祉卜選択科II 翡齢者福祉，；合4 ソーシャルワーク論I4 1iJ法福祉l 受験対策として，札会

如"l科ll群 ソーシャルワークの基礎l ソーシャルワーク演粋 I2 ソーシャルワーク演胄 Il2 伽祉内．ド'l研究 I・ II, 

（選択科目） ゾーシャルワークの甚罷実胃指導l ソーシャルワーク実習§ 1短療ソーシャルワーク論4¥ 社会福祉応用研究 I.

介＼護の虹l"載と技術2 ソーシャルワー りの知識2 ]]も選択できるし、

専門必修科且 ナール I2 * ゼミナール II2・
I 

48 37 2 

94 131 133 

＊印を付した科Hは学部の必修科Hであるし

※印を付した科日は社会福祉l：指定科且と共通した科且である。
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介護福祉士国家試験受験資格

（福祉総合学部 輻祉総合学科介設福祉コース）

I 介護福祉士とは

介設伽祉l：は， 1%齢者や1靡古者の伽祉を図るため，高齢者輻祉施設やl靡古者輻祉施設における

介設サービスや屈もにおける介護サービスを行う社会伽祉内門職の国家責格であり，「専門的知

識及び技術を持って，身休l̂)又は粕神l：の障‘甚があることにより「］常牛活を背むのに支障かある

者につき心身の状況に応じた介設を行い，並びにその者及びその介設者に対して介設に関する指

麻を行うことを業とする者」（社会伽祉．l：及び介設福祉l：法第 2条 2) と定義されている (9

介設福祉卜が働く職域は，介設保倹施設など各種社会伽祉施設の介設員•生活支援貝・相，淡

且，屑む介晶サーヒス'.li業所の功l!il介設員，病院の介設貝なと多岐にわたり，各分野で介設の内

門技術にJ1しづく文按や指導を行う 2 0 0 7年の法改l|]こより，その業務内容の明確化が図られ

「心身の状況に応じた介設」とされた

II 介護福祉士をめざすには

本学の輻祉総合学部伽祉総合学科介設伽祉コースは，指定介護福祉：l：壺成施設である。本学介

設伽祉コースで， lWI・→労働省の指定した科Hを仝て単ぶĴ．収得すると，卒業とInl[I一かに介設伽祉l:IKl

家試験受験責格を取得することかできる 0

1. 本学の介設福祉コースの l]的は，本学の建学の坪念のもと，指定介，役福祉l：投成施設と

しての専門的な学習・研究を通して，理念と技術を体得し，地域の介設に真献するととも

に，国内外を通じて介設の分野でリーダーとなり得る人材を行成することである。

2. 介護福祉コースの脱修を希沼するものは，人学年度の授業開始までに所定の介護福祉

コース登録届を，伽祉総合学部1i務室に提出しなければならないc

3. 介護福祉コースヘの編人・転人は受け人れない。

4. 介設伽祉l：の国家責格に係る原It労働省指定科llは別衣の通りである 0 令て取得しなけ

れば介設福祉t•の lk]家試験受験責格は取得できないので，留紅すること↑

5. 介護実習の語手続きや詮細は，介護実習説明会において説明する。必ず説明会等には出

席し，手続きの漏れやIll]迎いがないようにすること c なお，介設実宵の登録費は， 1, 2, 

3年次に，別に定める額を納人する。

※ 杜会福祉士国家責格取得も希望する場合は，国家＂式験説明会に必ず出席すること。

※ 本学の伽祉総合学部福祉総合学科介護福祉コースに所属しないで，介設福祉十：の責格取得を

目指す学生は， 定の受験資格を満たし， Jff.牛労働省が£施する介護伽祉上試験を受け合格す

ることで，国家責格を取得することができる。
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介護福祉士養成課程に関する科目

指定科目等 本学1}廿設科目
備 考

科 ll 名 科 l] 名 単位 年次

J¥.IH］の各厳と自立 人間学 2 1 ・ 2 

社会の理鮒 社会の理解 4 1 ・ 2 

人間と社会に関する選択 現代社会と福祉法制度 2 1 ・ 2 ※この中から 4科

牛．活と文化 2 1 ・ 2 日を選択すること

社会学 2 1 ・ 2 

社会調介 2 1 ・ 2 

リーダーシップ論 2 1 ・ 2 

牛．命科学 2 1 ・ 2 

介護の悲本 リハビリテーション論 2 3 

介設とリスクマネジメント 2 2 ・ 3 

レクリエーション活動援助法 2 2 

介護概論I 2 1 ・ 2 

介護概論1l 2 2 

人間関係とコミュニケーション 人間関係とコミュニケーション 2 l 

コミュニケーション技術 コミュニケーション技法 I 4 2・3 

コミュニケーション技法1I l 2・3 

生活文援技術 牛活文援技術 I 3 1 

生活支援技術II 2 2・3 

生活支援技術m 2 2・3 

牛活支援技術w 2 2・3 

生活支援技術V 3 2・3 

介護過程 介設過程l 2 1 

介設過程1I 2 2・3 

介護過程皿 1 2・3 

介設総合演宵 ffi梃箭も(riii秤II 1 l 

介，，斐総合演習 II 1 2 

介‘"隻条怠合オ貸伊lIII l 3 

1r,；梃裔怠{ri貸f?I¥r l 4 

介護実胄 介護丈習 I ）ヽ l 

介護丈やIII 4 2 

介護実やlm 4 3 

発逹と名化の理鮒 発達と名化の坪解 4 2・3 

忍'kll症の坪解 ＇，忍欠llitlO)flj!角平 I 2 l ・ 2 

＇，忍灰111!1'0)1阻ii1{ll 2 2・3 

障内者の理鮒 悴がし、者打叶lli倫 4 1 ・ 2 

こころとからだのしくみ ［父学概論 4 I ・ 2 

こころとからだのしくみ I 2 2・3 

こころとからだのしくみ11 ）ヽ 2. 3 

※介設福祉 1：指定科IIを股修し．祁濯総合学部を卒業した学＇［は，社会打闘 I:J:.'札児ii’！怜濯ぃJ.児，り指舜員脊格か取得

てきる、ただし， これらの責格は．＼り1"1機関・施設てtll‘り職員として1TIIlされた後にイ1'；力となる/T)fj賽格てある，



318 

介護福祉コース履修モデル

科ll群 1年次 2年次 3年次 4年次

学科共通科II群 I Fundamentals of English I'2 

（）よ礎利•H群） 情報メティア演習 I2 

）よ礎ゼミ '2

学科共通科H群[] 地域ボランティア研修2

（フィールト学習科廿群Il) 福祉疑似体験2

学科共通科ll群III
この科且群の中から6単位以上選択必修

（コア選択科ll群）

人間学2 コミュニケーション技 リハビリテーション論 介護総合演習WJ,

社会の罪解4 法I'.4 噂

社会学2 コミュニケーション技 介護とリスクマネジメ

リーダーシップ論＼2 法1l〈l¥ ント2

牛活と文化2‘ 介護概論2; 発達と老化の理解i

人間関係とコミュニケ レクリエーション活動 介設過程m1 

ーション 4 援助法2 生活支援技術II12 

介護概論 I2 障がい者福祉論4¥ 介護総合演習IIIJ¥

認知症の理解 I(2 阪学概論4 介護実習m4‘

生活支援技術 I3 こころとからだのしく

専門科H群 介護過程I¥2‘ み I(2>

（選択科H群） 介護総合演習 IT こころとからだのしく

92単位以）・・ 介護実習 I2 みII2, 

介護過程II.2

認知症の理解I[2) 

認知症の理解II⑫

生活支援技術I12 

生活支援技術wg

生活支援技術v③

介護総合演習1l①

介護実習 I14) 

社会福祉専門研究 I⑫ 社会福祉専門研究II③

社会福祉応用研究 I2 社会福祉応用研究II②

必修科[1群
ゼミナール I〈2、 ゼミナール 11⑫

2 科•H 4＼単位必修

任意科目群 介護コース以外の科目群及び他学部より 12単位以上を選択必修

※表中のOのなかの数字は単位数を表す。
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保育士国家資格

（福祉総合学部 福祉総合学科子ども福祉コース）

I 保育士とは

保育1：は'--般に保脊所など児州福祉施設において fどもの保脊を行う者であり，平成15年11

月の改正児咽福祉法施行により国家責格となった 児憎福祉法第18条の 4 （平成15年11月以降）

によって，「都追府県知事の登録を受け，保脊士の名称を用いて，専門的知識及び技術をもって，

児菫の保脊及び児哨の保護者に対する保脊に関する指導を行うことを業とする者」と定義されて

いる。

保脊．j-：が働く職域とは，働く親逹のf• どもを預かり保育する公立や民間の保育所をはじめ，児

菫施設，知的防‘'［児施設などの児れネhi祉施設における児革指導員，また，デパート，公共施設な

どの噌か的にf• どもを禎かる施設，企業保育などがある。

II 保育士をめざすには

本学の福祉総合学部伽祉総合学科fども伽祉コースは，指定保育士投成施設である。本学f

ども伽祉コースで， IV生労働省の指定した科Hを全て単位取得すると，卒業と 19i]時に保育士国家

賽格を取得することができる。

l． 本学のfども福祉コースの目的は，本学の建学の理念のもと，指定保育十養成施設におけ

る専門的な学術研究を通して，国内及び国際社会において子どもの健全な保育に貞献する人

材を促成することである。

2. 子ども福祉コースの履修を希沼するものは，人学年度の授業開始までに，所定のfども福

祉コース登録届を，福祉総合学部事務室に提出しなければならない。

3. 子ども輻祉コースヘの編人・転人ば受け入れない。

4. 保育上の［吋家責格取得に係る厚生労働省指定科Hは別表の通りである。全て取得しなけれ

ば保脊七の1玉］家責格は取得できないので，留紅すること。

5. 保脊史料の諸手続きや詮細は，保脊実習説明会において況明する c 必ず説明会等には出席

し，手続きの漏れや間違いがないようにすること。なお，保育実習の登録費は， 2,3, 4年

次に，別に定める額を納人する。

＊ 本学の福祉総合学部福祉総合学科fども福祉コースに所属しないで，保育上の資格取得

を目指す学牛は， ＾定の受験資格を満たし，各都道府県が実施する保育士試験を受け合格するこ

とで，国家賽格を取得することができる。
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（別表）

指定保育士養成課程に関する科目

系列 本学開設科H 単位 配当年次 備 考

情報メデイア演習 I 2 1 「情報メデイア演習 I」

教 ジェンダーと福祉社会 2 1 ・ 2 「Fundamentalsof English I」

養 サスティナブル社会論 2 1 ・ 2 「生涯スポーツ概論」

科 Fundamentals of English I 2 1 
「スポーツ科学 I」

日 生涯スポーツ概論 2 2 
を含み 10単位以上選択必修

スポーツ科学 I 2 1 

現代社会と福祉（職業指導を含む） 4 1・2 

1 
ソーシャルワーク演習 I 2 2 

系
子ども家庭福祉論 4 1・2 

列
保育原理 4 2 

養護原理 2 2 

教育原理l 2 1・2 

発達心理学 2 2 

保育・教育心理学 2 1 

2 小児保健 4 2 

系 小児保健実習 1 2 

列 小児栄養 2 2 

精神保健 2 3 
必

家族援助論 2 3 

修
保育内容（総論） 1 2 

保育内容（健康） 1 2 

科 3 
保育内容（人間関係） 1 2 

系
保育内容（環境・言葉） 2 3 

H 列 保育内容（表現） 1 3 

乳児保育 2 2 

障害児保育 1 2 

養護内容 1 2 

4 基礎技能（音楽） 2 1 

系 基礎技能（造形） 1 2 

列 基礎技能（体育） 1 2 

5 
保育実習指導 I 1 2 

系
保育実習指導II 1 3 

列
保育実習 I 2 2 

保育実習 Il 2 3 

6 総合演習 2 4 

系

列
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系列 本学開設科H 単位 配喝年次 備 考

厚LJ保 福祉と文化 2 1 ・ 2 
的育
るのの 福祉文化論 2 1 ・ 2 

科冒賓
地域福祉論 4 1 ・ 2 

選 目に・ 社会学 2 1 ・ 2 

関の保 障がい者福祉論 4 1・2 18単位以じ選択必修
択 す理-目 心理学 2 1 ・ 2 
る解の

臨床心理学I 2 1 科「対
必 H -象

臨床心理学II 2 2 

修 関法方保育 医療ソーシャルワーク論 4 2・3 

す のの 地域ボランティア論 2 1 ・ 2 

科
る理内

地域ボランティア研修 2 I 1 科解容
目に・

目 技基 幼児造形 2 3・4 
能礎 幼児1本脊 2 3・4 

保育実習指導1lI 1 4 必修

印d雙日 保育実習m 2 4 いずれか選択必修

保育実習w 2 4 

※保育l：指定科目を履修し，福什総合学部を卒薬した学生は，社会福祉じ札児磁福祉Ii]．児哨指導員資格か取得できる。

ただし，これらの資格は，専門機関・施設で担甘職員として任用された後にh効となる任用資格であるし
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福祉総合学科子ども福祉コース保育士履修モデル

科目群 1年次 2年次 3年次 4年次

教蓑科目

Fundamentals of English I l 生涯スポーツ概論②
サスティナブル社会論②

情報メデイア演習 I②

スポーツ科学I②

ジェンダーと福祉社会②

必修科日

1系列 現代社会と福祉 ④ 
（職業指導を含む） 保育原理④

子ども家庭福祉論④ ソーシャルワーク演習I③ 

教育原理I② 養護原理② 精神保健②

2系列 保育・教育心理学② 小児保健② 家族援助論②

小児保健実習①

小児栄養②

発達心理学③ 1呆育内容環境・言業）③

3系列 乳児保育② 保育内容（表現）①

保育内容（総論）①

保育内容（健康）①

保育内容（人間関係）①

障害児保育①

養護内容①

4系列 基礎技能（音楽）② 基礎技能（体育）①

基礎技能（造形）① 保育実習lI②

5系列 保育実習 I② 保育実習指導1I①

保育実習指導I① 総合演習③

6系列

選択必修科H

保育の本質・目 福祉文化論② 地域福祉論④

的の理解に関す 福祉と文化②
る科目 社会学②

保育の対象の理 心理学② 障がい者福祉論④

解に関する科目 臨床心理学I② 臨床心理学II(2> 医療ソーシャルワーク論i
保行の内容•るJj年i1去-1の
珂園に1関す I 地域ボランティア研修＠ 幼児体育②

基礎技能 幼児造形②

保育実習I11（又は1¥「)＼2/
保育実習 保育実習指導皿①

任意科目群 以 1この科目群および他学部より20単位以上選択必修

専門科目群 基礎ゼミ② ゼミナール I② ゼミナール II②

年次単位数 36 38 37 13 

累積単位数 36 74 111 124 



H本語教員養成課程

1 日本語教員養成課程
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日本語教員養成課程（副専攻）

I 日本語教員について

日本語教育とは，日本語を付語としない人に，外国語として 1—f 本語を教えるもので，日本人が

国内の学校制度で受けてきた国語教脊とは異なります。

日本人だから l1本語を教えるのは簡吊だと思いがちですが，実際は，逆に，高度な専門的な知

識が必要とされます。グローバルな視点から日本語を分析・説明すること， 日本の文化や社会を

誤解のないように紹介すること，文化的に異なる背景を持つ人々のグループを適切に指導するこ

と，などの能力が求められます。

日本語を学ぶ人の数はこの20年ほどで増加しており， 日本語教員をH指す人の数も増えていま

す。就職はそれほど容易ではありませんが， Lk]際化社会にともなって日本話教員の孟要は増大す

るばかりです。 ll本語教員の活躍の「場」は，日本［韮］内はもちろんのこと海外の人学・中高校・小

学校• H本語学校・国際交流団体・技術研修機関など，大変輻広いです。今，枇界の多くの人が日

本語を勉強しています。これらの人々の求めに応じられる日本語教員が必要とされています。

また， 日本語教員をH指す人でなくても， H本語教貝としての訓紬を受けた人の異文化コミュ

ニケーション能力は，将米，海外と関連ある企業等に就職を希望する人， NPO活動のボランテ

ィアや，海外青年協力隊貝として国際的に活耀したい人にとっても役立つものになるでしょう。

本学部では「教える知識」「教える技術」「国際人としての素養」を兼ね備え，国内のみならず

海外でも活躍できる本格的な H本語教員の養成を 1-l指します。そのために， 日本語教育に関する

知識・技術の修得は勿論，異文化間コミュニケーションに関する科H, あるいは日本の文化，歴

史に関する科Hなど幅広く学習する独自の教育プログラムを用意しています。

このプログラムの最大の特徴は，国内外での研修・実習の豊富さと，必修科Hとして大学内

で教脊実習を行なうだけでなく， 1, 2年次の短期のインターシップや 3,4年次の長期の教育研

修など，海外での日本語教育を体験する機会があります。これらはそれぞれプログラムの導入と

仕上げを目的としているが，加えて国内の日本語学校でも研修が複数阿実施されます。

なお， H本語教員としての能力を認定する試験として「日本語教育能力検定試験」がありま

す。これはH本語教育の知識および能力が日本語教育の専門家としての水準に達していることを

証明する検定です。本学の投成課程では，圃検定に即して授業内容を構成しています。

また，本課程は「副専攻」制度に含まれております。副専攻については，副専攻のページを参

照してください。ただし，他の副専攻と修得単位数及び手続き方法が異なりますので，次ページ

以降を確認してください。

Il 課程修了認定について

現時点では，日本語教貝には，資格認定や免許制度がありません。大学や専門学校などの養成
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機関は，文化）『から示された養成課程に関する指針に基づき，カリキュラムを組み，それぞれに

課程修［認定を行っています。

本学も，所定の単位を修得した学生に，独自の課程修了認定証を発行します。修了証が必要な

場合は，所定の手続きにより発行申請してください。

問い合わせ先： H棟 3F 林 千賀先生研究室

登録および修了証の申請先：本部棟 1F 教務課

III 課程修了認定に必要な単位について

H本語教員養成課程に関する科目は，国際人文学部の国際文化学科・国際交流学科に設置され

ています。

以ドの表にしたがって，合計33単位（必修25単位，選択8単位）を取得することで，修了認定

証が交付されます。なお，これらの科目はすべて卒業要件単位にも含まれます。

1. 必修科目 (25単位）

領域 科 H 名 1単位 国際文化 国際交流 備考

日本語学概論a 専門基礎
！ 

専門V2 
i 

日
本 日本語学概論b ! 2 専門基礎 専門V
語
に 日本語の音声 2 専門 I 専門V
関
す 日本語の語彙・意味 2 専門 I 専門V
る
科 I第二言語習得論 2 専門関連 専門II
I H 
I I II 日本語の文法b 2 専門 I 専門V

専門V 「日本語教授法b
• C」を履修する

"• er・価;具)_tー 専門閑連 専門V には， 「日本語の

文法b」の単位を

（教材． I専門関連 専門V 修得していること

a ’専門関連 専門V
を条件とする。

b | 2 専門関連 I I 専門V I 

3 専門関連 専門V
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2. 選択科H (8単位）

丁―---------
領域 i 科 H 名 備

学部コア 左の科H-1,  
9 [―  

単位以上を履修す

ロること。

関

連

科

[:l 

専門II

1日語学概論b
1 --- ----

日本文化論 ー／；［忍門 I
／／―-ション・インターンシップ 3 i 専門Ill

t`イヤネ十：論 ／ロニ／一門I-
く登録から修了証授与まで＞

副専攻は，まず教務課で登録してください。事前登録をしないと修r証の発行はできません。
、f2ら 年 手続き関係 修得単位のH安

1 学年 4月 オリエンテーション 登録時に 10,000円

登録カードの提出

2 学年

3 学年

4 学年 2月 副専攻認定申請書の提出 認定申請時に 40.000円
... 

卒 梁式 3月 副専攻修了証の授与 計 50,000円
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城西国際大学学則（抄）

第 1章 目的，自己点検・評価及びファカルティ・デイベロップメント

弟1条 城l}り1叶際大学（以 I‘ム［本学」としヽう）は，建学の粕神「学間による人間形成」に）kづ

き，教脊晶本法並びに学校教脊法の定めるところに従い，広い分野の知識と深い専門の学術を

教授研究し，知的，近徳的能力の油養をはかり， もって川家社会に真献し得る人材を義成する

とともに，人類文化の発展に寮りすることを H的とする c

第1条の 2 本学では，教行研究水準のI{l］卜を図り，前項の [j的の達成に向けて l'Iら、［！［検・評価

を行い，改善に向けた取り組みを展間し，結果を公表するものとする c

2 前瑣の、Iば検・ r1平価及び公表を実施するために必災な1i瑣は，別に定める c

第1条の 3 本学では，教脊の脊質向 1：及び教育方法の改誇を図るため，組織的な研修及び研究

を行うものとする

2 ファカルティ・デイベロップメント活動を実施するために必要なれ項は，別に定めるし〉

第2章 学部・学科及び教育研究上の目的

第2条 本学に経‘i芹柏報学部， ll,JI際人文学部，伽祉総合学部，薬学部，メデイア学部，観光学

部，環境社会学部を置く c

2 前項の学部に次の学科を骰く：）

経悩荀報学部 総合経‘貨学科

国際人文学部 It]際文化学科

国際交流学科

輻祉総合学部伽祉総合学科

薬 学 部侶療薬学科

メデイア学部 メディア梢報学科

観光学部 ウェルネスツーリズム学科

環境社会学部 環境社会学科

3 前項の学部・学科の教育研究I'.．の目的は次の通りとする

(lJ 経営情報学部は，グローハルとローカルの統化的な視点を持ち，企業や社会が求める「考

える力」「気づく）J」「創り出す）J」と，実行力既かな「マネジメントカ」を備えた人材を育

成する。

(2! 国際人文学部は，晶学）Jとグローハル・センス，社会人に必要な知識とスキルを卜分に身

につけ，国際社会で強いリーダーシップを発揮できる人材を育成する。

U) 国際文化学科は， 11s]際的な視野をもって語学力と児文化理解に優れ，柔軟な発想と行動

力を備えた人材を有成する。

② 国際交流学科は，実践的な語学力と国際交流のための知識とコミュニケーション能力を

身につけた人材を有成する。
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(3) 福祉総合学部は，福祉を巡る社会環境に対応し，我が国が直面している少子高齢社会を支

え，持続可能な社会の実現に貢献できる福祉人材を育成する。

(4) 薬学部は，超高齢社会において，質が高く安心•安全な医療を提供できる薬剤師を育成す

る。

(5) メデイア学部は，「表現力」「コミュニケーションカ」「コラボレーションカ」を高め，複

合的にビジネスコミュニケーションを展開できる創造的な人材を脊成する。

(61 観光学部は，社会が求めるスキルと新たな価値を創造する視点を備え，これからの観光分

野，地域社会に貢献できる人材を育成する。

(7) 環境社会学部は，地球規模の国際的な視野を身につけ，地域社会の活性化， 自然共生型社

会の設計及び「緑」の活用等に積極的に貢献し，環境に配慮した健康なライフスタイルの普

及と持続nI能な社会の形成に寄与できる高度専門職業人を育成する。

第 3章修業年限及び収容定員

第3条 本学の修業年限は次のとおりとする。

(1) 経営情報学部，国際人文学部，福祉総合学部，メディア学部，観光学部及び環境社会学部

の修業年限は 4年とし，在学年数は 8年を超えることができない。

(2) 薬学部の修業年限は 6年とし，在学年数は12年を超えることができない。

(3) 大学入学前に本学のカリキュラムに則して一定の単位を修得したものが本学に人学する場

合，当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは，文部科学

大臣の定めるところにより，修得単位数その他の事項を勘案して本学が定める期間を本学の

修業年限に通算することができる。ただし，その期間は，本学の修業年限の二分の一を超え

てはならない。

第4条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。

が子ら^  部 凡子 科 入学定員
編入学定員

収容定員
（第 3年次）

経常情報学部 総合経背学科 500名 20名 2,040名

国際人文学部
国際文化学科 120名 480名

国際交流学科 120名 10名 500名

福祉総合学部 福祉総合学科 280名 5名 l.130名

泊本9 , ＿； 、iさ子ら^  部 医療薬学科 180名 1,080名

メデイア学部 メデイア情報学科 180名 5名 730名

観光学部
ウェルネス

120名 480名
ツーリズム学科

環境社会学部 環境社会学科 80名 320名

第4章職員組織

第5条 本学に次の職員をi罰く。

学 長
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副 Ar‘’ァ~ 長

教 授

准 教 授

講 師

助 教

助 手

事務｝，9j 長

,li務職員

技術職員

2 riij瑣の外に必要に応じて他の職員をi/ii： くことができる。

3 職員に閃する規定は別に定める。

第 5章教授会

節6条 各学部に教授会をit'｛き，それぞれ所属のl、1；t任教授をもって組織する（ヘ

2 学部長は，学部教授会を招集してその成長となる C ただし，学部長に'-li・故かあるときは，学

部長がfめ指名した者が議長を代行する、）

3 学部教授会が必＇災と認めたときは，所属学部の准教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

4 学部教授会構成員の：分の•以tの要求があったとき，学部長は ‘11 該学部教授会を招集しな

ければならないc

5 学部教授会述党に関する規定は，各学部において別に定める。

第7条 教授会は，次に掲げる事項を審議する。

Ill 教ff及び研究に関することし

(2i 教行諜程及び授業に関すること

(3) 学生の人学及び退学に閃すること c

141 学生の試験及び卒業に関すること

(51 学生の補導及び貨詞に関することし

(6) 教授，准教授，溝師，助教及び助手の候補者の推匝柏びに退職に関すること。

(71 その他学長の諮間に関すること c

第6章学年・学期及び休業日

第8条 学年は， 4月1日に始まり翌年 3月31Hに終わる。

第9条学年は，次の 2学期とする。

前学期 4月1日から 9月30[1まで

後学期 10月1日から翌年 3月3111まで

2 前項の規定により年間の授業日放は，馬ulljとして定期叫し験等の H数を含む35週とする。

第10条休業日は，次のとおりとする。

(1) 日耀 H
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(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休l-1

(31 創立品念日 4月28日

i41 春期休業 3月21llから 3月31日まで

151 夏期休粟 8月01日から 8月31日まで

161 冬期休業 12月26日から翌年 1月8日まで

2 学長ぱ必要により前項第 4号から第 6りまでの休業l1を変更し，あるいは臨時に休業し，又

は休業［］に実験・実習・演習等を課することができる。

第7章授業科目及び単位

第11条 授業科日は，学科共通科 H 群・専門基礎科 □ 群・専門科日群•特設科 H 群・自由科日群

及び教職に関する専門教育科日とする。

第12条 前条の科Hは，必修・選択及び自由科目の 3種とし，溝義・演習・実験・実習及び実技

により行う。

第13条 各授業科Ilの単位数は， 1単位の授業科Hを45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に1，もじ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

(11 講義及び演習については， 15時間から30時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもっ

て1単位とする。

(2) 実験，実習及び実技については， 30廿か間から45時間までの範囲で大学が定める時間の授業

をもって 1l札位とする。

2 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科目については，これら

の学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を考慮して，単位数を定めることができる。

第14条 各学部において開設する授業科l」及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第8章履修規定

第15条削除

第16条削除

第17条削除

第18条削除

第19条削除

第20条学科共通科[::J群・専門店礎科日群・屯門科日群及び特設科[1群の中より，各学部・学科

所定の授業科H及び所定の単位以上を股修しなければならない。

2 他の学部又は他の学科の授業科llは， 91,1汀りを得て履修することができる。

第21条股修する授業科l]は， 1l)．：学期所定の期間に登録しなければならない。

第22条 単位の認定は，試験によって行う。ただし，授業科liの種類によっては，他の）j法によ

ることができる。

第23条 試験は，定期試験及び臨時ぶ験とし，定期試験は学期木又は学年未に行う。
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第24条 いずれの授業科Hも，授業時数の二：分の少l、卜り訓¢した場合には，喝該授業科Hの受験

責格を失う。ただし，病気又は正喝な理由による長期欠席の場合には，特に考龍［されることが

ある。

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条 各授業科IIの成紐評価は， A・B・C・Fで表わし， A・B・Cを合格とし， Fは不合格

とする。

第9章卒業及び学位

第26条 卒業脊格を得るためには，学部・学科の定める授業科目のなかから，経営情報‘学部は

124単位以に国際人文学部は126単位以上，福祉総合学部は124単位以上，薬学部は190単位以

t，メデイア学部は126単位以に観光学部は124皐位以Ĵ．，環境社会学部は124単位以I_：修得

しなければならない。ただし，自由科[1の屯位は，卒業に必要な単位数には算人されない。

2 第3条に規定する修業年限を在学し，学部・学科の教育課程に従って，所定の単位を取得し

た者には学位，iじを授りする。

第27条削除

第28条 卒業資格を得た者には．卒業証書を授与する。

経‘許情報学部 総合経‘常学科 学i:（経常情報）

国際人文学部 囚際文化学科 学士（国際文化）

国際交流学科 学上（国際交流）

福祉総合学部 福祉総合学科 学•1: （福祉総合）

薬 ‘ヽ:f9.• 部医療薬学科 学士（薬学）

メディア学部 メデイア情報学科 学士（メデイア情報）

観光学部 ウェルネスツーリズム学科 学十（観光学）

環境社会学部環境社会学科 学士（社会学）

2 学位の授任については，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・学士入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 人学の時期は，学期の始めとする。

第30条 学部に人学することのできる者は，次の各りの—ー・に該当し，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とするe

(1) 高等学校を卒業した者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修［した者

(31 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第69条の規定により，高等学校を卒業し

た者と同等以卜の学力があると認められる者

すなわち

① 外国において，学校教育における12年の課程を修［した者，又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定した者

② 文部科学大臣が高等学校の課程と伺等の諜程を有するものとして認定した在外教育施設
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の当該課程を修了した者

③ 文部科学大臣の指定した者

④ 人学入学責格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行う大学入学

資格検定に合格した者

⑤ その他大学において，相当の年令に達し，高等学校を卒業した者と同等以卜の学力があ

ると認めた者

第31条 入学を志願する者は，本学所定の手続によって願い出るものとする。

第32条 入学を許可された者は，誓約書を添え，所定の期日までに入学手続を完了しなければな

らない。

第33条 本学に学十入学，他の大学から本学に編・転人学，又は学内において転部もしくは転科

を希望する者は，その学部に欠員のある場合選考によって許nIすることがある。ただし，その

時期は，学期の始めとする。

2 他の大学へ転学を希望する者は，所属学部長に転学願を提出し，学長の許可を得なければな

らない。

第34条 学士入学，編入学又は転入学を許可された者の本学入学のための諸手続は，第32条の規

定に準じて行い，かつ前大学において履修した単位の修得証明書を提出しなければならない。

第35条 学上人学，編・転入学，又は転部した者は，その学部に 2年以上在学しなければ卒業す

ることはできない。

2 学士人学，編・転入学，又は転部に関して，本章各条に規定しない事項については別に定め

る細貝ljによる。

第36条の 1 教育上有益と認められるときは，本学が協定，又は認定した外国の大学の授業科目

を履修することを許可することができる。

2 前項の規定により修得した単位は， 30単位を超えない範囲で本学において修得したものとみ

なすことができる。

3 前 2項の規定の実施に関し必要な事項は別に定める。

第36条の 2 教育上有益と認められるときは，学生が本学に入学する前に，他の大学又は短期大

学及び短期大学・高等専門学校の専攻科において履修した授業科目について修得した単位を，

本学に人学した後における授業科日の履修により修得したものとみなすことができる。

2 教育上有益と認められるときは，前項の規定以外に文部科学大臣の定める学修をおこなった

場合，その成果を本学における授業科甘の履修とみなすことができる。

3 riij 2項の規定により脱修した授業科liについて修得した単位は， 30単位を超えない範囲で本

学において修得したものとみなすことができる。ただし，編入学，転学等の場合については，

適用しないものとする。

第37条 病気その他やむをえない事梢により，引きつづき 3か月以I..lli席することのできない者

は，その1川Iを証明する書類を添え，保1』人連署のうえ学長に頻い出て，その叶叫を得て休学

することができる。ただし，休学期間は1年以内とし，史に休学を要する者は，前項により許
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＂［を得て 1年以内に限り休学することができる。

なお，外国人留学牛で，兵役のため休学する者は，学長に願い出て，その期間休学すること

かできる。

2 休学期間の通符年限は 2年とする。

第38条 休学者は，｝J;{tlljとして学期又ば学年の始めでなければ，復学することができない。

第39条 休学期間は，在学年数に位人しない。

第40条 病気その他やむをえない市佑により，退学しようとする者は，その事由を証明する書類

を添え，保証人連署のうえ学長に退学願を提出して，許nJを受けなければならない。

第41条 il-:‘りな事廿lで退学した者が当該学部に再人学を志望したときは，選考のうえ許可するこ

とがある。

この場合は，既修授業科甘の全部又は一→部について，再腹修を命ずることがある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 人学を志望する者は，第31条に定める手続とともに別表(1)の人学検定料を納めなければ

ならない0

第43条 人学を許可された者は，第32条に定める手続とともに別表(1Iの人学金及び授業料ならび

に施設設備費を納めなければならない。

弟44条 授業料は，別表1]により 4月及び10月のこ期に分けて納めるものとする。ただし，年額

をもって寸占に納めることができる。

2 施設設備費は，別表11)により指定された期日までに納めなければならない。

第45条 ・度納めた学費は，原則として返還しない。

第46条 停学を命じられた者は， 1が学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

2 休学を記l［された者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する。ただし，外

固人留学生で兵役のため休学する者は，兵役在籍料を納付することとする。

第47条 授業料及び施設設備費の納人を怠り，督促を受けてもなお納めない者は除籍する。

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 囚又は公共団体から，一定の在学期間と履修科目とを定めて人学を委託された者は，選

考のうえ委託牛として入学を許可することがある。

第49条 委北生の人学資格は，第30条の規定を準用する。

第50条 委託生として4年以上在学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し，所定

の単位を修得した者には卒業証書を授与する。

第51条 委北生の授業料その他納付金は別表(1)による。

第52条 外国人学牛の人学及び転入学については，日本人学生に関する規定を準用する。ただ

し，講義を理解し得る程度の日本語の能力を必要とする。

第53条 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生に関して，本章各条に規定しない事項

については，学部学生に関する規定を準用するほか，別に定める細則による。

第13章科目等履修生
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第54条 学部の授業科Hのうちの1科目，又は数科目の履修を希望する者に対しては，科目等履

修生として人学を許可することがある。

第55条 科H等履修生として入学できる者は，履修するに足る能力があると認められた者とす

る。

第56条 科目等履修生として入学を志顧する者は，所定の出顧書類に履修しようとする授業科目

を記載して，学期又は学年の始めに願い出るものとする。

第57条 科目等履修生は，履修した授業科Hについて試験を受けることができる。

2 前項の試験に合格した者には，その授業科目所定の単位を与える。

3 科目等履修生として在籍した期間は，正規の課程の在学年数に換算しない。

第58条 科H等履修生の授業料その他納付金は，別表 (1) による。

第59条 科目等履修生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を

準用するほか，別に定める細則による。

第14章研究生

第60条 各学部において，特殊な研究に従事しようとする者に対しては，研究生として入学を許

nIすることがある。

第61条 研究生として入学することのできる者は，その学部において，選考のうえ適当と認めら

れる者とする。

第62条 研究生として入学を志願する者は，所定の出願書類に，研究題目・研究計画を記載して

願い出るものとする。

第63条 研究生の在学年限は 1年とする。ただし，事情によっては，期間の延長を願い出ること

ができる。

第64条 研究生は，指導教員の指導に従って，研究に従事するものとする。

2 研究生は，指導教貝及び担任教員の承諾を得て，学部の講義・実験及び演習に出席すること

ができる。

3 研究生として相当の成績を示したと認められる者には，研究証明書を与える。

第65条研究生の授業料その他納付金は，別表(1)による。

第66条 研究生に関して本章各条に規定しない事項については，学部学生に関する規定を準用す

るほか，別に定める細則による。

第15章賞 罰

第67条 次の各号の1に該‘桁する学生は，教授会の議を経て学長が表彰することがある。

(1) 品行・学）Jともに優秀な者

(2) 篤行のあった者

第68条 学則その他，本学の定める諸規則を守らず，学牛の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学長が懲戒する。

2 懲戒は』ll告・停学及び退学とする。

第69条 次の各号の1に該当する者は，退学を命ずることがある。
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(lj 性行が良で，改約の見込みがないと品められた者

(21 学業を怠り，成業の見込みがないと晶められた者

(31 正当な理由がなく，出席常でない行

(41 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者

第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免昨状取得のための諜程（以l‘.「教職諜程」という。）を置く。

2 本学において賽格の取得できる教脊職且免咋状の神類及び免許教科は，別表

(3のl) のとおりとする C,

3 教員の責格を得ようとする者は，第14条別表(2に定める，教科に関する専門教脊科Hのほか

に教職に関する炉"j教有科IIを股修しなければならない。

4 教職に関する専門教宥科目及び爪位数は，別表 (3の2) のとおりとする c

5 崩項の専門教育科HはILllll科日とし，卒業に必要な岨位数に加えないc,

6 教職諜利股修細llIJ及び教職，渫程の述貨に関する糸ll!WJは，別に定める

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の責格取得に閃する諜程（以l‘̂「学芸員諜程」という c,) を置く C)

2 学芸員諜程／復修細廿lJ及び学芸員，渫程の運‘貨に関する細則は，別に定める 0

第18章 保育士の資格取得に関する課程

第72条 指定保育I：投成施設として，福祉総合学部福祉総合学科fども福祉コースを骰く。

2 指定保有l：義成施設に関する細則は，別に定める u

第19章 介護福祉士の資格取得に関する課程

第73条 介設福祉1：養成施設として，福祉総合学部伽祉総合学科介護伽祉コースを置く。

2 介設伽祉日足成施設に1月する細且lJは，別に定める。

第20章留学生別科

第74条 本学に留学牛別科を附<c 

2 fiij瑣に次の諜程を設け，学牛定員は次のとおりとするし

H本文化・ビジネス専修諜程 40名

日本語専修課程 60名

3 留学生別科に関する細則は，別に定める

第21章図書館

第75条本学に図書：館を置く。

2 図苫館の行理連‘貨，その他必要な'li瑣は別に定める。

第22章公開講座

第76条 本学に公開講座を開設することがある。

2 公開講座に関する規程は別に定める。

第23章雑 則

第77条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，その執行
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について必要な細則は別に定める。

第24章改 正

第78条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付則本学則は，平成 4年4月1日から施行する。

付貝IJ この改正は，平成 5年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成 6年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成07年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成08年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成09年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成10年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成11年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成11年9月1日から施行する。

付則 この改正は，平成12年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成13年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成14年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成15年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成16年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成17年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成18年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成18年6月1日から施行する。

付則 この改正は，平成19年4月1日から施行する。

改正条文第 5条，第 6条，第 7条

2 ただし，平成19年3月31日以前に任用された専任講師については，経過措置として現行どお

りとすることができる。

付則 この改正は，平成20年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成20年6月1日から施行する。

付則 この改正は，平成21年4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成22年 4月1日から施行する。



別』ぐ］ 入学検定料・入学金及び授業料等

＼ 浮納¥令＼,TI＼ト砂＼i/ 
学{,；|;,•J:!f: 科ll笠／復修It

（委，;['j:を含む）
価究生

本学卒菜牛 本学｝：呑業生以外

11] | l l | l l P j 
人、予~検定料 35,000 15,000 5,000 25.000 
人 if‘9. - /、1-,． 

糸f‘i的'|{l fI{‘；ヽ＇立15 300,000 100.000 
l1sll際人文学；’iI; 300,000 100,000 
付，＇,ネ1H惚危：｛f‘‘;；: i,i l ; 300,000 100,000 
斗本,,i,; , 学 合1; 400.000 300,000 
メデイア 祁 :mo,ooo 100.000 
観光学祁 300,000 100,000 
且；lJi厄 ti:'.i~']：負打1; 3(）0,(）0(） j()(J.000 

授 業 料 l凩位に付 l叩立に付
帝f‘i:i9、1.h rli'］と[i|； 770,000 270,000 10.000 10,000 
[ Kl ［象人文学部 770.000 270,000 （各学祁共） （各学祁共）

fili {•II 充怠 {"‘.i:»i.'，I; 770,000 270.000 
:A}ゞ}＜ ‘‘f ‘’声 i;il; 1/130.000 715,000 
メデイア学[;1; 770,000 270,000 
観光学 i『i|； 770.000 270.000 30,000 30.000 
且；［J心iネ1.：t‘]と；’｛| ； 77(）,(）00 270,000 
介 籍・ 料

施設は 1崩‘費
崩f‘i:i~ 、 1、1,J ヤIi‘]と；il; 初年度 240.000 120,000 

次年度以降

300,000 
[ KI ［際人文学i,',|; 初年1文 210,000 120,000 

次年塵以降

300,000 
ネhiネ11廂危：｛↑‘]とi'；| ; 初年）文 2,10.000 ]20,000 

次年度以降

300.000 
AAK ゞ ‘‘f ‘’企 t,1 |; 各年度 586.000 250.000 
メデイア学祁 初年度 2,10,000 120.000 

次年度以降

300.000 
観光学部 初年度 240,000 120.000 

次年度以降

300,000 
環塙礼会学i'，1; 初年度 240.000 120,000 

次年度以降

300.000 

(ii) l. I ｛本1ij外からふ叩する外IK1人留学牛につしヽては、人学検定料を減額することかてきる
2. 人学ぶ験い分ことに併粕を、ぷ甲する者には、人学検定料を減額することがある

3.ネI会人人学試験にて人学した学生については，投業村・施設設備代を減額することがあるし
4. 委，9utの人学金及び授業料は、 f定介学期間及び履修授業科ti数笠により減額することがあるッ
5.研究’［のうち本学卒業牛については、人学危を免除し、授業料も減額することがある

6.研究化には、研究内容等により必＇災舒費を別途負担させることかある

7. 施設設備費は、 卜叫のとおり納人するものとする

初年度 後期 (10月）に納人
汐＜年疫以降 訓期 (,j月）

8.外IK]人情学生で兵役のため休学する者は、兵役介籍料として年額10,000円を納人するものとす

るッ
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学友会規約

第 1章総則

第1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千菓県東金市求名1番地，城西国際大

学内に置く。

第2条 本会は，次の2種の会員より構成する。

(1) 正会員

(2) 賛助会員

第3条 正会員は，城酉国際大学の全学牛とする。

第4条 賛助会貝は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役貝

とする。

第5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第6条 本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・ 1本脊の向上を図り，併

せて会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に責することを日的とす

る。

第7条1項 本会は，前条の日的を達成するために以下の機関を設置する。

(1) 学友会連絡協議会

(2) 学友委員会

(3) 学術団体委員会

(4) 課外活動委員会

(5) 学術団体顧問会

(6)課外活動顧間会

2項 じ記運党機関の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第8条1項 会長は，学長とし，会務を総括する。

2項 副会長は，経符情報学部長，人文学部長，事務局長の 3名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名脊会長は理ボ長，名誉副会長は専務坪1iとし，本会を統括する。

第 3章会計

第9条1項 本会の文出は，＿l［会員の納人する会｛，{，援助金，父母後援会助成金，寮附金，その

他の収人をもってあてる。

2項 諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合、立により決定する。
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3項 止会員の納人する会費は，年間5,000円とする。

第10条 本会の会叶年度は， 1lJ“-＿年 4月 1日に始まり翌年 3月3111に終わる。

第 4章規約改正

第11条 1狽 本会規約の改正については，学友会連絡協議会において審議する。

2項 本会の規約改正の決議は，委員 3分の 2以上の出席を必要とし，過半数をもって

決する＿

3坦 III否Inj数の場合は，議長の決するところとする。

4項 本会の規約改正が成立したときは，改正資料を 1カ月間学生掲ホ板に発表するもの

とする。

学友会連絡協議会規約

第1章総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約を

定める。

第2条 本協議会は，城［柑国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内に岡

く。

第 3条 本協議会は，城西国際人学学友会の運党が円滑に行われることを [I的とし，城西国

際人学学友会の発展に寄仔する市項を審議，承認する機関とする。

第 2章会員

第4条 本協議会は，学友会会長，副会長 (3名），学術団体顧間会会長，副会長，諜外活

動顧間会会長，副会長，父f吐後援会代表 (1名），学生部長，副部長，学生課長お

よび学友委員会代表 (5名），学術団体委員会代表 (2名），課外活動委員会代表

(2名）の21名で構成する c

第 3章協議

第5条 本協議会は，次の事項の審議，承認を行う。

(1)学友委員会の役貝の選出

(2) 学友会—f算の調整

(3)学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

(4)学友会所属団体の承，忍

(5)学友会運営に必要な事項

第6条 本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。
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学友委員会規約

第 1章総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第7条2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め

る。

第2条 本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に骰く。

第3条 本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第4条 本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第5条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

(1) 学術団体委貝会

(2) 課外活動委員会

(3) 編集委員会

(4) 生活委員会

(5) 大学祭実行委員会

(6) 卒業アルバム編集委員会

(7) マルチメデイア広報委員会

(8) 吹奏楽団

(9) チアリーダース

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

3項 本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運管機関を設置する。

第2章役員

第6条 役貝は，以下の役員を置く。

(1)会長 1名

(2) 副会長 2名

(3)総務 1名

(4)会計 2名

(5)監在 2名

(6)渉外 2名

第7条 1項 会長は，本会を総括し令ての事項に対し全責任を負うものとする。

2項 副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。
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城西国際大学学会会HIJ

第1条 本会は，城西国際人学学会と称する

第 2条 本会は，＇li務りを城l叫lL]1際大学内（学務諜）にi『l< 
第3条 本会は城内国際大学における教脊研究活動を雅進し，人文科学，経‘料，9，1.i]報学，福祉総合

学，槃学，メデイア‘ヽ化観光学，環塙村公学研究の進展と会員相 1［の交流を図ることを

目的とする

第4条 本会は，前条の日 [Iりを逹成するため，次の1渭業を行う

1. 機関いも・会報等の発行

2.研究会．溝演会及びシンポジウム等の間1{i,.

3. ワークショップ等，会員によるグループ研究活動

4.研究活動による地域社会への寄り

5. 本会が必災と，忍めた他l寸l休との共ln]研究

6. その他本会が必要と，忍めた研究活動

節5条 本会は，次の会員をもって構成する

1.正会員

(11 本学経‘院情報学部， 1t|l祭人文学部，侃祉総合学部，薬学部，メデイア学部，観光

学部，環塙社会学部，大学院人文科学研究科，経‘許I＼り報学価究科，伽祉総合学研

究科，ビジネスデザイン研究科及び留学牛別科の内任教員

(2) 本学l-KI際学術文化板興センター，リベラルアーツ＆サイエンスセンター，伽祉教

宥センター，物質文化研究センター．メデイア・コミュニケーションセンター，

かずさ創薬研究センター， llc]P祭教有センター，帖報科学研究センター，，轟学教ff

センター， IT教脊センター，ジェンダー・女性学研究所の研究員

(31 本学経‘秒や梢恨学部， l噌祭人文学部，ネi闘l総合学部，薬学部， メデイア学部、観光

学部，環境社会学部，大学院人文科学研究科，経貸梢報学研究科．佃祉総合学価

究科，ビジネスデザイン研究科の学牛

(4! 本学非常勤溝師及び本学＿＼り任職員の希叩者

2.特別会員

(1,' 本学の卒業／jfi心及び大学院人文科学研究科，経‘りや情恨分を研究科，伽祉総合学研

究科， ビジネスデザイン研究科修［者介、ぷ

(2J 本学会の承認を得た者

3.賛助会員

111 本学会の趣旨に賛詞し，学会の事業，活動に対して助ば及び援助を行う者

第6条 本会に次の役員を置く。

1.会長 1名
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2.副会長杓干名

3.監印 2名

4.委貝若T名

第7条会長ば‘'f：長とする。

2 会長は会務を統括し，本会を代表する。

3 副会長，監札委員は正会員より会長が委嘱する。

4 本会の連営のため，会長，副会長，委員によって運営委員会を構成する。

5 会長は述党委員会を招集し，議長となる。

6 機関晶；編集研究会・講演会等の企圃，渉外・広報，会計，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに‘りたり，必要に1心じて委員会を設けるものとする。

7 その他，特に必要がある場合には特別委員会を骰くことができる。

第8条 本会に，以下の各分科学会を置く。

1. ［噌祭人文学会

2.女性学会

3.経骨I9-fi報学会

4.福祉総合学会

5.薬学会

6. メディア学会

7.観光学会

8.環境社会学会

第9条 各分科学会は，第 3条の日的を逹成するため，第4条に定めた事業を行うことができる。

第10条 本会は，年 1rn1総会を開催し，事業，会叶等についての報告を行う。

第11条 本会の経費は，会費及び得付金その他の収入をもってこれに允てる。

第12条 会員は，次の会費を納人するものとする。

l. ＿l_［会員年額 3,000円

2. 特別会員 年額 2,000円

3. ftU)J:：Li 介汀祖 1固｝＼ （ ムI―l) 6,000円

法人(-I 1) 30,000円

第13条 本会の会叶年度は， 1lJ：年4月1flから翌年 3月31日までとする。

付 tllJ 本会会t!IJは，平成 8年4月1l]から施行する。

付廿IJ この改正は、平成16年4月111から施行する。

付 WJ この改正は，平成17年4)J1 11から施行する。

付且lj この改正は，‘ド成18年4月1l Iから施行する。

付則 この改l]．．．は，平成20年4月11lから施行する。

付し！Il この改l「は，平成22年4Jl 1 11から施行する。



城西国際大学同窓会 I
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城西国際大学圃窓会規約

第 1章総則

第 1条 本会は城l叫国際大学I行］窓会（以ド「本会」という。）と称する。

節2条 本会は会員相化の親睦をはかるとともに，城西国際大学の発展に寄与することを目的と

する c

第3条 本会は次の事業を行う（）

(11 学校法人城西大学，城西国際大学と lli]窓会（本部・文部）および会員との連絡

(2) 会員名簿および会報の発行

(31 その他本会の H(lりを逹成するのに必要なEh業

第4条 本会の本部は城西日際大学内におく

給5条 本会の会員は正会員・準会且•特別会員および賛助会員とする。

(11 iE会員は城l財lEl際大学の卒業Ilことする

(2l 準会且は城l}り国際大学に在学中のものとする

(3) 特別会員は法人役員・城 IILfl•El際人学の教職員とする

(4) 賛助会員は城西国際大学に外定期間在藉したのち退学したもので総会において認められた

ものとする

(5) 他大学より城西国際人学大学院に人学し，修f：またはt専上の課程を修［したもので，入会

金および会特を納人したものは正会員とする

第 6条 本会に次の機関をおく。

(1) 総会

(21 役員会

(3) 支部長会

第 2章総 会

節7条 総会は本会の最高決議機関とするし〉

2 総会は正会貝をもって構成し，定例総会は会計年度が終了後 3か月以内に開催するものと

し， 1か月以前に公ホするものとする。

第8条 次の場合は臨時総会を閲催することができる。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第 9条 総会は会長が召集する。

第10条 会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。



第11条 総会は次の冑項を議事として審議する。

(1) 事業計画およびそれに基づく予算案に関すること

12) 事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

(3) 役員選出および改選に関すること

(4) 規約の改正に関すること

(5) その他重要事項に関すること

第 3章 役員・役員会および支部長会

第12条 本会に次の役員をおく。

(1) 会長 1名

(2) 副会長 若干名

(3) 幹 事 若干名

(4) 監事 2名
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第13条 本会に名誉会長（理事長），名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括す

る。顧間（学生部長・副部長）および相談役を若十名おく。

2 名誉会長及び名脊副会長は，総会及び役員会に出席することができる。

第14条 会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

2 副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

3 相談役は会長・副会長の経験者および総会において推應されたものとする。

第15条 役員の任期は 2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，文部長である幹事の任期は文部長在任期間とする。

第16条 会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条 会長は本会を代表し会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

3 幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

2 役員会の連営規定については別にこれを定める。

第19条 相談役は会長の要請により役員会に出席し、意見を述べることができる。

第20条 支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

2 支部長会の運背規定については別にこれを定める。

第4章会計監査

第21条 監情は本会の会社を監杏し，総会において監杏報告をしなければならない。
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第 5章会計

第22条 本会の述党は人会金・会費•寄付金およびその他の収人による。

第23条 会員は人学時に準会員費として10.000円，卒業時に終身会費として40.000円をそれそれ

納人しなければならない。

第24条 本会の会社年度は 4月1l Iより翌年 3月31Hまでとする。

第 6章規約改正

第25条 本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

(1) 会長が必要と認めたとき

(21 J[会員の 1割の署名により要求のあったとき

第 7章事務局

第26条 本会の1i務を遂行するために本部にポ務屈をおく c

2 事務周に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める c

付則本規約は，平成 8年 4月1日から施行する。
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父屈後援会共済事業規約

城西国際大学父母後援会
父母後援会共済事業規約
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父屈後援会共済事業規約

1.趣旨及び事業

城西国際大学父母後援会では，城西国際大学学It（大学院If:.及び別科学牛を含むo) の父址

又は学費負担者として登録された者（様式 1) を会員とし，相li．扶助の精神に則り，次のよう

な共済事業を行う

(1) 在学牛を対象として「学牛教脊研究災内偽内保険」（以l‘̂，9学化保険」という）「学研災

付帝賠償責任保険」（以下，「学研賠」という）及び「総合福祉団体定期保陰J（以下，「生命

保険」という）に加人することにより，正諜授業中や諜外活動又学内外を間わずに24時間学

生生活を保障し，次のようなときは各保散特約条瑣にもとずく保倹金の文払が受けられるよ

うにする。

① 正諜中及びそれに準ずる研究活動中に発生した偽‘内及び死亡，後遺祉．． 

(2) 学牛の日常生活（諜外活動等も含む）で蒙るイ咽慮の1i故による死亡または所定の高度障

害になったとき若しくは人院及び所定の障寅状態になったとき。

嘔） 病気による死亡または所定の高疫1硲古になったとき c)

④ 国内外において，学生が正課，学校行事，ボランティア，クラブ等で諜外活動およびその1主

復中で他人にケガをさせたり他人の財物を損壊したことにより被る損内賠償を補償する。

⑤ 生命保険の保険金受収人は，会員とする。

(2) 会貝が不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

(3) 学生の正課中及び課外活動，生活中の1傷害事故に対して見舞金を支給する。

（議求期間 事故後 1年間に限る）

2.共済費

(1) 学生 1人年額9,000円を会員負担とする。

(2) 共済費納人は人学時9,000円とし， 2年次以降毎：年 4月木Hまでに9,000円を納人する。

(3) 共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することかできる。

3.共済費の支出内訳

(1) 学生保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とするし、ただし，役員会に報告するものとする。

経営情報学部人学時 (4年間） 3,200円 観光学部人学時 (4年間） 3,200円

国際人文学部 入学時 (4年間） 3,200円

福祉総合学部 入学時 (4年間） 3.200円

薬学部入学時 (6年間） 5.400円

メデイア学部 人学時 (4年間） 3,200円

環境社会学部 入学時 (4年間） 3.200円

大学院修I: 人学時 (2年間） 1.700円

大学院博士人学時 (3年間） 2.500円

別 科入学時 (1年間） 950円
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保険行効期間は卒業年度の 3月31日までとする。

(21 生命保険に関する保険料

保倹料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役貝会に報告するものとする。

保険有効期間は 1年間 (4月1日から 3月31日）

(3) 共済基金

異常事態に対応するため，悲金を設ける。

4.会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

までの授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお，この細則については別に定める。

5.事故の際支払われる保険金

Ill 学生保険の保険金

区

①正課中の死亡

ク 傷害（4日以卜.）

後遺障害保険金

分

人院給付金 (180Hを限度） 1日につき

②課外活動中・通学中・学校施設内または学内移動中の死亡

ろ の偽害 (14日以上）

通学中・施設間移動中の傷害 (7日以上）

後遺傷害保険金

入院給付金 (180日を限度） 1日につき

保険金

2,000万円

6,000円～30万円

90)j円～3,000万円

4,000円

l,000Jj円

3万円～30万円

1. 5万円～30万円

45万円～1，500ガ円

4,000円

※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払

われます。

(2) 学研賠の保険金

対人・対物賠償 対人賠償と対物賠償合わせて 1事故につき 1億円限度（免責金額0円）

13) 生命保険の保険金

悩 /JJ ¥. 保険金

病気による死亡・高度障寅 150Jj円

不慮の事故による死亡・高疫l節害 150万円

障害給付金 15万円～105ガドl
人院給付金（人院 5H以上120日を限度） 1 H 2,250円

※高度障害保険金は，粋通保険約款に定める所定の高度障寓状態に該：りしたときに支

払われます。また、 I箭‘ttf給付金は，災害総合1呆障特約条項に定める所定の身体障害
の程度にl心じて支払われます。
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(4) その他

通学途中， 11詞閑中の'li故発Itによる死亡又は偽内のI際には， ＿1：91じ学牛保険と牛命保除の保

険金が支払われます。

例えば，死Lの場合は2.000)J円＋150)j円，合Jt2.150)Jド］が支払いを受ける保険金です。

6.各種見舞金

（1, 弔慰金（様式 2)

会員が死亡した場合はIO)j円の弔慰金を支給するし

② ‘学牛が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。

(21 偽‘甚兄舞金（様式 2)

（「 学生がJf温^L［県中似‘古事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の実費l0)j円を限度と

して給付する。

ただし， 4 1l以 l”]の治療については学牛保検から治療費が給付されるので，その給付額

を尼し引いた金額の限度を10)j円とする

虚 学牛が11.』』［中以外の，渫外活動等で偽古事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

丈費IOJj円を限疫として給付する

ただし， 14日以 l̂．の通院又は 5日以卜¢の人院治療については，学生保険から人院給付金

が給付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10)JFlとする。

③ 学牛が通学途中・施設間移動中に偽；［事故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

実費10万円を限度とし給付する。但し 7日以卜¢)治療については学牛保険から治療費が給

付されるので，その給付額を差し引いた金額の限度を10万円とする。

7. 本共済事業の経費は共済費をもってこれにあてる。但し，本共済事業及び父母後援会事業の

運営にともなう収文決算に過不足が生じた場合には，木ll圧に連用できるものとする。

付則

1. 本共済事業規約は平成 4年4月1Llより実施する c

ただし，学生保険の適用は，平成 4年 6月1Hからとする。

2. 本共済事業規約は平成 6年4月1ll 部^改正。

ただし，学生保険の適用は，平成 6年度人学生からとする。

3. 本共済巾業規約は平成 8年4月1H ・部改ll:.o

ただし，学牛保険の適｝ijは，平成 8年度人学生からとする。

4. 本共済事業規約は平成10年4月1日→部改正。

ただし，学生保除の適用は，平成10年度人学生からとする。

5. 本共済事業規約は平成14年4月1日一部改正。

ただし，学牛保険の適用は，平成14年度人学牛からとする。

6. 本共済事業規約は平成16年4月lll 部^改正。
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ただし，学牛保険の適用は，平成16年度入学生からとする。

7.本共済事業規約は平成17年 4月1日ー^ 部改正。

ただし，学牛保険の適用は，平成17年度入学生からとする。

8.本共済事業規約は平成18年 4月1□ -^ 部改正。
ただし，学生保険の適用は，平成18年度人学生からとする。

9. 本共済事業規約は平成22年4月1H —一部改正。

ただし，学牛保険の適用は，平成22年度人学生からとする。



（様式 1)

受験番号 |※学籍番号
I 

(1枚目・・・・・・父母後援会用）

登 録 書
平成

城西国際大学父母後援会会長殿

住 1〒( ） TEL ） 

父母□所氏三名 I 
印 学生との続柄 I

録いたします。

学 部

大学院

別 科

フリガナ 性 別 生 年

学生氏名 l. 男 2. 女 年

備

考

1. この登録書が未提出ですと、共済費が納入されていても、保険が成立しませんので

必ず合格書類といっしょに返送してください。

2. 1枚目および2枚目とも必ず捺印してください。また、 2枚とも返送してください。

3. ※欄は記入しないでください。

4. 父母欄の続柄は、学生からみた関係を記入してください。

呂゚

年 月 日

学科

専攻

専修

月 日

月 日
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様式2

後援会長 I事務局長 I総務課長 I学生課長 I 係

平成 年 月 日

城西国際大学

父母後援会会長殿

学部 学科

研究科 専攻

別科 専修

学籍番号

学生氏名

請求人住所

氏 名 印

記

種 別

添付書類

その他

1.銀行名 銀行

2.支店名 支店

3. 種 別 普通 当座

4. 口座番号

I I I I I I I I 
5. 口座名義人

城国父発第 号



城西国際大学学歌

口一城酉口際大学学歌
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